坑夫 


一目 漱石 


さっきから 松原 を 通って るんだ が、 松原と 云う もの 

は 絵で 見た よりもよ つぼ ど 長い もんだ。 いつまで 行つ 

て も 松ば かり 生えて いていつ こう 要領 を 得ない。 こつ 

あるい 

ちがい くら 歩行た つて 松の 方で 発展して くれなければ 

駄目な 事 だ。 いっそ 始めから 突っ立った まま 松と 睨 

めつ 子 をして い る 方が 增 しだ。 

東京 を 立った の は 昨夕の 九 時 頃で、 夜通しむ ちゃく 

くた び 

ちゃに 北の方へ 歩いて 来たら 草臥れて 眠くな つた。 泊 

くらやみ  かぐら どう  あが 

る 宿 もな し 金 もない から 暗闇の 神楽 堂へ 上 つ てち よ つ 

と 寝た。 何でも 八幡 様ら しい。 寒くて 目が 覚めたら、 

ひらお 

まだ 夜 は 明け 離れて いなかった。 それから のべつ 平 押 


しに ここまで やって来 たような ものの、 こうや たらに 

松ば かり 並んで いて は 歩く 精がない。 

ふ く  はぎ 

足 はだい ぶ 重くな つてい る。 膨ら脛に 小さい 鉄の 

さいづち しば  あがき  あわせ 

才槌 を 縛リ附 けたよう に 足搔に 骨が折れる。 袷の 尻 

はしお  ズボンした  は 

は 無論 端折って ある。 その上 洋袴 下さえ 穿いて いない 

の だから 不断なら 競走で もで きる。 が、 こう 松ば かり 

しょせん かな 

じ や 所詮 敵わない。 

よしず  ねばつち 

掛 茶屋が ある。 葭簀の 影から 見る と 粘土のへ つつい 

さぴ  ちゃがま  しょ う ぎ 

に、 鯖た 茶釜が 掛かって いる。 床几が 二 尺ば かり 往来 

ま  わらじ 

へ 食み出した 上から、 一 一 三 足 草鞋が ぶら下が つ て、 

はんてん 

袢天 だか、 どてら だか 分らない 着物 を 着た 男が 背中 を 


こちら へ 向けて 腰を搮 けて いる。 

よ  のぞ 

休もう かな、 廃そう かなと、 通り 掛 りに 横目で 視き 

込んで 見たら、 例の 袢天 とど てらの 中 を 行く 男が 突 

然 こっち を 向いた。 煙草の 脂で 黒くな つた 歯 を、 厚い 

くちびる 

唇 の 間から 出して 笑って いる。 これ はと 少し 気味が 

とたん  まじめ 

悪くな リ 掛ける 途端に、 向う の 顔 は 急に 真面目に な つ 

た。 今まで 茶店の 婆さんと さる 面白い 話 をして いて、 

何の 気 もっかずに、 ついその ままの 顔 を 往来へ 向けた 

時に、 ふと 自分の 面相に 出つ 喰した ものと 見える。 と 

も かく 向う が 真面目に な つたので ようやく 安心した。 

安心した と 思う 間もなく また 気味が 悪くな つ た。 男 は 


す  しろめ 

真面目に なった 顔 を 真面目な 場所に 据えた まま、 白眼 

の 運動が 気に 掛かる ほどの 勢いで 自分の 口から 鼻、 鼻 

ひたい  ひさし 

から 額と じりじり 頭の 上へ 登って 行く。 鳥 打 帽の廂 

また 

を 跨いで、 脳天まで 届いた と 思う 頃 また 白眼が じり じ 

り 下へ 降って 来た。 今度 は 顔 を 素通りに して 胸から 臍 

の あたりまで 来る とちよ つと 留まった。 臍の 所に は 

がまぐち  は い 

蟇 口が ある。 三十 二 銭 這 入 つてい る。 白い 眼 は 

くるめが すリ  ねら  もめん 

久 留米鉼 の 上から この 蟇 ロを覘 つた まま、 木綿 の 

へこおび  またぐら 

兵児帯 を 乗り越して やっと 股 倉へ 出た。 股 倉から 下に 

からすね 

ある もの は 空 脛ば かりだ。 いくら 見た つて、 見られる 

ような もの は 食ッ附 いちやい ない。 ただ 不断より 少々 


重たくな つてい る。 白い 眼 は その 重たくな つてい る 所 

を、 わざつ と、 じりじり 見て、 とうとう 親指の 痕が黒 

まないた げた  くだ 

くついた 俎 下駄の 台まで 降って 行った。 

ひとところ 

こう 書く と、 何だか、 長く 一  所に 立って いて、 さあ 

御覧 下さいと 云わない ばかりに 振舞った ように 思われ 

るが そうじゃない。 実は 白い 眼の 運動が 始まる やぼ や 

急 に 茶店へ 休む のが 厭に なった から、 すたすた 歩き 出 

したつ もりで ある。 にもかかわらず、 このつ もりが 

お ぼっか 

少々 覚束なかった と 見えて、 自分が 親指に まむし を 

こしら  ねじ  まぎわ 

斿 えて、 俎 下駄 を 捩る 間際に は、 もう 白い 眼の 運動 は 

済んで いた。 残念ながら 向う は 早い ものである。 じり 


じり 見 るんだ から 定めし 手間が 掛かる だろうと 思った 

ら 大間違い。 じりじりに は 相違ない、 どこまでも 落ち 

めっぽう 

ついている。 がそれ で 滅法 早い。 茶屋の 前 を 通り越し 

ながら、 世の中に は、 妙な 作用 を 持って る 眼が ある も 

ゆ つ 

の だと 思った くらいで ある。 それにしても、 ああ 緩く 

リ 見られな いうちに、 早く 向き 直る 工夫はなかった も 

ぱら ひや 

ん だろう か。 さんざつ 腹 冷 かされて、 さあ 御帰り、 用 

ごめん こうぶ 

はない からと 云う 段に なって、 もう 御免 蒙ります と 立 

ち 上った ような もの だ。 こっち は 馬鹿 気て いる。 あつ 

ち は 得意で ある。 

歩き 出してから 五六 間の 間 は 変に 腹が立った。 しか 


し 不愉快 は 五六 間です ぐ 消えて しまった。 と 思う とま 

た 足が 重くな つた。 —— この 足 だもの。 何しろ 鉄の 

さいづち  しば 

才槌 を 双方の 足へ 縛リ附 けて 歩いて るんだ から、 敏活 

の 行動 は 出来ない はず だ。 あの 白い 眼に じりじり やら 

まんざら  はん ま 

れ たの も、 満更 持 前の 半 間からば かり 来たと も 云え ま 

い。 こう 思い直して 見る と 下らない。 

その上 こんな 事 を 気にして いられる 身分 じ やない。 

うち 

いったん 飛び出し たから は、 もうどう あっても 家へ 戻 

る 了簡 はない。 東京に さえ 居り 切れない 身体 だ。 た 

いな 力  うしろ 

とい 田舎で も 落ちつく 気 はない。 休む と 後から 追つ 

きのう 

掛けられる。 昨日までの いさく さが 頭の 中 を 切って 


廻った 日に は どんな 田舎 だって やり切れない。 だから 

ただ 歩く ので ある。 けれども 別段に 目的 もない 歩き 方 

だから、 顔の 先 一 間 四方が ぼうとして 何だか 焼き 損 

なった 写真の ように 曇って いる。 しかも この 曇った も 

あて  ばくぜん 

のが、 いつ 晴れる と 云う 的 もな く、 ただ 漠然と 際限 も 

なく 行 手に 広がって いる。 いやしくも 自分が 生きて い 

る 間 は 五十 年で も 六十 年で も、 いくら 歩いても 走ても 

依然として 広がって いるに 違いない。 ああ、 つまらな 

い。 歩く の はいたた まれない から 歩く ので、 この ぼん 

やりした 前途 を 抜 出す ために 歩く ので はない。 抜け出 

そうとした つ て 抜け出せな いのは 知れ 切って いる。 


東京 を 立った 昨夜の 九 時から、 こう 諦 はっけて は 

いるが、 さて 歩き 出して 見る と、 歩きながら 気が 気で 

ない。 足 も 重い、 松が 厭きる ほど 行列して いる。 しか 

し 足よりも 松よりも 腹の 中が 一 番 苦しい。 何のた めに 

歩いて いるんだ か 分らな くって、 しかも 歩かな くって 

は 一 刻 も 生きて いられない ほどの 苦痛 は 滅多にない。 

のみならず 歩けば 歩く ほどとう て い 抜ける 事ので き 

もぐ 

ない 曇った 世界の 中へ だんだん 深く 潜り込んで 行く よ 

うな 気がする。 振り返る と 日の 照って いる 東京 はもう 

代が 違って いる。 手 を 出しても 足 を 伸ばしても、 この 

世で は 届かない。 まるで 娑婆が 違う。 そのく せ 暖かな 


朗 かな 東京 は、 依然として 眼 先に ぁリ ありと 写って 

ひかげ 

いる。 おういと 日蔭から 呼びた くなる くらい 明かに 見 

ばくばく 

える。 と 同時に 足の 向いて る 先 は漠々 たる もの だ。 こ 

の漠々 のうちへ —— 命の あらん 限り 広が つてい る この 

漠々 のうちへ —— 自分 はふら ふら 迷い込む の だから 心 

田、 o 

糸 レ 

この 曇った 世界が 曇った なり はびこ つ て、 定業 の 

尽きる まで 行く手 を 塞いで いて はた まらない。 留まつ 

た 片足 を 不安の 念に 駆られて 一歩 前へ 出す と、 一歩 不 

安の 中へ 踏み込んだ 訳になる。 不安に 追い 懸けられ、 

不安に 引っ張られて、 やむ を 得ず 動いて は、 いくら 歩 


らち  しょうがい 

いても いくら 歩いても 埒が 明く はずがない。 生涯 片 

づ かない 不安の 中 を 歩いて 行 くんだ。 とてもの 事に 

曇った ものが、 いっそ だんだん 暗くな つて くれれば い 

い。 暗くな つた 所 を また 暗い 方へ と 踏み出して 行った 

やみ 

ら、 遠からず 世界が 闇に なって、 自分の 眼で 自分の 身 

体が 見えなくなる だろう。 そう なれば 気楽な もの だ。 

意地の 悪い 事に 自分の 行く 路は 明る くもなって くれ 

ず、 と 云って 暗 くもなって くれない。 どこまでも 半 陰 

半晴の 姿で、 どこまで も片づ かぬ 不安が 立て 罩め て い 

いきがい 

る。 これで は 生 甲斐がない、 されば と 云って 死に 切れ 

ない。 何でも 人の いない 所へ 行って、 たった 一人で 住 


ん でいたい。 それが 出来なければ いっその 事 …… 

不思議な 事に いっその 事と 観念して 見た が 別に どき 

ん ともしなかった。 今まで 東京に いた 時分 いっその 事 

と 無分別 を 起し かけた 事 も たびたび あるが、 そのたび 

あと 

たびに どきん としない 事はなかった。 後から ぞっとし 

て、 まあ 善かった と 思わない 事 もなかった。 ところが 

今度 は 天から どきん とも ぞっと もしない。 どきん とで 

も ぞっとで も 勝手にす るが 善い と 云う くらいに、 不安 

の 念が 胸 一杯に 広がって いたんだろう。 その上 いっそ 

の 事 を 断行す る の が 今が 今ではない と 云う 安心が ど ザ J 

かに あるら しい。 明日になる か 明後日になる か、 こと 


に 由ったら 一週間 も掛 るか、 まかり 間違えば 無期限に 

さしつかえ  たか  くく 

延ばしても 差 支ない と 高 を 括って いたせい かも 知れ 

けごん  たき  あさま  ふんかこう  みちのり 

ない。 華厳の 瀑 にしても 浅 間の 噴火口に しても 道程 は 

まだ だいぶ あるく らい は 知らぬ 間に 感じて いたんだ ろ 

う。 行き着いて いよいよと ならなければ 誰が どきん と 

する もの じ やない。 したがって いっその 事 を 断行して 

見ようと 云う 気に もなる。 この 一 面に 曇った 世界が 苦 

痛であって、 この 苦痛 を どきん としない 程度に おいて 

まぬ か 

免れる 望が あると 思えば 重い 足 も 前に 出し 甲斐が あ 

る。 まず このく らいの 決心であった らしい。 しかし こ 

れは あとから 考えた 心理状態の 解剖で ある。 その 当時 


はた だ 暗い 所へ 出れば いい。 何でも 暗い 所へ 行かな け 

れ ばなら ない と、 ひたすら 暗い 所 を 目的に 歩き 出した 

ばかりで ある。 今 考える と 馬鹿馬鹿し いが、 ある 場合 

せめ  いしゃ 

になる と 吾々 は 死 を 目的に して 進む の を責て もの 慰藉 

と 心得る ようになって 来る。 ただし 目指す 死 は 必ず 遠 

方に なければ ならない と 云う 事 も 事実 だろうと 思う。 

少く とも 自分 はそう 考える。 あまり 近 過ぎる と 慰藉に 

なり かねる の は 死と 云う 因果で ある。 

ただ 暗い 所へ 行きたい、 行かな くつち やならない と 

つか  リ ようけん 

思いながら、 雲 を 攫む ような 料簡 で 歩いて 来る と、 

うしろ 

後から おいおい 呼ぶ ものが ある。 どんなに 魂が うろ 


しょうね 

ついて る 時で も 呼ばれて 見る と 性根が あるの は 不思議 

な もの だ。 自分 は 何の 気 もな く 振り向いた。 応ずる た 

めと 云う 意識 さえ 持たなかった の は 事実で ある。 しか 

し 振り向いて 見て 始めて 気がついた。 自分 はさつ きの 

茶店から まだ 二十 間と は 離れて いない。 その 茶店の 前 

はんてん  あい  こ  やに 

の 往来へ、 例の 袢天 とど てらの 合の 子が 出て、 脂 だら 

けの 歯 を あらわに 曝しながら しきりに 自分 を 呼んで い 

る。 

ゆうべ  き 

昨夕 東京 を 立って から、 まだ 人間に 口 を 利いた 事が 

な い。 人から 言葉 を 掛けられよう などと は 夢にも 予期 

していなかった。 言葉 を 掛けられる 資格な ど はまる で 


無い ものと 自信し 切って いた。 ところへ 突然 呼び 懸け 

られ たの だか ら —— 粗末な 歯並び だが 向き 出しに 笑顔 

を 見せて しきりに 手招き をして いるの だから、 ぼん や 

はっきり 

リ 振り返った 時の 心 持が、 自然と 判然す ると 共に、 自 

分の 足 はいつ の 間に か、 その 男の 方へ 動き 出した。 

実 を 云う とこの 男の 顔 も 服装 も 動作 も あんまり 気に 

入つ ちゃい ない。 ことにさ つき 白い 眼で じろ じろ やら 

けんお  うち きざ 

れた時 なぞ は、 何となく 嫌悪の 念が 胸の 裡に 萌し 掛け 

たくらい である。 それが ものの 二十 間と も 歩かない う 

ちに 以前の 感情 は どこかへ 消えて しまって、 打って 

あたたか _,s-  あとが え 

変った 一 種の 温 味 を 帯びた 心 持で 後 帰り をした の は 


なぜ だか 分らない。 自分 は 暗い 所へ 行かなければ なら 

ない と 思って いた。 だから 茶店の 方へ 逆戻り をし 始め 

けんとう 

ると 自分の 目的と は 反対の 見当に 取って返す 事になる。 

ひとあし  の 

暗い 所から 一 歩 立ち退いた 意味になる。 ところが この 

たちのき  うれ  のち 

立 退が 何となく 嬉しかった。 その後 いろいろ 経験 をし 

て 見た が、 こんな 矛盾 は 到る 所に 転がって いる。 けつ 

して 自分ば かり じゃある まいと 思う。 近頃で はてんで 

性格 なんても の はない もの だと 考えて いる。 よく 小説 

家が こんな 性格 を 書く の、 あんな 性格 を こしらえ るの 

と 云って 得意がつ ている。 読者 も あの 性格が こうだの、 

ああ だのと 分った ような 事 を 云って るが、 あり や、 み 


んな噓 を かいて 楽しんだり、 噓を 読んで 嬉しがつ てる 

ま と ま 

ん だろう。 本当の 事 を 云う と 性格なん て 纏った もの 

はあり やしない。 本当の 事が 小説家な どに かける もの 

じ やなし、 書いた つて、 小説になる 気づかい は ある ま 

い。 本当の 人間 は 妙に 纏めに くいもの だ。 神 さまで も 

手 古ず るく らい 纏まらない 物体 だ。 しかし 自分 だけが 

どう あっても 纏まらな く 出来 上って るから、 他人 も自 

しま  はやがてん 

分 同様 締り のない 人間に 違ない と 早合点 をして いるの 

かも 知れない。 それで は 失礼に 当る。 

めくら じ ま  そば 

とにかく 引き返して 目 倉 縞の 傍まで 行く と、 どてら 

な 

はさ も 馴れ馴れしい 声で 


「若い 衆さん」 

と 云いながら、 大きな 顎 を 心 持 襟の 中へ 引きながら 自 

分の 額の あたり を 見詰めて いる。 自分 は 好 加減な とこ 

ろで、 茶色の 足 を 二本立てた まま、 

「何 か 用です か」 

と 叮嚀に 聞いた。 これが 平生なら こんな どてら から 若 

い 衆さん なんて 云われて 快よ く 返辞 をす る 自分 じ やな 

い。 返辞 をす るに しても うんと か 何 だと かで 済した ろ 

うと 思う。 ところが この 時に 限って、 人相の よくない 

どてら と 自分と は 全く 同等の 人間の ような 気持が した。 

別に 利害の 関係から して わざと 腰 を 低く 出たん じ や、 


けっしてない。 すると どてら の 方で も 自分 を 同程度の 

人間と 見做した ような 語気で、 

おまえ  りょうけん 

「御前さん、 働く  了簡 はない かね」 

と 云った。 自分 は 今が今まで 暗い 所へ 行く より ほかに 

やぶ  ぼう 

用の ない 身と 覚悟して いたんだ から、 藪から 棒に 働く 

了簡 はない かねと 聞かれた 時には、 何と 答えて In いか、 

わけ  からすね 

さっぱり 訳が 分らずに、 空 脛 を 突っ張った まま、 馬鹿 

見た ような 口 を 開けて、 ぼんやり 相手 を 眺めて いた。 

「御前さん、 働く 了簡 はない かね。 どうせ 働かな くつ 

ちゃなら な いんだろう」 

とど てらが また 問い返した。 問い返された 時分に は 


こっちの 腹 も、 どうか、 こうか、 受け 答の 出来る くら 

じきょう  えとく 

いに 眼前の 事況を 会得す るよう になった。 

「働いても 善いです が」 

これ は 自分の 答で ある。 しかし この 答が いやしくも 

口に 出て 来る ほどに、 自分の 頭が 間に合せの 工面に せ 

よ、 やっと 片づ いたと 云う もの は、 単純ながら 一順の 

過程 を 通って おる。 

自分 は どこへ 行 くんだ か 分らない が、 なにしろ 人の 

いないと ころへ 行く 気で いた。 のに 振り向いて どてら 

の 方へ あるき 出した の だから、 歩き 出しながら 何とな 

びんぜん 

く 自分に 対して 閥 然な感 が ある。 と 云う もの はいくら 


どてら でも 人間で ある。 人間の いない 方へ 行くべき も 

のが、 人間の 方へ 引き戻されたん だから、 ことほ ど さ 

ように 人間の 引力が 強いと 云う 事 を 証拠立て ると 同時 

そむ 

に、 自分の 所 志に もう 背かねば ならぬ ほどに 自分 は 薄 

てみ じか 

弱な もので あつたと 云う 事 を も 証拠立て ている。 手 短 

に 云う と、 自分 は 暗い 所へ 行く 気で いるんだ が、 実の 

ところ はやむ を 得ず 行 くんで、 何 か 引つ かかりが 出来 

え  かしこ  しゃば 

れば、 得た リ賢 しと 普通の 娑婆に 留まる 了簡なん だ 

ろうと 思われる。 幸いに、 どてら が 向う から 引つ か 

うしろむ 

かって くれたんで、 何の気なしに 足が 後向きに 歩き 出 

して しまったの だ。 云わば 自分の 大目 的に 申し訳の な 


い 裏切り を ちょっとして 見た 訳になる。 だから どてら 

が 働く 気 はない かねと 出て くれずに、 御前さん 野に す 

るかね、 それとも 山に する かねとで も 切り出したら、 

しばらく 安心して 忘れ かけた 目的 を、 ぎよ つと 思い出 

させられて、 急に 暗い 所 や、 人の いない 所が 怖くな つ 

て ぞっとし たに 違ない。 それほどの 娑婆気が、 戻リ掛 

とたん  き V！ 

ける 途端にもう 萌して いたので ある。 そうして どてら 

に 呼ばれれば 呼ばれる ほど、 どてら の 方 へ 近寄れば 近 

寄る ほど、 この 娑婆気 は 一 歩 ごとに 増長した ものと 見 

からすね 

える。 最後に 空 脛 を 二 本、 棒の ように どてら の 真 向う 

に 突っ立てた 時 は、 この 娑婆気が 最高潮に 達した 瞬間 


である。 その 瞬間に 働く 気 はない かねと 来た。 御 粗末 

うま 

など てら だ が 非常 に 旨く 自分の 心理状態 を 利用した 勧 

誘で ある。 だし 抜けの 質問に 一 時 は ぼんやり したよう 

な ものの、 ぼんやりから 覚めて 見れば、 自分 はいつ か 

娑婆の 人間に なって いる。 娑婆の 人間で ある 以上 は 食 

わなければ ならない。 食う に は 働かな くつち や 駄目 だ。 

「働いても、 いいです が」 

すべ 

答 は 何の 苦 もな く 自分の 口から 滑り出して しま つ た。 

すると どてら はそう だろう その はずさと 云うよう な 顔 

つき をした。 自分 は 不思議に もこの 顔つき を もっとも 

だと 首肯した。 


「働いても、 いいです が、 全体 どんな 事 をす るんで す 

ゝ I 

力」 

と 自分 はこ こで 再び 聞き直して 見た。 

「大変 儲か るんだ が、 やって 見る 気 は あるかい。 儲か 

うけあ い 

る 事は受 合なん だ」 

どてら は 上機嫌の 体で、 にこに こ 笑いながら、 自分 

の 返事 を 待つ ている。 どうせ どてら の 笑 うんだ から、 

あいきょう  がんらい 

愛嬌に もなん にもな つち やい ない。 元来 笑う だけ 損 

になる ようにで き 上がって る 顔 だ。 ところが その 笑い 

方が 妙に なつかしく 思われて 

「ええ や つ て 見ましょう」 


と 受けて しま つ た。 

「やって 見る？ そいつ あ 結構 だ。 君 儲かる よ」 

「そんなに 儲けな くっても、 いいです が …… 」 

「え？」 

どてら はこの 時 妙な 声 を 出した。 

「全体 どんな 仕事なん です か」 

「やるなら 話す が、 やる だろう ね、 お前さん。 話した 

後で 厭 だなん て 云われち や 困る が。 きっと やる だろう 

ね」 

どてら はむ やみに 念 を 押す。 自分 は そこで、 

「やる 気です」 


と 答えた。 しかし この 答 は 前の ように 自然 天然に は 出 

なかった。 云わば いきみ 出した 答で ある。 大抵の 事な 

ら やって 退ける が、 万一 の 場合に は 逃げ を 張る 気と 見 

えた。 だから やります と 云わずに やる 気です と 云った 

ん だろう。  こう 自分の 事 を 人の 事の ように 書く の 

は 何となく 変 だが、 元来 人間 は締 りの ない もの だから、 

はっきりした 事 はいくら 自分の 身の上 だって、 こうだ 

と は 云い 切れない。 まして 過去の 事になる と 自分 も 人 

も 区別 はあり やしない。 すべてが だろう に 変化して し 

ま う。 無責任 だ と 云われる かも 知れない が 本当 だから 

ちゃ 

仕方がない。 これから さき も危 しいと ころ はいつ でも 


この 式で 行く つもり だ。 

ほぼ  まとま  の 

そこで どてら は 略 話が 纏 つた ものと 呑み込んで 

「じ や、 まあ 御 這 入り。 緩く り 御茶で も 呑んで 話す か 

ら」 

と 云う。 別に 異存 もない から、 茶店に 這 入って どてら 

の 隣り に 腰をおろしたら、 口の ゆがんだ 四十ば かりの 

神さん が 妙な 臭いの する 茶 を 汲んで 出した。 茶 を 飲ん 

だら、 急に 思い出し たように 腹が減って 来た。 減って 

来たの か、 減って いたのに 気がついた のか 分らない。 

がまぐち 

蟇 口に は 三十 一 一 銭 這 入って いる、 何 か 食おう かしらと 

考えて いると 


「君、 煙草 を 呑む かい」 

と、 どてら が 「朝日」 の 袋 を 横から 差し出した。 なか 

なか 御世辞が いい。 袋の 角が 裂けて るの は 仕方がない 

うすぎた  あか  つぶ 

が、 何だか 薄穢 なく 垢づ いた 上に、 びし やりと 押し潰 

されて、 中に ある 煙草が かたまって、 一本に なって る 

そで 

ように 思われる。 袖の ないど てら だから、 入れ 所に 窮 

して 腹掛の 隠し へ でも 捩じ込んで 置く ものと 見える。 

「ありがとう、 たくさんです」 

と 断る と、 どてら は 別に 失望の 体 もな く、 自分で かた 

つめ あか 

まった うちの 一本 を、 爪 垢の たまった 指先で 引っ張り 

出した。 はたせる かな 煙草 は 皺 だらけに なって、 太刀 


のように 反って いる。 それでも 破けた 所 もない と 見え 

けむ  きわ 

て、 すば すば 吸う と 鼻から 煙が 出る。 際どい ところで 

煙草の 用 を 足して いるから 不思議 だ。 

「御前さん、 幾年に なんな さる」 

どてら は 自分の 事 を 御前さんと 云ったり 君と 云った 

りする よう だが、 何で 区別す るんだ か 要領 を 得ない。 

今までの ところで 察して 見る と、 儲かる ときには 君に 

なって、 不断の 時には 御前さんに 復す るよう にも 見え 

る。 何でも 儲かる 事が だいぶん 気になって いるら しい。 

「十九です」 

と 答えた。 実際 その 時 は 十九に 違なかった ので ある。 


「まだ 若 いんだね」 

うしろむき  ふ 

と 口の ゆがんだ 神さん が、 後 向に なって 盆 を 拭きな 

がら 云った。 後向き だから、 どんな 顔つき をして いる 

ひと ごと 

か 見えない。 独り言 だか どてら に 話しかけ てるんだ か、 

それとも 自分 を 相手に する 気なん だか 分らな か つ た。 

すると どてら は、 さも 調子 づ いた 様子で、 

「そうさ、 十九 じ や 若い もんだ。 働き盛り だ」 

と、 どうしても 働かな くつち やならない ような 語気で 

しょ-つぎ 

ある。 自分 はだ まって 床几 を 離れた。 

正面に 駄菓子 を 載せる 台が あって、 縁の 毀れ た 菓子 

そば  ふ き ん 

箱の 傍に、 大きな 皿が ある。 上に 青い 布巾が かかって 


あげまん じゅう  は 

いる 下から、 丸い 楊 饅頭が 食み出し ている。 自分 は 

この 饅頭が 喰いた くな つたから、 腰 を 浮かして 菓子 台 

そば  まんじゅう 

の 前まで 来たの だが、 傍へ 来て、 つらつら 饅頭の 皿 を 

のぞ 

視き 込んで 見る と、 恐ろしい 蠅だ。 しかも それが 皿の 

前で 自分が 留まる や 否や 足音に パッと 四方に 散つ たん 

で、 おやと 思いながら、 気 を 落ちつけ て 少しく 揚 饅頭 

を 物色して いると、 散らばった 蠅は、 もう 大風が 通り 

越した から 大丈夫 だよ と 申し 合せた ように、 再びば つ 

きいろ 

と 饅頭の 上へ 飛び 着いて 来た。 黄色い 油 切った 皮の 上 

に、 黒い ぼちぼちが 出鳕 目に できる。 手 を 出そう かな 

はんてん  せいや 

と 思う 矢先へ もって 来て、 急に 黒い 斑点が、 晴夜の 


せいしゅく  へ きえき 

星宿 の ごとく、 縦横に 行列す るんだ から、 少し 辟易し 

てし まって、 ぼんやり 皿 を 見下して いた。 

「御 饅頭 を 上がん なさる かね。 まだ 新しい。 一昨日 楊 

げたば かりだから」 

ま 

かみさん は、 いつの 間に か 盆 を 拭いて しまって、 菓 

子 台の 向 側に 立って いる。 自分 は 不意と 眼 を 上げて 

神さん を 見た。 すると 神さん は 何と 思った か、 いきな 

り、 節 太の 手 を 皿の 上に 翳して、 

「まあ、 大変な 蠅だ 事」 

と 云いながら、 翳した 手 を竪に 切って、 二三 度 左右へ 

振った。 


「上が るん なら 取つ て 上げよう」 

神さん はたち まち 棚の 上から 木皿 を 一 枚お ろして、 

はし  はさ 

長い 竹の 箸で、 饅頭 を ぼん ぼん ぼんと 七つ ほど 挟み込 

んで、 

「こっちが いいでしょう」 

しょうぎ 

と 木皿 を、 自分の 腰 を 掛けて いた 床几の 上へ 持って 

行った。 自分 は 仕方がない からまた もとの 席へ 帰って、 

木皿の 隣へ 腰 を 掛けた。 見る と、 もう 蠅が 飛んで 来て 

いる。 自分 は蠅と 饅頭と 木皿 を 眺めながら、 どてら に 

向って 

「 一 つどう です」 


と 云って 見た。 これ は あながち 「朝日」 の 御礼の ため 

ばかりで はない。 幾分 か は どてら がー 昨日 揚げた 蠅だ 

ら けの 饅頭 を 食う だろう か 食わないだろう か 試して 見 

る 腹 もあった らしい。 すると どてら は 

「や、 すまない」 

やつ 

と 云いながら、 何の 苦 もな く 一番 上の 奴 を 取って 

ほおば  くちびる 

頰 張つ ちまった。 唇の 厚い 口 を も ごつ かせて いると 

まんざら 

ころ を 観察す ると、 満更で もな さそう に 見えた。 そこ 

きれい 

で 自分 も 思い切って、 こちら 側の 下から、 比較的 奇麗 

つま 

なの を 摘み 出して、 あんぐり やった。 油の 味が 舌の 上 

にが あん 

へ 流れ出し たと 思う 間もなく、 その 中から 苦い 餡が 卒 


然として 味覚 を 冒して 来た。 しかし この 際 だから 別に 

しまった とも 思わなかった。 難なく 餡 も 皮 も 油 もぐい 

ふ  の くだ 

と 胃の 腑へ 呑み 下して しまったら、 自然と 手が また 木 

皿の 方へ 出た から 不思議な もの だ。 どてら はこの 時 も 

う 第二の 饅頭 を 平らげて、 第三に 移って いる。 自分に 

比較す ると 大変 速力が 早い。 そうして 食って る 間 は 口 

き  もう 

を 利かない。 働く 事 も 儲かる 事 もまる で 忘れて いるら 

い き 

しい。 したがって 七つの 饅頭 は 呼吸 を 二三 度す るう ち 

に 無くなって しまった。 しかも 自分 はたった 二つし か 

食わない。 残る 五つ は 瞬く間に どてら のためにして 

やられた ので ある。 


しリ ごみ  きた 

いかに 逡巡 をす る ほどの 汚なら しい もので も、 一度 

さわ 

皮切り を やる と、 あと は それほど 神経に 障らずに 食え 

る もの だ。 これ は あとで 山へ 行って しみじみ 経験した 

事で、 今では 何でもない 陳腐の 真理に なって しまった 

まんじゅう  あき  あと 

が、 その 時 は 饅頭 を 食いながら 少々 呆れた くらい 後 

が 食いた くな つた。 それに 腹 は 減って いる。 その上 相 

手が どてら である。 この どてら が 事 も なげに、 砂の つ 

いた 饅頭 をば くつく ところ を 見る と、 多少 は 競争の 気 

味に もな つて、 神経な ど は 有っても 役に立たない、 起 

すだけ が 損 だと 云う 心 持になる。 そ- ,1 で 自分 はとうと 

う 神さん にた のんで 饅頭の 御代り を 貰った。 


今度 は 「 一 つ、 どうです」 とも 何とも 云わずに、 木 

しょ ラぎ 

皿が 床几の 上に 乗る や 否や、 自分の 方で まず 一 つ 

まお ま 

頰 張った。 すると どてら も、 「や、 すまない」 とも 何と 

も 云わずに、 だまって 一 っ頰 張った。 次に 自分が また 

一 っ頰 張る。 次に どてら がまた 一 っ頰 張る。 互 違に 

頰 張りつ 子 をして 六つ 目まで 来た 時、 たった 一 つ 残つ 

た。 これが 幸い 自分の 番に 当ってい るので、 どてら が 

手 を 出さない うちに、 自分が 頰 張って しまった。 それ 

からまた 御代り を 貰った。 

「君 だいぶ やる ね」 

とど てらが 云った。 自分 はだい ぶ やる 気 も 何もな か つ 


たが、 云われて 見る とだいぶ やる に 違ない。 しかし こ 

れは 初手に どてら の 方で 自分の 食いたくない もの を、 

むしゃむしゃ 食って 見せて、 自分の 食慾 を 誘致した 結 

果が 与って 力 あるよう だ。 ところが どてら の 方で は 

こラさ 

全然 こっちの 責任で だいぶ やつ てるような 口気で あつ 

た。 だから 自分 は 何だか どてら に対して 弁解して 見た 

い 気がした が、 弁解す る 言葉が ちょ つ と 出て 来な か つ 

た。 ただ 雲 を 攫む ように どてら にも 責任が あるんだ ろ 

うと 思う だけで、 どこが 責任なん だか 分らなかった か 

ら 黙って いた。 すると 

「君、 揚 饅頭が よっぽど 好きと 見える ね」 


と 今度 は 云った。 饅頭に も 寄り切りで、 一昨 i 揚げた 

砂 だらけの 蠅 だらけの 饅頭が 好きな 訳 はない。 と 云つ 

きらい 

て 現に 三 皿まで 代えて 食う もの を 嫌 だと は 無論 云わ 

れ ない。 だから 今度 も 黙って いた。 そこへ 茶店の 神 さ 

んが 突然 口を出した。 —— 

おまん  うま 

「うちの 御饅は 名代の 御饅 だから、 みんなが 旨がって 

食べ る だよ」 

神さん の 言葉 を 聞いた 時 自分 は 何だか 馬鹿にされて 

るよう な 気がした。 そこで ますます 黙って しまった。 

黙って 聞いて ると、 

「旨い 事 この 上な しだ」 


とど てらが 云って る。 本当なん だか 御世辞 なんだか 

ちょっと 見当が つかなかった。 とにかく 饅頭 はどうで 

かんじん  ききただ 

も 構わない から、 肝心の 労働 問題 を聞糾 して 見ようと 

思って、 

さ つ き 

「先刻の 御 話です がね。 実は 僕 も いろいろの 事情が 

あって、 働いて 飯 を 食わな くつち やならない 身分なん 

です が、 いったい どんな 事 を や るんで すか」 

とこつ ちから 口 を 切って 見た。 どてら は 正面の 菓子 台 

を 眺めて いたが、 この 時 急に 顔 だけ 自分の 方へ 向けて 

もう  うそ 

「君、 儲か るんだ ぜ。 噓じ やない、 本当に 儲かる 話な 

ん だから 是非 やりた まえ」 


と、 また ぞろ 自分 を 君 呼 わりにして、 しきりに 儲けさ 

せたがって いる。 こっちへ 向き 直って、 自分 を 誘い出 

そうと 力める 顔つき を 見る と、 頰 骨の 下が 自然と 落ち 

込んで、 落ち込んだ 肉が 再び 顎の 枠で 角張って いる。 

そこへ 表から 射し 込む 日の 加減で、 小鼻の 下から 弓形 

にで き 上った 皺が 深く 映って いる。 この 様子 を 見た 自 

分 は 何となく 儲ける のが 恐ろしくな つ た。 

「僕 はそんな に 儲けな くっても、 いいです。 しかし 働 

く 事 は 働く です。 神聖な 労働なら 何でも やる です」 

あた リ  けしき 

どてら の頰の 辺に は、 はてなと 云う 景色が ちょつ 

と 見えた が、 やがて、 かの 弓形の 皺 を 左右に 開いて、 


脂 だらけの 歯 を 遠慮なく 剝き 出して、 そうして 一 種特 

別な 笑い 方 をした。 あとから 考える とど てらに は 神聖 

な 労働と 云う 意味が 通じな か つ たらしい。 いやしくも 

人間た る ものが 金 儲の 意味 さえ 知らないで、 こむ ず 

くちこう しゃ 

かしい 口巧者な 事 を 云う から、 気の毒 だと 云う ので ど 

てら は 笑った ので ある。 自分 は 今が今まで 死ぬ 気で い 

た。 死なな いまでも 人間の いない 所へ 行く 気で いた。 

それが でき 損った から、 生きる ために 働く 気になつ 

たまでで ある。 儲かる とか 儲からない とか 云う 問題 は、 

てんで 頭の 中にはない。 今ない ばかり じ やない、 東京 

やっかい 

にいて 親の 厄介に なって る 時分から なかった。 どころ 


じ やない 儲 主義 は 大いに 軽蔑して いた。 日本中 どこへ 

行つ て も そのく らいな 考え は 誰に も あるだろう くらい 

に 信じて いた。 だから どてら がさつ きから 儲かる 儲か 

ると 云う の を 聞く たんびに 何のた めだろうと 不思議に 

思って いた。 無論 癩には 障らない。 癩に 障る ような 

身分で もな し、 境遇で もない から、 いっこう 平気で は 

いたが、 これが 人間に 対する 至大の 甘言で、 勧誘の 方 

ききめ  おも 

法と して、 もっとも 利 目の ある もの だと は 夢にも 想い 

至らなかった。 そこで、 どてら から 笑われち まった。 

笑われて さえい つこう 通じなかった。 今 考える と 馬鹿 

馬麁 しい。 


一種 特別な 笑い 方 をした どてら は、 その 笑いの 収ま 

リ かけに、 

「お前さん、 全体 今まで 働いた 事が あんな さるの かね」 

と 少し 真面目な 調子で 聞いた。 働く にも 働かない にも、 

き のう う ち 

昨日 自宅 を 逃げ出した ばかりで ある。 自分の 経験で 働 

いた 試し は 撃剣の 稽古と 野球の 練習ぐ らいな もので、 

稼いで 食った 事 はま だ 一 日 もない。 

「働いた 事はないです。 しかし これから 働かな くつ 

ちゃ あならない 身分です」 

「そうだろう。 働いた 事が なくつ ちゃ …… じ や、 君、 

まだ 儲けた 事 もな いんだね」 


と 当り前の 事 を 聞いた。 自分 は 返事 をす る 必要がない 

から、 黙って ると、 茶店の かみさんが、 菓子 台の 後 か 

ら、 

「働く からに や、 儲けな くつち や あね」 

と 云いながら、 立ち上がった。 どてら が、 

「全く だ。 儲けよう つたって、 今時そう 儲け口が 転 

が つ てる もんじ やない」 

さ 

と 幾分 か 自分に 対して 恩に 被せる ように 答える の を、 

「そうさ」 

と 幾分 かさげ すむ ように 聞き流して、 裏へ 出て 行った。 

このそう さが 妙に 気になって、 ことによると、 まだ そ 


あと 

の 後が あるか も 知れない と 思った せいか、 何気なく 

うしろ かげ  ねがた 

後 姿 を 見送って いると、 大きな 黒松の 根方のと ころ 

たちしょうべん  そむ 

へ 行って、 立 小便 をし 始めた から、 急に 顔 を 背けて、 

どてら の 方 を 向いた。 どてら はすぐ、 

わたし  うま 

「私 だから、 お前さん、 見ず知らずの 他人に こんな 旨 

い 話 をす るんだ。 これが ほかの もの だったら、 受 合つ 

てた だ じ や 話しつ こない 旨い 口なん だからね」 

とまた 恩に 被せる。 自分 は、 面倒く さいから おとなし 

く、 

「ありがたいです」 

と 四角張って 答えて 置いた。 


「実はこう 云う 口なん だが ね」 

と、 どてら が、 すぐに 云う。 自分 は 黙って 聞いて いた。 

や ま 

「実はこう 云う 口なん だが ね。 銅山へ 行って 仕事 をす 

るんだ が、 私が 周旋 さえ すれば、 すぐ 坑夫に なれる。 

すぐ 坑夫に なれり や 大した もんじ やない か」 

自分 は 何 か 返事 を 促 される ような 気がした けれど 

の 

も. どうも どてら の 調子に 載せられて、 そうです と は 

答える 訳に 行かなかった。 坑夫と 云えば 鉱山の 穴の 中 

で 働く 労働者に 違ない。 世の中に 労働者の 種類 はだい 

ぶん あるだろう が、 そのうちで もっとも 苦しく つて、 

も つ とも 下等な ものが 坑夫 だとば かり 考えて いた 矢先 


へ、 すぐ 坑夫に なれり や 大した もの だと 云われた の だ 

から、 調子 を 合す どころ の 騒ぎ じ やない、 おやと 思う 

くらい 内心で は少 からず 驚いた。 坑夫の 下に はま だま 

おおみそか  あと 

だ 坑夫より 下等な 種属が あると 云う の は、 大晦日の 後 

に まだた くさん 日が 余って ると 云う のと 同じ 事で、 自 

分に は ほとんど 想像が つかなかった。 実 を 云う とどて 

しゃべ  じゃくねん あなど 

らが こんな 事 を 饒舌る の は、 自分 を 若年と 侮って、 

だま 

好い加減に 人を瞞 すので はない かと 考えた。 ところが 

相手 は 存外 真面目で ある。 

「何しろ、 取附 からすぐ に 坑夫なん だからね。 坑夫な 

たま 

ら 楽な もん さ。 たちまち のうちに 金が うんと 溜つ ち 


まって、 好な 事が 出来ら あね。 なに 銀行 も あるんだ か 

ら、 預けようと 思 や あ、 いつでも 預けられる しさ。 ね 

え、 御 かみさん、 初めつ から 坑夫に なれり や、 結構な 

もんだ ね」 

むき 

とかみ さんの 方へ 話の 向 を 持って行く とかみさん は、 

さっき 裏で、 立ちながら 用 を 足した ままの 顔 をして、 

「そうと も、 今から すぐ 坑夫に なって 置 きゃあ 四 五 年 

うな 

立つ うちに や、 唸る ほど 溜る ばかり だ。  何しろ 十 

九 だ。  働き盛り だ。  今のう ち 儲けな くつち や 

損 だ」 

あいだ  ひと ごと 

と 一句、 一句 間を置いて 独り言の ように 述べて いる。 


要するに この かみさん も 是非 坑夫に なれと 云わぬ ば 

くちうら 

かりの 口占で、 全然 どてら と 同意見 を 持って いるよう 

に 思われた。 無論 それでよ ろしい。 また それでな くつ 

て もい つこう 構わない。 妙な 事に この 時 ほどお となし 

い 気分に なれた 事 は 自分が 生れて 以来 始めて であった。 

相手が どんな 間違 を 主張しても 自分 はた だはい はいと 

云って 聞いて いたろうと 思う。 実 を 云う と 過去 一 年間 

し で  はんもん 

において 仕出かした 不都合 やら 義理 やら 人情 やら 煩悶 

やらが 破裂して 大 衝突 を 引き起した 結果、 あてど もな 

きのう 

くこ こまで 落ちて 来たの だから、 昨日までの 自分の 事 

を 考える と、 どうしたって、 こんなに 温和し く なれる 


訳がない の だが、 実際 この 時 は 人に 逆うよう な 気分 

は 薬に したくっても 出て 来なかった。 そうして また そ 

れを 矛盾と も 不思議と も 考えなかった。 おそらく 考え 

る 余裕が なかつ たんだろう。 人間のう ちで 纏った も 

の は 身体 だけで ある。 身体が 纏って る もんだ から、 心 

きょ う 

も 同様に 片づ いた もの だと 思って、 昨日と 今日と まる 

で 反対の 事 をしながら も、 やはり もとの 通りの 自分 だ 

と 平気で 済まして いるもの がだいぶ ある。 のみならず 

いったん 責任 問題が 持ち上がって、 自分の 反覆 を 詰ら 

れた 時で すら、 いや 私の 心 は 記憶が あるば かりで、 実 

はばら ばらなん ですからと 答える ものが な いのは なぜ 


だろう。 こう 云う 矛盾 を しばしば 経験した 自分で すら 

無理と 思いながら も、 いささか 責任 を 感ずる よう だ。 

ちょう まう 

して 見る と 人間 は なかなか 重宝 に 社会の 犠牲になる 

ように 出来 上った もの だ。 

同時に 自分の ばらばらな 魂が ふらふら 不規則に 活動 

する 現状 を 目撃して、 自分 を 他人扱いに 観察した 

ひいきめ 

貝顯厦 目な しの 真相から 割り出して 考える と、 人間 ほど 

あて  ちか い 

的に ならない もの はない。 約束と か 契と か 云う もの 

は 自分の 魂 を 自覚した 人に はとても 出来ない 話 だ。 ま 

た その 約束 を楣 にと つ て 相手 を ぎゅぎゅ 押しつけるな 

や ぼ 

んて 蛮行 は 野暮の 至りで ある。 大抵の 約束 を 実行す る 


場合 を、 よく 注意して 調べて 見る と、 どこかに 無理が 

ある にもかかわらず、 その 無理 を 強て 圧し かくして、 

知らぬ顔で やって 退ける までで ある。 決して 魂の 自由 

行動 じ やない。 はやくから、 ここに 気がついたなら、 

うら  も だ  うち 

むやみに 人 を 恨んだり、 悶えた リ、 苦し まぎれに 自宅 

を 飛び出した リ しなく つても 済んだ かも 知れない。 た 

とい 飛び出して もこの 茶店まで 来て、 どてら と 神さん 

に対する 自分の 態度が、 昨日までの 自分と は 打って 

変った ところ を、 他人扱いに 落ち着き払って 比較す る 

だけの 余裕が あったら、 少し は 悟れたろう。 

惜しい 事に 当時の 自分に は 自分に 対する 研究心と 云 


う ものが まるでなかった。 ただ 口惜しく つて、 苦し 

くって、 悲しく つて、 腹立たし くって、 そうして 気の 

毒で、 済まなく つて、 世の中が 厭に なって、 人間が 棄 

て 切れないで、 いても 立っても、 いたた まれないで、 

あげまん じゅう 

むちゃくちゃに 歩いて、 どてら に 引っ掛って、 楊 饅頭 

を 喰った ばかりで ある。 昨日 は 昨日、 今日は 今日、 一 

時間 前 は 一 時間 前、 三十 分 後 は 三十 分 後、 ただ 眼前の 

心より ほかに 心と 云う ものが まるでな くな つ ちま つ て、 

つなぎ 

平生から 繫 続の 取れない 魂が いと ど ふわ つき出して、 

実際 あるんだ か、 な いんだ かす こぶる 明瞭 でない 上に、 

も ラろラ 

過去 一 年間の 大きな 記憶が、 悲劇の 夢の ように、 朦朧 


ようふん  こくう はるか  こ 

と 一団の 妖氛 となって、 虚空 遥に 際限 もな く 立て 罩 

め てるような 心持ちで あつ た。 

そこで 平生の 自分なら、 なぜ 坑夫に なれば 結構なん 

だと か、 どうして 坑夫より 下等な ものが あるんだ とか、 

自分 は 儲ける 事ば かり を 目的に 働く 人間 じ やない とか、 

儲けさえ すり やど こがい いんだと か、 何とか かと か 

理窟 を 捏ねて、 出来るだけ 自己 を 主張し なければ 勘弁 

しないと ころ を、 ただおと なしく 控えて いた。 口 だけ 

おとなし いので はない、 腹の 中から まるで 抵抗す る 気 

が 出なかった ので ある。 

何でも この 時の 自分 は、 単に 働けば いいと 云う 事 だ 


け を 考えて いたらし い。 いやしくも 働き さえ すれば、 

—— いやしく もこの ふわ ふわの 魂が 五体のう ちに、 う 

ろつ きながら も いられ さえ すれば、 —— 要するに 死に 

切れない もの を、 強て 殺して しまう ほどの 無理 を 冒さ 

ない 以上 は、 坑夫 以上だろう が、 坑夫 以下だろう が、 

儲かろう が、 儲かる まいが、 とんと 問題に ならな かつ 

たものと 見える。 ただ 働く 口 さえ 出来れば それで 結構 

であるから、 働き 方の 等級 や、 性質 や、 結果に ついて、 

あいい  ほら 

いかに 自分の 意見と 相 容れぬ 法螺 を 吹かれても、 また 

その 法螺が、 単に 自分 を 誘致す る ためにす る 打算的の 

法螺で あっても、 また その 法螺に 乗る 以上 は 理知の 人 


すくな  のこ 

間と して 自分の 人格に 尠 からぬ 汚点 を貽す 恐れが 

あっても、 まるで 気にならな かったんだろう。 こんな 

時には 複雑な 人間が 非情に 単純になる もんだ。 

その上 坑夫と 聞いた 時、 何となく 嬉しい 心 持が した。 

自分 は 第一 に 死ぬ かも 知れない と 云う 決心で 自宅 を 飛 

出した ので ある。 それが 第二に は 死なな くっても 好い 

から 人の いない 所へ 行きたい と 移って 来た。 それが ま 

たいつ の 間に か 移って、 第三に は ともかくも 働こうと 

変化し ちまった。 ところで、 さて 働く となると、 並の 

働き 方よりも 第二に 近い 方が いい、 一歩 進めて 云えば 

第一に 縁故の ある 方が 望ましい。 第一、 第二、 第三と 


知らぬ 間に 心 変り がした ような ものの、 変りつつ 進 

んで 来た、 心の 状態 は、 うやむやの 間に 縁 を 引いて、 

擦れ 落ちながら も、 振り返って、 もとの 所 を 慕いつつ 

押されて 行く ので ある。 単に 働く と 云う 決心が、 第二 

を 振り切る ほど 突飛で もなかつ たし、 第一と 交渉 を 絶 

つ ほど 遠くに もい なかった と 見える。 働きながら、 人 

のい ない 所に いて、 もっとも 死に 近い 状態で 作業が 出 

来れば、 最後の 決心 は 意の ごとくに 運びながら、 幾分 

か 当初の 目的に も 叶う 訳になる。 坑夫と 云えば 名前の 

あな  かぎょう 

示す ごとく、 坑の 中で、 日の目を見ない 家業で ある。 

しゃば  もぐ 

娑婆に いながら、 娑婆から 下へ 潜り込んで、 暗い 所で、 


あらがね つちくれ 

鉱塊 土塊 を 相手に、 浮世の 声 を 聞かないで 済む。 定め 

て 陰気だろう。 そこが 今の 自分に は 何より だ。 世の中 

に 人間 は ごて ごている が、 自分 ほど 坑夫に 適した もの 

はけつ してない に 違ない。 坑夫 は 自分に 取って 天職で 

ある。 —— とこ こまで 明瞭に は 無論 考えなかった が、 

ただ 坑夫と 聞いた 時、 何となく 陰気な 心持ちが して、 

その 陰気が また 何となく 嬉しかった。 今 思い出して 見 

ると、 やっぱり どう あっても 他人の 事と しか 受け取れ 

Ait- ヽ o 

な レ 

そこで 自分 は どてら に 向つ てこう 云った。 

「僕 は 一生懸命に 働く つもりで すが、 坑夫に して くれ 


るで しょうか」 

おうよう 

すると どてら は なかなか 鷹揚な 態度で、 

「すぐ 坑夫になる の は なかなか むずかし いんだが、 

私 が 周旋 さえす リ やき つ とでき る」 

と 云う から 自分 も そんな もの かなと 考えて、 しばらく 

黙って いると、 茶店の かみさん がまた 口を出した。 

ちょ うぞう  き  うけあ い 

r 長 蔵 さんが 口 を 利き さえす り や、 坑夫 は受合 だ」 

自分 は y  j の 時 始め て どてら の 名前が 長 蔵 だ と 云う 事 

を 知った。 それから いっしょに 汽車に 乗ったり、 下り 

つら ま 

たりす る 時に、 自分 もこの 男 を 捕えて 二三 度 長 蔵 さ 

んと 呼んだ 事が ある。 しかし 長 蔵と はどう 書く のか 今 


もって 知らない。 ここに 書いた の はもち ろん 当字で あ 

る。 始めて 家庭 を 飛 出した 鼻 をい きなり 引っ張って、 

けんとう 

思 い も 寄ら な い 見当に 向けた、 云わば 自分の 生活 状態 

に 一転 化 を 与えた 人の 名前 を 口で 覚えて いながら、 筆 

に 書け な いのは 势な事 だ。 

さて この 長 蔵さん と、 茶店の かみさんが きっと 坑夫 

になれ ると 受合 うから、 自分 も なれ るんだ ろうと 思 つ 

て、 

「じ や、 どうか 何分 願います」 

と 頼んだ。 しかし この 茶店に 腰 を 掛けて いるものが、 

どうして、 どこへ 行って、 どんな 手続で 坑夫に な るん 


だか その 辺 は さっぱり 分らなかった。 

何しろ 先方で このく らい 勧める もの だから、 何分 願 

いますと 云ったら、 長 蔵さん がどう かする に 違ない と 

思って、 あと は 聞かずに 黙って いた。 すると 長 蔵さん 

しょうぎ 

は、 勢いよ くど てらの 尻 を 床几から 立てて、 

「それじゃ これから、 すぐに 出掛けよう。 御前さん、 

支度 はいい かい。 忘れ ものの ないよう によく 気をつけ 

て」 

と 云った。 自分 はう ち を 出る 時、 着の み 着の ままで 出 

たの だから、 身体より ほかに 忘れ物の ある はずがない。 

そこで、 


「何にも 無いです」 

と 立ち上が つたが、 神さん と 顔 を 見合せ て 気が つ いた。 

かんじん あげまん じゅう 

肝心の 楊 饅頭の 代 を 忘れて いる。 長 蔵さん は 平気な 

面 をして、 もう 半分 ほど 葭簀の 外に 出て 往来 を 眺めて 

がまぐち 

いた。 自分 は 懐中から 三十 二 銭 入りの 蟇 口を出して 饅 

頭 三 皿の 代 を 払って、 ついで だから 茶代と して 五 銭 

やった。 饅頭の 代 はとうとう 忘れち まつ て 思い出せな 

い。 ただ その 時 かみさんが、 

「坑夫に なって、 うんと 溜めて 帰りに また 御 寄」 

のち 

と 云った の を 記憶して いる。 その後 坑夫 はやめた が、 

ついに この 茶店へ は 寄る 機会がなかった。 それから 長 


蔵さん に 尾いて、 例の 飽き飽きした 松原へ 出て、 一本 

ぶこ リ 

筋 を 足の甲まで 埃 を 上げて、 やって来 ると、 さっきの 

長たら し いのに 引き 易え て 今度 は 存外 早く 片づ いち 

まった。 いつの 間に やら 松が なくなったら、 板 橋 街道 

のよう な 希 知な 宿の 入口に 出て 来た。 や ッぱリ 板 橋 

街道の ように 我 多 馬車が 通る。 一足先へ 出た 長 蔵さん 

が、 振り返って、 

「御前さん 馬車へ 乗る かい」 

と 聞く から、 

「乗っても 好いです」 

と 答えた。 そうしたら 今度 は 


「乗らな くっても いい かい」 

と 反対の 事 を 尋ねた。 自分 は 

「乗らな くっても いいです」 

と 答えた。 長 蔵さん は 三度 目に 

「どうす るね」 

と 云った から、 

「どうで もい いです」 

と 答えた。 その内に 馬車 は 遠くへ 行って しまった。 

「じ や、 歩く 事に しょう」 

と 長 蔵さん は 歩き 出した。 自分 も 歩き 出した。 向う を 

まこ リ 

見る と、 今 通った 馬車の 埃が 日光に まぶれ て、 往来が 


濁った ように 黄色く 見える。 そのうちに 人通りが だん 

だん 多くなる。 町並が しだいに 立派になる。 しまいに 

かぐら ざ か  はんじょう 

は 牛 込の 神楽 坂く らいな 繁昌す る 所へ 出た。 ここい 

みせ つき 

らの店 付 や 人の 様子 や、 衣服 は 全く 東京と 同じ 事で 

あった。 長 蔵さん のよう なの は ほとんど 見当らない。 

自分 は 長 蔵さん に、 

「ここ は 何と 云う 所です」 

と 聞いたら、 長 蔵さん は、 

「ここ？ ここ を 知らない のかい」 

と 驚いた 様子で あつたが、 笑い もせず すぐ 教えて くれ 

た。 それで 所の 名 は 分った が ここに はわ ざと 云わない。 


自分が この 繁華な 町の 名 を 知らなかった の をよ ほど 不 

思議に 感じた と 見えて、 長 蔵さん は、 

「お前さん、 いったい 生れ は どこ だい」 

と 聞き出した。 考える と、 今まで 長 蔵さん が 自分の 過 

ひ  くち 

去 や 経歴に ついて、 つい ぞ 一と 口 も 自分に 聞いた 事が 

しょ い 

なかった の は、 人 を 周旋す る 男の 所為と して は、 少し 

むとんじゃく 

く 無頓着 過ぎる ように も 思われた が、 この 男 は 全く そ 

たち  あと 

んな 事に 冷淡な 性であった 事が 後で 分った。 この 時の 

質問 は 全く 自分の 無知に 驚いた 結果から 出た 好奇心に 

過ぎなかった。 その 証拠に は 自分が、 

「東京です」 


と 答えたら、 

「そうかい」 

と 云った なり、 あと は 何にも 聞かずに、 自分 を 引っ張 

るよう にして、 ある 横町 を 曲った。 

実 を 云う と 自分 は 相当の 地位 を 有った ものの 子で あ 

る。 込み入った 事情が あって、 耐え 切れずに 生家 を 飛 

び 出した ような ものの、 あながち 親に 対する 不平 や 

つらあて  むふんべ つ  いや 

面 当ば かりの 無分別 じ やない。 何となく 世間が 厭に 

なった 結果と して、 わが 生家まで 面白く なくなつ たと 

思 つ たら、 もう 親の 顔 も 親類の 顔 も 我慢に も 見て いら 

れ なくなつ ていた。 これ は 大変 だと 気がついて、 根気 


に 心 を 取り直そう としたが、 遅かった。 踏み 答えて 見 

ようと 百方に 焦慮れば 焦慮る ほど 厭になる。 揚句の 果 

ふんばり  せん  かんにん  そ-つくず 

は 踏 張の 栓が 一度に どっと 抜けて、 堪忍の 陣 立が 総 崩 

れ となった。 その 晚 にとうとう 生家 を 飛び出し てし 

ま つたので ある。 

事の 起り を 調べて 見る と、 中心に は 一人の 少女が い 

る。 そうして その 少女の 傍に また 一人の 少女が いる。 

まわり 

この 二人の 少女の 周囲に 親が ある。 親類が ある。 世間 

が 万遍なく 取り 捲いて いる。 ところが 第一 の 少女が 自 

分に 対して 丸くな つたり、 四角に なつたり する。 する 

ヽ， んねし 

と 何 かの 因縁で 自分 も 丸くな つ たリ 四角に な つたり し 


なくつ ちゃなら なくなる。 しかし 自分 はそう 丸くな つ 

たり 四角に なつたり して は、 第二の 少女に 対して 済ま 

ない 約束 を もって 生れて 来た 人間で ある。 自分 は 年の 

わき ま 

若い 割に は 自分の 立場 をよ く 弁別え ていた。 が 済まな 

い と 思えば 思う ほど 丸くな つたり 四角に な つ たりす る _ 

しまいに は 形態ば かりじ やない 組織まで 変る ように 

なって 来た。 それ を 第二の 少女が 恨めし そうに 見て い 

る。 親 も 親類 も 見て いる。 世間 も 見て いる。 自分 は自 

分の 心が 伸びたり 縮んだり、 曲ったり くねった りする 

ところ を、 どうかして 隠そうと 力めた が、 何しろ 第一 

の 少女の 方で 少しも やめて くれないで、 むやみに 伸び 


て 見せたり、 縮んで 見せたり する もんだ から、 隠し 終 

せる 段 じ やない。 親に も 親類に も 目つ かってし まった。 

怪しからんと 云う 事に なった。 怪し かると は 自分で も 

思って いなかつ たが、 だんだん 聞き 糾 して 見る と、 怪 

しからん 意味が だいぶ 違って る。 そこで いろいろ 弁解 

して 見た が なかなか 聞いて くれない。 親の 癖に 自分の 

云う 事 を ちっとも 信用 しないの が 第 一 不都合 だと 思う 

そば 

と 同時に、 第一の 少女の 傍に いたら、 この 先 どうなる 

か 分らない、 ことに 因る と 実際 弁解の 出来ない ような 

怪しからん 事が 出来す るか も 知れない と 考え出した。 

がどうしても 離れる 事が 出来ない。 しかも 第二の 少女 


に対して は 気の毒で ある、 済まん 事に なった と 云う 念 

が 日々 烈しくなる。 —— こんな 具合で 三方 四方から、 

両立し ない 感情が 攻め寄せ て 来て、 五色の 糸の こんが 

ら かった ように、 こっち を 引く と、 あっちの 筋が 詰る 

あんばい 

あっち を ゆるめる とこつ ちが 釣れる と 云う 按排で、 乱 

ほど 

れた頭 はどう あっても 解けない。 いろいろに 工夫 を 積 

んで 自分に 愛想の 尽きる ほど ひねく つ て 見た が、 とう 

まと  い つ てんばり 

てい 思うよう に 纏まらな いと 云う 一 点 張に 落ちて 来た 

時に —— やっと 気がついた。 つまり 自分が 苦しんで る 

ん だから、 自分で 苦み を 留める より ほかに 道 はない 訳 

だ。 今まで は 自分で 苦しみながら、 自分 以外の 人 を 動 


かして、 どうにか 自分に 都合の いいような 解決が ある 

だろうと、 ひたすらに 外の み を 当に していた。 つまり 

往来で 人と 行き 合った 時、 こっち は突ッ 立った まま、 

ぬかるみ  よ  くめん 

向う が 泥濘へ 避けて くれる 工面ば かりして いたの だ。 

こっちが 動かない 今の ままの こっちで、 それで 相手の 

方 だけ を 思う 通りに 動かそうと 云う 出来ない 相談 を 持 

ち 懸けて いたの だ。 自分が 鏡の 前に 立ちながら、 鏡に 

写る 自分の 影 を 気にした つ て、 どうなる もんじ やない。 

おきて 

世間の 锭 という 鏡が 容易に 動かせない とすると、 自 

分の 方で 鏡の 前 を 立ち去る のが 何よりの 上分別で ある。 

そこで 自分 はこの 入り組んだ 関係の 中から、 自分 だ 


け を ふいと 煙に してし まおうと 決心した。 しかし 本当 

に 煙に する に は 自殺す るより ほかに 致し方がない。 そ 

こで たびたび 自殺 をし かけて 見た。 ところが 仕掛ける 

たんびに どきん として やめて しまった。 自殺 はいくら 

稽古 をしても 上手に ならない もの だと 云う 事 をよう や 

く 悟った。 自殺が 急に 出来なければ 自滅す るの が 好か 

ろうとな つた。 しかし 自分 は 前に 云う 通リ 相当の 身分 

の ある 親 を 持 つ て 朝夕に 事 を 欠かぬ 身分で あるから 

生家に いて は 自滅しょう がない。 どうしても 逃亡が 必 

要で ある。 

逃亡 をしても この 関係 を 忘れる 事 は 出来まい とも 考 


えた。 また 忘れる 事が 出来る だろうと も 考えた。 要す 

は しもん 

るに、 して 見なければ 分らない と 考えた。 たとい 煩悶 

まと 

が 逃亡に つき 纏って 来る にしても それ は 自分の 事で あ 

る。 あとに 残った 人 は 自分の 逃亡の ために 助かる に 違 

いないと 考えた。 のみならず 逃亡 をした つて、 いつま 

でも 逃亡ち ている 訳 じ やない。 急に 自滅が しにくい か 

ら、 まず その 一 着と して 逃亡ち て 見 るんで ある。 だか 

ら 逃亡ち て 見ても やっぱり 過去に 追われて 苦しい よう 

おもむろ  はかりごと めぐ 

なら、 その 時 徐 に 自滅の 計 を 廻らしても 遅く は 

ない。 それでも 駄目と きまれば その 時 こそき つと 自殺 

して 見せる。  こう 書く と 自分 はいかに も 下らない 


人間に な つ てし まう が、 事実 を 露骨に 云う とこれ だけ 

の 事に 過ぎな いんだから 仕方がない。 またこう 書けば 

いきご み 

こそ 下らなくな るが、 その 当時の ぼんやりした 意気込 

を、 ぼんやりした 意気込の ままに 叙したなら、 これで 

も 小説の 主人公になる 資格 は 十分 あるんだ ろうと 考え 

る。 

それでな くっても 実際 その 当時の、 二人の 少女の 有 

様 やら、 日 ごとに 変る 局面の 転換 やら、 自分の 心配 や 

ら、 煩悶 やら、 親の 意見 や 親類の 忠告 やら、 何やら か 

やら を、 そっくり そのまま 書き立てたら、 だいぶん 面 

白い 続き ものが でき るんだ が、 そんな 筆 もな し 時 もな 


いから、 まあ やめに して、 せっかくの 坑夫 事件 だけ を 

話す 事に する。 

とにかくこう 云う 訳で 自分 はいよ いよとな つ て 

しゅ っぽん  もと  ほうぶ 

出奔 したんだ から、 固より 生きながら 葬 られる 覚悟 

みず か  リ ようけん 

でも あり、 また 自ら 葬って しまう 了簡で もあった が 

すてばち 

さすがに 親の 名前 や 過去の 歴史 はいくら 棄鉢 になって 

も 長 蔵さん に は 話したくなかった。 長 蔵さん ばかり 

じ やない、 すべての 人間に 話したくなかった。 すべて 

の 人間 は 愚か、 自分に さえで きる 事なら 語りたくない 

なさけ 

ほど 情ない 心 持で ひょろひょろ していた。 だから 長 

蔵さん が 人 を 周旋す る 男に も 似合わず、 自分の 身元に 


ついて 一 言 も 聞き 釓さ なかった の は、 変と 思いながら 

も、 内々 嬉しかった。 本当 を 云う と、 当時の 自分 はま 

うそ 

だ噓 をつ く 事 をよ く 練習して いなかつ たし、 ごまかす 

と 云う 事 は 大変な 悪事の ように 考えて いたんだ から、 

聞かれたら 定めし 困った ろうと 思う。 

そこで 長 蔵さん に 尾いて、 横町 を 曲って 行く と、 一 

まばら 

二  丁 行った か 行かない うちに 町並が 急に 疎に なって、 

たんぼ 

所々 は 田圃の 片割れが 細く 透いて 見える。 表 は あんな 

に 繁昌しても、 繁昌 は 横幅 だけで あるな と 気がついた 

にぎ や 

ら、 また 急に 横町 を 曲ら せられて、 また 賑 かな 所へ 出 

ステ— シ ョ ン 

された。 その 突 当りが 停車場であった。 汽車に 乗らな 


くって は 坑夫になる 手続きが 済まな いんだと 云う 事 を 

この 時よう やく 知った。 実は 鉱山の 出張所で もこの 町 

にあって、 まず そこへ 連れて行かれて、 そこから また 

役人が 山へ でも 護送して くれ るんだ ろうと 思って いた。 

ま 、， 

そこで 停車場へ 這 入る 五六 間 手間に な つ てから、 

「長 蔵さん、 汽車に 乗 るんで すか」 

うしろ 

と 後から、 呼び掛けながら 聞いて 見た。 自分が この 

男 を 長 蔵さん と 云った の はこの 時が 始めて である。 長 

蔵さん はちよ つと 振り返つ たが、 あかの 他人から 名前 

を 呼ばれた の を 不審が る 様子 もな く、 すぐ、 

「ああ、 乗 るんだ よ」 


と 答えた なり、 停車場に 這 入った。 

自分 は 停車場の 入口に 立って 考え出した。 あの 男 は 

さ き 

いったい 自分と いっしょに 汽車へ 乗って 先方まで 行く 

気なん だろう か、 それにして は 余り 親切 過ぎる。 なん 

ぼなんでも 見ず知らずの 自分に こう 叮嚀な 世話を焼く 

の はお かしい。 ことによると 彼奴 は 詐欺師 かも 知れな 

い。 自分 は 下らん 事に 今更の ごとく はっと 気がついて 

急に 汽車へ 乗る のがぎ になって 来た。 いっその 事 また 

停車場 を 飛び出そう かしらと 思 つ て、 今まで プラット 

けんとう 

フォ ー ムの方 を 向いて いた 足 を、 入口の 見当に 向け 易 

えた。 しかし まだ 歩き 出す ほどの 決心 もっかなかった 


と 見えて、 茫然と して、 停車場 前の 茶屋の 赤い 暖簾 を 

眺めて いると、 いきなり 大きな 声 を 出して 遠くから 呼 

び とめられた。 自分 はこの 声 を 聞く と共に、 その 所有 

者 は 長 蔵さん であって、 松原 以来の 声で あると 云う 事 

を 悟った。 振り返る と、 長 蔵さん は 遠方から 顔 だけ 斜 

に 出して、 しきりに こちら を 見て、 首 を竪に 振って い 

る。 何でも 身体 は 便所の 塀に かくれて いるら しい。 

せっかく 呼ぶ もの だからと 思って、 自分 は 長 蔵さん の 

めあて 

顔 を 目的に 歩いて 行く と、 

「御前さん、 汽車へ 乗る 前に ちょっと 用 を 足したら 善 

かろう」 


と 云う。 自分 は それに は 及ばん から、 一 応 辞退して 見 

たが、 なかなか 承知し そう もない から、 そこで 長 蔵 さ 

んと相 並んで、 きたない 話 だが、 小便 を 垂れた。 その 

時 自分の 考え はまた 変った。 自分 は 身体より ほかに 何 

力た 

にも 持って いない。 取られよう にも 瞞られ ように も、 

しょて 

名誉 も 財産 もな いんだから 初手から 見込の 立た な い 

しろもの  きのう 

代物で ある。 昨日の 自分と 今日の 自分と を 混同して、 

長 蔵さん を 恐ろしが つたの は、 免職に なりながら 俸給 

の 差し 押 を 苦にする ような ものであった。 長 蔵さん 

は 教育の ある 男で は あるまい が、 自分の 風体 を 見て 

いちもく かた  い 

一 目 騙るべからず と 看破す るに は 教育 も 何も 要った も 


ので はない。 だから ことによると、 自分 を 坑夫に 周旋 

して、 あとから 周旋料で も 取 るんだ ろうと 思い出した _ 

それなら それで 構わない。 給料のう ち を 幾分 かやれば 

済む 事 だな どと 考えながら 用 を 足した。 —— 実は 自分 

が これ だけの 結論に 到着す るた めに は、 わずかの 時間 

てすう 

内 だが これほどの 手数と 推論と を 要した ので ある。 こ 

のく らい 骨 を 折つ て すら、 まだ 長 蔵さん のポン 引きな 

えとく 

る 事 を いわゆる ポン 引きなる 純粋の 意味に おいて 会得 

する 事が 出来なかった の は、 年が 十九だった からで あ 

る。 

年の 若 いのは 実に 損な もので、 こんなに ボン 引きの 


近所まで どうか、 こうか、 漕ぎつ けながら、 それでも、 

も し や 好意ず く の 世話ず き から 起った 親切 じゃある ま 

いかと 思って、 飛んだ 気 兼 をした の はお かしかった。 

実は 二人して、 用 を 足して、 のそのそ 三等 待合 所の 

入口まで 来た 時、 自分 は 比較的 威儀 を 正して 長 蔵さん 

に、 こんな 事 を 云つ たんで ある。 

さ き 

「あなたに、 わざわざ 先方まで 連れて行って いただい 

て は 恐縮です から、 もうこれ でた くさんで す」 

すると 長 蔵さん は 返事 もせずに 変な 顔 をして、 黙つ 

て 自分の 方 を 見て いるから、 これ は 礼の 云いよう がわ 

るいの かと も 思って、 


「いろいろ 御世話になって ありがたいです。 これから 

先 はもう 僕 一人で やります から、 どうか 御構いなく」 

と 云って、 しきりに 頭 を 下げた。 すると、 

「 一 人で やれる もの かね」 

と 長 蔵さん が 云った。 この 時 だけ は 御前さん を 省いた 

ようで ある。 

「なに やれます」 

と 答えたら、 

「どうして」 

めんくら 

と 聞き返され たんで、 少し 面 喰った が、 

「今 貴方に 同って 置けば、 先へ 行って 貴方の 名前 を 


云って、 どうかし ますから」 

と もじもじ 述べ 立てる と、 

「御前さん、 私 の 名前く らいで、 すぐ 坑夫に なれる と 

思って るの は 大間違い だよ。 坑夫なん て、 そんなに 容 

易に なれる もんじ やない よ」 

と 跳つ けられち まった。 仕方がな いから 

「でも 御 気の毒で すから」 

と 言訳 かたがた 挨拶 をす ると、 

さ き 

「なに 遠慮し ないでも いい、 先方まで 送って あげる か 

そです  いんねん 

ら 心配し ないがいい。 —— 袖 摩り 合う も 何とかの 因縁 


と 笑った。 そこで 自分 は 最後に、 

「どうも 済みません」 

と 礼 を 述べ て 置いた。 

それから 一 一人でべ ンチへ 隣り合せ に 腰 を 掛けて いる 

ステ ー シ ヨン  いなかもの 

と、 だんだん 停車場へ 人が 寄って くる。 大抵 は 田舎者 

はんてん けん 

である。 中には 長 蔵さん のよう な 袢天兼 どてら を 着た 

てんびんぼう  かつ 

上に、 天秤棒 さえ 荷いだ のが ある。 そうかと 思う と 

光沢の ある 前掛を 締めて、 中折帽 を 妙に 凹ました 江 

あき ゆ うど 

戸 ツ子 流の 商人 も ある。 その他の 何やら かやら でべ 

ンチの 四方が 足音と 人声で ざ わつ いて 来た 時に、 切符 

口の 戸が かたりと 開いた。 待ち兼ねた 連中 は 急いで 立 


かなあみ 

ち 上がって、 みんな 鉄 網の 前へ 集って くる。 この 時 長 

蔵さん の 態度 は 落ちつき 払った ものであった。 例の 

た ち  くちびる 

太刀の ごとく そっくり かえった 「朝日」 を 厚い 唇 の 

くわ  かどば  さん  に 

間に 啣ぇ ながら、 あの 角張った顔 を 三が 二 ほど 自分の 

方へ 向けて、 

「御前さん、 汽車賃 を 持って いなさる かい」 

と 聞いた。 また 自分の 未熟な ところ を 発表す るよう だ 

が、 実 を 云う と 汽車賃の 事 は 今が今まで 自分の 考えに 

ごう のぼ 

は 毫も 上らなかった ので ある。 汽車に 乗 るんだ なと 思 

いながら、 いくら 金 を 払う もの か、 また 金 を 払う 必要 

が ある もの か、 とんと 思い至らなかった の は 愚の 至 


である。 愚 は どこまでも 承認す るが この 質問に 出逢う 

まで は 無賃で 乗れる かの ごとき 心 持で 平気で いたの は 

事実で ある。 よく 分らない けれども、 何でも 自分の 腹 

の 底に は、 長 蔵さん にさえ 食つつ いてさえ おれば、 ど 

ひそ 

うかして くれ るんだ ろうと 云う 依頼心が 妙に 潜んで い 

たんだろう。 ただし 自分 じ やけつし てそう 思って いな 

かった。 今でも そうだと は 自分の 事ながら 申しに くい 

けれども、 こう 云う 安心がない とすれば、 いくら 馬鹿 

ステ I シ ヨン 

だって、 十九 だって、 停車場へ 来て 汽車賃の 汽の字 も 

考えずに いられる もんじ やない。 その 癖 こんなに 依頼 

している 長 蔵さん に対して、 もう 御世話になら なくつ 


て も、 好う ございま すの、 これから 一人で 行きます の 

ひら  リ ようけん 

と 平に 同行 を 断った の は、 どう 云う 了簡だろう。 自 

分 はこう 云う 場合に たびたび 出逢って から、 しまいに 

は 自分で 一 つの 理論 を 立てた。 —— 病気に 潜伏期が あ 

われわれ 

る ごとく、 吾々 の 思想 や、 感情に も 潜伏期が ある。 こ 

の 潜伏期の 間に は 自分で その 思想 を 有ちながら、 その 

感情に 制せられながら、 ちっとも 自覚し ない。 また こ 

、 んねん 

の 思想 や 感情が 外界 の 因縁で 意識の 表面へ 出て 来る 機 

しょうが い 

会がない と、 生涯 その 思想 や 感情の 支配 を 受けながら、 

こうぶ  おぼえ 

自分 はけつ して そんな 影響 を 蒙 つた 覚 がない と 主張 

する。 その 証拠 はこの 通りと、 どしどし 反対の 行為 言 


動 をして 見せる。 がその 行為 言動が、 傍から 見る と 矛 

盾に なって いる。 自分で も はてなと 思う 事が ある。 は 

てな と 気がつかないで もとんだ 苦しみ を 受ける 場合が 

起って くる。 自分が 前に 云った 少女に 苦しめられ たの 

も、 元はと 云えば、 やっぱり この 潜伏 者 を 自覚し 得な 

かった からで ある。 この 正体の 知れない ものが、 少し 

も 自分の 心 を 冒さない 先に、 劇薬で も 注射して、 こと 

ごとく 殺し 尽す 事が 出来たなら、 人間 幾多の 矛盾 や、 

世上 幾多の 不幸 は 起らずに 済んだ ろうに。 ところが そ 

う 思うよう に 行か んの は、 人に も 自分に も 気 の 毒の 至 

りで ある。 


それで、 自分が 長 蔵 さ ん か ら 「御前 さ ん 汽車賃 を 持 つ 

ていな さる か」 と 問われた 時に、 自分 ははつ と 思って、 

うろた  まんじゅう 

少 からず 狼狽えた。 三十 一 一 銭のう ちで 饅頭 の 代と 茶 

代 を 引く と 何にも あり やしない。 汽車賃 もない 癖に、 

のみこみ がお 

坑夫に なろう なんて 呑 込 顔に 受合 つたんだ から、 自分 

は 少し 図 迂図迂 しい 人間で あつたん だと 気が ついたら、 

ほっぺた 

急に 頰 辺が 熱くな つた。 その 時分の 事 を 考える と 自分 

ながら 可愛らしい。 これが 今 だったら、 たとい 電車の 

中で 借金の 催促 をされ ようと も、 ただ 困る だけで、 けつ 

して 赤面 はしない。 まして ぼん 引きの 長 蔵さん などに 

しゅうち 

対して、 神聖なる 羞恥の 血色 を 見せる なんても つたい 


ない 事 は、 夢にも やる 気遣い はあり やしない。 

自分 はどう 云う もの か、 長 蔵さん に対して 汽車賃 は 

あります と 答えたかった。 しかし 実際が な いんだから 

うそ  つ  ぱ なし 

嘘を吐く 訳に は 行かない。 嘘を吐きつ 放に して 済ま 

せられるなら、 思い切って、 嘘を吐く 事に したろう が、 

まぎわ  ろけん 

とにかく 今 切符 を 買う と 云う 間際で、 吐けば すぐ 露 現 

してし ま うんだ から 始末が わるい。 と 云って 汽車賃 は 

ありま せんと 答える のが いかにも 苦痛で ある。 どうも 

まんざら 

子供 だから、 しかも 満更の 子供で なくって、 少し 大き 

はんもん 

くな りかけ た、 色気の ついた、 煩悶 をして いる、 つま 

らん 常識が あるよう な、 ないような 子供 だから、 なお 


なお 不都合だった。 そこで 汽車賃 はあります とも、 あ 

リ ません とも 云いに くかった もんだ から、 

「少しあります」 

と 答えた。 それ も 響の 物に 応ずる ごとく、 停滞な く 出 

れば よかった が、 何しろ もったいな くも 頰辺を 赤く し 

た あとで、 はなはだ 恐縮の 態度で 出したん だから、 馬 

鹿で ある。 

「少しって、 御前さん、 いくら 持って るい」 

と 長 蔵さん が 聞き返した。 長 蔵さん は 自分が 頰辺を 赤 

とんじゃく 

くしても、 恐縮しても、 まるで 頓着し ない。 ただいく 

ら 持って るか 聞きたい 様子であった。 ところが あいに 


かんじん  しめ 

く 肝心の 自分に はいくら あるか 判然し ない。 何しろ ズ 

まんじゅう 

て 三十 二 銭のう ち、 饅頭 を 三 皿 食って、 茶代 を 五 銭 

やつたん だから、 残る ところ はたく さんじ やない。 

あっても 無くっても 同じく らいな もの だ。 

「ほんのわず かです。 とても 足りそう もないです」 

と 正直な ところ を 云う と、 

わたし 

「足りない ところ は、 私が 足して 上げる から、 構わな 

い。 何しろ 有る だけ 御 出し」 

と、 思った より は 平気で ある。 自分 はこの 際 一 銭 銅 や 

二 銭 銅 を 勘定す るの は、 いかにも 体裁が わるい と 考え 

た 上に、 有る もの を 無い と 隠す ように 取られて は 厭 だ 


ふところ  がまぐち 

から、 懐 から 例の 蟇 口 を 取り出して、 蟇 口 ごと 長 蔵 

さんに 渡した。 この 蟇 口 は 鰐の 皮で 栴 えたす こぶる 

上等な もので、 親父から 貰う 時 も、 これ は 高価な 品で 

ぜいたく もの 

あると 云う 講釈 をと くと 聴かされた 贅沢 物で ある。 長 

蔵さん は 蟇 口 を 受け取って、 ちょっと 眺めて いたが、 

「ふふん、 安くない ね」 

と 云つ たなり 中味 も 改めずに 腹掛の 隠し へ 入れち ま つ 

た。 中味 を 改めない ところ はよ かった が、 

「じ や、 私が 切符 を 買って 来て 上げる から、 ちゃんと 

ここに 待って いなく つち や、 いけない。 はぐれる と、 

坑夫に なれな いんだ からね」 


と 念 を 押して、 ベンチ を 離れて 切符 口の 方へ すたすた 

ひとごみ  は い 

行って しまった。 見て いると 人 込の 中へ 這 入った なり 

振り返り もしないで 切符 を 買う 番の くるの を 待って い 

いま さきが た 

る。 さっき 松原の 掛 茶屋 を 出てから、 今 先方までの 長 

蔵さん は 始終 自分の 傍に 食つつ いていて、 たまに 離れ 

ると 便所から でも 顔 を 出して 呼ぶ くらいで あ つたのに、 

蟇 口 を 受け取つ て、 切符 を 買う 時 はまる で 自分 を 忘れ 

ている ように 見受けられた。 あんまり 人が 多くって、 

こっちへ 眼 をつ ける 暇がな かったんだろう。 これに 反 

して 自分 は 一生懸命に 長 蔵さん の 後 姿 を 見守って、 札 

を 買う 順番が 一 人 一 人に 廻って 来る たんびに 長 蔵さん 


がだん だん 切符 口へ 近づいて 行く の を、 遠くから 妙な 

神経 を 起して 眺めて いた。 蟇 口 は 立派 だが 中 を 開けら 

れ たら 銅貨が 出る ばかり だ。 開けて 見て、 何 だ これつ 

ばかりし か 持って いないの かと 長 蔵さん が 驚く に 違な 

い。 どうも 気の毒で ある。 いくら 足し前 をす るんだ ろ 

うな どと 入らざる 事 を 苦に 病んで いると、 やがて 長 蔵 

さん は 平生の 顔つきで 帰って来た。 

「さあ、 これが 御前さんの 分 だ」 

と 云いながら 赤い 切符 を 一 枚 くれたぎ りい くら 不足 だ 

とも 何とも 云わない。 きまりが 悪かった から、 自分 も 


「ありがとう」 

と 受取った ぎリ 賃銭の 事 は 口へ 出さなかった。 蟇 口の 

事 も それなり にして 置いた。 長 蔵さん の 方で も 蟇 口の 

事 は それつ きり 云わなかった。 したがって 蟇 口 はつい 

に 長 蔵さん にやった 事になる。 

それから、 とうとう 二人して 汽車へ 乗った。 汽車の 

中で は 別に これと 云う 出来事 もなかった。 ただ 自分の 

できもの  ただれめ  あばた 

隣リに 腫物 だらけの、 腐爛 目の、 痘痕の ある 男が 乗つ 

たので、 急に 心 持が 悪くな つて 向う側へ 席 を 移した。 

どうも 当時の 状態 を 今から よく 考えて 見る とよつ ぼ ど 

おかしい。 生家 を 逃亡ち て、 坑夫にまで、 なり 下る 決 


心なんだ から、 大抵の 事に 辟易し そう もない もんだ が 

きた  そば 

やっぱり 醜ない ものの 傍へ は 寄りつ きたくなかった。 

あんばい 

あの 按排で は 自殺の 一 日 前で も、 腐爛 目の 隣 を 逃げ出 

きちょうめん 

したに 違ない。 それなら 万事こう 几帳面に 段落 をつ け 

るかと 思う と、 そうでな いから 困る。 第一 長 蔵さん や 

茶店の かみさんに 逢った 時なん ぞは 平生の 自分に も 似 

ず、 喁の音 も 出さずに 心からお となし くして いた。 議 

きが い 

論 も 主張 も 気慨も 何もあった もん じゃあり やしない。 

ひも 

もっとも これ はだい ぶ餓 じい 時であった から、 少し は 

差 引いて 勘定 を 立る のが 至当 だが、 けっして 空腹の た 

めば かりと は 思えない。 どうも 矛盾 —— また 矛盾が 出 


たから 廃そう。 

自分 は 自分の 生活 中 もっとも 色彩の 多い 当時の 冒険 

を 暇 さえ あれば 考え出して 見る 癖が ある。 考え出す た 

びに、 昔の 自分の 事 だから 遠慮なく 厳密なる 解剖の 刀 

を 揮って、 縦横 十文字に 自分の 心緒 を 切り さいなんで 

見る が、 その 結果 はいつ も千遍 一律で、 要するに 分ら 

も 力 

ない となる。 昔し だから 忘れち まったん だな どと 云つ 

しょうが い 

てはいけ ない。 このく らい 切実な 経験 は 自分の 生涯 

中に 二度と あり やしない。 二十 以下の 無分別から 出た 

無茶 だから、 その 筋道が 入り乱れて 要領 を 得ん の だと 

評して はなおい けない。 経験の 当時 こそ 入り乱れて 


滅多 やたらに 盲動す るが、 その 盲動に 立ち至る までの 

経過 は、 落ち着いた 今日の 頭脳の 批判 を 待たなければ 

ゆき 

とても 分らない もの だ。 この 鉱山 行 だって、 昔の 夢の 

今日 だから、 このく らい 人に 解る ように 書く 事が 出来 

る。 色気が なくなつ たから、 あらいざらい 書き立てる 

勇気が あると 云う ばかり じ やない。 その 時の 自分 を 今 

ひきず 

の 眼の 前に 引 擦り 出して、 根掘り葉掘り 研究す る 余裕 

がなければ、 たとい これほどに だってと うてい 書け る 

もの じ やない。 俗人 は その 時 その 場合に 書いた 経験が 

一 番 正しい と 思う が、 大 間違で ある。 刻下の 事情と 云 

てんしゅん  かっき  ごびゅう 

う もの は、 転 瞬の 客 気に 駆られて、 とんでもない 誤謬 


を 伝え 勝ちの ものである。 自分の 鉱山 行な ども その 時 

そのままの 心 持 を、 日記に でも 書いて 置いたら、 定め 

し 乳臭い、 気取った、 偽りの 多い ものが 出来 上った ろ 

う。 とうてい、 こうやって 人の 前へ 御覧 下さいと 出さ 

れた 義理 じ やない。 

自分が 腐爛 目の 難 を 避けて、 向う側に 席 を 移す と、 

長 蔵さん は 一 目ち よ つ と 自分と 腐爛 目 を 見た なりで、 

やはり 元の 所へ 腰 を 掛けた まま 動かなかった。 長 蔵 さ 

ん の 神経が 自分より よほど 剛健な のに は 少 からず 驚嘆 

した。 のみならず、 平気な 顔で 腐爛 目と 話し 出した に 

至って、 少しく 愛想が 尽きた。 


「また 山 行き かね」 

「ああ また 一 人 連れて行 くんだ」 

「あれ かい」 

と 腐爛 目 は 自分の 方 を 見た。 長 蔵さん はこの 時 何 か 返 

事 をし かけたん だろう がふと 自分と 顔 を 見合せ たもの 

だから、 そのまま 厚い 唇 を 閉じて 横 を 向いて しまった 

その 顔に ついて 廻って、 腐爛 目 は、 

「また だいぶん 儲かる ね」 

と 云った。 自分 はこの 言葉 を 聞く や 否や たちまち 窓の 

つばき 

外へ 顔 を 出した。 そうして 窓から 唾液 をした。 すると 

その 唾液が 汽車の 風で 自分の 顔へ 飛んで 来た。 何だか 


不愉快だった。 前の 腰掛で 知らない 男が 二人 弁じて い 

る。 

ま ヽ. 

「泥棒が 這 入る とする ぜ」 

「こそこそ がかい」 

ぬきみ  お ど 

「なに 強盗が よ。 それでもって、 抜 身 か 何 かで 威嚇し 

た 時に よ」 

「うん、 それで」 

あるじ  にせがね 

「それで、 主人が、 泥棒 だからってんで 贋 銭 を やって 

帰した とす るんだ」 

「うん それから」 

「後で 泥棒が 贋 銭と 気が ついて、 あすこの 亭主 は 贋 銭 


つかい  つねこう めえ 

使 だ 贋 銭 使 だって 方々 振れて 歩 くんだ。 常 公の 前 だ 

が、 どつ ちが 罪が 重 い と 思う」 

「ど つ ちた あ」 

「その 亭主と 泥棒が よ」 

「そうさな あ」 

ね？ 

と 相手 は 解決に 苦しんで いる。 自分 は 眠くな つたから、 

窓の 所へ 頭 を 持た してう とうとした。 

寝る と 急に 時間が 無くなつ ちまう。 だから 時間の 経 

過が 苦痛になる もの は 寝る に 限る。 死んでも おそらく 

同じ 事だろう。 しかし 死ぬ の は、 やさしい ようで なか 

なか 容易で ない。 まず 凡人 は 死ぬ 代りに 睡眠で 間に合 


せて 置く 方が 軽便で ある。 柔道 を やる 人が、 時々 朋友 

に 咽喉 を 締めて 貰う 事が ある。 夏の 日永の だるい 時な 

ど は、 絶息した まま 五分 も 道場に 死んで いて、 それ か 

ら活を 入れさせ ると、 生れ 代る ような 好い気 分になる 

—— ただし 人の 話 だが。 —— 自分 は、 もしゃ 死につ き 

りに 死ん じ まやし ないかと 云う 神経の ために、 つい ぞ 

あらりょうじ 

この 荒療治 を 頼んだ 事がない。 睡眠 はこれ ほどの 効験 

そこな  ともな 

も あるまい が、 その代り 生き 戻リ 損う 危険 も 伴って 

はし もん 

いないから、 心配の ある もの、 煩悶の 多い もの、 苦痛 

に 堪えぬ もの、 ことに 自滅の 一 着と して、 生きながら 

たまもの 

坑夫になる ものに 取って は、 至大なる 自然の 賫 であ 


る。 その 自然の 費が 偶然に も 今 自分の 頭の 上に 落ちて 

ひま 

来た。 ありがた いと 礼 を 云う 閑 もない うちに、 うつと 

りと しち まって、 生きて いる 以上 は 是非共 その 経過 を 

まるつ ぶ 

自覚し なければ ならない 時間 を、 丸 潰しに 潰して いた。 

ところが 眼が 覚めた。 後から 考えて 見たら、 汽車の 動 

いてる 最中に 寝込んだ もんだ から、 汽車の 留 つたた め 

に、 眠りが 調子 を 失って どこかへ 飛んで 行った ので あ 

る。 自分 は 眠って いると、 時間の 経過 だけ は 忘れて い 

るが、 空間の 運動に は 依然として 反応 を呈 する 能力が 

あるよう だ。 だから 本当に 煩悶 を 忘れる ために はや は 

り 本当に 死なな くって は 駄目 だ。 ただし 煩悶が なく 


なった 時分に は、 また 生き返り たくなる にき まって る 

から、 正直に 理想 を 云う と、 死んだり 生きたり 互 違 t 

にす るの が 一 番 よろしい。  こんな 事 を かくと、 何 

ひょうきん じょうだん 

だか 剽軽な 冗談 を 云って るよう だが けっして そんな 

リ ようけん  まじめ 

浮いた 了見 じ やない。 本気に 真面目 を 話して るつ も 

りで ある。 その 証拠に はこの 理想 は ただ今 過去 を 回想 

して、 面白半分 興に 乗じて、 好い加減 につけ 加えたん 

じ やない。 実際 汽車が 留 つて、 不意に 眼が 覚めた 時、 

この 通りに 出て 来たので ある。 馬鹿 気た 感じ だから 

滑稽の ように 思われる けれども その 時 は 正直に こんな 

馬鹿 気た 感じが 起つ たんだから 仕方がない。 この 感じ 


が 滑稽に 近ければ 近い ほど、 自分 は 当時の 自分 を 

可愛 想 に 思う ので ある。 こんな 常識 を はずれた 希望 を 、 

まじめ  いだ  なさけ 

真面目に 抱かねば ならぬ ほど、 その 時の 自分 は 情な 

い 境遇に おつたん だと 云う 事が 判然す るからで ある。 

自分が ふと 眼 を 開ける と、 汽車 はもう 留 つていた。 

汽車が 留まった なと 云う 考えよりも、 自分 は 汽車に 

乗って いたんだ なと 云う 考えが 第一に 起った。 起った 

と 思う が 早い か、 長 蔵さん がい るんだ、 坑夫に な るん 

う ち  しゅっぽん 

だ、 汽車賃が なかつ たんだ、 生家 を 出奔し たんだ、 ど 

うしたん だ、 こうし たんだと まるで 十一 一 三の たんだが 

むらむらと 塊 まって、 頭の 底から 一度に 湧いて 来た。 


その 速い 事と 云ったら、 言語に 絶す ると 云おう か、 電 

光石 火と 評しよう か、 実に 恐ろしい くらいだった。 あ 

お ぼ  せ つな 

る 人が、 溺れ かかった その 刹那に、 自分の 過去の 一生 

を、 細大 漏らさず ありあり と、 眼の 前に 見た 事が ある 

のち 

と 云う 話 を その後 聞いた が、 自分の この 時の 経験に 

因って 考える と、 これ はけつ して 噓じ やな かろうと 思 

う。 要するに そのく らい 早く、 自分 は 自分の 実 世界に 

おける 立場と 境遇と を 自覚した ので ある。 自覚す ると 

同時に、 急に 厭な 心 持に なった。 ただ 厭で は、 とても 

形容が 出来な いんだが、 されば と 云って、 別に 叙述し 

よう もない 心持ち だからた だの 厭で とめて 置く。 自分 


と 同じような 心持ち を 経験した 人なら ば、 ただこれ だ 

すぐ 力ん 

けで、 なるほど あれ だな と、 直 勘づく だろう。 また 経 

験した 事がないならば、 それ こそ 幸福 だ、 けっして 知 

るに 及ばない。 

その内 同じ 車 室に 乗って いた ものが 二三 人立ち 上が 

る。 外から も 二三 人 這 入って 来る。 どこへ 陣取ろう か 

と 云う 眼つ きで きょろきょろす るのと、 忘れ もの はな 

いかと 云う 顔つきで うろうろす るのと、 それから 何の 

用 もない のに 姿勢 を更 えて 窓へ 首 を 出した リ、 欠伸 を 

したりす るのと、 がー 度に 合併して、 すべて 動揺の 状 

態に 世の中 を 崩し 始めて 来た、 自分 は 自分の 周囲の も 


のが、 ことごとく 活動し かける の を 自覚して いた。 自 

覚 すると 共に、 自分 は 普通の 人間と 違って、 みんなが 

ひと 

活動す る 時分で さえ、 他に 釣り込まれて 気分が 動いて 

来ない ような 仲間外れ だと 考えた。 袖が 触れ 違って、 

ひざ  ゆか リ 

膝 を 突き合せて いながら も、 魂 だけ はまる で 縁 も 由緒 

もない、 他界から 迷い込んだ 幽霊の ような 気持で あつ 

た。 今まで は、 どうか、 こうか、 人並に 調子 を 取って 

来たの が 汽車が 留まる や 否や、 世間 は 急に 陽気に な つ 

て 上へ 騰る。 自分 は 急に 陰気に なって 下へ 降る、 とう 

つきあい 

て い 交際 はで きないん だと 思う と、 背中と 胸の 厚さが 

しゅうと 減って、 臓腑が 薄つ 片な 一枚の 紙の ように 圧 


しつけられる。 途端に 魂 だけが 地面の 下へ 抜け出しち 

まった。 まことに 申 訳の ない、 御 恥ずかしい 心持ち を 

ふらつ かせて、 凹んで いた。 

ところへ 長 蔵さん が、 立って 来て、 

「御前さん、 まだ 眼が 覚めない かね。 ここから 降りる 

ん だよ」 

と 注意して くれた。 それでよう やくなる ほどと 気が つ 

いて 立ち上った。 魂が 地の 底へ 抜け出して 行く 途中で 

も、 手足に 血が 通って るう ち は、 呼ぶ と 返って 来る か 

まげ 

らお かしな もの だ。 しかし これが もう 少し 烈しくなる 

と、 なかなか 思うよう に 魂が 身体に 寄りつ いて くれな 


い。 その後 台湾 沖で 難船した 時な ど は、 ほとんど 魂に 

愛想 を 尽かされて、 非常な 難義 をした 事が ある。 何に 

でも 上に は 上が ある もんだ。 これが 行き 留リ だの、 突 

き 当り だのと 思って、 安心して かかる と、 とんだ 目に 

逢う。 しかし この 時 はこの 心 持が 自分に 取っても つと 

も 新しくて、 しかも はなはだ 苦い経験であった。 

長 蔵さん のど てらの 尻 を 嗅ぎながら 改札 場から 表へ 

出る と、 大きな 宿の 通りへ 出た。 一本 筋の 通り だが 

はっき リ  まっすぐ 

存外 広い、 ばかりで はない、 心 持の 判然す る ほど 真直 

おうかん  はる 

である。 自分 はこの 広い 往還の 真中に 立 つ て 遥か 向う 

しゅく はずれ  みおろ 

の 宿 外 を 見下した。 その 時 一種 妙な 心 持に なった。 


しょうが い 

この 心持ち も 自分の 生涯 中に あって 新ら しい もので 

あるから、 ついでに ここに 書いて 置く。 自分 は 肺の 底 

が 抜けて 魂が 逃げ出し そうな ところ を、 ようやく 呼び 

とめて、 多少 人間ら しい 了簡 にな つ て、 宿の 中へ 顔 を 

出した ばかりで あるから、 魂が 吸く 息に つれて、 やつ 

と 胎内に 舞い戻った だけで、 まだ ふわ ふわして いる。 

少しも 落ちつい ていない。 だから この 世に いても、 こ 

ステ— シ ョ ン 

の 汽車から 降りても、 この 停車場から 出ても、 また こ 

の 宿の 真中に 立っても、 云わば 魂が いやいやながら、 

義理に 働いて くれたよ うな もので、 けっして 本気の 

沙汰で、 自分の 仕事と して 引き受けた 専門の 職責と は 


心得られなかった くらい、 鈍い 意識の 所有者であった。 

そこで、 ふらつ いている、 気の 遠くな つてい る、 すべ 

まなこ 

てに 興味 を 失った、 かなつ ぼ 眼 を 開いて 見る と、 今 ま 

では 汽車の 箱に 詰め込まれて、 上下 四方と も 四角に 仕 

切られて いた 限界が、 はっと 云う 間に、 一本 筋の 往還 

を 沿うて、 十 丁ば かり 飛んで 行った。 しかも その 突 当 

したた  さえぎ 

りに 滴る ほどの 山が、 自分の 眼 を 遮りながら も、 邪 

たも  ひとみ みどり 

魔に ならぬ 距離 を 有って、 どろん とした わが 眸を翠 

うち 

の 裡に吸 寄せて いる。 —— そこで 何ん となく 今 云った 

ような 心 持に な つ ちま つたので ある。 

だいどうと 

第一に は 大道 砥の ごとしと、 成語に もな つてる くら 


わ だか  さわやか 

いで、 平たい 真直な 道は蟠 まりのない 爽 な もので 

まご 

ある。 もっと 分り 安く 云う と、 眼 を 迷つ かせない。 心 

お 〈-で 

配せ ずに こ つちへ 御 出と 誘うよう にで き 上 つ てるから、 

きがね 

少しも 遠慮 や 気 兼 をす る 必要がない。 ばかり じ やない。 

あと 

御 出と 云う から 一本 筋の 後 を喰ッ ついて 行く と、 どこ 

まで も 行ける。 奇体な 事に 眼が 横町へ 曲りたくない。 

道が 真直に 続いて いればい る ほど、 眼 も 真直に 行かな 

くって は、 窮屈で かつ 不愉快で ある。 一本の 大道 は 眼 

の 自由 行動と 平行して 成り 上 つ たものと 自分 は 堅く 信 

いえなみ 

じている。 それから 左右の 家並 を 見る と、 —— これ は 

かわらぶき わらぶき 

瓦葺 も 藁 葺もぁ るんだ が —— 瓦葺だ ろうが、 藁葺だ 


ろうが、 そんな 差別 はない。 遠くへ 行けば 行く ほどし 

だいし だいに 屋根が 低くな つて、 何百 軒と ある 家が、 

こうばい まと 

一 本の 針金で 勾配 を 纏められる ために 向う の はずれ か 

ら こっちまで 突き通され てるよう に、 行儀よ く、 斜に 

一筋 を 引っ張って、 どこまでも 進んで いる。 そうして 

進めば 進む ほど、 地面に 近寄って くる。 自分の 立って 

いる 左右の 一 一階 屋 など は —— 宿屋の ように 覚えて いる 

が  見上げる ほどの 高さで あるのに、 宿 外れの 軒 を 

す 力  また  は い 

透して 見る と、 指の 股に 這 入る と 思われる くらい 低い。 

のれん  こしし ようじ 

その 途中に 暖簾が 風に 動いて いたり、 腰 障子に 大きな 

はまぐり 

蛤が かいてあった りして、 多少の 変化 は 無論 あるけ 


れ ども、 軒並 だけ を 遠くまで 追っ掛けて 行く と、 一 里 

が 半 秒 で 眼の 中に 飛び込んで 来る。 それほど 明瞭 

である。 

前に 云った 通り 自分の 魂 は 二日酔の 体たら くで、 ど 

こまで もと ろん としていた。 ところへ 停車場 を 出る や 

否や 断りな しに この 明瞭な —— 盲目に さ え 明瞭な ， J の 

けしき 

景色にば つたり ぶっかつ たので ある。 魂の 方で は 驚か 

なくつ ちゃなら ない。 また 実際 驚いた。 驚いた に は 違 

ふしょうぶしょう  はいかい 

いないが、 今まで あやふやに 不精不精に 徘徊して いた 

き つ 

惰性 を 一 変して 屹 となる に は、 多少の 時間が かかる。 

さき 

自分の 前に 云った 一種 妙な 心持ちと 云う の は、 魂が 寝 


返り を 打たない さき、 景色が いかにも 明瞭で あるな と 

きわ  ちゅうかん 

心づ いた あと、 —— その 際どい 中間に 起った 心持ち 

である。 この 景色 はかよう に 暢達して、 かように 明白 

じよ-つし よ 

で、 今までの 自分の 情緒と は、 まるで 似つ かない、 景 

気の いい もので あつたが、 自身の 魂が おやと 思って、 

げ カレ  t 力 

本気に この 外界に 対い 出した が 最後、 いくら 明かで も、 

のん 

いくら 暢 びりして いても、 全く 実 世界の 事実と なって 

しまう。 実 世界の 事実と なるとい かな 御 光で も ありが 

た 味が 薄くなる。 仕 合せな 事に、 自分 は 自分の 魂が、 

ある 特殊の 状態に いたた め —— 明かな 外界 を 明かな り 

と 感受す る ほどの 能力 は 持ちながら、 これ は 実感で あ 


ると 自覚す る ほど 作用が 鋭くなかった ため —— この 真 

直な 道、 この 真直な 軒 を、 事実に 等しい 明かな 夢と 見 

たので ある。 この 世で なければ 見る 事の 出来ない 明瞭 

は つ きり 

な 程度と、 これに 伴う 爽涼した 快感 を もって、 他界の 

まぼろし 

幻影に 接した と 同様の 心 持に なった ので ある。 自分 は 

大きな 往来の 真中に 立って いる。 その 往来 はあくまで 

も 長く つて、 あくまでも 一本 筋に 通って いる。 歩いて 

はずれ  しゅく 

行けば その外まで 行かれる。 たしかに この 宿 を 通り 

抜ける 事 はでき る。 左右の 家 は 触れば 触る 事が 出来る。 

のぼ 

二階へ 上れば 上る 事が 出来る。 できる と 云う 事 はちゃ 

んと 心得て いながら も、 できる と 云う 観念 を 全く 遺失 


して、 単に 切実なる 感 能の 印象 だけ を眸 のなかに 受 

けながら 立って いた。 

自分 は 学者で ないから、 こう 云う 心持ち は 何と 云う 

ん だか 分らない。 残念な 事に 名前 を 知らないので つい 

こう 長く かいてし まった。 学問の ある 人から 見たら、 

そんな 事 をと 笑われる かも 知れない が 仕方がない。 そ 

のち 

の 後 これに 似た 心 持 は 時々 経験した 事が ある。 しかし 

この 時 ほど 強く 起った 事 はかって ない。 だから、 

ひよ つ とすると 何 かの 参考に なり はすまい かと 思 つ て 

わざわざ ここ に 書 いたので ある。 ただし- J の 心持ち は 

起る とたち まち 消えて しま つ た。 


見る と 日 はもう 傾き かけて いる。 初夏の 日永の 頃 

だから、 日 差から 判断して 見る と、 まだ 四時 過ぎ、 お 

そらく 五 時にはな るまい。 山に 近いせ いか、 天気 は 

思った ほどよ くないが、 現に 日が 出て いる くらいだ か 

ら悪 いと は 云われない。 自分 は斜 かけに、 長い 一筋の 

町 を 照らす 太陽 を 眺めた 時、 あれが 西の方 だと 思 つ た。 

東京 を 出て 北へ 北へ と 走った つもり だが、 汽車から 降 

りて 見る と、 まるで 方角が わから なくなつ ていた。 こ 

の 町 を 真直に 町の 通って るな りに、 下る と、 突き 当り 

が 山で、 その 山 は 方角から 推す と、 やはり 北で あるか 

ら、 自分と 長 蔵さん は 相 変らず、 北の方へ 行 くんだ と 


思 つ た。 

その 山 は 距離から 云う とだい ぶん あるよう に 思われ 

まっさお 

た。 高さ もけ つして 低く はない。 色 は 真 蒼で、 横から 

日の 差す 所 だけが 光る せいか、 陰の 方 は 蒼い 底が 黒ず 

んで 見えた。 もっとも これ は 日の 加減と 云う よりも 

すぎ ひのき  こん もり 

杉 檜の 多いた めか も 知れない。 ともかくも 蓊欝 とし 

て、 奥深い 様子であった。 自分 は 傾き かけた 太陽から、 

眼 を 移して この 蒼い 山 を 眺めた 時、 あの 山 は 一本 立 だ 

ろうか、 または 続きが 奥の 方に あるんだ ろうかと 考え 

た。 長 蔵さん と 並んで、 だんだん 山の 方へ 歩いて 行く 

と、 どう あっても、 向う に 見える 山の 奥の また その 奥 


が果 しもな く 続いて いて、 そうして その 山々 はこと ご 

とく 北へ 北へ と 連なって いると しか 思われなかった。 

これ は 自分 達が 山の 方へ 歩いて 行く けれど、 ただ 行く 

ふもと 

だけで なかなか 麓へ 足が 届かない から、 山の 方で 奥 

へ 奥へ と 引き込んで いくような 気がする 結果と も 云わ 

力た ぶ  うわ 力 わ 

れ るし。 日が だんだん 傾いて 陰の 方 は 蒼い 山の 上皮 

と、 蒼い 空の 下層と が、 双方で 本分 を 忘れて、 好い 加 

ひと  おか 

減に 他の 領分 を 犯し 合って るんで、 眺める 自分の 眼に 

くかく 

も、 山と 空の 区劃が 判然し ない もの だから、 山から 空 

へ 眼が 移る 時、 つ い 山 を 離れた と 云う 意識 を 忘却して、 

やはり 山の 続きと して 空 を 見る からだと も 云われる。 


そうして その 空 は 大変 広い。 そうして 際限な く 北へ 延 

びて いる。 そうして 自分と 長 蔵さん は 北へ 行 くんで あ 

る。 

ゆうべ  せんじ ゆ  あわせ 

自分 は 昨夕 東京 を 出て、 千 住の 大 橋まで 来て、 袷の 

尻 を 端折った なり、 松原へ かかっても、 茶店へ 腰を掛 

けても、 汽車へ 乗っても、 空 脛の ままで 押し通して 来 

た。 それでも 暑い くらいであった。 ところが この 町へ 

這 入って から 何だか 空 脛で は 寒い 気持が する。 寒い と 

云う よりも 淋し いんだろう。 長 蔵さん と 黙って 足 だけ 

を 動かして いると、 まるで 秋の 中 を 通り抜け てるよう 

である。 そこで 自分 はまた 空腹に なった。 たびたび 空 


腹に なった 事ば かり を 書く の はいかが わしい 事で、 か 

つ この 際 空腹に なって は、 どうも 詩的で ない が、 致し 

うち 

方がない。 実際 自分 は 空腹に なった。 家 を 出てから、 

ただ 歩く だけで、 人間の 食う もの を 食わない から、 た 

ちまち 空腹に なつち まう。 どんなに 気分が わるく つて 

はんもん 

も、 煩悶が あっても、 魂が 逃げ出しそう でも、 腹 だけ 

は 十分 減る ものである。 いや、 そう 云う よりも、 魂 を 

落つ ける ために は 飯 を 供えな くつち やい けない と 云い 

ひん 

換える のが 適当 かも 知れない。 品の 悪い 話 だが、 自分 

は 長 蔵さん と 並んで 往来の 真中 を 歩きながら、 左右に 

のぞ 

眼 をく ばって、 両側の 飲食店 を視き 込む ようにして 長 


い 町 を 下って 行った。 ところが この 町に は 飲食店が だ 

いぶん ある。 旅屋 とか 料理屋と か 云う 上等な もの は駄 

目と しても、 自分と 長 蔵さん が 這 入つ てし かるべき や 

たいち 流の が あすこに もこ こに も 見える。 しかし 長 

蔵さん は 毫も 支度 をし そうにない。 最前の 我 多 馬車の 

ゆうめし 

時の ように 「御前さん 夕食 を 食う かね」 とも 聞いて く 

れ ない。 その 癖 自分と 同じように、 きょろきょろ 両側 

けしき 

に 眼 を 配って 何だか 発見した いような 気色が ありあ リ 

と 見える。 自分 は 今に 長 蔵さん が 恰好な 所 を 見つけて、 

ばんめし 

晚食 をした ために 自分 を 連れ込む 事と 自信して、 気 を 

永く 辛抱しながら、 長い 町 を 北へ 北へ と 下って 行った。 


自分 は 空腹 を 自白した が、 倒れる ほど ひも じく は 無 

さっき  まんじゅう 

かった。 胃の 中には まだ 先刻の 饅頭が 多少 残って る 

ように も 感ぜられた。 だから 歩けば 歩かれる。 ただ 汽 

め  こ  まっすぐ 

車 を 下りる や 否や 滅リ 込みそう な 精神が 、 真直な 往来 

ほう 

の 真中に 抛り 出されて、 おやと 眼を覚 したら、 山里の 

空気が ひやり と、 夕日の 間から 皮膚 を 冒して 来たんで、 

心機 一 転の 結果と して ここに 何 か 食って 見た くな つた 

ん である。 したがって 食わなければ 食わないでも 済む。 

長 蔵さん 何 か 食わして くれません かと 云う ほど 苦しく 

さび 

もなかった。 しかし 何だか 口が 淋しい と 見えて、 しき 

なわのれん  にしめ  おちゆう じき どころ 

りに 緦 暖簾 や、 お煮 X や、 御中 食 所が 気に かかる。 相 


のぞ 

手の 長 蔵さん がまた 申し 合せた ように 右左と 靦き 込む 

ので、 こっち はます ます 食 意地が 張って くる。 自分 は 

この 長い 町 を 通りながら、 自分ら に 適当と 思う 程度の 

いちぜん 

一膳め し屋 をつ いに 九 軒まで 勘定した。 数えて 九 軒 目 

に 至ったら、 さし もに 長い 宿 はとうとう おしまいに 

なり 掛けて、 もう 一町 も 行けば 宿 外れへ 出 抜けそう 

である。 はなはだ 心細かった。 時に ふと 右側 を 見る と、 

ほうちゃく 

また 酒め しと 云う 看板に 逢着した。 すると 自分の 心 

のうちに これが 最後 だな と 云う 感じが 起 つ た。 それが 

すす  こしし ようじ  したた 

ため か 煤けた 軒の 腰 障子に、 肉太に 認 めた 酒め し、 御 

肴と 云う 文字が もっとも 劇烈な 印象 を もって 自分の 頭 


に 映 じて 来た。 その 映 じた 文字が いまだに 消えない。 

おんさ かな 

酒の 字で も、 めしの 字で も、 御 肴の 字で も ありあ リ見 

もうろく 

える。 この 様子で は、 いくら 耄碌して もこの 五 字 だけ 

は、 そっくり そのまま、 紙の 上に 書く 事が 出来る だろ 

う。 

自分が 最後の 酒、 めし、 御 肴 を しみじみ 見て いると、 

不思議な 事に 長 蔵さん も 一 生 懸命に 腰 障子の 方に 眼 を 

がんき よ う 

つけて いる。 自分 はさす が 頑強の 長 蔵さん も 今度 こ 

そ 食いに & 入る に 違な かろうと 思 つた。 とこ ろが 這 入 

ら ない。 その代り ぴたりと 留 つた。 見る と 腰 障子の 奥 

の 方で は 何だか 赤い ものが 動いて いる。 長 蔵さん の 顔 


うかが 

色 を 窺う と、 何でも この 赤い もの を 見詰めて いるら 

しい。 この 赤い もの は 無論 人間で ある。 が 長 蔵さん が 

のぞ 

なぜ 立ち 留っ てこの 赤い 人間 を靦き 込む のか、 とんと 

自分に は 分らなかった。 人間に は 違ない が、 ただ 薄暗 

く 赤い ばかりで、 顔つきな ど は 無論 判然し やしない。 

がと 思って、 自分 も 不審 かたがた 立ち 留 つてい ると、 

やがて 障子の 奥から 赤毛布が 飛び出した。 いくら 山里 

でも 五月の 空に 毛布 は 無用 だろうと 云う 人が あるか も 

知れない が、 実際 この 男 は 赤毛布で 身 を 堅めて いた。 

ひとえもの 

その代り 下に は 手織の 単衣 一枚 だけし き や 着て いな 

しめ 

いんだから、 つま リ^て 見る と 自分と 大した 相違 はな 


しの 

い 事になる。 もっとも 単衣 一枚で 凌いで ると 云う 事 は、 

あとからの 発見で、 障子の 影から 飛び出した 時にはた 

だ 赤い ばかりであった。 

すると 長 蔵さん は、 いきなり、 この 赤い 男の 側へ つ 

かっか やって 行って、 

「お前さん、 働く 気 はない かね」 

と 云った。 自分が 長 蔵さん に 捕まった 時に 聞かされた、 

第一 の 質問 はや はり 「働く 気 はない かね」 であった か 

ら、 自分 はお やまた 働かせる 気 かなと 思って、 少 から 

ぬ 興味の 念に 駆られながら 二人 を 見物して いた。 その 

時 この 長 蔵さん は、 誰 を 見ても 手頃な 若い 衆と さえ 鑑 


定 すれば、 働く 気 はない かねと 持ち掛ける 男 だと 云う 

はんぜん さと 

事 を 判然と 覚 つた。 つま リ長 蔵さん は 働かせる 事 を 商 

売に す るんで、 けっして 自分 一人 を 非常な 適任者と 認 

めて、 それで 坑夫に 推挙した 訳ではなかった。 おおか 

たど こで、 どんな 人に、 幾人 逢おうと も、 版行で 押し 

たような 口調で 御前さん 働く 気 はない かね を 根気よ く 

繰返し 得る 男なん だろう。 考える と、 よくこん な 商売 

あ  としつき 

を 厭き もせず、 長の 歳月 やられた もの だ。 長 蔵さん 

だって、 天性 御前さん 働く 気 はない かねに 適した 訳で 

も あるまい。 やっぱり 何 かの 事情 やむ を 得ず 御前さん 

を 復習して いるんだろう。 こう 思えば、 まことに 罪の 


ない 男で ある。 要するに 芸 がない から ほかの 事 は 出来 

は，；" もん 

な いんだが、 ほかの 事が 出来な いんだと 意識して 煩悶 

けし さ 

する 気色 もな く、 自分で なくつ ちゃ 御前さん を やり 得 

る 人間 は 天下 広し といえ ども 一 一人と 有るまい と 云う ほ 

どの 平気な 顔で、 やって いる。 

ちょうぞう か ん 

その 当時 自分に これ だけの 長 蔵 観が あったら だい 

ぶ 面白かった ろうが、 何しろ 魂に 逃げ だされ 損なって 

いる 最中だった から、 なかなか そんな 余裕 は 出て 来な 

かった。 この 長 蔵 観 は 当時の 自分 を 他人と 見做して、 

じょ せ つ 

若い 時の 回想 を 紙の 上に 写す ただ今、 始めて 序の 節に 

浮かんだ ので ある。 だから や ッぱり 紙の 上 だけで 消え 


みぎ 

てな くな るんだろう。 しかし その 時 その 砌リの 長 蔵 観 

と 比較して 見る とだいぶ 違って るよう だ。 —— 

あかげっと  たちばなし 

自分 は 長 蔵さん と 赤毛布の 立談を 聞きながら、 自 

分 は 長 蔵さん から 毫も 人格 を 認められて いなか つ たと 

云う 事 を 見出した。 —— もっとも 人格 はこの 際 少しお 

しゅ つぼん 

かしい。 いやしくも 東京 を 出奔して 坑夫にまで なり 

うんぬん  へんてこ 

下がる ものが 人格 を 云々 する の は 変 挺な 矛盾で ある。 

それ は 自分 も 承知して いる。 現に 今 筆 を 執って 人格と 

書き出したら、 何となく 馬鹿 気て いて、 思わず 噴き出 

しそうに なった くらいで ある。 自分の 過去 を 顧みて 

噴き出し そうになる 今の 身分 を、 昔と 比べて 見る と 実 


に 結構の 至りで あるが、 その 時 は なかなか 噴き出す ど 

ころの 騒ぎではなかった。 —— 長 蔵さん は 明かに 自分 

の 人格 を 認めて いなかった。 

おんさ かな うち 

と 云う の は、 彼れ はこの 酒、 めし、 御 肴の 裏から 飛 

び 出した 若い 男 を 捕まえて、 第一 一世の 自分で ある ごと 

く、 全く 同じ 調子と、 同じ 態度と、 同じ 言語と、 もつ 

と 立ち入って 云えば、 同じ 熱心の 程度 を もって、 同じ 

く 坑夫に なれと 勧誘して いる。 それ を 自分 は なぜ だか 

少々 怪しからん ように 考えた。 その 意味 を 今から 説明 

して 見る と、 ざっと こんな 訳なんだろう。  

かぎょう 

坑夫 は 長 蔵さん の 云う ごとくす こぶる 結構な 家業 だ 


と は、 常識 を 質に 入れた 当時の 自分に ももつ ともと 思 

いようがなかった。 まず 牛から 馬、 馬から 坑夫と いう 

位の 順 だから、 坑夫になる の は 不名誉 だと 心得て いた。 

さと 

自慢に やならない と覚 つていた。 だから 坑夫の 候補者 

おも い 

が 自分ば かりと 思 の ほか 突然 居酒屋の 入口から 赤毛 

布に なって、 あらわれよう とも 別段 神経 を 悩ます ほど 

の 大事 件 じ やない くらい は 分りき つてる。 しかし この 

赤毛布の 取扱 方が 全然 自分と 同様で あると、 同様で あ 

ると 云う 点に 不平が あるよりも、 自分 は 全然 赤毛布と 

一般な 人間で あると 云う 気になつ ちまう。 取扱 方の 同 

様な の を延き 伸ばして 行く と、 つまり 取り扱われる も 


のが 同様 だからと 云う 妙な 結論に 到着して くる。 自分 

はふら ふらと そこへ 到着して いたと 見える。 長 蔵さん 

が 働かない かと 談判して いるの は 赤毛布で、 赤毛布 は 

すなわち 自分で ある。 何だか 他人が 赤毛布 を 着て 立つ 

てるよう に は 思われない。 自分の 魂が、 自分 を 置き 去 

りに して、 赤毛布の 中に 飛び込んで、 そうして 長 蔵 さ 

ん から 坑夫に なれと 談じ つけられ ている。 そこで、 ど 

なさけ 

う も 情なくな つち まった。 自分が 直接に 長 蔵さん と 

応対して いる 間 は、 人格 も 何も 忘れて いるんだ が、 自 

分が 赤毛布に なって、 君 儲か るんだ ぜと 説得され てい 

ていさい  わき  かた 

る 体裁 を、 自分が 滂へ 立って 見た 日に は 方な しで ある。 


自分 ははた して こんな もの かと、 少しく 興を醒 まして 

赤毛布 を、 つらつら 観察して いた。 

ところが 不思議に もこの 赤毛布が また 自分と 同じよ 

うな 返事 をす る。 被って る 赤毛布ば かりじ やない、 

しんそこ 

心底から、 この 若い 男 は 自分と 同じ 人間だった。 そこ 

で 自分 は つくづくつ まらない なと 感じた。 その上もう 

一 つつまらない 事が 重なった の は、 長 蔵さん が、 にく 

にくし いほ ど 公平で、 自分の 方が 赤毛布よりも 坑夫に 

適して いると 云う ところ を 少しも 見せない。 全く 器械 

せんくち  ひいき 

的に やって いる。 先口 だから、 もう 少し こっち を 貝頭属 

にしたら 好かろうと 思う くらいであった。 —— これで 


見る と 人間の 虚栄心 は どこまでも 抜けない もの だ。 窮 

して 坑夫になる とか、 ならない とか 云う 切歯 詰った 時 

でさえ 自分 はこれ ほどの 虚栄心 を 有って いた。 泥棒に 

義理が あったり、 乞食に 礼式が あるの も 全く この 格な 

ん だろう。 —— しかし この 虚栄心の 方 は、 自分すな わ 

おおい 

ち 赤毛布で あると 云う こと を 自覚して、 大 につまら 

なくなつ たよりも、 よほどつ まらな さ 加減が 少 かった。 

自分が 大 につまら なくなって、 ぼんやり 立って いる 

ふた リ  ま 

と、 二人の 談判 は 見る 間に 片づ いてし まった。 これ は 

必ずしも 長 蔵さん が ことほ ど さように 上 手 だから と 云 

う 訳で はない。 赤毛布の 方が ことほ ど さように 馬鹿 


だった からで ある。 自分 はこの 男 を 一概に 馬鹿と 云う 

が、 あながち、 自分に 比較して 軽蔑す る 気 じ やけつし 

てない。 自分の 当時 は、 長 蔵さん の 話 を はいはい 聞く 

点に おいて、 すぐ 坑夫に なろうと 承知す る 点に おいて、 

その他 いろいろの 点に おいて、 全く この 若い 男と 同等 

すなわち 馬鹿で あつたので ある。 もし 強いて 違う とこ 

せんぎ  力ぶ  かす リ 

ろ を 詮議したら 赤毛布 を 被つ てるのと 鉼 を 着て いる 

との 差違く らいな ものだろう。 だから 馬鹿と 云う の は、 

自分と 同じく 気の毒な 人と 云う 意味で、 馬鹿のう ちに 

少しぐ らい は 同情の 意を寓 した つもりで ある。 

で、 馬鹿が 二人 長 蔵さん に 尾いて いっしょに 銅山 ま 


で 引っ張られる 事に なった。 しかるに 自分が 赤毛布と 

肩 を 並べ て 歩き 出した 時、 ふと 気が ついて 見る と、 さつ 

きのつ まらない 心持ちが もう 消えて いた。 どうも 人間 

の 了見 ほど 出たり 引っ込んだ りする もの はない。 有 

るんだ なと 安心して いると、 すでにない。 ないから 大 

丈夫と 思って ると、 いや 有る。 有る ようで、 ないよう 

のち 

で その 正体 は どこまで 行っても 捕まらない。 その後 さ 

る 温泉 場で 退屈 だから、 宿の 本 を 借りて 読んで 見たら 

いろいろ 下らない 御 経の 文句が 並べ てあつた なかに、 

心 は 三世に わたって 不可 得な りと あった。 三世に わた 

おおげさ  ほら  ふかと く 

るなん てえ の は、 大袈裟な 法螺だろう が、 不可 得と 云 


うの は、 こんな 事 を 云 うんじ やなかろう かと 思う。 

もっとも ある 人が 自分の 話 を 聞いて、 いや それ は 念と 

云う もので 心 じ やない と 反対した 事が ある。 自分 は 

いずれで も 御 随意 だ から 黙って いた。 こんな 議論 は 全 

く 余計な 事 だが、 なぜ 云いた くなる かとい うと、 世間 

に は 大変 利口な 人物で ありながら、 全く 人間の 心 を 解 

していな いものが だいぶん ある。 心 は 固形 体 だから、 

去年 も 今年 も 虫 さえ 食わなければ 大抵 同じ もんだろう 

くらいに 考えて いるに は 弱らせられる。 そうして、 そ 

のんき  リ ようけん 

う 云う 呑気な 料簡 で、 人 を 自由に 取り扱う の、 教育す 

るの、 思うよう にして 見せる のと 騒いで いるから 驚い 


ちまう。 水 だって 流れり や 返って 来 やしない。 ぐずぐ 

ずして いり や 蒸発し ちまう。 

とにかく この 際 は、 赤毛布と 並んで 歩き 出した 時、 

さ つ き 

もう 先刻の つまらない 考えが 蒸発して いたと 云う 事 だ 

もら  われ 

け を 記憶して 置いて 貰えば いい。 —— そうして 吾な が 

あかげ つ と 

ら 驚いた の は、 どうも 赤毛布と 並んで 歩く のが 愉快に 

いばらき  いなか 

なって 来た。 もっとも この 男 は 茨城 か 何 かの 田舎 もの 

いも  え も 

で、 鼻から 逃げる 妙な 発音 をす る。 芋の 事 を 芋と 訓じ 

たの はこれ からさき の 逸話に 属する が、 歩き 出した て 

から、 あんまり ありがたい 音声ではなかった。 その上 

顔が 人並に できて いなかった。 この 男に 比べる と 


かくば  あご  あつ くちびる 

角張った 顎の、 厚 唇の 長 蔵さん など は 威風 堂々 たる 

ものである。 のみならず 茨城の 田舎 を 突っ走つ たのみ 

で、 いまだ かって 東京の 地 を 踏んだ ことがない。 そう 

して、 赤い 毛布が 妙に 臭い。 それ にもかかわらず 自分 

はこの 山里で、 銅山 行きの 味方 を 得た ような 心持ちが 

して 嬉しかった。 自分 はどうせ 捨てる 身 だけれ ども、 

みちづれ  ほし  おちぶ 

一人で 捨てる より 道 伴が あって 欲い。 一人で 零落れ る 

の は 二人で 零落れ るのより も 淋しい もんだ。 そう 明ら 

さまに 申して は 失礼に 当る が、 自分 はこの 男に ついて 

何 一 つ 好いて ると ころはなかった けれども、 ただいつ 

しょに 零落れ て くれる と 云う 点 だ けが ありがた いので 


それが ため 大いに 愉快 を 感じた。 それで 歩き 出す や 否 

や、 少し 話 もし 掛けて 見た くらいに、 近し い 仲と なつ 

てし まった。 これから 推して 考える と、 川で 死ぬ 時 は、 

きっと 船頭の 一 人 や 二人 を 引き 擦り込み たくなる に 相 

違ない。 もし 死んで から 地獄へ でも 行く ような 事が 

あったなら、 人の いない 地獄よりも、 必ず 鬼の いる 地 

獄を択 ぶだろう。 

そう 云う 訳で、 たちまち 赤毛布が 好きに なって、 約 

一 二 町 も 歩いて 来たら、 また 空腹 を 覚え 出した。 よく 

空腹 を 覚える よう だが、 これ は 前段の 続きで けっして 

新しい 空腹で はない。 順序 を 云う と、 第一 に 精神が 稀 


薄に なって、 もっとも 刻下 感に 乏しい 時に 汽車 を 下り 

ま つ すぐ 

たんで、 次に 真直な 往来 を 真直に 突き 当りの 山まで 

みおろ  まえ 

見下した もんだ からよう やく 正 気づ いたの は 前 申した 

通りで ある。 それが 機縁に なって、 今度 は 食 気がつい 

て、 それから 人格 を 認められ ていない 事 を 認識して、 

はなはだ つまらなく なって、 つまらなくな つたと 思つ 

たら 坑夫の 同類が 出来て、 少しく 頹勢を 挽回した と 云 

うし だいになる。 だに 因って また 空腹に 立ち戻つ たと 

説明したら 善く 呑み込め るだろう。 さて 空腹に はなつ 

いちぜんめしや  しゅく 

たが、 最後の 一膳飯屋 はもう 通り越し ている。 宿 は 

すでに 尽き かかった。 行く手 は 暗い 山道で ある。 とう 


てい 願 は 叶いそう もない。 それに 赤毛布 は 今 食った ば 

かりの 腹 だから、 勇ましく どんどん 歩く。 どうも、 降 

参し ちまった。 そこで 思い切って、 最後の 手段と して 

長 蔵さん に 話しかけて 見た。 

「長 蔵さん、 これから あの 山 を 越 すんで すか」 

とつつ き 

「あの 取 附の山 かい。 あれ を 越しち や 大変 だ。 これ か 

ら左 へ 切れ るん さ」 

と 云った なり また すたすた 歩いて 行く。 どうも 是非に 

及ばない。 

「まだよ つぼ ど あるんで すか、 僕 は 少し 腹が減つ たん 

だが」 


と、 とうとう 空腹の 由 を 自白した。 すると 長 蔵さん は 

「そうかい。 芋で も 食う ベ い」 

と、 云いながら、 すぐさま、 左側の 芋屋へ 飛び込んだ。 

よく 約束した ように、 そこん 所に 芋屋 があった もんだ。 

これ を 大袈裟に 云えば 天佑で ある。 今でも この 時の 上 

出来に 行った 有様 を 回顧す ると、 おかしい ばかり じ や 

きれい 

ない、 嬉しい。 もっとも 東京の 芋屋 のように 奇麗 じ や 

なかった。 ほとんど 名状し がたいく らいに 真黒に なつ 

た芋屋 で、 芋屋と 云えば 芋屋 だが、 芋 専門 じ やない。 

と 云って 芋の ほかに 何 を 売って るんだ つ たか、 今 は 忘 

れ ちまった。 食う 方に 気を取られ 過ぎた せいかと も 思 


う 

の  うち 

やがて 長 蔵さん は 両手に 芋 を 載せて、 真黒な 家から、 

の そりと 出て 来た。 入れ物がない もんだ から、 両手 を 

前へ 出して、 

「さあ、 食った」 

と 云う。 自分 は 眼前に 芋 を 突きつ けられながら、 ただ 

「ありがとう」 

と 礼 を 述べて、 芋 を 眺めて いた。 どの 芋に しょうかと 

考えた 訳で はない。 そんな 選択 を 許す ような 芋で はな 

や  しめ 

かった。 赤く つて、 黒く つて、 瘠せて いて、 湿つ ぼ そ 

は  ろくしょう 

うで、 それで 所々 皮が 剝げ て、 剝 げた 中から 緑青 を 吹 


いたよう な 味が 出て いる。 どれに ぶっかつ たって 大同 

い ちもく さんたん 

小異で ある。 そんなら 一目 惨澹た る この 芋の 光景に 

へ きえき 

辟易して、 手 を 出さなかった かと 云う と、 そうで もな 

いもち ゆう 

い。 自分の 胃の 状況から 察する と、 芋 中の ヽヽ とも 

おさつ  しょうがん 

云わる ベ きこの 御薩を 快よ く 賞翫 する 食欲 は 十分 

有った ように 思う。 しかし 「さあ、 食った」 と 突きつ 

けられた 時 は、 何だか おびえた ような 気分で、 おいき 

たと 手 を 出し 損なった。 これ はおお かた 「さあ、 食つ 

た」 の 云い 方が 悪 かったんだろう。 

自分が 芋 を 取らない の を 見て、 長 蔵さん は、 少々 も 

どかしい と 云う 眼つ きで、 再び 


「さあ」 

あご  さ  てくび 

と、 例の 顎で 芋 を 指しながら、 前へ 出した 手頸 を、 食 

えと 云う 相 図に ちょっと 動かした。 よく 考えて 見る と、 

両手が 芋で 塞って るんで、 自分が どうかして やらな 

いと、 長 蔵さん は、 いくら 芋が 食いた くても、 口へ 持つ 

て 行く 事が できな いんであった。 じれた の ももつ とも 

である。 そこで 自分 はよう やく 気がついて、 二の 腕で、 

変な 曲線 を 描いて、 右の 手 を 芋まで 持って行こう とす 

ると、 持って行く 途中で、 芋の 方が 一本 ころころと 往 

来の 中へ 落ちた。 これ はすぐ さま 赤毛布が 拾った。 

拾った と 思ったら、 


え も ええ も 

「この 芋 は 好 芋 だ。 おれが 貰おう」 

いも え も 

と 云った。 それで この 男 は 芋 を 芋と 発音す ると 云う 事 

が 分った。 

自分 はこの 時 長 蔵さん から、 最初に 三本、 あとから 

しめ 

一本 締て 五本、 前後 二回に 受取った と 記憶して いる。 

そうして それ を 懐かしげ に 食いながら、 いよいよ 

しゅく はず  ひと じけん 

宿 外れまで 来る とまた 一 事件 起った。 

しゅく はず 

宿の 外れに は 橋が ある。 橋の 下 は 谷川で、 青い 水 

が 流れて いる。 自分 はもう 町が 尽き るんだ なと は 思い 

ながら、 つい 芋に 心 を 奪われて、 橋の 上へ 乗っか かる 

まで は 川が あると も 気がつかなかった。 ところが 急に 


水の 音が す るんで、 おやと 思う と 橋へ 出て いる。 川が 

ある。 水が 流れて いる。 —— 何だか 馬鹿 気た 話 だが、 

事実に もっとも 近い 叙述 を やろうと すると、 まあ、 こ 

う 書く のが 一番 適切だろう、 こう 書いて 置く。 けっし 

もて あそ  ほ ら 

て 小説家の 弄 ぶような 法螺 七 分の 形容で はない。 こ 

うま 

れが 形容で ない とすると その 時の 自分が いかに 芋 を 旨 

ぶんみ よ う 

がった のかが おのずから 分明になる。 さて 水 音に 驚 

いて、 欄干から 下 を 見る と、 音の する の はもつ ともで 

川の 中に 大きな 石が だいぶん ある。 そうして その 形状 

ぶ さ ほ う 

がいかに も 不作法に でき 上って、 あたかも 水の 通り道 

の 邪魔になる ように 寝たり、 突っ立ったり している。 


こうばい 

それへ 水が やけに ぶっかる。 しかも その 水に は 勾配が 

ついている。 山から 落ちた 勢い をな し 崩しに 持ち越し 

か  おど 

て、 追つ 懸けられる ように 跳って 来る。 だから 川と 云 

たき  げ つ ぷ 

うような ものの、 実は 幅の広い 瀑を 月賦に 引き延ばし 

たくら いなもの である。 したがって 水の 少ない 割に は 

大変 烈し い。 鼻つ 端の 強い 江戸 ツ子の ようにむ やみや 

たらに 突つ かかって 来る。 そうして 白い 泡 を 噴いたり、 

あめ 

青い 飴の ようになったり、 曲ったり、 くねった りして 

しち 

下へ 流れて 行く。 どうも 非常に やかましい。 時に 日 は 

あおむ  ひなた 

だんだん 暮れて くる。 仰向いて 見た が、 日向 は どこに 

も 見えない。 ただ 日の 落ちた 方角が ぼうっと 明るく 


なって、 その 明かる い 空 を 背負って る 山 だけが 目立つ 

あおぐろ 

て 蒼 黒くな つて 来た。 時 は 五月 だけれ ども 寒い もんだ。 

この 水 音 だけで も 夏と は 思われない。 まして 入日 を 背 

中から 浴びて、 正面 は 陰に なった 山の 色と 来たら、 I 

I あり や 全体 何と 云う 色だろう。 ただ 形容す る だけな 

むらさき  あお 

ら 紫 でも 黒で も 蒼で も 構わな いんだが、 あの 色の 気 

持 を 書こうと すると 駄目 だ。 何でも あの 山が、 今に 動 

き 出して、 自分の 頭の 上へ 来て、 どっと 圧つ 被 さるん 

じゃあるまい かと 感じた。 それで 寒 いんだろう。 実際 

今から 一 時間 か 二 時間のう ちに は、 自分の 左右 前後 四 

方 八方 ことごとく、 あの 山の ような 気味の わるい 色に 


い つ しき 

なって、 自分 も 長 蔵さん も 茨城県 も、 全く 世界一 色の 

内に 裹 まれて しまう に 違ない と 云う 事 を、 それと はな 

く 意識して、 一 二 時間 後に 起る 全体の 色 を、 一 二 時間 

レリ 乙  力た 

前に、 入日の 方の 局部の 色と して 認めた から、 局部 か 

そその 

ら 全体 を 唆 かされて、 今に あの 山の 色が 広が るんだ 

なと、 どっかで 虫が知らせ たために、 山の 方が 動き 出 

して 頭の 上 へ 圧つ 被 さるん じゃあるまい かと 云う 気 を 

起したん だな と —— 自分 は 今 机の 前で 解剖して 見た。 

ひま 

閑が あると とかく 余計な 事が したくな つて 困る。 その 

時 はた だ 寒い ばかりであった。 傍に いる 茨城県の 毛布 

が 羨ましく なって 来たく らいであった。 


すると 橋の 向う から —— 向た つ て 突き 当りが 山で、 

左右が 林 だから、 人家なん ぞは 一軒 も あり やしない。 

—— 実際 自 分 はこう 突然 人家が 尽きて しまおうと は、 

自分が 自分の 足で 橋 板 を 踏む まで も 思い も 寄らな か つ 

さむ 

たので ある。 —— その 淋しい 山の 方から、 小僧が 一 人 

ひやめし ぞうり  は 

やって来た。 年 は 十三 四く らいで、 冷 飯 草履 を 穿いて 

いる。 顔 は 始めのう ち はよ く 分らなかった が、 何しろ 

薄暗い 林の 中 を、 少し 明るく 通り抜け てる 石ころ 路を、 

たった 一人して こっちへ ひょこひょこ 歩いて 来る。 ど 

こした やみ 

こから、 どうして 現れたん だか 分らない。 木 下 闇の 一 

本路 がー 二 丁 先で、 ぐるりと 廻り 込んで、 先が 見えな 


いから、 不意に 姿 を 出したり、 隠したり する ような 

仕掛に できて るの かも 知れない が、 何しろ 時が 時、 場 

所が 場所 だから、 ちょっと 驚いた。 自分 は 四 本 目の 芋 

を 口へ 宛が つたなり、 顎 を 動かす 事 を 忘れて、 この 小 

僧 を しばらくの 間 眺めて いた。 もっとも しばらくと 

云った つて、 わずか 二十 秒く らいな ものである。 芋 は 

それから すぐに 食い 始めた に違いない。 

小僧の 方で は、 自分ら を 見て、 驚いた か 驚かない か、 

その 辺 はしかと 確め られ ない が、 何しろ 遠慮なく 近づ 

いて 来た。 五六 間の こっちから 見る と 頭の 丸い、 顔の 

丸い、 鼻の 丸い、 いずれも 丸く 出来 上った 小僧で ある。 


品質から 云う と 赤毛布よりも ずっと 上製で ある。 自分 

こみち  ふさ 

らが 三人 並んで 橋 向う の 小路 を 塞いで いるの を、 とん 

と 苦にならない 様子で 通り抜けよう とする。 すこぶる 

平気な 態度であった。 すると 長 蔵さん が、 また、 

「おい、 小僧さん」 

おく  けしき 

と 呼び留めた。 小僧 は 臆した 気色 もな く 

「なんだ」 

とどま 

と 答えた。 ぴたりと 踏み 留 つた。 その 度胸に は 自分 

も少々 驚いた。 さすが この 日暮に 山から 一 人で 降りて 

来る が もの は ある。 自分な どが この 小僧の 年輩の 頃 は 

夜 青山の 墓地 を 抜ける のが いささか 苦にな つ たもの だ。 


なかなかえ らいと 感心して いると、 長 蔵さん は、 

「芋 を 食わない かね」 

と 云いながら、 食い 残し を、 気前よ く、  二 本、 小僧の 

さき 

鼻の 前に 出した。 すると 小僧 はたち まち 二 本と も 引つ 

たくる ように 受け取って、 ぁリ がとうと も 何とも 云わ 

ず、 すぐ その 一本 を 食い 始めた。 この 手っ取り早い 行 

動 を 熟視した 自分 は、 なるほど 山から 一 人で 下りて く 

る だけ あつ て 自分と は少々 訳が 違うな と、 また 感心し 

ちまった。 それとも 知らぬ 小僧 は 無我 無心に 芋 を 食つ 

ほおば  や つ  つばき  ま 

ている。 しかも 頰 張った 奴 を、 唾液 も 交ぜずに、 む や 

みに 呑み 下す ので、 咽喉が、 ぐいぐいと 鳴る ように 思 


われた。 もう 少し 落ち ついて 食う 方が 楽だろう と 心配 

は-, こ 

する にもかかわらず、 当人 は、 傍で 見る ほど 苦しく は 

ない と 云わん ばかりに ぐいぐい 食う。 芋 だ か ら 無論 堅 

うのみ 

いもん じ やない。 いくら 鵜 呑に したって 咽喉に 傷ので 

きつ こ は あるまい が、 その代り 咽喉が いっぱいに 塞 

い き 

が つ て、 芋が 食道 を 通り越す まで は 呼 息の 詰る 恐れが 

ある。 それ を 小僧 はいつ こう 苦にしない。 今 咽喉が ぐ 

いと 動いた かと 思う と、 またぐ いと 動く。 後の 芋が、 

さき  か  ふ 

前の 芋 を 追 つ 懸けて ぐい ぐ い 胃の 腑に 落ち込ん で 行く 

よう だ。 二 本の 芋 は、 随分 大きな 奴だった が、 これが 

ま 

ためた ちまち 見る 間に 無くなって しまった。 そうして、 


小僧 はついに 何らの 異状 もなかった。 自分ら 三人 は 何 

にも 云わずに、 三方から、 この 小僧の 芋 を 食う ところ 

を 見て いたが、 三人 共、 食って しまうまで、 一句 も 言 

か  うち 

葉 を 交わさなかった。 自分 は 腹の 中で 少し はお かしい 

と 思った。 しかし 何となく 憐れだった。 これ は 単に 同 

情の 念ば かりで はない。 自分が 空腹に なって、 長 蔵 さ 

ひも 

んに芋 をね だった の は、 つい、 今し がた で、 餓 じい 記 

憶 は 気の毒な ほど 近くに あるのに、 この 小僧の 食い 方 

ひも 

は、 自分よ リニ 三 層倍餓 じそうに 見えた からで ある。 

そこへ 持って来て、 長 蔵さん が、 

「旨 まか つ たか」 


と 聞いた。 自分 は 芋へ 手 を 出さない 先から ありがとう 

と 礼 を 述べた くらいだ から、 食った あとの 小僧 は 無論 

何とか 云う だろうと 思 つ ていたら、 小僧 は あやにく 何 

とも 云わない。 黙って 立って いる。 そうして 暮れ かか 

る 山の 方 を 見た。 後から 分った が この 小僧 は 全く 野生 

で、 まるで 礼 を 云う 事 を 知らないん だった。 それが 

分って から はさ ほどに も 思わなかった が、 この 時 は 何 

ぷ あいきょう 

だ 顔に 似合わない 無 愛嬌な 奴 だ なと 思った。 しかし そ 

かたぶ  てっぺん 

の 丸い 顔 を 半分 傾けて、 高い 山の 黒ずんで 行く 天辺 

を 妙に 眺めた 時 は、 また 可愛 想に なった。 それから ま 

た 少し 物騒に なった。 なぜ 物騒に なつたん だか は 


ちょっと 疑問で ある。 小さい 小僧と、 高い 山と、 夕暮 

しゅく  いんねん 

と 山の 宿と が、 何 か 深い 因縁で 互に 持ち 合って るの 

かも 知れない。 詩 だの 文章 だのと 云う もの は、 あんま 

り 読んだ 事がない が、 おそらく こんな 因縁に 勿体 をつ 

けて 書く もんじ やない かしら。 そうすると 妙な 所で 詩 

を 拾ったり、 文章に ぶっかった りする もんだ。 自分 は 

ながねん  るろう 

この 永年 方々 を 流浪して あるいて、 折々 こんな 因縁に 

出つ 食わして 我ながら 変に 感じた 事が 時々 ある。 —— - 

しかし それ も 落ちついて 考える と、 大概 解ける に 違な 

い。 この 小僧なん か やっぱり 子供の 時に 聞いた、 山 か 

ら 小僧が 飛んで 来たが 化け 損なった ところ くらいだ ろ 


う。 それ 以上 は 余計な 事 だから 考えずに 置く。 何しろ 

小僧 は 妙な 顔 をして、 黒い 山の 天辺 を 眺めて いた。 

すると 長 蔵さん がまた 聞き出した。 

「御前、 どこへ 行く かね」 

小僧 はたち まち 黒い 山から 眼 を 離して、 

「どこへ も 行 きゃあし ねえ」 

と 答えた。 顔に 似合わず すこぶる 無愛想で ある。 長 蔵 

さん は 平気な もんで、 

「じ やど こ へ 帰る かね」 

と、 聞き直した。 小僧 も 平気な もんで、 

「どこへ も 帰り やしね え I 


と 云って る。 自分 はこの 問答 を 聞きながら、 ますます 

やどなし 

物騒な 感じが した。 この 小僧 は 宿 無に 違な いんだが、 

こんなに 小さい、 こんなに 淋しい、 そうして、 こんな 

すわ 

に 度胸の 据 つた 宿 無 を、 今まで かって 想像した 事が な 

いもの だから、 宿 無と は 知りながら、 ただの 宿 無に 附 

属する 憐れと か 気の毒と かの 念 慮よりも、 物騒の 方が 

自然 勢力 を 得た しだいで ある。 もっとも 長 蔵さん に は 

そんな 感じ は 少しも 起らなかった らしい。 長 蔵さん は、 

この 小僧が 宿 無 か 宿 無で ないか を 突き 留めさえ すれば、 

それでた くさんだ つたんだろう。 どこへ も 行かない、 

また どこへ も 帰らない 小僧に 向つ て、 


「じ や、 おいらと いっしょ においで。 御金 を 儲けさし 

て やる から」 

と 云う と、 小僧 は 考え もせず、 すぐ、 

「うん」 

と 承知した。 赤毛布と 云い、 小僧と 云い、 実に 面白い 

まと 

ように 早く 話が 纏まって しまう に は 驚いた。 人間 もこ 

のく らい 簡単に できて いたら、 御 互に 世話 はなかろう。 

しかしそう 云う 自分が この 赤毛布に もこの 小僧に も 遜 

ら ない もっとも 世話の かからない 一 人で あつたん だか 

やすうけあい 

ら 妙な もんだ。 自分 はこの 小僧の 安 受合を 見て、 少か 

らず 驚く と共に、 天下に は 自分の ように 右へ でも 左へ 


でも 誘われし だい、 好い加減に、 ふわつ きながら、 流 

れて 行く ものが だいぶん あるんだ と 云う 事に 気が つ い 

めまぐるし 

た。 東京に いると き は、 目眩い ほど 人が 動いて いても 

動きながら、 みんな 根が 生えて るんで、 たまたま 根が 

抜けて 動き 出した の は、 天下 広し といえ ども、 自分 だ 

はしょ 

けであろう くらいで、 千 住から 尻 を 端折って 歩き 出し 

た。 だから 心細 さも 人一倍で あつたが、 この 宿で、 は 

からず も 赤毛布 を 手に入れた。 赤毛布 を 手に入れて か 

ら、 二十 分と 立たない うちに また この 小僧 を 手に入れ 

た。 そうして 二人とも 自分より は遥に 根が 抜けて い 

る。 こう 続々 同志が 出来て くると、 行く先 は 山だろう 


が、 河だろう が、 あま リ 苦に はならない。 自分 は 幸 か 

きのう 

不幸 か、 中以上の 家庭に 生れて、 昨日の 午後 九 時まで 

はんもん 

は 申し分のない 坊ちゃん として 生活して いた。 煩悶 も 

もちろん 

坊ちゃん としての 煩悶で あつたの は 勿論 だが、 煩悶の 

きょく  かけおち 

極 試みた この 駆落 も、 やっぱり 坊ちゃん としての 駆 

落であった。 されば こそ、 この 駆落に 対して、 不 相当 

にもった いぶった 意味 をつ けて、 ありがた がらない ま 

しょ ラし 

でも、 一生の 大事 件の ように 考えて いた。 生死の 分れ 

路 のように 考えて いた。 と 云う もの は 坊ちゃんの 眼で 

見渡した 世の中に は、 駆落 をした もの は 一人 もない。 

 たまに あれば 新聞に あるば かリ である。 ところが 


新聞で は 駆落が 平面に なって、 一枚の 紙に 浮いて 出る 

だけで、 云わば あぶり 出しの 駆落 だから、 食べた つて 

身に はならない。 あたかも 別世界から、 電話が かかつ 

たような もので、 は あ、 は あ、 と 聞いて る 分の 事で あ 

る。 だから 本当の 意味で 切実な 駆落 をす るの は 自分 だ 

けだと 云う ありがたみが つけ 加わって くる。 もっとも 

自分 はた だ 煩悶して、 ただ 駆落 をした までで、 詩と か 

美文と か 云う もの を、 あんまり 読んだ 事がない から、 

自分の 境遇の 苦し さ 悲し さ を 一 部の 小説と 見立てて、 

じゅうおう 

それから 自分で この 小説の 中 を 縦横 に 飛び 廻って、 

大いに 苦しがったり また 大いに 悲しがった りして、 そ 


うして 同時に 自分の 惨状 を 局外から 自分と 観察して、 

どうも 詩的 だな どと 感心す る ほどな ませた 考え は 少し 

もなかった。 自分が 自分の 駆落に 不 相当な ありがたみ 

をつ けたと 云う の は、 自分の 不 経験から して、 さほど 

おおげさ  ぎよ う さん  か ぶ 

大袈裟に 考えないでも 済む 事 を、 さも 仰山 に 買い被つ 

ひと  さ 

て、 独りで どぎ まぎして いた 事実 を 指す ので ある。 し 

あ 

かるに この どぎ まぎが 赤毛布に 逢い、 小僧に 逢つ て、 

両人の 平然たる 態度 を 見る と共に、 い つ の 間に やら 薄 

たまもの 

らい だの は、 やっぱり 経験の 賜 である。 白状す ると 

当時の 赤毛布で も 当時の 小僧で も、 当時の 自分より 

よつ ぼ ど偉かった よう だ。 


こう 手 もな く 赤毛布が かかる。 小僧が かかる。 そう 

云う 自分 も、 た わい もな く 攻め 落された 事実 を 綜合し 

まんざら 

て 考えて 見る と、 なるほど 長 蔵さん の 商売 も、 満更 待 

くた び. V 

ち 草 臥の 骨折 損になる 訳で もなかった。 坑夫に なれ ま 

すよ、 は あ、 なれます か、 じ やなりましょうと 二つ 返 

しり はしょり 

事で 承知す る 馬鹿 は、 天下 広し といえ ども、 尻 端折で 

夜 逃 をした 自分く らいと 思って いた。 したがって 長 蔵 

さんの ような 気楽な 商売 は 日本に たった 一 人 あれば た 

くさんで、 しかも その 一 人が、 まぐれ 当りに 自分に 廻 

り 合せる と 云う 運勢 を もって 生れて 来な くつち や、 と 

て も 商売に ならない はず だ。 だから 大 川端で 眼の 下 三 


尺の 鯉 を 釣る よりもよ つぼ どの 根気仕事 だと、 始め か 

ら腰を 据えて かかる のが 当然なん だが、 長 蔵さん はと 

ん とそん な 自覚 は 無用 だと 云わぬ ばかりの 顔 をして、 

これが 世間 もっとも 普通の 商売で あると 社会から 公認 

された ような 態度で、 わるびれずに 往来の 男 を 捉まえ 

る。 すると その 捉まえられた 男が、 不思議な 事に、 一 

も 二 もな く、 すぐに うんと 云う。 何となく これが 世間 

も つ とも 普通の 商売 じゃあるまい かと 疑念 を 起す よう 

に 成功す る。 これほど 成功す る 商売なら、 日本に 一 人 

いくた リ  さしつかえ 

じ やとても 間に合わない、 幾人 あっても 差 支ない と 

云う 気になる。 —— 当人 は 無論そう 思つ てるんだろう _ 


自分 もそう 思った。 

のんき  あかげっと 

この 呑気な 長 蔵さん と、 さらに 呑気な 小僧に 赤毛布 

みようみまね 

と、 それから 見様見真似で、 大いに 呑気に なり かけた 

こみち 

自分と、 都合 四 人で 橋 向う の 小路 を 左へ 切れた。 これ 

から 川に 沿って 登リ にな るんだ から、 気をつけ るが 好 

いと 云う 注意 を 受けた。 自分 は 今 芋 を 食った ばか リだ 

から、 もう 空腹 じ やない。 足 は 昨夕から 歩き続けで 

草臥れて はいるが、 あるけば まだ 歩け る。 そこで 注意 

の 通り、 なるべく 気をつけて、 長 蔵さん と 赤毛布の 後 

つ  みち  よったり 

を跟 けて 行った。 路が あまり 広くない ので 四 人 は 

いちぎょう 

一行に 並べない。 だから 後を跟 ける 事に した。 小僧 


おく  すれすれ 

は 小さい からこれ も 一 足 後れて、 自分と 摺々 くらいに 

な つ て 食つ つ いてく る。 

自分 は 腹が 重い のと、 足が 重い のとの 両方で、 口 を 

き  いや 

利く のが 厭に なった。 長 蔵さん も 橋 を 渡って から 以後 

とんと 御前さん を 使わ なくなった。 赤毛布 はさつ き 一 

膳 飯屋の 前で 談判 をした 時から、 余り 多弁で はな かつ 

たが、 どう 云う もの かこ こに 至 つ てます ます 無口と 

なつち まった。 小僧の 無口 はさら に はなはだしかった。 

は  ひやめし ぞう リ 

穿いて いる 冷 飯 草履が びちゃびちゃ 鳴る ばかりで ある。 

こう、 みんな 黙って しまう と、 山路 は 静かな もので 

ある。 ことに 夜 だからな お 淋しい。 夜と 云った つて、 


まだ 日が 落ちた ばかり だから、 歩いて る 道 だけ はどう 

か、 こうか 分る。 左手 を 落ちて 行く 水が、 気のせい か、 

少しずつ 光つ て 見える。 も つ とも きらきら 光 るん じ や 

ない。 なんだか、 どす 黒く 動く 所が 光る ように 見える 

は つ きり 

だけ だ。 岩に あたって 砕ける 所 は 比較的 判然と 白く 

なって いる。 そうして その 声が さあさあと 絶え間なく 

する。 なかなか やかましい。 それで なかなか 淋しい。 

うち  のぼ 

その 中細い 道が 少しずつ、 上りになる ような 気持が 

しだした。 上り だけなら このく らいな 事 はそう 骨 は 折 

でこぼこ 

れな いんだが、 路が 何だか 凸凹す る。 岩の 根が 川の 底 

から 続いて 来て、 急に 地面の 上へ 出たり、 引っ込んだ 


りす るんだろう。 この 凸凹に 下駄 を 突っ掛ける。 烈し 

いとき は 内臓が 飛び上がる ようになる。 だいぶ 難義に 

なって 来た。 長 蔵さん と 赤毛布 は 山路に 馴れて いると 

こした やみ 

見えて、 よくも 見えない 木 下 闇 を、 すたすた 調子よ く 

あるいて 行く。 これ は 仕方がな いが、 小僧が —— この 

小僧 は 実際 物騒で ある。 冷 飯 草履 をぴ しやび しゃ 云わ 

して、 暗い 凸凹 を 平気に 飛び越して 行く。 しかも 全く 

無言で ある。 昼間なら さほどに も 思わな いんだが、 こ 

の 際 だから、 薄暗い 中で ぴしゃり ぴしゃりと 草履の 尻 

こうちり 

の 鳴る のが 気になる。 何だか 蝙蝠と いっしょに 歩いて 

るよう だ。 


そのうち 路 がだん だん 登りになる。 川 はいつ しか 遠 

い き  はげ 

くなる。 呼 息が 切れる。 凸凹 はます ます 烈しくなる。 

耳が が あんと 鳴って 来た。 これが 駆落で なくって、 遠 

足なら、 よほど 前から、 何とか 文句 をなら ベ るんだ が、 

しそこな 

根が 自殺の 仕 損いから 起った 自滅の 第一 着なん だから、 

苦しく つても、 辛く つても、 誰に 難題 を 持ち掛ける 訳 

にも 行かない。 相手 は 誰 だと 云えば、 自分より ほかに 

誰もい やしない。 よしいた つて、 こだわる だけの 勇気 

さ き 

はない。 その上 先方 は 相手に なって くれない ほど 平気 

き 

である。 すたすた 歩いて 行く。  口 さえ 利かない。 まる 

とつつ き は  いき 

で取附 端がない。 やむ を 得ず 呼吸 を 切らして、 耳 をが 


あと  しんびよう  つ 

あんと 鳴らして、 黙って 後から 神妙に 尾いて 行く。 

神妙と 云う 字 は 子供の 時から 覚えて いたんだ が、 神妙 

の 意味 を 悟った の はこの 時が 始めて である。 もっとも 

これが 悟り 始めの 悟り じまい だと 笑い話に もなる が、 

一度 悟り 出したら、 その 悟りが だいぶ 長い 事 続いて、 

ついに 鉱山の 中で 絶 高 頂に 達して しまった。 神妙の 極 

に 達する と、 出るべき 涙 さえ 遠慮して 出ない ようにな 

る。 涙が こぼれる ほど だと 譬に 云う が、 涙が 出る く 

らいなら 安心な もの だ。 涙が 出る うち は 笑う 事 も 出来 

るに きま つてる。 

不思議な 事に これほど 神妙に あてられた ものが、 今 


はけろ りと して、 一 抓 神妙 気 を 出さない のみ か、 人 か 

らは 横着 者の ように 思われて いる。 その 時 御世 話に 

なった 長 蔵さん から 見たら、 定めし 増長した 野郎 だと 

まう.？ つ 

思う 事だろう。 がまた 今の 朋友から 評する と、 昔 は 気 

の 毒だった と 云って くれる かも 知れない。 増長した に 

しても 気の毒だった にしても 構わない。 昔 は 神妙で 今 

は 横着な の が 天然 自然 の 状態 である。 人間 はこうで き 

てるんだ から 致し方がない。 夏に なっても 冬の 心 を 忘 

れ ずに、 ぶるぶる 悸 えてい ろった つて 出来ない 相談で 

ある。 病気で 熱の 出た 時、 牛肉 を 食わなかった から、 

しょうがい  なべ  はし 

もう 生涯 口  — スの 鍋へ 箸 を 着けち やならん ぞと 云う 


命令 は どんな 御大 名 だ つ て 無理 だ。 咽喉 元 過 ぐれば 熱 

ナ 

さ を 忘れる と 云って、 よく、 忘れて は 怪しからんよう 

に 持ち掛けて くるが、 あれ は 忘れる 方が 当り前で、 忘 

うそ  きべん 

れ ない 方が 噓 である。 こう 云う と 詭弁の ように 聞え る 

しょうじきし ようめい 

が、 詭弁で もなん でもない。 正直 正銘のと ころ を 云 

うんで ある。 いったい 人間 は、 自分 を 四角張った 

不変 体 のように 思い 込み 過ぎ て 困る ように 思う。 周囲 

の 状況なん て 事 を 眼中に 置かないで、 平 押に 他人 を 圧 

しっけたがる 事が だいぶん ある。 他人なら 理窟 も 立つ 

が、 自分で 自分 をき ゆき ゆ 云う 目に 逢わせて 嬉しがつ 

てるの は 聞えない よう だ。 そう 一本調子に しょうと す 


ると、 立体 世界 を 逃げて、 平面 国へ でも 行かなければ 

ならない 始末が 出来て くる。 むやみに 他人の 不信と か 

不義と か 変心と か を 咎めて、 万事 万端 向う がわる いよ 

うに 噪ぎ 立てる の は、 みんな 平面 国に 籍を 置いて、 活 

版に 印刷した 心 を 睨んで、 旗 を 揚げる 人達で ある。 御 

嬢さん、 坊っちゃん、 学者、 世間 見ず、 御大 名、 に は 

こんなの が 多くて、 話が 分り 悪く つて、 困る もんだ。 

自分 も あの 時 駆落 をし ずに、 可愛らしい 坊ちゃん とし 

て おとなしく 成人したなら、 —— 自分の 心の 始終 動い 

ている の も 知らずに、 動かない もんだ、 変らない もん 

だ、 変つ ちゃ 大変 だ、 罪悪 だな どと くよくよ 思って、 


年を取ったら  ただ 学問 をして、 月給 を もらって、 

平和な 家庭と、 尋常な 友達に 満足して、 内省の 工夫 を 

必要と 感ずる に 至らな か つ たら、 また 内省が できる ほ 

げんざん 

どの 心機 転換の 活 作用に 見参し なかったならば —— あ 

ら ゆる 苦痛と、 あらゆる 窮迫と、 あらゆる 流転と、 あ 

ひょうはく  こんぱい  おうのう  とくそう 

ら ゆる 漂泊と、 困憊と、 懊悩と、 得 喪と、 利害と より 

得た この 経験と、 最後に この 経験 を もっとも 公明に 解 

剖して、 解剖した る 一 々を、 一 々に 批判し 去る 能力が 

なかったなら —— ありがたい 事に 自分 はこの 至大なる 

たまもの  も 

賫 を 有って いる、 —— すべて これらがなかったなら 

ば、 自分 はこん な 思い切った 事 を 云 やしない。 いくら 


思い切った 事 を 云った つて 自慢に やならない。 ただこ 

の 通り だから この 通り だと 云う までで ある。 その代り 

しんびよう 

昔し 神妙な ものが、 今 横着になる くらいだ から、 今の 

なんどき 

横着が いつ 何時 また 神妙に ならん と は 限らない。 —— 

抜けそう な 足 を 棒の ように 立てて 聞く と、 がんと 鳴つ 

てる 耳の 中へ、 遠くから さあさあ 水 音が 通 入って くる 

自分 はます ます 神妙に な つ た。 

けんとう 

この 状態で だいぶ 来た。 何 里 だか 見当の つかない ほ 

ど 来た。 夜道 だから 平生より は、 ただでさえ 長く 思わ 

でこぼこ  ふくら  ぱぎ  は 

れる 上へ 持って きて、 凸凹の 登り を膨っ 脛が 腫れて、 

ひざがしら  す  もも  じびた 

膝頭の 骨と 骨が 擦れ合って、 股が 地面へ 落ちそう に 


歩 くんだ から、 長いの、 長くない のって —— それでも、 

生きて る 証拠に は、 どうか、 こうか、 長 蔵さん の 尻 を 

五六 間と 離れずに、 やって来た。 これ はた だ 神妙に 自 

あきらめ てい 

己 を 没却した 諦 の 体たら くから 生じた 結果で はない。 

五六 間 以上 後れる と、 長 蔵さん が、 振り返って 五六 歩 

ずつ は 待合して くれる から、 仕方なし に 追いつく と、 

追いつかない 先に 向う はまた 歩き 出 すんで、 やむ を 得 

ふんこう  なりゆき 

ず だらだら、 ちびちびに 自己 を 奮 興させた 成 行に 過ぎ 

うしろ 

ない。 それにしても 長 蔵さん は、 よく 後が 見えた も 

やちゅう 

んだ。 ことに 夜中で ある。 右 も 左 も 黒い 木が 空 を 見事 

に 突っ切って、 頭の 上 は 細く 上まで 開いて いるな と、 


仰向いた 時、 始めて 勘づく くらいな 暗い 路 である。 星 

たよ リ  ちょうちん 

明りと 云う けれど、 あまり 便に やならない。 提灯な 

んか 無論 持ち合せよう はずがない。 自分の 方から 云う 

と、 先へ 行く 赤毛布が 目標で ある。 夜 だから 赤く は 見 

えない が、 何だか 赤毛布ら しく 思われる。 明るい うち 

けつと  お だ いもく 

から、 あの 毛布、 あの 毛布と 御題目の ように 見詰めて 

覘を つけて 来たせいで、 日が 暮れて、 突然の 眼に は 毛 

布 だか 何だか 分らない ところ を、 自分 だけに はちゃん 

くどく 

と 赤毛布に 見え るんだろう。 信心の 功徳なん てえ の は 

大方 こんなと ころから 出る に 違ない。 自分 はこう 云う 

めじるし 

訳で、 どうにか 目標 だけ はっけて 置いた ような ものの、 


長 蔵さん に 至って は、 どのくらい あとから 自分が 跟ぃ 

てく るか 分りよう がない。 ところ を ちゃんと 五六 間以 

上になる と 留まって くれる。 留まって くれ るんだ か、 

留まる 方が 向う の 勝手なん だか、 判然 しないが、 とに 

しろうと 

かく 留まる こと はたし かだった。 とうてい 素人に やで 

きない 芸 である。 自分 は 苦しい うちに も、 これが 長 蔵 

さんの 商売に 必要な 芸で、 長 蔵さん はこの 芸を 長い間 

練習して、 これまでに 仕上げ たんだな と、 少 からず 感 

心した。 赤毛布 は 長 蔵さん と 並んで いるんだ から、 長 

蔵さん さえ 留まれば き つ とと まる。 長 蔵さん が 歩き 出 

せば 必ず 歩き 出す。 まるで 人形の ように 活動す る 男で 


あった。 ややと もす ると 後れ 勝ちの 自分より はこの 赤 

毛布の 方が 遥に 取り扱い やすかつ たに 違ない。 小僧 

は —— 例の 小僧 は 消えて 無くなつ ちまった。 始めのう 

ち こそ 小僧 だから 後になる ん だろうと 思 つ て、 草臥れ 

リ ようけん 

たら 励まして やろう くら い の 了簡 が あ つたんだ が、 

ひやめし ぞうり  でこぼこ 

か の 冷 飯 草履 をぴ しゃり ぴしゃりと 鳴らしながら 凸凹 

路を 飛び跳ねて 進行す る 有様 を 目撃して から、 こり や 

敵わない と 覚悟 をした の は、 よっぽど 前の 事で ある。 

そで 

それでも しばらくの 間 は ぴしゃり ぴしゃりが 自分の 袖 

と 擦れ擦れ くらいに なって、 登って 来たが、 今 じ や も 

う 自分の 近所に は 影 さえ なくなった。 並んで 歩く うち 


は、 あまり 小 § 曰の 薜に、 舌 撥に ある くんで  活撥 だけ 

ならいい が、 活潑の 上に 非常に 沈黙なん で —— 、 随分 

きわ 

物騒な 心持ちだった。 もし 笑うなら、 極めて 小さく つ 

さ 

て、 非常に 活潑 で、 そうして 口 を 利かない 動物 を 想像 

して 見る と 分る。 滅多に あり やしない。 こんな 動物と 

やまごえ 

いっしょに 夜 山 越 をした とすると、 誰 だって 物騒な 気 

持になる。 自分 はこの 時 この 小僧の 事 を 今 考えても、 

妙な 感じが 出て 来る。 さ つ き 蝙蝠の よう だと 云 つ たが、 

全く 蝙蝠 だ。 長 蔵さん と 赤毛布が いたから、 好い よう 

ふた リぎリ 

な ものの、 蝙蝠と たった 二人 限 だったら —— 正直な と 

ころ 降参す る。 


くらやみ 

すると 長 蔵さん が、 暗闇の 中で 急に、 

「おおい」 

さむ 

と 声 を 揚げた。 淋しい 夜道で、 急に 人声 を 聞いた 人が 

あるかな いか 知らないが、 聞いて 見る とちよ つと 異な 

感じの する もの だ。 それ も 普通の 話し声なら、 まだ 好 

いが、 おおいと 人 を 呼ぶ 奴 は 気味が よくない。 山路で、 

くらやみ  おまけ 

黒 闇で、 人っ子 一人 通らな くって、 御 負に 蝙蝠なん ぞ 

みちづれ 

と 道 伴に なって、 いと ど 物騒な 虚に 乗じて、 長 蔵さん 

が 事 ありげ に 声 を 揚げたん である。 事の あるべき はず 

でない 時で、 しかも 事が ありかね まじき 場所で おおい 

と 来たんだ から、 突然と 予期が 合体して、 自分の 頭に 


妙な 響 を 与えた。 この 声が 自分 を 呼ん だんなら、 何 か 

起った なと びくんと する だけで 済 むんだ が、 五六 間 

うしろ  ひ 

後 から 行く 自分の 注意 を惹 くた めと は 受取れ ない ほ 

ど 大きかった。 かつ 声の 伝わって 行く 方角が 違う。 

こっち を 向いた 声 じ やない。 おおいと 右左り に 当った 

さえぎ 

が、 立ち木に 遮られて、 細い 道 を 向う の 方へ 遠く 逃げ 

のびて、 遥の 先で おおいと 云う 反響が あった。 反響 

はたし かに あつたが、 返事 はない よう だ。 すると 長 蔵 

さん は、 前より 一 層 大きな 声 を 出して、 

「小僧 や あ」 

と 呼んだ。 今 考える と、 名前 も 知らないで、 小僧 や あ 


と 呼ぶ なんて 少しと ぼけて いるが その 時 は なかなかと 

ぼけち やい なかった。 自分 はこの 声 を 聞く と 同時に 蝙 

蝠が 隠れたん だな と 気が ついた。 先へ 行った と 思う の 

が 当り前で、 まかり 間違っても 逃げた と 鑑定 をつ けべ 

き はず だのに、 隠れたん だとす ぐ 胸先へ 浮んで 来たの 

は、 よっぽど 蝙蝠に 祟られて いたに 違ない。 この 祟 は 

翌朝に な つ て 太陽が 出たら すっかり 消えて しま つ て、 

自分で 自分 を 何て 馬鹿 だろうと 思った くらいだ が、 実 

際 小僧 や あの 呼び声 を 聞いた 時 は、 ちょっと 烈しく 来 

た。 

ところが また 反響が 例の ごとく 向う へ 延び て、 突き 


ひとだま  しっぽ  かす 

当りがない もんだ から、 人魂の 尻尾の ように、 幽かに 

消えて、 その 反動 か、 有らん限りの 木 も 山 も 谷 もしん 

と 静まった 時、 —— 何とも 返事がない。 この 反響が 心 

細く 継続りながら 消えて 行く 間、 消えてから、 すべて 

の 世界が しんと 静まり返 るまで、 長 蔵さん と 赤毛布と 

自分と 三人が、 暗闇に 鼻 を 突き合せて 黙って 立って い 

た。 あんまり 好い 心 持じゃなかった。 やがて、 長 蔵 さ 

ソ ..ゝ 、 

んカ 

「少し 急いだら、 追つつ くべ え。 御前さん 好い かね」 

と 云った。 無論 好く はない が、 仕方がな いから 承知 を 

して、 急ぎ 出した。 元来 この 場に 臨んで 急ぐ なんて 生 


意気な 事が で き る はずが な いんだが、 そこが 妙な も の 

で、 急ぐ 気 も、 急ぐ 力 もない 癖に 受 合つ ちまった。 定 

めし 変な 顔 をして 受合 つたんだ ろうが、 受 合ったら 急 

げて も、 急げないでも むちゃくちゃに 急いでし まった _ 

この間 は どこ を どんな 具合に 通った か、 まあ 断然 知ら 

ない と 云つ た 方が 穏当だろう。 やがて 長 蔵さん がぴた 

ひと や 

りと 留 つたんで、 ふと 気がついた。 すると 一 つ 家の 前 

へ 出て いる。 ランプが 点いて いる。 ランプの 灯が 往来 

へ 映って いる。 はっと 嬉しかった。 赤毛布が ありあり 

見える。 そうして 小僧 もい る。 小僧の 影が 往来 を 横に 

切って 向う の 谷へ 折れ込んで いる。 小僧に して は 長い 


影 だ。 

自分 はこん な 所に 人の 住む 家が あろうと はまる で 思 

いがけ なかった し、 その上 眼が くらんで、 耳が 鳴って、 

夢中に 急いで、 どこまで 急 ぐんだ か あても 希望 もな く 

やって来て、 ぴたりと 留まる や 否や、 ランプの 灯が ま 

ぶしい ように 眼に 這ん つて 来たんだ から、 驚いた。 驚 

くと 共に ランプの 灯 は 人間ら しい もの だと つくづく 感 

心した。 ランプが こんなに ありがた か つ た 事 は 今日 ま 

で まだ か つ てない。 後から 聞いたら 小僧 はこの ランプ 

の 灯まで 抜け 撒 をして、 そこで 自分 達 を 待って たんだ 

そうだ。 おおいと 云う 声 も 小僧 や あと 云う 声 も 聞え た 


ん だが 返事 をし なかった と 云う 話し だ。 偉い 奴 だ。 

どうぜい  そろ 

同勢 はこれ でよう やく 揃った が、 この 先 どうなる 事 

しんびよう 

だろうと 思いながら、 相 変らず 神妙に している と、 長 

みちばた  うち 

蔵さん は 自分 達 を 路傍に 置きつ 放しに して、 一人で 家 

の 中へ 這 入って 行った。 仕方がな いから 家と 云う が、 

実のところ は、 家 じ や もったいない。 牛 さえ いれば 牛 

な  わらじ 

小屋で 馬 さえ 嘶けば 馬小屋 だ。 何でも 草鞋 を 売る 所ら 

しい。 壁と 草鞋と ランプの ほかに 何にもな いから、 自 

まぐち 

分 はそう 鑑定した。 間口 は 一 間ば かりで、 入口の 雨戸 

が 半分 ほど 閉 てて ある。 残る 半分 は 夜つ ぴて 明けて 置 

くんじ やない かしら。 ことによると、 敷居の 溝に 食い 


込んだ なり 動かな い のか も 知れない。 屋根 は 無論 藁葺 

ふ  くず 

で、 その 藁が 古くな つて、 雨に 腐 やけた せいか、 崩れ 

ばくぜん  つぎめ 

かかって 漠然とし ている。 夜と 屋根の 継目が 分らない 

ほど、 ぶく ついて 見える。 その 中へ 長 蔵さん は 這 入つ 

ちぐ 

て 行った。 なんだか 穴の 中へ でも 潜り込んで 行った よ 

うな 心 持だった。 そうして 話して いる。 三人 は 表に 

待って いる。 自分の 顔 は 見えない が、 赤毛布と 小僧の 

はす 

顔 は、 小屋の 中から 斜に 差して くる ランプの 灯で よく 

さんまん 

見える。 赤毛布 は 依然として、 散漫な ものである。 こ 

の 男 はたと い 地震が ゆって、 梁が 落ちて 来ても、 親の 

死 目に 逢う か、 逢わない かと 云う 大事な 場合で も、 い 


つで も、 こんな 顔 をして いるに 違ない。 小僧 は 空 を 見 

ている。 まだ 物騒 だ。 

ところへ 長 蔵さん が あらわれた。 しかし 往来へ は 出 

て 来ない。 敷居の 上へ 足 を 乗せて、 こっち を 向いて 

またぐら 

立った 股 倉から、 ランプの 灯 だけが 細長く 出て 来る。 

ランプの 位置が いつの 間に か 低くな つたと 見える。 長 

蔵さん の 顔 は 無論よ く 分らない。 

「御前さん、 これから 山 越 をす るの は 大変 だから、 今 

とま 

夜 はこ こへ 泊って 行こう。 みんな 這 入る がいい」 

しんびよう 

自分 はこの 言葉 を 聞く と 等しく、 今までの 神妙が 

からだ 

急に 破裂して、 身体が ぐたり となった。 この 牛小屋で 


一 夜 を 明す 事が、 それほどの 慰藉 を 自分に 与えようと 

は、 牛小屋 を 見た 今が今まで、 とんと 気がつか なかつ 

た。 やはり 神妙の 結果 泊る 所が 見つかっても、 泊る 気 

ぎよ 

が 起ら なかつ たんだろう。 こうなる と 人間 ほど 御し や 

すいもの はない。 無理で も 何でも はいはい 畏まって 

聞いて、 そうして 少しも 不平 を 起さない のみ か大に 

嬉しがる。 当時 を 思い出す たびに、 自分 はもつ とも 順 

良な またも つ とも 励精な 人間で あつ たなと 云う 自信が 

ともな 

伴って くる。 兵隊 は ああで なくつ ちゃい けない など 

と 考える事 さえ ある。 同時に、 もし 人間が 物の 用 を 無 

視し 得るならば、 かねて 物の 用 を も 忘れ 得る もの だと 


云う 事 も 悟った。 —— こう 書いて 見た が、 読み直す と 

何だか むずかし くって 解らない。 実 を 云う と、 もっと 

ずっと やさし いんだが、 短く 詰める もの だから こんな 

に むずかしく なつち まった。 例えば 酒 を 飲む 権利 はな 

いと 自信して、 酒の 徳を、 あれ どもな きが ごとくに 

見做す 事 さえで きれば、 徳利が 前に 並んでも、 酒 は 飲 

む もの だと さえ 気がつかずに いるく らいな ところで あ 

る。 御 互が 泥棒に ならずに 済む の も、 つま リを 云えば 

きょうがい  な 

幼少の 時から、 人工的に この種の 境界に 馴らされて 

いるからの 事だろう。 がー 方から 云う と、 こんな 境界 

ま ひ 

は 人性の 一 部分 を 麻痺 さした 結果と してで き 上る もん 


だから、 図に 乗って き ゆき ゆ 押して 行く と、 人間が み 

んな 馬鹿にな つち まう。 まあ 泥棒 さえし なければ 好い 

として、 その他の 精神 器械 は 残らず 相応に 働く 事が で 

くど く 

きる ように してやる のが 何よりの 功徳 だと 愚考する。 

自分が 当時の 自分の ままで、 のべ つに 今日まで 生きて 

いたならば、 いかに 順良 だって、 いかに 励精 だって、 

馬鹿に 違ない。 だれの 眼から 見た つて 馬鹿 以上の 不具 

だろう。 人間で あるから は、 たまに は 怒る がいい。 反 

抗 する がいい。 怒る ように、 反抗す るよう にで きて る 

もの を、 無理に 怒らなかったり、 反抗し なかった りす 

るの は、 自分で 自分 を 馬鹿に 教育して 嬉しが るんだ。 


第 一 身体の 毒で ある。 それ を 迷惑 だと 云うなら、 怒ら 

おぜんだて 

せない ように、 反抗 させない ように、 御 膳 立 をす るが 

至当 じ やない か。 

自分 は 当時 種々 の 状況で、 万事 長 蔵さん の 云う 通り 

はいはい 云って いたし、 また その はいはい を 自然と 思 

いもす るが、 その代り、 今の ような 身分に いるから は 

なぬかな なばん 

たとい 百の 長 蔵さん が、 七日 七晚 引っ張り つづけに 

引っ張つ たって ちょっと も 動き やしない。 今の 自分に 

はこの 方が 自然 だからで ある。 そうしてこう 変る のが 

人間た ると ころ だと 思って る。 分り やすいよ うに 長 蔵 

ひきあ い 

さん を 引合に 出した が、 よく 調べて 見る と、 人間の 性 


格 は 一時間 ごとに 変って いる。 変る のが 当然で、 変る 

うちに は 矛盾が 出て 来る はず だから、 つま リ 人間の 性 

格に は 矛盾が 多い と 云う 意味になる。 矛盾 だらけの し 

まい は、 性格が あっても なくっても 同じ 事に 帰着す る _ 

うそ  ひと 

噓 だと 思うなら、 試験して 見る がいい。 他人 を 試験す 

るなん て 罪な事 をし ないで、 まず 吾 身で 吾 身 を 試験し 

おちぶ 

て 見る がいい。 坑夫にまで 零落れ ないでも 分る 事 だ。 

神 さまなん かに 聞いて 見た つて、 以上 分ッ こない。 

この 理窟が わかる 神 さま は 自分の 腹の なかに いるば か 

り だ。 などと、 学問 もない 癖に、 学者め いた 事 を 云つ 

て は 済まない。 こんな 景気の いい タン 力 を 切る 所存 は 


しさ い 

毛頭な かったん だが、 実 を 云う とこう 云う 仔細で ある。 

自分 はよ く 人から、 君 は 矛盾の 多い 男で 困る 困る と 苦 

情 を 持ち込まれた 事が ある。 苦情 を 持ち込まれ るたん 

にが  あやま 

びに 苦い 顔 をして 謝罪って いた。 自分ながら、 どうも 

困った もんだ、 これ じ や 普通の 人間と して 通用し かね 

る、 何とかして 改良し なくつ ちゃ 信用 を 落して 路頭に 

迷うよう な 仕儀に なると、 ひそかに 心配して いたが、 

いろいろの 境遇に 身 を 置いて、 前に 述べた 通りの 試験 

をして 見る と、 改良 も 何も 入った もの じ やない。 これ 

が 自分の 本色なん で、 人間ら しいと ころ は ほかに あ 

り やしない。 それから 人 も 試験して 見た。 ところが 


やっぱり 自分と 同じように できて いる。 苦情 を 持ち込 

んで くる ものが、 みんな 苦情 を 持ち込まれて しかるべ 

き 人間なん だからお かしくなる。 要するに 御腹が 減つ 

さゆう 

て 飯が 食いた くな つて、 御腹が 張る と 眠くな つて、 窮 

らん  おこな  ほ 

して 濫 して、 達して 道 を 行って、 惚れて いっしょに 

あいそ 

なって、 愛想が 尽きて 夫婦別れ をす るまでの 事 だから、 

ことごとく 臨機応変の 沙汰で ある。 人間の 特色 はこれ 

より ほかに あり やしない。 と、 こう 感服して いるんだ 

から、 ちょっと 言って 見た までで ある。 しかし 世の中 

に は 学者 だ の 坊主 だ の 教育家 だ の と 云う むず か しい 仲 

間が だいぶいて、 それぞれ 専門に 研究して いる 事 だか 


ら、 自分 だけ、 訳の 分った ように 弁じ立てて は 善くな 

ヽ o 

レ 

きえん 

そこで 元気の いい 今の 気焰を やめて、 再び もとの 

しんびよう 

神妙な 態度に 復 して、 山の 中の 話 をす る。 長 蔵さん 

が 敷居の 上に 立って、 往来 を 向きながら、 ここへ 泊つ 

て 行こうと 云い 出した 時、 こんな 破屋で も 泊る 事が 出 

来 るんだ つたと、 始めて 意識した よりも、 すべての 家 

と 云う ものが 元来 泊る ために 建てて あるんだ なと、 よ 

うやく 気がつい たくらい、 泊る 事 は 予期して いなかつ 

た。 それでいて 身体 は菡篛 のように 疲れ切つ てる。 

いつも  はちき 

平生なら 泊りたい、 泊りたい です ベての 内臓が 張 切れ 


ぼつ じが  こうふ ゆき 

そうになる はず だのに、 没 自我の 坑夫 行、 すなわち 自 

あきら 

滅の 前座と しての 堕落と 諦め をつ けた 上の 疲労 だか 

ら、 いくら 身体に 泊る 必要が あっても、 身体の 方から 

魂へ 宛てて 宿泊の 件 を 請求して いなかった。 ところへ 

泊る と 命令が 天から 逆に 魂が 下つ たんで、 魂 はちよ つ 

と まごついた かたちで、 とりあえず 手足に 報告す ると 

手足の 方で は 非常に 嬉しがつ たから、 魂 もなる ほど あ 

リ がたいと、 始めて 長 蔵さん の 好意 を 感謝した。 と 云 

う 訳になる。 何となく 落語 じみて ふざけて いるが、 実 

際 この 時の 心の 状態 は、 こう 譬を 借りて 来ない と 説 

明が できない。 


自分 は 長 蔵さん の 言葉 を 聞く や 否や、 急に 神経が 弛 

んで、 立ち 切れない 足 を 引き摺って、 第 一番に 戸口の 

方に 近寄った。 赤毛布 はの そのそ^ 入って くる。 小僧 

は 飛んで 来た。 飛ん だん じゃある まいが、 草履の 尻が 

勢よ く 踵 へ あた るんで、 ぴ しやび しゃ 云う 音が 飛ぶ 

ように 思われた。 

這 入つ て 見る と ぶんと 臭った。 何の 臭 だか さらに 分 

ら ない。 小僧が 鼻 を びくつかせ たので、 小僧 もこの 臭 

に 感じた なと 気がついた。 長 蔵さん と 赤毛布 はまる で 

むとんじゃく 

無頓着であった。 土間から 上へ あがる 段に なって、 

ぞうきん 

雑巾で もと 思った が、 小僧 は 委細 構わず、 草履 を 脱い 


で 上がつ ちまった。 小僧の 草履 は 尻が 無 いんだから、 

半分 裸足で ある。 ひどい 奴 だと 眺めて いると、 長 蔵 さ 

；" やゝ 、 

んカ 

「御前さん も 下駄 だから、 御上り」 

と 注意した。 それで 気味が わるい が、 ほこり も 払わず 

上がった。 畳の 上へ 一 足掛けて 見る とぶ くつと した。 

小僧 は その上へ ころりと 転がって いる。 自分 は 尻 だけ 

しょ ラじ 

おろして、 障子 —— 障子 は 二 枚あった —— その 障子の 

影へ 胡 坐 を かいた。 この 障子 は 入口に 立てて あるから、 

あかげっと  わらじ 

振り向く と、 長 蔵さん と 赤毛布が 草鞋 を 脱いで いる。 

てぬぐい 

二人共 腰から 手拭 を 出して、 ばた ばた 足 を はたいて い 


る。 そうして、 すぐ 上がって 来た。 足 を 洗う のが 面倒 

ま  たばこぼん 

だと 見える。 ところへ 主人が 次の間から 茶と 煙草盆 を 

持って来た。 

主人 だの、 次の間 だの、 茶 だの、 煙草盆 だの、 と 云 

うとす こぶる 尋常に 聞え るが、 その実 名ば かりで、 一 々 

あき  かえ 

説明す ると、 大変な 誤解 をして いたんだ ねと 呆れ返る 

ものば かりで ある。 がと にかく 主人が 次の間から、 茶 

と 煙草盆 を 持って来 たに は 違いない。 そうして 長 蔵 さ 

はなし 

んと 談話 をし 始めた。 談話の 筋 は 忘れた が、 その 様子 

から 察する と、 二人 はもと からの 知合で、 御 互の 間に 

は 貸 や 借が あるら しい。 何でも 馬の 事 をし きりに 云つ 


てた。 自分 だの、 赤毛布 だの、 小僧な どの 事 はまる で 

聞き もしない。 まるで 眼中にない 訳で も あるまい が、 

さっき 長 蔵さん が 一 人で 談判に 這 入った 時に、 残らず 

聞いて しまったんだろう。 それとも 長 蔵さん はたびた 

のんき や  やま 

びこんな 呑気 屋を 銅山へ 連れて行 くんで、 自然 その 往 

やっかい 

き 還りに はこの 主人の 厄介に なリ つけて るから、 別段 

気に も 留めな いの かも 知れない。 

いねむ リ 

自分 は、 長 蔵さん と 主人との 話 を 聞きながら、 居 眠 

を 始めた。 いっから 始めた か 知らない。 馬 を 売 損つ 

は つ きり 

て、 どうと かした と 云う ところから、 だんだん 判然し 

なくなって、 自然と 長 蔵さん が 消える。 赤毛布が 消え 


あばら や 

る。 小僧が 消える。 主人と 茶と 煙草盆が 消えて、 破屋 

ねむ リ  さ 

まで も 消えた 時、 こくりと 眠が 覚めた。 気がつく と 

もちや 

頭が 胸の 上へ 落ちて いる。 はっと 思って、 擡げる と 

はなはだ 重い。 主人 は やっぱり 馬の 話 をして いる。 ま 

だ 馬 かと 思って るう ちに、 また 気が 遠くな つた。 気が 

遠くな つたの を、 遠い ままに して 打 遣って 置く と、 

こつぜん  うち 

忽然 ぱっと 眼が あいた。 薄暗い 部屋の 中に、 影の よう 

ひざ 

な 長 蔵さん と 亭主が 膝 を 突き合せ ている。 ちょうど、 

借が どうと かして ハハ ハハと 亭主が 笑った ところ だつ 

ひたい  はす  てっぺん 

た。 この 亭主 は 額が 長く つて、 斜に 頭の 天辺まで 

ひっこ  きりどお 

引 込んで るから、 横から 見る と 切通し の 坂く らいな 


こうばい  は 

勾配が ある。 そうして 上に なれば なるほど 毛が 生えて 

ご ぶ  いっすん 

いる。 その 毛 は 五分く らいな のと 一寸く らいな のとが 

まじ  まばら 

交って、 不規則に しかも 疎に もじゃもじゃして いる。 

自分が 居眠りから はっと 驚いて、 急に 眼 を 開ける と、 

ひとみ  すす 

第一 にこの 頭が 眸の 底に 映った。 ランプが 煤 だらけ 

で 暗い もの だから、 この 頭 も 煤 だらけに なって 映って 

来た。 その 癖 距離 は 近い。 だから 映った 影 は 明瞭で 

もうろう 

ある。 自分 はこの 明瞭で かつ 朦朧なる 亭主の 頭 を 居 眠 

リの不 知覚から 我に 返る 咄嗟に ふと 見たん である。 こ 

の 時 は あまり 好い 心 持ではなかった。 それが ため、 居 

眠り もしば らく 見合せ るよう な 気になって、 部屋 中 を 


見廻す と、 向う の 隅に 小僧が 倒れて いる。 こちらの 横 

に 茨城県が 長く 伸びて いる。 毛布の 下から 大きな 足が 

見える。 突 当りが 壁で、 壁の 隅に 穴が 開いて、 穴の 奥 

が 真黒で ある。 上 は 一 面の 屋根裏で、 寒い ほど 黒く 

なって る 所へ、 油煙と ともに ランプの 灯が あたる から、 

わらぶき  ふる 

よく 見て いると、 藁葺の 裏側が 震える ように 思われた。 

それから また 眠くな つた。 また 頭が 落ちる。 重い か 

ら 上げる とまた 落ちる。 始めのう ち は、 上げた 頭が 落 

ちながら だんだん うっとりして、 うっとりの 極、 胸の 

い つ そくと び 

上へ がくりと 落ちる や 否や、 一足 飛に 正気へ 立ち戻つ 

あ 

たが、 三回 四 回と 重なるに つけて、 眼 だけ 開けても 気 


は つ きり 

は 判然し ない。 ぼんやりと 世界に 帰って、 また ぞ ろす 

ぐと 不覚に 陥つ ちまう。 それから 例の ごとく 首が 落 

ちる。 微に 生き てるような 気になる。 かと 思う とま 

た 一 切 空に 這 入る。 しまいに は、 とうとう、 いくら 首 

がの めって 来ても、 動じ なくなった。 あるいは のめつ 

たなり、 頭の 重みで 横にぶ つ 倒れち まった のか も 知れ 

ない。 とにかく 安々 と 夜 明まで 寝て、 眼が 覚めた 時 は、 

もう & 眠り はして いなかった。 通例の ごとく 身体 全体 

を 畳の 上に つけて 長くな つていた。 そうして 涎を垂 

れ ている。 —— 自分 は 馬の 話 を 聞いて 居眠り を 始めて、 

眼 を あけて 借金の 話 を 聞いて、 また 居眠りの 続 を 復習 


している うちに、 とうとう 居眠り を 本式に 崩して 長く 

なった ぎり、 魂の 音沙汰 を 聞かな かったん だから、 眼 

が 覚めて、 夜が 明けて、 世の中が 土台から 陰と陽に 引ッ 

繰り返つ てるの を 見る や 否や、 眼 を あいて 涎 を 垂れて、 

横にな つた まま、 じっとし ていた。 自覚が あって 死ん 

でたら こんなだろう。 生きて る けれども 動く 気になら 

なかった。 昨夜の 事 は 一から 十まで よく 覚えて いる。 

しかし 昨夜の 一 から 十まで が 自然と 延びて 今日まで 持 

ち 越した と は 受け取れない。 自分の 経験 はすべ てが 新 

しくって、 かつ 痛切で あるが、 その 新しい 痛切の 事々 

物々 が 何だか 遠方に ある。 遠方に あると 云う よりも、 


昨夜と 今日の 間に 厚い 仕切りが 出来て、 截然と 区別が 

ついた よう だ。 太陽が 出る と 引き込む だけの 差で、 こ 

う 心に 連続が なくな つ て は 不思議な くら い 自分で 自分 

が 当に ならなくなる。 要するに 人世 は 夢の ような もん 

だ。 とちよ つと 考えた もんだ から、 涎 も 拭かずに 沈ん 

でい ると、 長 蔵さん が、 う うんと 伸 をして、 寝た まま 

にぎ  こぶし 

握り拳 を 耳の 上まで 持ち上げた。 握り拳がぬ つと 真 

直に 畳の 上 を 擦って、 腕の ありた け 出た ところで、 勢 

が ゆるんで、 ぐに やりと した。 また 寝る かと 思ったら 

くぼ 

今度 は 右の 手 を 下へ さげて、 凹んだ 頰っぺ た を ぼり ぼ 

り搔き 出した。 起きて るの かも 知れない。 そのうち、 


むにゃむにゃ 何 か 云 うんで、 やつ ばり 眼が 覚め ていな 

いなと 気がついた 時、 小僧が むくり と 飛び起きた。 こ 

れは 真正の 意味に おいて 飛 起きたん だから、 どしんと 

音が して、 根太が 抜けそう に 響いた。 すると、 さすが 

長 蔵さん だけあって、 むにゃむにゃ を やめて、 すぐ 畳 

についた 方の 肩 を、 肘の 高さまで 上げた。 眼 を ぱちっ 

かせて いる。 

こうなる と、 自分 もい つまで 沈んで いたって 際限が 

ないから、 起き 上った。 長 蔵さん も 全く 起きた。 小僧 

は 立ち上がった。 寝て いるもの は 赤毛布ば かりで ある。 

のんき  けつと 

これ はまた 呑気な もんで、 依然として 毛布から 大きな 


いびき 

足 を 出して ぐうぐう 鼾声 を かいて 寝て いる。 それ を 長 

蔵さん が 起す。 —— 

おまえ  おひる 

「御前さん。 おい 御前さん。 もう 起きない と 御 午まで 

や ま 

に 銅山へ 行きつ けない よ」 

御前さんが 三 四 返 繰 返された が、 毛布 はよ く 寝て い 

る。 仕方がな いから 長 蔵さん は 毛布の 肩へ 手 を 懸けて、 

「おい、 おい」 

ゆす  けつと 

と 揺り 始めたん で、 やむ を 得ず、 毛布の 方で も 「おい」 

と 同じような 返事 をして、 中途半端に 立ち上った。 こ 

れで みんな 起きた ような ものの、 自分 は 顔 も 洗わず、 

飯 も 食わず、 どうして 好い か 迷って ると、 長 蔵さん が、 


「じ や、 そろそろ 出掛けよう」 

と 云って、 真 先に 土間へ 降り かけた に は 驚いた。 小僧 

が つづいて 降りる。 毛布 も 不得要領に 土間へ 大きな 足 

を ぶら下げた。 こうなる と 自分 も 何とか 片を つけな 

くつち やなら ないから、 一番 あとから 下駄 を 突 掛けて、 

あかげ つ と  わらじ  ひも 

長 蔵さん と 赤毛布が 草鞋の 紐 を 結ぶ の を、 不景気な 

懐手 をして 待つ ていた。 

あさめし 

土間へ 下りた 以上 は、 顔 を 洗わない のかの、 朝飯 を 

食わない のかのと、 当然の 事 を 聞く のが、 さも 贅沢の 

沙汰の ように 思われて、 とんと 質問して 見る 気になら 

ない。 習慣の 結果、 必要とまで 見做されて いるものが、 


急に 余計な 事に なつち まう の はお かしい よう だが、 そ 

のち  てんとう  ふえん 

の 後 この 顚倒 事件 を 布衍して 考えて 見たら、 こんな、 

例 はたく さん ある。 つまり 世の中で は 大勢の やって る 

事が 当然に なって、 一人 だけで やる 事が 余計の ように 

思われ るんだ から、 当然に なろうと 思 つ たら 味方 を大 

勢斿 えて、 さも 当然で あるかの 容 子で 不当な 事 を や 

るに 限る。 やって は 見ない がきつ と 成功す るだろう。 

相手が 長 蔵さん と 赤毛布で さえ 自分に はこれ ほどの 変 

化 を 来たしたんでも 分る。 

すると 長 蔵さん は 草鞋の 紐 を 結んで、 足元に 用が な 

くな つた もんだ から、 ふいと 顔 を 上げた。 そうして 自 


分 を 見た。 そうして、 こんな 事 を 云う。 

「御前さん、 飯 は 食わな くっても 好いだ ろうね」 

飯 を 食わな くって 好い 法 はない が、 わるい と 云つ 

たって、 始まりよ うがない から、 自分 はた だ、 

「好いです」 

と 答えて 置いた。 すると 長 蔵さん は、 

「食いたい かね」 

と 云って、 にゃにゃと 笑った。 これ は 自分の 顔に 飯が 

食いたい ような 根性が 幾分 か あらわれ たため か、 ま 

たは 十九 年来の 予期に 反した 起きた なり 飯 抜きの 

出立に、 自然 不平の 色が 出て いたた めだろう。 それ 


でなければ 草鞋の 紐 を 結んで しまつてから、 こんな 事 

を 聞く 訳がない。 現に 長 蔵さん は、 赤毛布に も 小僧に 

もこの 質問 を 呈出し なかつ たんでも 分る。 今 考える と、 

ちょ つと 両人に も 同じ 事 を 聞いて 見れば 善かった よう 

な 気 もす る。 朝飯 を 食わないで 五 里 十 里と 歩き 出す も 

やどな 

の は 宿無し か、 または 準 宿無しで なくつ ちゃなら ない。 

目が 醒めて、 夜が 明けて るのに、 汁の 煙 も、 漬物の 香.' 

も、 いっこう 連想に 乗って 来ない から は、 行きな リ放 

題に、 今日は 今日の 命 を 取り留めて、 その 日 その 日の 

くよう  のんき や 

魂の 供養 をす る 呑気 屋で、 世の中に あしたと 云う もの 

がない の を 当り前と 考える ほどに 不幸な また 幸 な 人 


間で ある。 自分 は 十九 年来 始めて、 こう 云う 人間と 一 

つ 所に 泊って、 これから また いっしょに 歩き 出 すんだ 

なと 思った。 赤毛布と 小僧の 顔色 を 伺って 見る と 少し 

も 朝飯 を 予期して いる 様子が な いんで、 双方 共 朝飯 を 

食い 慣け ていない 一種の 人類 だと 勘づいて 見る と、 自 

分の 運命 は 坑夫に ならない 先から、 もう、 坑夫 以下に 

摺リ 落ちて いたと 云う 事が 分った。 しかし 分った と 云 

うば かりで 別に 悲しく もなか つ た。 涙 は 無論 出な か つ 

とぼ 

た。 ただ 長 蔵さん が、 この 朝飯の 経験に 乏しい 人間に 

向って、 「御前さん 達 も 飯が 食いたい かね」 と 尋ねて く 

れ なかった の を、 今では 残念に 思って る。 食った 事が 


少 いから、 今までの 習慣 性で、 「食わないでも 好い」 と 

答える か、 それとも、 たまさかに 有りつ ける かも 知れ 

しょうれい 

ない と 云う 意外の 望に 奨励され て 「食いたい」 と 答え 

るか。 —— つまらん 事 だが どっち か 聞いて 見たい。 

長 蔵さん は 土間へ 立って、 ちょっと 後ろ を 振り返つ 

ニゃゝ , 

た 力 

< ま 

「熊さん、 じ や 行って くる。 いろいろ 御世 話 様」 

ちからあし 

と 軽く 力足 を 二三 度 踏んだ。 熊さん は 無論 亭主の 名 

のぞ  ゆうべ 

であるが、 まだ 奥で 寝て いる。 視 いて 見る と、 昨夕う 

ふとん 

つつに 気味 を わるく した、 もじゃもじゃの 頭が 布団の 

しきぶとん 

下から 出て いる。 この 亭主 は 敷 蒲団 を 上へ 掛けて 寝る 


流儀と 見える。 長 蔵さん が、 この もじゃもじゃの 頭に 

話しかけ ると、 頭 は、 むくり と 畳 を 離れた。 そうして 

熊さん の 顔が 出た。 この 顔 は 昨夜 見た ほど 妙で もな 

かった。 しかし 額が さかに 瘠け て、 脳天まで 長くな つ 

てる 事 は、 今朝で も 争われない。 熊さん は 床の 中から、 

おかま い 

「いや、 何にも 御 構 申さなかった」 

と 云った。 なるほど 何にも 構わない。 自分 だけ 布団 を 

かけて いる。 

「寒かなかった かね」 

とも 云った。 気楽な もんだ。 長 蔵さん は 

「いいえ。 な あに」 


と 受けて、 土間から 片足 踏み出した 時、 後から、 熊 さ 

あくび まじ 

んが 欠伸 交りに、 

「じ や、 また 帰りに 御 寄り」 

と 云った。 

それから 長 蔵さん が 往来へ 出る。 自分 も 一足 後れて、 

小僧と 赤毛布の 尻 を 追つ 懸けて 出た。 みんな 大急ぎに 

急ぐ。 こう 云う 道中に は 慣れ 切 つ たものば かりと 見え 

る。 何でも 長 蔵さん の 云う ところに よると、 これから 

ひる  や ま 

山 越 をす るんだ が、 午までに は 銅山へ 着かな くつち や 

ならない から 急 ぐんだ そうだ。 なぜ 午までに 着かな 

くつち やなら な いんだ か、 訳が分らないが、 聞いて 見 


る 勇気がなかった から、 黙って 食つつ いて 行った。 す 

のぼ リ 

ると なるほど 登に なって 来た。 昨夕 あれほど 登った 

うそ 

つもり だのに、 まだ 登 るんだ から 噓 のよう でも あるが 

しほう 

実際 見渡して 見る と 四方 は 山ば かりだ。 山の 中に 山が 

あって、 その 山の 中に また 山が あるんだ から 馬鹿 馬鹿 

はい  ど うざ ん 

しい ほど 奥へ 這 入る 訳になる。 この 模様で は 銅山の あ 

いき  せ 

る 所 は、 定めし 淋しいだろう。 呼 息 を 急いて 登りな が 

らも 心細かった。 ここまで 来る 以上 は、 都へ 帰る の は 

すいきょう  あさま 

大変 だと 思う と、 何の 酔 興 で 来たんだ か 浅 間し くなる。 

しゅ っぽん 

と 云つ て 都に おりたく ないから 出奔 したんだ から、 

おや しんるい  か 

おい それと 帰りに くい 所へ 這 入って、 親 親類 の 目に 懸 


くち は 

からない ように、 朽 果てて しまう の はむしろ 本望で あ 

る。 自分 は 高い 坂へ 来る と、 呼 息 を 継ぎながら、 ちょ つ 

と留 つて は 四方の 山 を 見廻した。 すると その 山が どれ 

もこれ も、 黒ずんで、 凄い ほど 木 を 被って いる 上に、 

雲が かかって 見る 間に、 遠くな つてし まう。 遠くなる 

と 云うよ リ、 薄くなる と 云う 方が 適当 かも 知れない。 

あげく 

薄くな つた 揚句 は、 しだいし だいに、 深い 奥へ 引き込 

んで、 今まで は 影の ように 映って たもの が、 影 さえ 見 

せなくなる。 そうかと 思う と、 雲の 方で 山の 鼻面 を 通 

ま 

リ 越して 動いて 行く。 しきりに 白い ものが、 捲き 返し 

ている うちに、 薄く 山の 影が 出て くる。 その 影の 端が 


さ つき 

だんだん 濃くな つて、 木の 色が 明かになる 頃 は 先刻の 

雲が もう 隣り の 峰へ 流れて いる。 すると また 後から す 

ぐに 別の 雲が 来て、 せっかく 見え 出した 山の 色 をぼう 

とさせる。 しまいに は、 どこに どんな 山が あるかい つ 

けんとう  なが 

こう 見当が つかなくなる。 立ちながら 眺める と、 木 も 

山 も 谷 もめち やめち やにな つて 浮き出して 来る。 頭の 

上の空 さえ、 際限 もない 高い 所から 手の 届く 辺まで 

落ち かかった。 長 蔵さん は、 

「こり や、 雨 だね」 

ひと リ ごと 

と、 歩きながら 独 言 を 云った。 誰も 答えた もの はない。 

よったり  ま 

四 人と も 雲の 中 を、 雲に 吹かれる ような、 取り 捲 かれ 


るよう な、 また 埋められる ような 有様で 登って 行った。 

自分に はこの 雲が 非常に 嬉しかった。 この 雲のお 蔭で 

自分 は 世の中から 隠したい 身体 を 十分に 隠す ことが 出 

来た。 そうして、 さの み 苦しい 思い もしずに その 中 を 

歩いて 行ける。 手足 は 自由に 働いて、 閉じ籠め られた 

ような 窮屈 も 覚えない 上に、 人目に かからん 徳は 十分 

ほう 15- 

ある。 生きながら 葬 られ ると 云う の は 全く この 事で 

ある。 それが、 その 時の 自分に は 唯一 の 理想であった。 

だから この 雲 は 全く ありが たい。 ありがた いという 感 

謝の 念よりも、 雲に 埋められ 出してから、 まあ 安心 だ 

と、 ほっと 一息した。 今 考える と 何が 安心 だか 分り や 


しない。 全くの 気 違 だと 云われても 仕方がない。 仕方 

がない が、 こう 云う 自分が、 時と 場合によれば、 翌が 

日に も、 また 雲が 恋しくな らんと も 限らない。 それ を 

思う と 何だか 変 だ。 吾が 身で 吾が 身が 保証 出来ない よ 

うな、 また 吾が 身が 吾が 身で ないような 気持が する。 

しかし この 時の 雲 は 全く 嬉しかった。 四 人が 離れた 

り、 かたまったり、 隔てられたり、 包まれた りして 雲 

の 中 を 歩いて 行った 時の 景色 はい まだに 忘れられない。 

小僧が 雲から 出たり 這 入 つ たりす る。 茨城の 毛布が 赤 

くな つたり 白くな つたり する。 長 蔵さん の、 どてら が、 

わずか 五六 間の 距離で 濃くな つ たり 薄くな つたり する。 


さ 

そうして 誰も 口 を 利かない。 そうして、 むやみに 急ぐ。 

世界から 切り離された 四つの 影が、 後に なり 先にな り、 

殖 もせず 減 もせず、 四つの まま、 引かれて 合うよう に、 

はじ 

弾かれて 離れる ように、 また どうしても 四つでなくて 

はならない ように、 雲の 中 を ひたすら 歩いた 時の 景色 

はい まだに 忘れられない。 

自分 は 雲に 坦 まっている。 残る 三人 も 埋まって いる。 

天下が 雲に なつたん だから、 世の中 は 自分 共に たった 

やどなし 

四 人で ある。 そうして その 三人が 三人ながら、 宿 無で 

ある。 顔 も 洗わず 朝飯 も 食わずに、 雲の 中 を 迷って 歩 

みちづれ  くだ 

く 連中で ある。 この 連中と 道 伴に なって 登り 一里、 降 


り 二 里 を 足の 続く 限り 雲に 吹かれて 来たら、 雨に なつ 

た。 時計が な いんで 何時 だか 分らない。 空模様で 判断 

ひるすぎ 

すると、 朝と も 云われる し、 午 過と も 云われる し、 ま 

た 夕方と 云っても 差 支ない。 自分の 精神と 同じよう 

に 世界 も ぼんやりして いるが、 ただ ちょっと 眼に つい 

たの は、 雨の 間から 微かに見える 山の 色であった。 そ 

の 色が 今までのと は 打って 変って いる。 いつの 間に か 

からぼう ず  まだら はげあたま 

木が 抜けて、 空 坊主に なつたり、 ところ 斑の 禿 頭と 

たんしゃ 

化けち まったんで、 丹砂の ように 赤く 見える。 今まで 

ひとふで まっさつ 

の 雲で 自分と 世間 を 一筆に 抹殺して、 ここまで ふらつ 

きながら、 手足 だけ を 急がして 来たば かりだから、 こ 


の 赤い 山が ふと 眼に 入る や 否や、 自分 はは つ と 雲から 

醒めた 気分に なった。 色彩の 刺激が、 自分に こう 強く 

応えようと は 思いがけなかった。 —— 実 を 云う と 自分 

むとんじゃく  た ち 

は 色盲 じ やない かと 思う くらい、 色に は 無頓着な 性質 

である。 —— そこで この 赤い 山が、 比較的 烈しく 自分 

の 視神経 を 冒す と 同時に、 自分 はいよ いよ 銅山に 近づ 

いたな と 思った。 虫が知らせ たと 云えば、 虫が知らせ 

たと も 云える が、 実は この 山の 色 を 見て、 すぐ 銅 を 

連想し たんだろう。 とにかく、 自分が いよいよ 到着し 

たなと 直覚的に —— 世の中で 直覚 的と 云う の は 大概 こ 

のく らいな もの だと 思う が —— いわゆる 直覚的に 事実 


を 感得した 時に、 長 蔵さん が、 

「やっと、 着いた」 

と 自分が 言いたい ような 事 を 云 つ た。 それから 十五 分 

ほどしたら 町へ 出た。 山の 中の 山 を 越えて、 雲の 中の 

雲 を 通り抜けて、 突然 新しい 町へ 出たん だから、 眼 を 

擦って 視覚 をた しかめた いくらい 驚いた。 それ も 昔の 

しゅく 

宿 とか 里と か 云う 旧幕 時代に 縁の あるよう な 町なら、 

まだし も だが、 新しい 銀行が あつたり、 新しい 郵便局 

があった り、 新しい 料理屋が あつたり、 すべてが 苔の 

おしろい 

生えない、 新しず くめの 上に、 白粉 をつ けた 新しい 女 

までい るんだ から、 全く 夢の ような 気持で、 不審が 顔 


に 出る 暇 もない うちに 通り越し ちまった。 すると 橋 

へ 出た。 長 蔵さん は 橋の 上へ 立って、 ちょっと 水の 色 

を 見た が、 

「これが 入口 だよ。 いよいよ 着い たんだから、 そのつ 

もりで いなく つち や、 いけない」 

と 注意 を 与えた。 しかし 自分に は、 どんなつ もりで い 

なくつ ちゃい けな いんだ か、 ちっとも 分らなかった か 

ら、 黙って 橋の 上へ 立って、 入口から 奥の 方 を 見て い 

た。 左が 山で ある。 右 も 山で ある。 そうして、 所々 に 

うち 

家が 見える。 やっぱり 木造の 色が 新しい。 中には 白壁 

だか、 ペンキ 塗 だか 分らない のが ある。 これ も 新しい _ 


古ぼけて 禿げて るの は 山ば かりだった。 何だか また 現 

実 世界に 引き摺り込まれる ような 気がして、 少しく 失 

むこう のぞ 

望した。 長 蔵さん は 自分が 黙って 橋の 向 を靦き 込ん 

でる の を 見て、 

「好い かね、 御前さん、 大丈夫 かい」 

とまた 聞き直し たから、 自分 は、 

「好いです」 

と 明瞭に 答えた が、 内心 あま リ好 くはなかった。 な 

ぜだ かしらな いが、 長 蔵 さ んは ただ 自分に だけ 懸念が 

ある 様子であった。 赤毛布と 小僧に は 「好い かね」 と 

も 「大丈夫 かい」 とも 聞かなかった。 頭から この 両人 


は 過去の 因果で、 坑夫に なって、 銅山のう ちに 天命 を 

けしき 

終る ベ きものと 認定して いるよう な 気色が ありあり と 

見えた。 して 見る と 不信用な の は 自分 だけで、 だいぶ 

長 蔵さん からこ いつは 危ない なと 睨まれて いたの かも 

知れない。 好い 面の 皮 だ。 

そろ 

それから 四 人 揃って、 橋 を 渡って 行く と、 右手に 見 

うち 

える 家に は なかなか 立派な のが ある。 その 中で 一 番ぃ 

やつ  さ  うち 

かめし い 奴 を 指して、 あれが 所長の 家 だと 長 蔵さん が 

教えて くれた。 ついでに 左の 方 を 見ながら 

「こっちが シキ だよ、 御前さん、 好い かね」 

と 云う。 自分 は シキと 云う 言葉 を この 時 始めて 聞いた _ 


よっぽど 聞き返そうかと 思った が、 大方 これが シキ 

なんだ ろうと 思って 黙って いた。 あとから 自分 もこの 

シキと 云う 言葉 を 明瞭 に 理解し なければ ならない 身 

分に なった が、 やっぱり 始めに ぼんやり 考えついた 定 

義 とさした 違 もなかった。 そのうち 左へ 折れて いよい 

よ シキの 方へ 這ん る 事に なった。 鉄軌 について だんだ 

のぼ 

ん 上つ て 行く と、 そこ ここに 粗末な 小さい 家が たくさ 

ん ある。 これ は 坑夫の 住んで る 所 だと 聞いて、 自分 も 

今日から、 こんな 所で 暮す のかと 思った が、 それ は 間 

ふた ま 

違であった。 この 小屋 は どれ も 六 畳と 三 畳 二 間で、 み 

んな 坑夫の 住んで る 所に は 違ない が、 家族の ある もの 


に 限って 貸して くれる 規定で あるから、 自分の ような 

一 人 もの は 這 入り たくたって 這 入れな いんだった。 こ 

あ  のぼ 

う 云う 小屋の 間 を 縫って、 飽きずに 上って 行く と、 今 

度 は 石 崖の 下に 細長い 横幅ば かりの 長屋が 見える。 そ 

うして、 その 長屋が たくさん ある。 始めは わずか 二三 

軒 かと 思ったら、 登る に 従って 続々 あらわれて 来た。 

大きさ も 長さ も 似た もんで、 みんな 崖 下に あるんだ か 

むき  めいめい 

ら 位地に も変リ はない が、 向 だけ は 各々 違って る。 山 

坂 を 利用して、 なけなしの 地面へ 建てる こと だから、 

東 だと か 西 だと か 贅沢 は 言って いられない。 やっとの 

いやおう  かまい 

思いで、 ならした 地面へ 否応なしに、 方角のお 構な く 


建てて しまったん だから 不規則な もの だ。 それに、 第 

一、 登って 行く 道が くねって る。 あの 長屋の 右 を 歩い 

てるな と 思う と、 いつの 間に かその 長屋の 前へ 出て 来 

る。 あれ は、 すぐ 頭の 上 だが と 心待ちに 待って いると、 

急に 路が 外れて 遠くへ 持って かれて しまう。 まるで 

見当が つかない。 その上 この 細長い 家から 顔が 出て い 

る。 家から 顔が 出て いるの が 珍ら しい 事 もな いんだが、 

その 顔が ただの 顔 じ やない。 どれ も、 これ も、 出来て 

いない 上に、 色が 悪い。 その 悪さ 加減が また、 尋常で 

ない。 青く つて、 黒く つて、 しかも 茶色で、 とうてい 

都会に いて は 想像の つかない 色 だから 困る。 病院の 患 


者な どと はまる で 比較に ならない。 自分が 山路 を登リ 

ながら、 始めて この 顔 を 見た 時 は、 シキと 云う 意味 を 

よく 了解し ない 癖に、 なるほど シキ だな と 感じた。 し 

かしい くら シキ でも、 こう 云う 顔 はたく さん あるまい 

と 思って、 登って 行く と、 長屋 を 通る たんびに 顔が 出 

ていて、 その 顔が みんな 同じで ある。 しまいに はシキ 

と は 恐ろしい 所 だ と 思う まで、 い やな 顔 をた くさ ん 見 

せられて、 また 自分の 顔 をた くさん 見られて —— 長屋 

どう あく 

から 出て いる 顔 はきつ と 自分ら を 見て いた。 一種 獰悪 

な 眼つ きで 見て いた。 —— とうとう 午後の 一 時に 飯場 

へ 着いた。 


なぜ 飯場と 云 うんだ か 分らない。 焚き 出し をす るか 

ら、 そう 云う 名 をつ けた もの かも 知れない。 自分 は そ 

ご  べらぼう 

の 後 飯場の 意味 を ある 坑夫に 尋ねて、 篦棒め、 飯場た 

あ 飯場で え、 何 を 云 つて るんで え、 とひ どく 剣突 を 食つ 

た 事が ある。 すべて この 社会に 通用す る 術語 は、 シキ 

でも 飯場で も ジャンボ— でも、 みんな 偶然に 成立して、 

偶然に 通用して いるんだ から、 滅多に 意味なん か 聞く 

ひま 

と、 すぐ 怒られる。 意味なん か 聞く 閑 もな し、 答える 

閑 もな し、 調べる のは大 馬鹿と なって るんだ から 至極 

簡単で かつ 全く 実際的な ものである。 

そう 云う 訳で 飯場の 意味 は 今もって 分らない が、 と 


にかく 崖の 下に 散在して いる 長屋 を 指す ものと 思えば 

いい。 その 長屋へ ようやく 到着した。 多く ある 長屋の 

ひとり 

うちで、 なぜ この 飯場 を 選んだ か は、 長 蔵さん の 一 人 

ぎめ だから、 自分に は 説明し にくい。 が、 この 飯場 は 

長 蔵さん の 専門 御 得意の 取引先と 云う 訳で もなかった 

らしい。 長 蔵さん は 自分 を この 飯場へ 押しつける や 否 

ま  あかげっと 

や、 いつの 間に か、 赤毛布と 小僧 を 連れて ほかの 飯場 

めし 

へ 出て 行って しまった。 それで 二人 は ほかの 飯場の 飯 

を 食うよう になつ たんだな と 後から 気がついた。 二人 

のち  や ま 

の 消息 は その後い つこう 聞かなかった。 銅山の なかで 

もつ い ぞ顔を 合せた 事がない。 考える と、 妙な もの だ _ 


一 膳め し屋 から 突然 飛び出した 赤い 毛布と、 夕方の 山 

から 降って 来た 小僧と 落ち合って、 夏の 夜 を 後に なり 

くず  わらやね 

先にな つて、 崩れそう な 藁屋根の 下で いっしょに 寝た 

あくるひ 

明日 は、 雲の 中 を 半日 かかって、 目指す 飯場へ よう や 

く 着いた と 思う と、 赤毛布 も 小僧 も ふいと 消えて なく 

なつち まう。 これで は 小説に ならない。 しかし 世の中 

まと  そこな 

に は 纏まり そうで、 纏らない、 云わば でき 損 いの 小説 

めいた 事が だいぶ ある。 長い 年月 を 隔てて 振り返って 

そうきゅう 

見る と、 かえって この だらしなく 尾 を 蒼穹の 奥に 隠 

してし まった 経歴の 方が 興味の 多い ように 思われる。 

振り返って 思い出す ほどの 過去 は、 みんな 夢で、 その 


夢ら しいと ころに 追懐の 趣が あるんだ から、 過去の 

あいまい 

事実 それ 自身に どこか ぼんやりした、 曖昧な 点がない 

とこの 夢幻の 趣 を 助ける 事が 出来ない。 したがって 十 

分に 発展して 来て 因果の 予期 を 満足させる 事柄よりも、 

うち 

この 赤毛布 流に、 頭 も 尻 も 秘密の 中に 流れ込んで ただ 

いちや はんにち  え 

途中 だけが 眼の 前に 浮んで くる 一 夜半 日の 画の 方が 面 

白い。 小説に なりそう で、 まるで 小説に ならない とこ 

ろが、 世間 臭くな くって 好い 心 持 だ。 ただに 赤毛布ば 

かりじ やない。 小僧 もそう である。 長 蔵さん もそう で 

ある。 松原の 茶店の 神さん もそう である。 もっと 大き 

く 云えば この ー篇の 「坑夫」 そのものが やはり そうで 


ある。 纏まりの つかない 事実 を 事実の ままに 記す だけ 

である。 小説の ように 捲え たもの じ やない から、 小 

説の ように 面白く はない。 その代り 小説よりも 神秘的 

である。 すべて 運命が 脚色した 自然の 事実 は、 人間の 

構想で 作り上げた 小説よりも 無法 則で ある。 だから 神 

秘 である。 と 自分 は 常に 思って いる。 

赤毛布と 小僧が 連れて行かれ たの は 後の 事 だが、 自 

分らが 飯場に 到着した 時 は 無論 二人ともい つし よで 

あった。 ここで 長 蔵さん がいよ いよ 坑夫 志願の 談判 を 

きわ 

始めた。 談判と 云う と 面倒な よう だが、 その実 極めて 

簡単な ものであった。 ただ、 この 男 は 坑夫に なりたい 


と 云う から、 どうか 使つ て くれと 云った ばかりで ある。 

しゅっしよ ラち 

自分の 姓名 も 出生地 も 身元 も 閲歴 も 何にも 話さな 

かった。 もちろん 話した くった つて、 知らないん だか 

ら、 話せよう もな いんだが、 こうまで 手っ取り早く 片 

リ ようけん 

づける 了簡と は 思わなかった。 自分 は 中学校へ 入学 

した 時の 経験から、 いくら 坑夫 だって、 それ 相応の 手 

続が なくつ ちゃ 採用され ない もんだ とば かり 思って い 

た。 大方 身元 引受人と か 保証人と か 云う ものが 証文へ 

判で も捺 すんだろう、 その 時 は 長 蔵さん にで も 頼んで 

見よう くらいにまで、 先 廻り をして 考えて いた。 とこ 

ろが 案に相違して、 談判 を 持ち込まれた 飯場 頭 は —— 


まゆげ 

飯場 頭 だか 何だか その 時 は 無論 知らなかった。 眉毛の 

あお ひげ あと  たくま  が つ こう 

太く つて 蒼 髯の痕 の 濃い 逞しい 四十 恰好の 男だった。 

—— その 男が 長 蔵さん の 話 を 一 通り 聞く や 否や、 

「そうかい、 それじゃ 置いて おいで」 

むぞうさ  どがま 

と さも 無雑 作に 云 つち まった。 ちょうど 炭屋が 土釜 を 

か つ  はるばる 

台所へ 担ぎ込んだ 時の ように 思われた。 人間が 遥々 

やまごえ 

山 越 をして 坑夫に なりに 来たんだ と は 認めて いない。 

うち  う- ら- 

そこで 自分 は少々 腹の 中で この 飯場 頭 を 恨んだ が、 こ 

れは 自分の 間違であった。 その 訳 は 今 直に 分る。 

ひと つ 

飯場 頭と 云う の は 一 の 飯場 を 預かる 坑夫の 隊長で、 

リ ようけん 

この 長屋の 組合に 這 入る 坑夫 は、 万事 この 人の 了簡 


しだいで どうで もなる。 だから はなはだ 勢力が ある。 

この 飯場 頭と 一 分 時間に 談判 を 結了した 長 蔵さん は、 

「じ や、 よろしくお 頼みもう します」 

あかげっと 

と 云った なり、 赤毛布と 小僧 を 連れて 出て 行った。 ま 

た 帰って くる 事と 思った が、 その後い つ こう 影 も 形 も 

おきざり 

見せな いんで、 全く、 置 去に された と 云う 事が 分った。 

考える とひ どい 男 だ。 ここまで 引っ張って 来る ときに 

は、 何の かのと、 世話ら しい 言葉 を 掛けた のに、 いざ 

となると 通り 一片の 挨拶 もしない。 それにしても ぼん 

なんどき 

引の 手数料 はいつ 何時 どこで 取った もの か、 これ は 今 

もって 分らない。 


こう 云う しだいで 飯場 頭から は、 土釜の 炭俵の ごと 

く 認定され る、 長 蔵さん から は 小包の ように 抛げ 込ま 

れる。 少しも 人間ら しい 心 持が しないんで、 大いに 

し よ ぅぜ ん 

悄然と している と、 出て 行く 三人の 後 姿 を 見送った 

飯場 頭 は 突然 自分の 方 を 向いた。 その 顔つきが 変って 

いる。 人 を 炭俵の ように 取扱う 男と は、 どうしても 受 

取れない。 全く 東京 辺で 朝晚 出逢う、 万事 を 心得た 苦 

労 人の 顔で ある。 

「あなた は 生れ 落ちて からの 労働者と も 見えない よう 

だが …… 」 

は /< ばが カリ 

飯場 掛 の 言葉 を ここまで 聞いた 時、 自分 は 急に 泣き 


たくな つた。 さんざつ ぱら お前さんで、 厭になる ほど 

やられた 揚句の 果、 もうとう てい 御前さん 以上に は 浮 

ばれない ものと 覚悟 をして いた 矢先に、 突然 あなたの 

昔に 帰った から、 思いがけない 所で 自己 を 認められた 

嬉し さと、 なつかし さと、 それから 過去の 記憶 —— 自 

分 はつい 一 昨日まで は 立派に あなたで 通って 来た —— 

それや これ やが 寄って、 たかって 胸の 中へ 込み上げて 

来た 上に、 相手の 調子が いかにも 鄭 寧で 親切 だから I 

I つい 泣きた くな つた。 自分 は その後 いろいろな 目に 

逢って、 幾度と なく 泣きた くな つた 事 は あるが、 擦れ 

枯 しの 今日から 見れば、 大抵 は 泣く に 当らない 事が 多 


い。 しかし この 時 頭の 中に たまった 涙 は、 今が今で も、 

同じ 羽目に なれば、 出かね まいと 思う。 苦しい、 つら 

くちお 

い、 口惜しい、 心細い 涙 は 経験で 消す 事が 出来る。 あ 

りが た 涙 もこ ぼさずに 済む。 ただ 堕落した 自己が、 依 

ひと 

然として 昔の 自己で あると 他から 認識され た 時の 嬉し 

涙 は 死ぬ までつ いて 廻る ものに 違ない。 人間 はかよう 

てまえかん 

に 手前 勘 の 強い ものである。 この 涙 を 感謝 の 涙と 誤解 

して、 得意がる の は、 自分の ために 書生 を 置いて、 書 

生の ために 置いて やった ような 心 持に な つ てると 同じ 

事 じ やない かしら。 

はんばが か 

こう 云う 訳で、 飯場 掛 りの 言葉 を 一 行ば かり 聞く と、 


急に 泣きた くな つたが、 実は 泣かなかった。 悄然と 

はして いたが、 気 は 張って いる。 どこから か 知らない 

が、 抵抗 心が 出て 来た。 ただ 思うよう に 口が 利け ない 

から、 黙って 向う の 云う 事 を 聞いて いた。 すると 飯場 

掛りは 嬉しい ほど 親切な 口調で、 こう 云った。 —— 

「 …… まあ どうして、 こんな 所へ 御 出な すつ たんだ か、 

今の 男が 連れて来る くらいだ から 大概 私 にも 様子 は 

知れて はいるが  どうです、 もう 一 遍 考えて 見ち や 

あ。 きっと 取ッ附 坑夫に なれて、 金が うんと 儲かる て 

うま 

えよう な 旨い 話で もしたん でしよう。 それが さ、 実際 

やって 見る ととうて い 話の 十が 一 にも 行かな いんだ か 


ら つまらないです。 第 一 坑夫と  一 口に 云います がね。 

なかなか ただの 人に 出来る 仕事 じ やない、 ことに あな 

たのよう に 学校へ 行って 教育なん か 受けた もの は、 ど 

うした つて 勤まりつ こありません よ。 …… 」 

飯場 頭 はこ こまで 来て、 じっと 自分の 顔 を 見た。 何 

とか 云わな くつち やならない。 # いこの 時 はもう 泣 

きたいと ころ を 通り越して、 口が 利け るよう になって 

いた。 そこで 自分 はこう 云った。 —— 

「僕 は —— 僕 は —— そんなに 金なん か 欲し かな い です。 

何も 儲ける ために やって来た 訳 じ やな いんです から、 

 そり や 知つ てるです、 僕 だ つて 知って るです …… 」 


と、 この 時 知って るです をニ遍 繰り返した 事 を 今 だに 

記憶して いる。 はなはだ 穏 かならぬ 生意気な、 ものの 

云いよう だった。 若い うち は、 たった今まで 悄気て い 

て も、 相手し だいです ぐつ け 上つ ちまう。 まことに 赤 

面の 至りで ある。 しかも その 知って るです が、 何 を 

知って るの かと 思う と、 今 自分 を 連れて来た 男、 すな 

わち 長 蔵さん は、 一種の 周旋屋であって、 すべての 周 

ま ら * や 

旋屋に 共通な 法螺吹き であると 云う 真相 をよ く 自覚し 

ている と 云う 意味なん だから、 いくら 知って たって 自 

だまさ 

慢 になら な いのは 無論で ある。 それ を 念 入に、 瞞着れ 

て 来たん じ やない、 万事 承知の 上の 坑夫 志願 だな どと 


い まさら 

説明して 見た つて 今更 どうなる もの じ やない。 ところ 

が 年が 若い と 虚栄心の 強い もので —— 今でも 弱い と は 

云わない が —— しきりに 弁解に 取り 掛 つたの は 実に 冷 

汗の 出る ほどの 愚であった。 幸い 相手が、 こう 云う 

かぎょう  とくじつ 

家業に 似合わぬ 篤実な 男で、 かつ 自分の 不 経験 を 気の 

毒に 思う の あまり、 この 生意気 を 生意気と 知りながら 

大目に見て くれた もんだ から、 どやされ ずに 済んだ。 

まことに ありがたい。 この 飯場に 住み込んだ あとで、 

頭の 勢力の 広大なる に 驚く につれ て、 僕 は 知って る 

ひと あか 

です を 思い出して は 独り 赧ぃ顔 をして いた。 ついでに 

はらこ まきち 

云う が この 頭の 名 は 原駒吉 である。 今もって 自分 は 好 


い 名 だと 思って る。 

原さん は 別に 厭な 顔つき もせずに、 黙って 自分の 言 

あたま 

訳 を 聞いて いたが、 やがて 頭 を 振り出した。 その 頭 

は 大きな 五分 刈で 額の 所が 面摺 のように 抜き 上が つ て 

いる。 

ものずき 

「そり や 物 数奇と 云う もんで さあ。 せっかく 来たから 

うち 

是非 やる つたって、 何も 家 を 出る 時から 坑夫に なると 

いちじ 

思いつめた 訳で もな いんでしょう。 云わば 一時の 出来 

心なんだ からね。 やって 見り や、 すぐ 厭に なつち まう 

な 眼に 見えて るんだ から、 廃す が 好う がしょう。 現に 

書生さん で ここへ 来て 十日と 辛抱した もの あ、 有り や 


しません ぜ。 え？ そり や 来る。 ^人 も 来る。 来る 事 

は 来る が、 みんな 驚いて 逃げ出し ちまい まさ あ。 全く 

普通の ものの 出来る 業じゃありません よ。 悪い 事 は 云 

わない から 御 帰ん なさい。 なに 坑夫 をし なくった つて、 

くちすぎ 

口 過 だけなら 骨 は 折れません や あ」 

原さん はこ こに 至って、 胡 坐 を 崩して 尻 を宙に 上げ 

かけた。 自分 はどうしても 落第し そうな 按亂 である。 

大いに 困った。 困った 結果、 坑夫と 云う 事から 気 を 離 

して、 自分 だけ を 検査して 見る と、 —— 何だか 急に 寒 

あわせ  ぬ  ズボンした 

くな つた。 袷 はさつ きの 雨で 濡れて いる。 洋袴下 は 

穿いて いない。 東京の 五月 もこの 山の 奥へ 来る とまる 


で 二月 か 三月の 気候で ある。 坂 を 登って いる 間 こそ 体 

温で さほどに も 思わなかった。 原さん に 拒絶され る ま 

ま^ま 

では 気が 張って いたから、 好かった。 しかし 飯場へ 来 

て 休息した 上に、 坑夫になる 見込が ほとんど 切れた と 

なさけ  ふる 

なると、 情ない のが 寒い のと 合併して 急に 顫え 出した。 

その 時の 自分の 顔色 は 定めし 見る に 堪えん ほど 醜い も 

ん だったろう。 この 時 自分 はまた 何となく、 今し がた 

おきざり  あいさつ 

自分 を 置 去に して、 挨拶 もしずに 出て 行った 長 蔵さん 

が 恋しくな つた。 長 蔵さん がいたら、 何とか 尽力して 

坑夫に して くれる だろう。 よし 坑夫に して くれない ま 

でも、 どうにか 片を つけて くれる だろう。 汽車賃 を 出 


して くれた くらいだ から、 方角の わかる 所まで くらい 

がまぐち 

は 送り出して くれそう な もの だ。 蟇 口 を 長 蔵さん に 取 

られ てから、 懐中に は 一文 もない。 帰る にしても、 帰 

力 き だ お れ 

る 途中で 腹が減つ て 山の 中で 行 倒 になる まで だ。 

いっその 事 今から 長 蔵さん を 追 掛けて 見よう か。 飯場 

あ 

飯場 を 探して 歩いたら 逢えない 事 もないだろう。 逢つ 

つきあ い 

てこれ これ だと 泣きつ いたら、 今までの 交際 も ある 事 

だから、 好い 智慧 を 貸して くれまい もので もない。 し 

かし 別れ 際に 挨拶 さえし ない 男 だから、 ひょっと する 

ひま 

と …… 自分 は 原さん の 前で 実は こんな 閑な 事 を、 非常 

すき 

に 忙しく、 ぐるぐ る 考えて いた。 好な 原さん が 前にい 


るのに、 あんまり 下さらない、 しかも 消えて なくなつ 

た 長 蔵さん ばかり を 相談 相手の ように 思い込ん だの は、 

どう 云う 理由だろう。 こんな 事 はよ く ある もんだ から、 

いざと 云う 場合に、 敵 は 敵、 味方 は 味方と 板 行で 押し 

たように 考えないで、 敵のう ちで 味方 を 探したり、 味 

みあら  かたつ ぼ 

方のう ちで 敵 を 見 露わしたり、 片方 づか ないように 心 

を 自由に 活動 させな くって はいけ ない。 

じゃくはい  きあい  の 

弱輩な 自分に はこの 機 合が まだ 呑み込めなかった 

もんだ から、 原さん の 前に 立って 顫えながら、 へど も 

どして いると、 原さん も 気の毒に なった と 見えて、 

「あなた さえ 帰る 気なら、 及ばず ながら 相談に なろう 


じゃありません か」 

と 向う から 口 を 掛けて くれた。 こう 切って 出られた 時 

に、 自分 ははつ と ありがたく 感じた。 ばかりなら 当り 

前 だが はっと 気がついた。 —— 自分の 相談 相手 は 自分 

の 志望 を 拒絶す る この 原さん を 除いて、 ほかにな いん 

だと 気がついた。 気がつく と 同時に また 口が 利け なく 

なった。 是非 坑夫に して くれと も、 帰る から 旅費 を 貸 

して くれと も 言い かねて、 やっぱり 立ちす くんで いた _ 

気がついても 何にも ならない、 ただ 右の 手で 拳骨 を 

斿 えて 寒い 鼻の 下 を 擦った ように 記憶して いる。 自 

よ せ  はなしか  てっき 

分 は その 前 寄席へ 行って、 よく 噺 家が こんな 手真似 を 


する の を 見た 事が あるが、 自分で その 通り を 実行した 

の は、 これが 始めて である。 この 手真似 を 見て いた 原 

さんが、 今度 はこう 云った。 

「失礼ながら 旅費の ことなら、 心配し なくっても 好 ご 

ざん す。 どうかして 上げます から」 

かなけ 

旅費 は 無論ない。 一 厘たり とも 金気 は 肌に 着いて い 

ない。 の たれ 死 を 覚悟の 前で も、 金 は 持って る 方が 心 

丈夫 だ。 まして 慢性の 自滅で 満足す る 今の 自分に は、 

わらじ せん 

たとい 白銅 一 箇の 草鞋 銭で も 大切で ある。 帰る と 事が 

きまり さえ すれば、 頭 を 地に 摺り つけても、 原さん か 

ら 旅費 を 恵 んで 貰ったろう。 実際こう なると 廉恥も 品 


格 もあった もんじ やない。 どんな 不体^な 貰い 方で も 

する。  大抵の 人が そうなる だろう。 またそう なつ 

てし かるべき である。 —— しかしけ つして 褒められた 

始末 じ やない。 自分が こんな 事 を 露骨に かくの は、 た 

だ 人間の 正体 を、 事実な りに 書 くんで、 書いて 得意が 

さ じ 

るのと は 訳が 違う。 人間の 生地 はこれ だから、 これで 

さしつかえ  ねリ ようかん  あずき 

差 支ない などと 主張す るの は、 練 羊羹の 生地 は 小豆 

なま  か 

だから、 羊羹の 代りに 生 小豆 を嚙ん でれば 差 支ない と 

結論す るのと 同じ 事 だ。 自分 はこの 時の 有様 を 思い出 

リ ようけん 

すたび に、 なんで、 あんな、 さもしい 料簡に なった も 

われ  あいそ  げ び 

のかと、 吾ながら 愛想が 尽きる。 こう 云う 下卑た 料簡 


を 起さずに、 一 生 を暮す 事ので きる 人 は、 経験の 足リ 

ない 人 かも 知れない が、 幸な 人で ある。 また 自分ら よ 

はる 力 

り も遥に 高尚な 人で ある。 生 小豆の まず さ 加減 を 知 

しょうが い 

ら ないで、 生涯 練 羊羹ば かり 味わって る 結構な 人で 

ある。 

自分 は、 も 少しの 事で、 手 を 合せて、 見ず知らずの 

は ん ぱ がしら  ^  .1 う リき 

飯場 頭から わずかの 合力 を 仰ぐ ところであった。 それ 

を やっとの 事で 喰い 止めた の は、 せっかくの 好意で 

ととの  にさんち きちんやど  しの 

調えて くれる 金 も、 二三 日 木賃宿で 夜露 を 凌げば、 す 

ぐ 無くなって、 無くなった 暁に は、 また 当途 もな く 流 

めいめ、 > 

れ 出さなければ ならない と、 冥々 のうちに 自覚した か 


いさき  なみだきん 

ら である。 自分 は 屑よ く 涙金 を 断った。 断った 表 向 

リ ちぎ 

は 律義に も 見える。 自分 もそう 考える が、 よくよく 

せんさく  てんびん  か 

詮索す ると、 慾の 天秤に 懸けた、 利害の 判断から 出て 

ことわ 

いる 事 はたし かで ある。 その 証拠に は 補助 を 断る と 

同時に、 自分 は、 こんな 事 を 言い出した。 

「その代り 坑夫に 使って 下さい。 せっかく 来たんだ か 

ら、 僕 はどうして もやって 見る 気なん ですから」 

すいきょう 

「随分 酔 興 です ね」 

と 原さん は 首 を 傾げて、 自分 を 見つめて いたが、 やが 

て 溜息の ような 声 を 出して、 

「じ や、 どうしても 帰る 気 はな いんです ね」 


と 云った。 

「帰る つたって、 帰る 所がな いんです」 

「だって …… 」 

うち  こじき 

「家なん かないん です。 坑夫に なれなければ 乞食で も 

する ょリ 仕方がな いです」 

さ 

こんな 押 問答 を 二三 度 重ねてい る 中に、 口 を 利く の 

が 大変 楽に なって 来た。 これ は 思い切って、 無理な 言 

葉 を、 出に くいと 知りながら、 我慢して 使った 結果、 

ひよ ラし 

おのず と 拍子に 乗って 来た 勢いに 違な いんだから、 ま 

み な  さしつかえ 

あ 器械 的の 変化と 見 傚しても 差 支な かろうが、 妙な 

もので、 その 器械 的の 変化が、 逆戻りに 自分の 精神に 


影響を及ぼして 来た。 自分の 言 いたい 事が 何の 苦 もな 

く 口を出る に 連れて  ある 人 は ある 場合に、 自分の 

言いたくない 事まで も 調子 づ いて べらべら 饒舌る。 舌 

はか ほどに 器械 的な ものである。 —— この 器械が 使用 

の 結果 加速度の 効力 を 得る に 連れて、 自分 はだん だん 

大胆に なって 来た。 

いや、 大胆に なった から 饒舌れ たんだろう、 君の 云 

あべ こべ 

う 事 は 顚倒じ やない かと やり 込める 気なら、 そうして 

置いても いい。 いいが、 それ は あまり 陳腐で かつ 時々 

うそ 

噓 になる。 噓と 陳腐で 満足し ない もの は 自分の 言 分 を 

うなず 

も つ ともと 首肯く だろう。 


自分 は 大胆に なった。 大胆になる に 連れて、 どうし 

て も 坑夫に 住み込んで やろうと 決心した。 また 饒舌つ 

て おれば 必ず 坑夫に なれる に 違ない と 自覚して 来た。 

おととい うち  まぎわ 

一 昨日 家 を 飛び出す 間際まで は、 夢にも 坑夫に なろう 

と 云う 分別 は 出なかった。 ばかりで はない、 坑夫に な 

るた めの 駆落と 事が きまって いたならば、 何となく 恥 

しゅっぽん 

ず かしくな つて、 まあ 一週間よ く 考えた 上に と、 出奔 

あいまい 

の 時期 を 曖昧に 延ばした かもしれ ない。 逃亡 はする。 

逃亡 はする が、 紳士の 逃亡で、 人 だか 土塊 だか 分らな 

あな ほリ  さが  そ だ 

ぃ坑 掘に なり 下る 目的の 逃亡と は、 何 不足な く 生育つ 

た 自分の 頭に は 影 さえ 射さなかった ろう。 ところが 原 


さんの 前で 寒い 奥歯 を嚙 みしめ ながら、 しょう 事な し 

の 押 問答 をして いるう ちに、 自分 はどう あっても 坑夫 

になるべき 運命、 否 天職 を 帯び てるよ うな 気が し 出し 

しの 

た。 この 山と この 雲と この 雨 を 凌いで 来たから に は、 

是非共 坑夫に ならなければ 済まない。 万 一 採用され な 

い 暁に は 自分に 対して 面目がない。 —— 読者 は 笑う だ 

まじめ 

ろう。 しかし 自分 は 当時の 心情 を 真面目に 書いて るん 

だから、 人が 見て おかしければ おかしい ほど、 その 時 

の 自分に 対して 気の毒になる。 

まけお し 

妙な 意地 だか、 負惜 みだ か、 それとも 行 倒れになる 

のが 怖く つて、 帰り 切れなかった ためだ か、 —— その 


辺 は 自分に も 曖昧 だが、 とにかく 自分 は、 もっとも 熱 

心な 語調で 原さん を 口説いた。 

「 …… そう 云わずに 使って 下さい。 実際 僕が 不適当な 

ら 仕方がな いが、 まだ やって 見ない 事なん だから —— 

か い  いちん ち 

せっかく 山 を 越して 遠方 を わざわざ 来た 甲斐に、 一日 

でも 一 一日で も、 いいです から、 まあ 試し だと 思って 使つ 

て 下さい。 その上で、 とうてい 役に立たな いと 事が き 

まれば 帰ります。 きっと 帰ります。 僕 だって、 それ だ 

けの 仕事が 出来ない のに、 押 を 強く 御 厄介に なって る 

気 はな いんです から。 僕 は 十九です。 まだ 若いです。 

锄き 盛りです  」 


きのう  かみ 

と 昨日 茶店の 神さん が 云った 通り を そのまま 図に 乗つ 

て 述べ立てた。 後から 考える と、 これ はむしろ 人が 自 

分 を 評する 言葉で、 自分が 自分 を 吹聴す る 文句で は 

なかった。 そこで 原さん は 少し 笑い出した。 

「それほどお 望みなら 仕方がない。 何も 御 縁 だ。 まあ 

やって 御覧な さるが 好い。 その代り 苦しいで すよ」 

のぞ 

と 原さん は 何気なく 裏の 赤い 山を視 くように 見上げた _ 

おおかた 天気模様 でも 見たん だろう。 自分 も 原さん と 

いっしょに 山の 方へ 眼 を 移した。 雨 は 上がった が、 暗 

そら あ い 

く 曇って いる。 薄 気味の 悪い ほど 怪しい 山の 中の 空 合 

だ。 この 一瞬 時に、 自分の 願が 叶って、 自分 はまず 山 


の 中の 人と なった。 この 時 「その代り 苦しいで すよ」 

と 云った 原さん の 言葉が、 妙に 気に 掛り 出した。 人 は、 

ようやくの 思いで 刻下の 志 を 遂げる と、 すぐ 反動が 来 

て、 かえって 志 を 遂げた 事が 急に 恨めしくなる 場合が 

ある。 自分が 望み通り ここへ 落ちつけ る 口頭の 辞令 を 

受け取った 時の 感じ は いささか これに 類して いる。 

「じ やね」 —— 原さん は 語調 を 改めて 話し 出した。 I 

あした  は い 

I 「じ やね。 何しろ 明日の 朝 シキへ 這 入って 御覧な さ 

い。 案内 を 一 人つ けて 上げる から。 —— それからと I 

I そうだ、 その 前に 話して 置かな くつち やなりません 

がね。 一 口に 坑夫と 云う と、 訳 もない 仕事の ように 思 


なまやさし 

われましょう が、 なかなか 外で 聞い てるような 生 容易 

わざ 

い 業 じ やな いんで。 まあ 取つつ けから 坑夫に なるな 

あ」 と 云って 自分の 顔 を 眺めて いたが、 やがて、 

「その 体格 じ や、 ちっと むずかしい かも 知れません ね。 

坑夫で なくっても、 好う がす かい」 

と 気の毒 そうに 聞いた。 坑夫になる までに は 相当の 階 

級と 練習 を 積まな くつち やならない と 云う 事が ここで 

始めて 分った。 なるほど 長 蔵さん が 坑夫 坑夫と、 さも 

名誉ら しく 坑夫 を 振り 廻した はず だ。 

「坑夫の ほかに 何 か あるんで すか。 ここに いるもの は、 

みんな 坑夫 じ やな いんです か」 


と 念のために 聞いて 見た。 すると 原さん は、 自分 を 馬 

鹿に した 様子 もな く、 すぐ その わけ を 説明して くれた。 

やま  ほリこ 

「銅山に はね、 一万 人 も 這 入って てね。 それが 掘 子に、 

やまいち 

シ チュウに、 山巿 に、 坑夫と、 こう 四つに 分れて るん 

まリこ 

でさ あ。 掘 子って えな、 一人前の 坑夫に 使えね え 奴が 

したばたらき 

な るんで、 まあ 坑夫の 下 働です ね。 シ チュウ は 早く 

云う と シキの 内の 大工 見た ような もの かね。 それから 

やまいち  いしつ ころ 

山巿 だが、 こいつ は、 ただ 石塊 を こっこつ 欠いて る だ 

けで、 おもに 子供  さっき も 一人 来たでしょう。 あ 

あ 云う のが 当分 坑夫の 見習に やる 仕事 さね。 まあ ざ つ 

と、 こんな ものです よ。 それで 坑夫と なると 請負仕事 


ま 

だから、 間が 好い と 日に 一円に も 二 円に も 当る 事 も あ 

ねん ねんじゅう 

るが、 掘 子 は 日当で 年が年中 三十 五 銭で 辛抱し なけ 

れ ばなら ない。 しかも そのうち 五分 は 親方が 取つ ち 

まって、 病気で もしょう もんなら 手当が 半分 だから 十 

ふとん 

七 銭 五 厘です ね。 それで 蒲団の 損料が 一枚 三 銭 II 寒 

いとき は 是非 二 枚 要る から、 都合で 六 銭と、 それに 飯 

おさ い 

代が 一 日 十四 銭 五 厘、 御菜 は 別です よ。 —— どうです。 

もし 坑夫に いけなかったら、 掘 子に でもなる 気 はあり 

ます かね」 

実のところ はなり ますと 勢いよ く 出る 元気 はな か つ 

いまさら  いや 

たが、 ここまで 来れば、 今更 どうしたって 否 だと 断ら 


れた 義理の もんじ やない。 そこで、 出来るだけ 景気よ 

く、 

「なります」 

と 答えて しまった。 原さん に はこの 答が 断然た る 決心 

やせがまん  げ いき 

のように 受け とれた か、 それとも、 瘠 我慢の つけ 景気 

の ごとく 響いた か、 その 辺 は 確と 分らない が、 何しろ 

この 一 言 を 聞いた 原さん は、 機嫌よ く、 

「じゃま あ、 御上がん なさい。 そうして、 あした 人 を 

つけて 上げる から、 まあ シキへ 這 入って 御覧な さるが 

いい。 何しろ 一万 人 もいて、 こんなに 組々 に 分れて い 

るんだ から、 飯 si を 一 つで も 預かって ると、 毎日 毎日 


何だか だって、 うるさい 事ば かりで ね。 せっかく 頼む 

いちん ち 

から 置いて やる、 すぐ 逃げる。 —— 一日に 二 三人 は 

きっと 逃げます よ。 そうかと 云って、 おとなし くして 

いるかと 思う と、 病気に なって、 死ん じ まう 奴が 出て 

とちら 

来て —— どうも 始末に 行かね えもんで さあ。 葬い ば 

かりで も 日に 五六 組 無い 事 あ、 滅多にな いからね。 ま 

あやる 気なら 本気に やって 御覧なさい。 腰 を 掛けて 

くた び 

ちゃ、 足が 草臥れる だろう。 こっちへ 御上り」 

ちくいち  ほリこ 

この 逐一 を 聞いて いた 自分 はたと い、 掘 子だろう が、 

やまいち 

山巿 だろう が 一 生 懸命に 働かな くつち や あ、 原さん に 

対して 済まない 仕儀に なって 来た。 そこで 心のう ちに、 


原さん の 迷惑になる ような 不都合 はけつ してし まいと 

きめた。 何しろ 年が 十九 だから 正直な ものだった。 

そこで 原さん の 云う 通り、 足 を 拭いて 尻 をお ろして 

いるう ちに、 奥の 方から 婆さんが 出て 来て、 —— この 

婆さんの 出よう が はなはだ 突然で、 ちょっと 驚いた が、 

「こっちへ 御 出なさい」 

いいかげん  あと  つ 

と 云う から、 好 加減に 御辞儀 をして、 後から 尾いて 行つ 

こづくり  きゃしゃ 

た。 小作な 婆さんで、 後 姿の 華奢な 割合に は、 ぴんぴ 

ん 跳ねる ように 活潑な 歩き 方 をす る。 幅の 狭い 茶色の 

むすび  ぼんのくぼ 

帯 を ちょっきり 結に むすんで、 なけなしの 髪 を頸窩 

しんぼう  かん ざし 

へ片 づけて その 心棒に 鉛色の 簪 を剌 している。 そう 


して 襻掛 であった。 何でも 台所 か —— 台所が なけれ 

ば、 —— 奥の 方で、 用事の 真っ最中に、 案内の ため 呼 

び 出された から、 こう 急がし そうに 尻 を 振 るんだろう _ 

やま そだち  はんぱ  ゆうちょう 

それとも 山 育 だから かしら。 いや、 飯場 だから 優長 

にしち や いられない せいだろう。 して 見る と、 今日 か 

ら 飯場の 飯 を 食い 出す 以上 は 自分 だ つ て 安閑と しちや 

いられない。 万事 この 婆さんの 型で 行かな くつち やな 

るまい。  なるまい。  と 力を入れて、 うんと 

思 つ たら、 さすがに 草臥れた 手足が 急になる ま い で充 

満 して、 頭と 胸の 組織が ちょっと 変った ような 気分に 

なった。 その 勢いで 広い 階 子 段 を、 案内に 応じて、 す 


とんす とんと 景気よ く 登って 行った。 が 自分の 頭が 階 

子 段から、 ぬつ と 一尺ば かり 出る や 否や、 この 決心が、 

ぐうと 退避いだ。 

胸から 上 を 階 子 段の 上へ 出して、 二階 を 見渡す と 驚 

いた。 畳数 は 何十 枚 だか 知らないが 遥 の 突き 当り ま 

ひとえ 

で 敷き詰め てあつて、 その 間に は 一重の 仕切 リ さえ 見 

えない。 ちょうど 柔道の 道場 か、 浪花節の 席亭 のよう 

な 恰好で、 しかも 広さ は 倍 も 三倍 も ある。 だから、 た 

だ だ ぴろ 

だ駄々 ッ 広い 感じば かりで、 畳の 上で もまる で 野原へ 

ねうち 

出た とし きゃあ 思えない。 それだけ でも 驚く 価値 は 十 

分 あるが、 その 広い 原の 中に 大きな &炉 裏が 二つ 切つ 


て ある、 そこへ 人間が 約 十四 五 人ず つかた まっている。 

ひきょう 

自分の 決心が 退避いだ と 云う の は、 卑怯な 話 だが、 全 

くこの 人間に あったら しい。 平生から 強がって いたに 

はいたが、 若輩 の 事 だ か ら 、 見ず知らず の 多勢の 席へ 

滅多に 首 を 出した 事 はない。 晴の 場所と なると、 ただ 

でさえ もじもじ する。 ところへ もって 来て、 突然 坑夫 

いけど  かたま リ 

の 団体に 生 擒られ たんだから、 この 黒い 塊 を 見る が 

ひるん 

早い か、 いささか 辟易 じ まった。 それ も、 ただの 人間 

ならいい。 と 云つ ちゃ 意味が よく 通じない。 —— ただ 

さしつかえ 

の 人間が、 坑夫に なって るなら 差 支ない。 ところが 

自分の 胸から 上が、 階 子 段 を 出る と、 等しく、 この 塊 


の 各部 分が、 申し 合せた ように、 こっち を 向いた。 そ 

の 顔が —— 実は その 顔で 全く 畏縮して しまった。 と 云 

うの は その 顔が ただの 顔 じ やない。 ただの 人間の 顔 

じ やない。 純然たる 坑夫の 顔であった。 そう 云うよ り 

別に 形容しょう がない。 坑夫の 顔 は どんな だろうと 云 

う 好奇心の ある もの は、 行って 見る より 外に 致し方が 

ない。 それでも 是非 説明して 見ろ と 云うなら、 ざっと 

ほおぼね  そび  あご  せ 

話す が、 —— 頰 骨が だんだん 高く 聳えて くる。 顎が 競 

つ ぼ 

り 出す。 同時に 左右に 突っ張る。 眼が 壺 のように 引ッ 

めだま 

込んで、 眼球 を 遠慮なく、 奥の 方へ 吸いつ けち まう。 

小鼻が 落ちる。 —— 要するに 肉と 云う 肉が みんな 退却 


して、 骨と 云う 骨が ことごとく 吶喊 展開 するとで も 評 

したら 好かろう。 顔の 骨 だか、 骨の 顔 だか 分らない く 

りよ-つ： r' よう  はげ 

らいに、 稜々 たる ものである。 劇しい 労役の 結果 早 

く 年を取 るんだ とも 解釈 は 出来る が、 ただ 天然 自然に 

年を取つ たって、 ああなる もんじ やない。 丸味と か、 

あたたかみ  やさしみ 

温 味と か、 優 味と か 云う もの は 薬に したくっても、 探 

ど う も う 

し 出せない。 まあ  一 口に 云う と 獰猛 だ。 不思議に もこ 

の 獰猛な 相が 一 列 一 体の 共有 性に なって いると 見えて、 

囲炉裏の 傍の 黒い ものが 等しく 自分の 方 を 向く と、 ま 

ま  そろ 

たたく 間に 獰猛な 顔が 十四 五 揃った。 向う の 囲炉裏 を 

とりま 

取 捲いて る 連中 も 同じ 顔に 違いない。 さっき 坂 を 上 


がって くると き、 長屋の 窓から 自分 を 見下して いた 顔 

も 全く これで ある。 して 見る と 組々 の 長屋に 住んで い 

る 総勢 一万 人の 顔 はこと ごとく 獰猛なん だろう。 自分 

ひ る 

は 全く 退避んだ。 

ラ しろ 

この 時 婆さんが 後 を 振り返って、 

「こっちへ おいでなさい」 

と、 もどかし そうに 云う から、 度胸 を 据えて、 獰猛の 

方へ 近づいて 行った。 ようやく 囲炉裏の 傍まで 来る と、 

婆さんが、 今度 は、 

おすわ 

「まあ ここ へ 御 坐ん なさい」 

と 差しず をした が、 ただ か 加減な 所へ 坐れ と 云う だけ 


かたま 

で、 別に 設けの 席 も 何もな いんだから、 自分 は 黒い 塊 

リを 避けて、 たった 一人 畳の 上へ 坐った。 この間 獰猛 

な 眼 は、 始終 自分に 喰つつ いている。 遠慮 も 何も あ 

り やしない。 そうして 誰も 口 を 利く ものがない。 

とりつき は  みいだ 

取 附端を 見出す まで は、 団体の 中へ 交り 込む 訳に も 行 

かず、 ぼつねんと 独り ぼッ ちで 離れて いるの は、 獰猛 

の 目標と なる ばかり だし、 大いに 困った。 婆さん は、 

自分 を 紹介す る 段 じ やない、 器械 的に 「ここへ 坐れ」 

と 云った なり、 ちょつ 切り結びの 尻 を 振り立てて 

階 子 段 を 降りて 行って しまった。 広い 寄席の 真中に 

たった 一人 取り残されて、 楽屋の 出方 一同から、 冷 か 


され てるような もの だ、 手 持 無沙汰 は 無論で ある。 こ 

あわせ 

とさら 今の 自分に 取って は 心細い。 のみならず 袷 一 

枚で はなはだ 寒い。 寒 いのは、 この 五月の 空に、 かん 

かん 炭 を 焼いて 獰猛 共が 卧炉 裏へ あたって るんでも 分 

かく  シャツ  ボタン 

る。 自分 は 仕方がない からてれ 隠しに 襯衣の 釦をは 

わき  ひざ 

ずして 腋の 下へ 手 を 入れたり、 膝 を 立てて、 足の 親指 

つね  もも  も 

を 抓って 見たり、 あるいは 腿の 所 を 両手で 揉んで 見た 

リ、 いろいろ やって いた。 こう 云う 時に、 落つ いた 顔 

をして —— 顔ば かりじ やい けない、 心から 落ちついて、 

平気で 坐って る 修業 をして 置かない と、 大きな 損 だ。 

お ぼっか 

しかし、 十九 や、 そこいらで はとうて い 覚束ない 芸だ 


から、 自分 はやむ を 得ず。 前記の 通り いろいろ 馬鹿な 

ま ね 

真似 をして いると、 突然、 

「おい」 

と 呼んだ ものが ある。 自分 はこの 時ち ようど 下 を 向い 

なるみし ぼリ  へ こお ぴ 

て 鳴 海 絞の 兵児帯 を 締め 直して いたが、 この 声 を 聞く 

や 否や、 電気 仕掛の 顔の ように、 首筋が 急に 釣った。 

かお ぞ ろい 

見る とさつき の 顔 揃で、 眼が みんな こっち を 向いて、 

光って る。 「おい」 と 云う 声 は、 どの 顔から 出た もの か 

分らない が、 どの 顔から 出た にしても 大した 変り はな 

どうもう 

い。 どの 顔 も 獰猛で、 よく 見る とその 獰猛のう ちに、 

あなどり  あざけり 

軽侮と、 嘲弄と、 好奇の 念が 判然と 彫りつ けて あった 


の は、 首 を 上げる 途端に 発明した 事実で、 発明す る や 

否や、 非常に 不愉快に 感じた 事実で ある。 自分 は 仕方 

がない から、 首 を 上げた まま、 「おい」 の 声が もう 一 遍 

出る の を 待って いた。 この間が 約 何 秒 かかった か 知ら 

ない が、 とにかく 予期の 状態で 一定の 姿勢に おった も 

のらし い。 すると、 いきなり、 

「やに 澄ます ねえ」 

と 云った ものが ある。 この 声 はさつ きの 「おい」 より 

も 少し 皺 枯れて いたから、 大方 別人 だろうと 鑑定した。 

しかし 返答 をす る ベ き 性質 の 言葉で ないか ら —— 字 で 

書く と 普通の ねえの ように 見える が、 実はな よの 命令 


を倶 利加羅 流に 崩したん だから、 はなはだ 下等で ある。 

—— それで やっぱり 黙って た。 ただ 内心で は 大いに 驚 

いた。 自分が ここへ 来て 言葉 を 交した もの は 原さん と 

婆さん だけで あるが、 婆さん は 女 だから 別と して、 原 

さん は 思った よりも 叮嚀であった。 ところが 原さん は 

飯場 頭で ある。 頭で すら これ だから、 平の 坑夫 は 無 

ぞんざ い 

論そう 野卑 じ や あるまい と 思い込ん でい た。 だから、 

あくた い やぶ  ぼう 

この 悪口が 藪から 棒に 飛んで 来た 時には、 こいつ はと 

ひ る 

退避む 前に、 まずお やっと 毒気 を 抜かれた。 ここで 

ど くづ きかえ  ふくろ だた  あ 

いっその 事 毒突 返したなら、 袋叩きに 逢う か、 または 

平等の 交際が 出来る か、 どっち か 早く 片が ついた かも 


知れない が、 自分 は 何にも 口答え をし なかった。 もと 

もと 東京 生れ だから、 この 際 何とか 受ける くらい は 心 

得て いたんだろう。 それ にもかかわらず、 兄に 類似 

した 言語 は 無論、 尋常の 竹篦 返し さえ 控えた の は、 I 

さ き  けいべつ 

I 相手に ならない と 先方 を 軽蔑した ためだろ うか —— 

あるいは 怖く つ て 何とも 云う 度胸が なか つたんだろう 

か。 自分 は 前の 方 だと 云いたい。 しかし 事実 はどう も 

あと  まじ 

後の方ら しい。 とにかく も 両方 交って たと 云う のが 一 

番 穏 のように 思われる。 世の中に は 軽蔑しながら も 

怖い ものが 沢山 も ある。 矛盾に やならない。 

それ は どっちに したって 構わない が、 自分が この 


あくたい  リ よ-つけん 

悪口 を 聞いた なり、 おとなしく 聞き流す 料簡と 見て 

取った 坑夫 共 は、 面白そう にどつ と 笑った。 こっちが 

おとなしければ おとなしい ほど、 この 笑 は 高く 響いた 

や ま 

に 違ない。 銅山 を 出れば、 世間が 相手に して くれない 

返報に、 たまたま 普通の 人間が 銅山の 中へ 迷い込んで 

さい わ  ちょうろう 

来たの を、 これ 幸いと 嘲弄す るので ある。 自分から 

云えば、 この 坑夫 共が 社会に 対する 恨み を、 吾 身 一人 

ま 、-, 

で 引き受けた 訳になる。 銅山へ 這 入る まで は、 自分 こ 

そ 社会に 立てない 身体 だと 思い詰め ていた。 そこで 

飯 へ 上って 見る と、 自分の ような 人間 は 仲間に して 

やらない と 云わん ばかりの 取扱いで ある。 自分 は 普通 


の 社会と 坑夫の 社会の 間に 立って、 立派に 板挟みと 

なった。 だから この 十四 五 人の 笑い声が、 ほてる ほど 

自分の 顔の 正面に 起った 時 は、 悲しい と 云うよ り は、 

恥ずかし いと 云うよ り は、 手 持 無沙汰と 云うよ り は、 

情ない ほど 不人情な 奴が 揃ってる と 思った。 無教育 

は 始めから 知れて いる。 教育がなければ 予期 出来ない 

ほどの 無理な 注文 はしない つもり だが、 なん ぼ 坑夫 

だって、 親の 胎内から 持って 生れた ままの、 人間ら し 

いところ は あるだろう くらいに 心得て いたんだ から、 

この 寸法に 合わな い 笑声 を 聞く や 否や、 畜生 奴と 思 つ 

た。 俗語に 云う 怒った 時の 畜生 奴 じ やない。 人間と 受 


取れない 意味の 畜生 奴で ある。 今では 経験の 結果、 人 

間と 畜生の 距離が だいぶん 詰って るから、 このく らい 

の 事 をと、 鈍い 神経の 方で 相手に しない かも 知れない 

が、 何しろ 十九 年し か、 使って いない 新しい 柔 かい 頭 

へこの わる 笑が じんと 来たんだ から、 切なかった。 自 

分ながら 思い出す たびに、 まことに 痛 わしい ような、 

いじらし いような、 その 時の 神経 系統 を そのまま 真綿 

くる 

に 包んで 大事に しまつ て 置いて やりたい ような 気がす 

る。 

この 悪意に 充 ちた 笑が ようやく 下火にな ると、 

おめえ 

「御前 は どこ だ」 


と 云う 質問が 出た。 この 質問 を 掛けた もの は、 自分 か 

で どころ  はっき リ 

ら 一番 近い 所に 坐って いたから、 声の 出 所 は 判然 分つ 

あさぎい ろ  てぬぐい じ 

た。 浅黄 色の 手拭 染みた 三尺帯 を 腰骨の 上へ 引き 廻し 

うしろむ  あぐら  はす 

て、 後向きの 胡 坐の まま、 斜に顔 だけ こっちへ 見せて 

いる。 その 片眼 は 生れつきの 赤ん べんで、 おまけに 

け つまく 

結膜が 一 面に 充血して いる。 

「僕 は 東京です」 

と 答えたら、 赤ん べんが、 肉の ない 頰を 凹まして、 

ぐろう  も 

愚弄の 笑い を 洩らしながら、 三 軒 置いて 隣り の 坑夫 を 

ちょいと 顎で しゃくった。 すると この 相 図 を 受けた、 

ガ A にんぼう ず 

願 人 坊主が、 入れ 替 つて こんな 事 を 云った、 


しょせ  ぼ  おおかた 

「僕 だなん て —— 書生 ッ坊 だな。 大方 女郎 買で もして 

しくじつ たんだろう。 太え 奴 だ。 全体 この頃の 書生 ッ 

坊の 風儀が 悪く つてい けね え。 そんな 奴に 辛抱が 出来 

けえ  やせ 

る もんか、 早く 帰れ。 そんな 瘠つ こけた 腕で できる 

かぎょう 

稼業 じ やねえ」 

自分 はだ まっていた。 あんま リ 黙って いたので 張 合 

が 抜けた せいか、 わいわい 冷 かすの が 少し 静まった。 

その 時 一人の 坑夫 —— これ は 尋常な 顔で ある。 世間へ 

ととの 

出しても 普通に 通用す るく らいに 眼 鼻 立が 調って い 

かたま リ 

た。 自分 は、 冷 かされながら、 眼 を 上げて、 黒い 塊 

にんず  どうもう 

を 見る たびに、 人数 やら、 着物 やら、 獰猛の 度合 やら 


を だんだん 腹に 畳み込んで いたが、 最初 は 総体の 顔が 

総体に 骨と 眼で できた 上に 獣慾の 脂が 浮いて いると 

ころば かり 眼に 着いて、 どれ も、 これ も 差別がない よ 

うに 思われた。 それが 三度 四 度と 重なるに つけて、 四 

人 五 人と 人相の 区別が できる に 連れて、 この 坑夫 だけ 

ひときわ 

がー 際 目立って 見える ようになった。 年 はま だ 三十に 

く つ きょう  まみえ 

はなるまい。 体格 は 倔強で ある。 眉毛と 鼻の 根と 落 

ち 合う 所が、 一段 奥へ 引っ込んで、 始終 鼻眼鏡で 圧し 

かんしゃく こうでい 

つけて るよう に 見える。 そこに 痕癩が 拘泥して いそ 

うだが、 これが ために 獰猛の 度 はかえ つて 減ずる と 

云っても 好い ような 特徴であった。 —— この 坑夫が 始 


き 

めて この 時 口 を 利いた。 —— 

「なぜ こんな 所へ 来た。 来たって 仕方がない ぜ。 儲か 

くいつめ 

る 所 じ やない。 ここにい る 奴 あ、 みんな 食 詰 ものば か 

り だ。 早く 帰る が 好かろう。 帰って 新聞配達 でもす る 

かよ 

がいい。 おれ も 元は これで 学校へ も 通った もんだ が、 

ほうとう 

放蕩の 結果とう とう、 シキの 飯 を 食うよう になつ ち 

まった。 おれの ようにな つたが 最後もう 駄目 だ。 帰ろ 

うたって、 帰れなくなる。 だから 今のう ちに 東京へ 

ひと つき 

帰って 新聞配達 をし ろ。 書生 はとても 一 月と 辛抱 は 出 

来ない よ。 悪い 事 は 云わね えから 帰れ。 分ったろう」 

まじめ 

これ は 比較的 真面目な 忠告で あつ た。 この 忠告の 最 


どう あく は  まぜ 

中 は、 さすがの 獰悪派 も おとなしく 交つ 返し もせずに 

聞いて いた。 その 惰性で 忠告が 済んだ あと も、 一時 は 

静 であった。 もっとも これ はこの 坑夫に 多少の 勢力が 

あるんで、 その 勢力に 対しての 遠慮 かも 知れない と 勘 

づ いた。 その 時 自分 は 何となく 心の底で 愉快だった。 

この 坑夫 だって、 ほかの 坑夫 だって、 人相に こそ 少し 

あらがね 

の 変化 は あれ、 やっぱり 一 つ 穴で こっこつ 鉱塊を 欠い 

ている 分の 事だろう。 そう 芸に 巧拙の ある はず はない _ 

して 見る と、 この 男の 勢力 は 全く 字が 読めて、 物が 解つ 

て、 分別が あって —— 一 口に 云う と 教育 を 受けた せい 

に 違ない。 自分 は 今 こんなに 馬鹿にされ ている。 ほと 


んど 最下 等の 労働者に さえ 歯 されない 人非人と して、 

多勢の 侮辱 を 受けて いる。 しかし 一 度 この 社会に 首 を 

つっこ  どうもうぐ み 

突 込んで、 獰猛 組の 一 人となりす ましたら、 一 月 二月 

と暮 して 行く うちに は、 この 男く らいの 勢力 を 得る 事 

はでき るか も 知れない。 できる だろう。 できる にき 

まって るとまで 感じた。 だから、 いくら 誰が 何と 云つ 

て も 帰るまい、 きっと この 社会で 一人前 以上に なって 

成功して 見せる。 —— 随分 思い切ってつ まらない 考え 

力な 

を 起した もんだ が、 今から 見ても、 多少 論理に は 叶つ 

ている よう だ。 そこで この 坑夫の 忠告に は 謹んで 耳 

力た ぷ 

を 傾けて いたが、 別段 先方の 注文通りに、 では 帰り ま 


しょうと 云う 返事 もしなかった。 そのうち いったん 静 

まリ かけた 愚弄の 舌が また 動き 出した。 

おきて 

「いる 気なら 置いて やる が、 ここに や、 それぞれ 锭が 

あるから 呑み込んで 置かな くつち や 迷惑 だぜ」 

と 一 人が 云う から、 

「どんな 捉で すか」 

と 聞く と、 

きょうで え ぶん 

「馬鹿 だな あ。 親分 もぁリ 兄弟分 も あるじ やねえ か」 

と、 大変な 大きな 声 を 出した。 

「親分た どんな もんです か」 

と 質問して 見た。 実は あまりが みがみ 云う から、 黙つ 


ていよう かしらん とも 思った けれども、 万一 锭を 破つ 

ひど  あ  こわ 

て、 あとで 苛い 目に 逢う のが 怖い から、 まあ 聞いて 見 

ほか 

た。 すると 他の 坑夫が、 すぐ、 返事 をした。 

「しょうの ねえ 奴 だな。 親分 を 知らね えの か。 親分 も 

リ ようけん ちげ 

兄弟分 も 知らね えで、 坑夫に なろう なんて 料簡 違 えだ。 

早く 帰れ」 

「親分 も 兄弟分 もい るから、 だから、 儲けよう たって、 

"つま 

そう 旨 か あ 行かね え。 帰れ」 

「儲かる もんか 帰る が 好い」 

「帰れ」 

「帰れ」 


しきりに 帰れと 云う。 しかも 実際 自分の ため を 思つ 

て 帰れと 云 うんじ やない。 仲間 入 を させて やらない か 

ら 出て 行けと 云 うんで ある。 さぞ 儲けたい だろう が、 

そうは 問屋で 卸さない、 こち とら だけで 儲ける 仕事な 

あきら 

ん だから、 諦めて 早く 帰れと 云 うんで ある。 したがつ 

て どこへ 帰れと も 云わない。 川の 底で も、 穴の 中で も 

構わない 勝手な 所へ 帰れと 云 うんで ある。 自分 は 黙つ 

ていた。 

この 形勢が このままで 続いたら、 どんな 事に たち 

いろ リ  まわ リ 

至った か 思い やられる。 敵 はこの 囲炉裏の 周囲ば かり 

にやい ない。 さっき ちょっと 話した 通り、 向う の 方に 


かたま 

も 大きな 輪に なって、 黒く 塊って いる。 こっちの 団 

体 だけで すら 持ち 扱って いると ころへ、 あっちの 群 勢 

だいじ  ぐろう 

が 加勢したら 大事で ある。 自分 は 愚弄され ながら も、 

時々 横目 を 使って、 未来の 敵 —— こうなる と、 どれ も 

これ も 人間で さえ あれば、 敵と 認定して しまう。 —— - 

遠方に はおる が、 そろそろ 押し寄せて 来そう な 未来の 

敵 を、 見て いた。 かように 自分の 心が、 左右 前後と 離 

れ 離れに なって、 しかも 独立が できない もの だから、 

物の 後 を 追 掛け、 追ん 廻 わして いる ほど 辛い 事 はない。 

なんでも 敵に 逢ったら 敵 を 呑む に 限る。 呑む 事が でき 

なければ 呑まれて しまう が 好い。 もし 両方共 困難なら 


き 

ぶつりと 縁を截 つて、 独立自尊の 態度で 敵 を 見て いる 

がいい。 敵と 融合す る 事 もで きず、 敵の 勢力範囲 外に 

心 を 持って く 事 も 出来ず、 しかも 敵の 尻 を 嗅がな けれ 

ばなら ない となると、 はなはだしき 損と なる。 した 

がって もっとも 下等で ある。 自分 はこう 云う 場合に た 

びた び 遭遇して、 いろいろな 活路 を 研究して 見た が、 

研究した ほどに、 心が 云う 事 を 聞かない。 だから ここ 

しゃか  から ぜ っぽう 

に 申す 三 策 は、 みんな 釈迦の 空説 法で ある。 もし 講釈 

をし ないでも 知れ 切つ てる 陳 説なら、 なおさら 言う だ 

や ま 

けが 野暮になる。 どうも 正式の 学問 を しないと、 こう 

云う 所へ 来て、 取捨の 区別が つかな くって 困る。 


自分が 四方八方に 気 を 配って、 自分の 存在 を 最高 度 

に 縮小して 恐れ入って いると、 

「御 膳 を 御上がん なさい」 

ま 

と 云う 婆さんの 声が 聞え た。 いつの 間に 婆さんが 上 

がって 来たんだ か、 自分の 魂が 鳩の 卵の ように 小さく 

なって、 1- 縮した 真 最中だった から、 御 膳の 声が 耳に 

入る まで はまる で 気がつかなかった。 見る と剝 げた 

御 膳の 上に 縁の 欠けた 茶碗が 伏せて ある。 小さい 飯櫃 

も 乗って いる。 箸 は 赤と 黄に 塗リ 分けて あるが、 黄色 

うるし  き じ 

い 方の 漆が 半分 ほど 落ちて 木地が 全く 出て いる。 御 

菜に は ％ 脔篛が 一 皿つ いていた。 自分 は 伏目に なつ 


てこの 御 膳の 光景 を 見渡した 時、 大いに 食いた くな つ 

た。 実は 今朝から 水 一滴 も 口へ 入れて いない。 胃 は 全 

から  きのう  あげまん じゅう 

く 空で ある。 もし 空で なければ、 昨日 食った 楊 饅頭 

さつまいも  け 

と 薩摩芋が あるば かりで ある。 飯の 気 を 離れる 事 約 二 

昼夜に な るんだ から、 いかに 魂が 萎縮して いる この 際 

でも、 御 櫃の影 を 見る や 否や 食慾 は 猛然と して 咽喉 元 

まで 詰め寄せ て 来た。 そこで、 冷 かし も、 交ぜつ 返し 

いとま  みえ  へちま 

も 気に掛ける 暇な く、 見栄 も 糸瓜 も 棒に振って、 いき 

なリ、 ぉ櫃 からし やくって 茶碗へ 一杯 盛り上げた。 そ 

の 手数 さえ 面倒な くら い 待ち遠しい ほどで あ つ たが、 

例の^ 箸 を 取り上げて、 茶碗から 飯 をす くい 出そうと 


する 段に なって —— おやと 驚いた。 ちっとも すくえな 

また 

い。 指の 股に 力を入れて 箸 を うんと 底まで 突っ込んで、 

今度 こそ はと、 持 上げて 見た が、 やっぱり 駄目 だ。 飯 

はつる つると 箸の 先から 落ちて、 けっして 茶碗の 縁 を 

離れよう としない。 十九 年来い まだ かってない 経験 だ 

から、 あまりの 不思議に、 この 仕 損 を 二三 度 繰り返し 

て 見た 上で、 はてなと 箸 を 休めて 考えた。 おそらく 狐 

つま 

に 撮まれた ような 風で あつたんだろう。 見て いた 坑夫 

共 はまた ぞろ、 どっと 笑い出した。 自分 はこの 声 を 聞 

くや 否や、 いきなり 茶碗 を 口へ つけた。 そうして 光沢 

のない 飯 を  一 ロ搔き 込んだ。 すると 笑い声よりも、 坑 


夫よりも、 空腹よりも、 舌 三寸の 上 だけへ 魂が 宿った 

と 思う くら い に 変な 味が した。 飯と は 無論 受取れ な い 。 

つばき  と 

全く 壁土で ある。 この 壁土が 唾液に 和け て、 口 いっぱ 

い に 広が つ た 時の 心 持 は 云う に 云われな か つ た。 

つ ら  ざ ま 

「面 あ 見ろ。 いい 様 だ」 

と 一 人が 云う と、 

おさい じつ  ぎん ま い 

「御祭 日で もね えのに、 銀 来の 気で いやがら あ。 だか 

ら 帰れ つ て 教えて やる のに」 

ほか 

と 他の ものが 云う。 

ナンキン めえ 

「南京米の 味 も 知らね えで、 坑夫に なろう なんて、 頭つ 

リょ うけん ちげ え 

から 料簡 違 だ」 


とまた 一 人が 云った。 

ちょうろう  じゅつ  ナンキンまい 

自分 は 嘲弄のう ちに、 術な くこの 南京米 を 呑み 下 

した。 一 口で やめようと 思った が、 せっかく 盛り込ん 

だもの を、 食って しまわな いと、 また 冷 かされる から、 

い  きれい 

熊の胆 を 呑む 気にな つ て、 茶碗に 盛 つ ただけ は 奇麗に 

きのう 

腹の 中へ 入れた。 全く 食慾の ためで はない。 昨日 食つ 

あげまん じゅう  いも  ご ちそう 

た 楊 饅頭 や、 ふかし 芋の 方が、 どのくらい 御馳走で 

あつたか 知れない。 自分が 南京米の 味 を 知った の は、 

生れて これが 始て である。 

茶碗に 盛った だけ は、 こう 云う 訳で、 どうにか、 こ 

うに か片 づけた が、 一 一杯 目 は 我慢に も 盛う 気にならな 


かった から、 糸脔篛 だけ を 食って 箸 を 置く 事に した。 

このく らい 辛抱して 無理に 厭な もの を 口に 入れて さえ、 

箸 を 置く や 否や 散々 に 嘲弄され た。 その 時 は 随分 つら 

い 事と 思った が、 その後 曰に 三度ず つ は、 必ず この 南 

京 米に 対 わなく つち やならない 身分と なつたん で、 さ 

すがの 壁土 も 慣れる に 連れて、 いわゆる 銀 米と 同じく、 

人類の 食い 得べき もの、 否 食って しかるべき 滋味と 心 

はげ ぜん  しりごみ 

得る ようにな つてから は、 剝 膳に 向って 逡 巡した 当時 

がかえ つて 恥ずかしい 気持に なった。 坑夫 共の 冷 かし 

まんざら 

たの も万更 無理で はない。 今と なると、 こんな 無 経験 

な 貴族的の 坑夫が 一 杯の 南京米 を 苦に 病む ところに 廻 


り 合わせて、 現状 を 目撃したら、 ことに 因る と、 自分 

でさえ、 笑う かも 知れない。 冷 かさな いまでも、 善意 

ねうち 

に 笑う だけの 価値 は 十分 あると 思う。 人 はいろ いろに 

変化す る もんだ。 

南京米の 事ば かリ 書いて 済まない から、 もう やめに 

する が、 この 時 自分の 失敗に 対する 冷評 は、 自然の ま 

ま， う 

まにして 抛って 置いたなら、 どこまで 続いた か 分らな 

い。 ところへ 急に 金盥 を 叩き 合せる ような 音が した。 

一度で はない。 二度三度と 聞いて いるう ちに、 じ や 

く ぎ  ひょうし 

じ やん、 じ やららん と 時 を 句切って、 拍子 を 取りな が 

きやり 

ら 叩き 立てて 来る。 すると 今度 は 木 唄の 声が 聞え 出し 


た。 純粋の 木 唄で は 無論ない が、 自分の 知って る 限り 

では、 まあ 木 唄と 云う のが 一 番 近いよう に 思われる。 

この 時 冷評 は 一時に やんだ。 ひっそりと 静まり返る 山 

の 空気に、 じ やじ やん、 じ やららん が 鳴り渡る 間 を、 

一 種 異様に 唄い 離して 何物 か 近づいて 来た。 

「ジャンボ— だ」 

ひざがしら 

と 一 人が 膝頭 を 打たない ばかりに、 大きな 声 を 出す と、 

「ジャンボ— だ。 ジャンボ— だ」 

かたま リ 

と 大勢 口々 に 云いながら、 黒い 塊が ばらばら になつ 

て、 窓の 方へ 立って 行った。 自分 は 何が ジャンボ ー な 

ん だか 分らない が、 みんなの 注意が、 自分 を 離れる と 


のんびり 

同時に、 気分が 急に 暢達した せいか、 自分 も ジャンボ— 

を 見たい と 云う 余裕が できて、 余裕に つれて 元気 も 出 

来た。 つくづく 考える に、 人間の 心 は 水の ような もの 

で、 押される と 引き、 引く と 押して 行く。 始終 手 を 出 

すもう  さしつかえ 

さない 相撲 をと つ て 暮らして いると 云つ て も 差 支 な 

かろう。 それで、 みんなが 立ち 尽 した あとから、 自分 

も 立 つ た。 そうして や つ ぱリ 窓の 方 へ 歩いて 行った。 

ふさ  せえ のび  みおろ 

黒い 頭で 下 は 塞が つ ている 上から 背 伸 をして 見下す と、 

はす  むこう  こん  つつそで 

斜に 曲って る 向の 石垣の 角から、 紺の 筒袖 を 着た 男 

が 二人 出た。 あとから また 二人 出た。 これ はいずれ も 

お  うす ぺ ら 

金盥 を 圧しつ ぶして 薄つ 片 にした ような もの を 両手に 


一枚ず つ 持って いる。 はは あ、 あれ を 叩 くんだ と 思う 

拍子に、 二人 は 両手 を じ やじ やん と 打ち合わした。 そ 

■ つ しろ 

の 不調和な 音が 切つ 立った 石垣に 突き 当って、 後の 

はげやま 

禿山に 響いて、 まだ やまない うちに、 じ やららん とま 

あと 

た 一 組が 後から 鳴らし 立てて 現れた。 たと 思う とまた 

現れる。 今度 は 金盥 を 持って いない。 その代り 木 唄 I 

I さっき は 木 唄と 云った。 しかし この 時、 彼らの 揚げ 

た 声 は、 木 唄と 云わん より はむしろ 浪花節で 咄喊 する 

きた い 

ような 稀代な 調子で あ つ た。 

きんこう 

「おい 金 公 はいね え か」 

ど な  うしろむき 

と、 黒い 頭の 一 つが 怒鳴った。 後 向 だから 顔 は 見え 


ない。 すると、 

「うん 金 公に 見せて やれ」 

とすぐ 応じた 者が ある。 この 言葉が 終る か、 終らない 

間に、 五つ 六つの 黒い 頭が ずらり とこつ ち を 向いた。 

自分 はまた 何 か 云われる 事と 覚悟して 仕方なし に、 今 

までの 態度で 立って いると、 不思議に も 振り返った 眼 

は 自分の 方に 着いて いない。 広い 部屋の 片隅に 遠く 

走った 様子 だから、 何物が いる 事 かと、 自分 も 後 を 追つ 

懸けて、 首 を 捻じ 向ける と、 —— 寝て いる。 薄い 布団 

を かけて 一 人 寝て いる。 

きんしゅ 1 つ 

「おい 金 州」 


と 一人が 大きな 声 を 出した が、 寝て いるもの は 返事 を 

しない。 

「おい 金し ゆう 起きろ やい」 

と 怒鳴つ ける ように 呼んだ が、 まだ 何とも 返事がない 

ので、 三人ば かり 窓 を 離れて とうとう 迎 に 出掛けた。 

か ぶ  ふとん 

被って る 布団 を 手荒に めくる と、 細帯 をした 人間が 見 

えた。 同時に、 

「起きろ つてば、 起きろ やい。 好い もの を 見せて やる 

から」 

と 云う 声 も 聞え た。 やがて 横にな つてた 男が、 二人の 

肩に 支えられて 立ち上った。 そうして こっち を 向いた _ 


せつな 

その 時、 その 剎那、 その 顔 を 一目 見た ばかりで 自分 は 

思わず 慄 とした。 これ はた だ 保養に 寝て いた 人で はな 

い。 全くの 病人で ある。 しかも 自分 だけで 起居ので き 

ないような 重体の 病人で ある。 年 は 五十に 近い。 髯は 

幾日も 剃らない と 見えて ぼうぼうと 延びた ままで ある- 

どうもう  やつれ  あわ 

いかな 獰猛 も、 こう 憔悴る と 憐れになる。 憐れに なり 

過ぎて、 逆に また 怖くなる。 自分が この 顔 を 一 目 見た 

きょく  これ 

時の 感じ は 憐れの 極 全く 怖かった。 

き 

病人 は 二人に 支えられながら、 釣られる ように、 利 

かない 足 を 運ばして、 窓の 方へ 近寄って くる。 この 有 

様 を 見て いた、 窓際の 多人数 は、 さも 面白そう に囉し 


立てる。 

きん 

「よう、 金し ゆう 早く 来い よ。 今 ジャンボ— が 通る と 

ころ だ。 早く 来て 見ろ よ」 

「己 あ ジャンボ— なんか 見た かねえ よ」 

と 病人 は、 無体に 引き摺られながら、 気のない 声で 返 

事 をす るう ちに、 見たい も、 見たくない も あり やしな 

しょうじ かど  お 

い。 たちまち 窓の 障子の 角まで 圧しつ けられて しまつ 

た。 

じ やじ やん、 じ やららん と ジャンボ— は 知らん顔で 

石垣の 所へ 現れて くる。 行列 はま だ 尽きない のかと、 

せいの  みおろ 

また 背 延び をして 見下した 時、 自分 は 再び 慄 とした。 


かなだらい  はやおけ はさ 

金盥と 金盥の 間に、 四角な 早 桶が 挟まって、 山道 を宙 

しろ かな きん 

に 釣られて 行く。 上 は 白金 巾で 包んで、 細い 杉 丸太 を 

りょうたん  いっか 

通した 両端 を、 水で も 一 荷 頼まれた ように、 容赦な く 

担いで いる。 その 担いで いるものまで も、 こっちから 

見る と、 例の 唄 を 陽気に うたって るよう に 思われる。 

—— 自分 はこの 時 始めて ジャンボ— の 意味 を 理解した。 

しょうが い 

生涯い かなる 事が あっても、 けっして 忘れられない 

ほど 痛切に 理解した。 ジャンボ— は 葬式で ある。 坑夫、 

ほリこ  やまいち 

シ チュウ、 掘 子、 山巿に 限って 執行され る、 また 執行 

されなければ ならない 一 種の 葬式で ある。 御 経の 文句 

を 浪花節に 唄って、 金盥の 潰れる ほどに 音楽 を 入れて、 


一 荷の 水と 同じように 棺桶 をぶ らっかせ て  最後に、 

半死半生の 病人 を、 無理矢理に 引き摺り 起して、 否と 

云う の を 抑えつ ける ばかりに してまで 見せて やる 葬式 

さよく 

である。 まことに 無邪気の 極で、 また 冷 刻の 極で ある。 

「金し ゆう、 どう だ、 見えた か、 面白いだろう」 

と 云つ てる。 病人 は、 

「うん、 見えた から、 床ん 所まで 連れてって、 寝かし 

ごしょ ラ 

て くれよ。 後生 だから」 

と 頼んで いる。 さっきの 二人 は 再び 病人 を 中へ 挟んで、 

「よ つ しょ いよつ しょ い」 

きざ  ふとん 

と 云いながら、 刻み足に、 布団の 敷いて ある 所まで 連 


れて 行った。 

この 時 曇った 空が、 粉に なって 落ちて 来た かと 思わ 

れ るよう な 雨が 降り出した。 ジャンボ— はこの 雨の 中 

を敲き 立てて 町の 方へ 下って 行く。 大勢 は 

「また 雨 だ」 

と 云いながら、 窓 を 立て切って、 各々 卧炉 裏の 傍へ 帰 

どさくさ まぎれ  ま  ど う も う 

る。 この 混雑 紛に 自分 もい つの 間に か 獰猛の 仲間 入 

リ をして、 火の 近所まで 寄る 事が 出来た。 これ は 偶然 

しょさ 

の 結果で も あり、 また 故意の 所作で もあった。 と 云う 

もの は 火の気が なくって ははな はだ 寒い。 袷 一枚で 

はとても 凌ぎ 兼ねる ほどの 山の 中 だ。 それに 雨 さえ 降 


り 出した。 雨と 云えば 雨、 霧と 云えば 霧と 云われる く 

かす  はげやま  こ 

らいな 微かな 粒で あるが、 四方の 禿山 を 罩め尽 した 上 

つつぬ  つぶ 

に、 筒抜けの 空 を 塗り潰して、 しと どと 落ちて 来 るん 

うち  ぬか  しめ 

だから、 家の 中に 坐って いてさえ、 糠よりも 小さい 湿 

り 気が、 毛穴から 腹の 底へ 沁み 込む ような 心 持で ある。 

火の気が なくって はとうて いや リ 切れる もの じ やない。 

自分が 好い加減な 所へ 席 を 占めて、 いささかながら 

囲炉裏の ほと ぼり を 顔に 受けて いると、 今度 は 存外に 

も 度外視 されて、 思った よりも 調戯 われずに 済んだ。 

これ はこ つちから 進んで 獰猛の 仲間入り をした ため、 

向う で も 普通 の 獰猛と して 取扱う ベ き 奴 だと 勘弁して 


さ つ さ 

くれたの か、 それとも 先刻の ジャンボ ー で 不意に 気が 

なりゆき 

変った 成 行と して、 自分の 事 をし ばらく 忘れて くれた 

ひやかし  どくづ 

のか、 または 冷笑の 種が 尽きた か、 あるいは 毒突く の 

に 飽きたん だか、 —— 何しろ 自分が 席 を 改めてから、 

自分の 気 は 比較的 楽に なった。 そうして 囲炉裏の 傍の 

話 は やっぱり ジャンボ— で 持ち切つ ていた。 いろいろ 

な 声が こんな 事 を 云う。 —— 

「あの ジャンボ— は どこから 出たん だろう」 

「どこから 出た つ て 御 ジャンボ— だ」 

くろい ちぐみ  けんとう 

「ことによると 黒巿組 かも 知れね え。 見当が そうだ」 

「全： K: ジャンボ— になったら どこ へ 行く もんだろう」 


「御寺よ。 きま つ てら あ」 

「馬鹿にする ねえ。 御寺の 先 を 聞いて るんだ あな」 

てらぎ：：：' とま 

「そうよ、 そり や 寺 限で 留リっ こねえ 訳 だ。 どっかへ 

ちげ 

行く に 違えね え」 

「だからよ。 その 行く先 は どんな 所だろう てえん だ。 

ところ 

やつば しこんな 所 かしら」 

「そり や、 人間の 魂の 行く 所 だもの、 大抵 は 似た 所に 

違えね え」 

「己 もそう 思って る。 行く となり や、 どうも ほかへ 行 

く 訳が ねえから な」 

ごくらく 

「いくら 地獄 だって 極楽 だって、 やっぱり 飯 は 食 うん 


だろう」 

「女 もい るだろう か」 

「女の いねえ 国が 世界に ある もんか」 

ざっと、 こんな 談話 だから、 聞いて いると めちゃめ 

じょうだん 

ちゃで ある。 それで 始めのう ち は 冗談 だと 思った。 

さしつかえ  はた 

笑っても 差 支ない ものと 心得て、 口の端 をむ ずつ か 

せながら、 ちょっと 様子 を 見渡した くらいであった。 

ところが 笑いた いのは 自分 だけで、 囲炉裏 を 取り 捲い 

ている 顔 はいずれ も、 彫りつ けたよう に 堅くな つてい 

る。 彼ら は 真剣の 真面目で 未来と 云う 大 問題 を 論じて 

いたんで ある。 実に 噓 としか 受け取れない ほどの 熱心 


が、 各々 の 眉の 間に 見えた。 自分 はこの 時、 この 有様 

を 一瞥して、 さっきの 笑いたかった 念 慮 を たちまちの 

うちに 一 変した。 こんな 向う 見ず の 無鉄砲な 人間が I 

I カンテラ を 提げて、 シキの 中へ 下りれば、 もう 二度 

リ ようけん 

と 日の目 を 見な い 料簡 でい る 人間が  < 間の 器械 

けだもの  どうもう ぐみ 

で、 器械の 獣 とも 云うべき この 獰猛 組が、 かほ どに 

未来の 事 を 気にして いようと は、 まことに 予想外で 

あった。 して 見る と、 世間に は、 未来の 保証 をして く 

れる 宗教と いう ものが： k 用の はず だ。 実際 自分が 眼 を 

上げて、 囲炉裏の ぐるりに 胡 坐 を かいて 並んだ 連中 を 

いしゅく  しちぶ がた 

見渡した 時には、 遠慮に 畏縮が 手伝って、 七 分 方で き 


上った 笑い を 急に 崩した と 云う 自覚 は 無論なかった。 

ただ 寄席 を 聞いて るつ もりで 眼 を 開けて 見たら 鼻の 先 

び しゃもん さま 

に毘 沙門 様が 大勢いて、 これ はと 威儀 を 正さなければ 

ならない 気持であった。 一 口に 云う と、 自分 はこの 時 

始めて、 真面目な 宗教心の 種 を 見て、 半 獣 半 人の 前に 

も 厳格の 念 を 起したん だろう。 その 癖 自分 はい まだに 

宗教心と 云う もの を 持って いない。 

うな 

この 時 さっきの 病人が、 向う の 隅で う うんと 唸リ出 

した。 その 唸り 声に は 無論 特別の 意味 はない。 単に 普 

通の 病人の 唸り 声に 過ぎん の だが、 ジャンボ— の 未来 

に 屈託して いる 連中に は、 一種の あやしい 響の ように 


思われたん だろう。 みんな 眼と 眼 を 見合した。 

さんこう 

「金 公 苦しい のか」 

と 一 人が 大きな 声で 聞いた。 病人 は、 ただ、 

「う うん」 

と 云う。 唸って るの か、 返事 をして いるの か 判然し な 

い。 すると また 一 人の 坑夫が、 

「そんなに 噚の 事ば かり 気にする なよ。 どうせ 取ら 

いまさら 

れ ちまつ たんだ。 今更 唸った つて どうなる もんか。 質 

に 入れた 噚だ。 受 出さな けり や 流れるな あ 当り前 だ」 

そば  なぐさ 

と、 やっぱり 囲炉裏の 傍へ 坐った まま、 大きな 声で 慰 

めて いる。 慰めて るんだ か、 悪口 を 吐いて いるんだ か 


疑わしい くらいで ある。 坑夫から 云う と、 どっち も 同 

じ 事なん だろう。 病人 はた だう うんと 挨拶 —— 挨拶に 

力す 

もなら ない 声 を 微かに 出す ばかりであった。 そこで 大 

かけあい  いしゃ  まわり 

勢は懸 合に ならない 慰藉 を やめて、 囲炉裏の 周囲 だけ 

で 舌の 用 を 弁じて いた。 しかし 話題 はま だ 金さん を 離 

ォな レ 

「な あに、 病気せ えしな けり や、 金 公 だって 噚を 取ら 

れ ずに 済 むんだ あな。 元 を 云 や あ、 やっぱり 自分が 悪 

いからよ」 

と 一 人が、 金さん の 病気 を さも 罪悪の ように 評する や 

否や、 


「全く だ。 自分が 病気 をして 金 を 借りて、 その 金が 返 

せね えから、 噚を 抵当に 取られち まったん だから、 正 

もんく 

直のと ころ 文句の 附 けよう がね え」 

と 賛成した ものが ある。 

「若干で 抵当に 入れたん だ」 

む T  ^ うが わ 

と 聞く と、 向 側から、 

「五両 だ」 

と 誰 だか、 簡潔に 教えた。 

「それで 市の 野郎が 長屋へ 下がって、 金し ゆうと 入れ 

弋 つ ヒ尺 ぃ0 ヽ ヽヽヽ | 

^1  一  i/SB 力  ノノ  ノノ」 

自分 は 囲炉裏の 側に 坐つ てるのが 苦痛であった。 背 


中の 方が ぞくぞく する ほど 寒い のに、 腋の 下から 汗が 

出る。 

「金し ゆう も 早く 癒って、 嘵を 受け 出したら 好かろ 

う」 

「また、 ％ と 入れ 代り か。 世話 あねえ」 

「それよりか、 うんと 稼いで、 もっと 価に 踏める 抵当 

き 

でも 取った 方が、 気が 利い てら あ」 

ちげ え 

「違ね え」 

と 一人が 云い 出す の を 相 図に、 みんな どっと 笑った。 

自分 はこの 笑の 中に 包まれながら、 どうしても 笑い 切 

ひざ  かしこ 

れ ずに 下 を 向いて しまった。 見る と 膝 を 並べて 畏 


まっていた。 馬鹿らし いと 気がついて、 胡 坐に 組み 直 

して 見た。 しかし 腹の 中 はけつ して 胡 坐 を かくほ ど 

ゆうちょう 

悠長 ではなかった。 

その内 だんだん 日暮に 近くな つて 来る。 時間が 移る 

ばかり じ やない、 天気の 具合と、 山が 囲んで るせ いで 

あまだれ 

早く 暗くなる。 黙って 聞いて いると、 雨 垂の音 もしな 

いよう だから、 ことによると、 雨 はもう 歇ん だの かも 

知れない。 しかし この 暗 さで は、 やっぱり 降って ると 

ちとよ 

云う 方が 当る だろう。 窓 は 固り 締め切って ある。 

戸外の 模様 は 分りよう がない。 しかし 暗く つて 湿ッぼ 

しょうじ  こ  いろり  まわり 

い 空気が 障子の 紙 を 透して、 一 面に 囲炉裏の 周囲 を 


おそ 

襲って 来た。 並んで いる 十四 五 人の 顔が しだいし だい 

ぼんやり  まんなか 

に 漠然す る。 同時に 囲炉裏の 真中に 山の ようにく ベた 

炭の 色が、 ほてり 返って、 少しずつ 赤く 浮き出す よう 

に 思われた。 まるで、 自分 は坑の 底へ 滅入 込んで 行く、 

火 はこれ に反して 坑 からだん だん 競り 上が つ て 来る、 

—— ざっと、 そんな 気分が した。 時に ぱっと 部屋 中が 

明るくな つた。 見る と 電気 灯が 点いた。 

「飯で も 食う ベ え」 

と 一 人が 云う と、 みんな 忘れ もの を 思い出し たように、 

「飯 を 食って、 また 交替 か」 

「今日は 少し 寒い ぞ」 


「雨 はま だ 降って るの か」 

「どう だか、 表へ 出て 仰向いて 見な」 

ののし  はしごだん 

などと、 口々 に 罵りながら、 立って、 階下 段 を 下りて 

行った。 自分 は 広い 部屋に たった 一人 残された。 自分 

きん 

の ほかに いるもの は 病人の 金さん ばかりで ある。 この 

金さん が やっぱり 微 な 声 を 出して 唸 つ てるよう だ。 

自分 は 囲炉裏の 前に 手 を 翳して 胡 坐 を 組みながら、 横 

を 向いて、 金さん の 方 を 見た。 頭 は 出て いない。 足 も 

からだ  ふとん 

引っ込ま している。 金さん の 身体 は 一枚の 布団の 中で、 

小さく 平った くな つてい る。 気の毒な ほど 小さく 平つ 

うちうな ごえ 

たく 見えた。 その内 唸り 声 も、 どうにか、 こうに かや 


むき  か 

ん だよう だから、 また 顔の 向 を 易え て、 囲炉裏の 中 を 

見詰めた。 ところが なんだか 金さん が 気に 掛か つ てた 

まらない から、 また 横 を 向いた。 すると 金さん はやつ 

ぱり 一枚の 布団の 中で、 小さく 平った くな つてい る。 

そうして、 森と している。 生きて るの か、 死んで るの 

か、 ただ 森と している。 唸られる の も、 あんまり 気味 

の 好い もんじ やない が、 こう 静かに して いられる とな 

きょく こわ 

お 心配になる。 心配の 極 は 怖くな つて、 ちょっと 立 

ち 懸けた が、 まあ 大丈夫だろう、 人間 はそう 急に 死ぬ 

もんじ やない と、 度胸 を 据えて また 尻 を 落ちつけ た。 

ところへ 一 一三 人、 下から どやどやと 階下 段 を 上が つ 


て 来た。 もう 飯 を 済ましたん だろう か、 それにして は 

非常に 早い がと、 心 持上がり 段の 方 を 眺めて いると、 

こん  はっき リ 

思 も 寄らない ものが、 現れた。 —— 黒 か 紺 か 色の 判然 

つっつ まう  +5 

しない 筒 服 を 着て いる。 足 は 職人の 穿く ような 細い 

ちち ひさ 

股引で、 色 はや はり 同じ 紺で ある。 それで カンテラ を 

提げて いる。 のみならず 二人が 二人とも 泥 だらけに 

ぬ  き 

なって、 濡れて る。 そうして、 口 を 利かない。 突っ立つ 

たま ま 自分の 方 をぎ ろり と 見た。 まるで 強盗と しき や 

ほう  ボタン  はず 

あ 思えない。 やがて、 カンテラ を 抛り 出す と、 釦を外 

つ つ っぽう 

して、 筒袖 を 脱いだ。 股引 も 脱いだ。 壁に 掛けて あ 

ひろそで 

る 広袖 を、 めりやすの 上から 着て、 尻の 先に 三尺帯 を 


ぐるりと 回しながら、 やっぱり 無言の まま、 二人して 

ずしり ずしり と 降りて 行った。 すると また 上がって 来 

た。 今度の も 濡れて いる。 泥 だらけで ある。 カンテラ 

を 抛り 出す。 着物 を 着換える。 ずしん ずしん と 降りて 

行く。 とまた 上がって 来る。 こう 云う 風に 入 代り、 入 

代りして、 何でもよ ほど 来た。 いずれも 底の 方から 

めだま 

眼球 を 光らして、 一遍 だけ はきつ と 自分 を 見た。 中に 

は、 

てめ え しんめえ 

「手前 は 新 前 だな」 

と 云った もの も ある。 自分 はた だ、 

「ええ」 


と 答えて 置いた。 幸い 今度 はさつ きのよう にむ やみ 

に は 冷やかされずに、 まあ 無難に 済んだ。 上がって 来 

る もの も、 来る もの も、 みんな 急いで 降りて 行 くんで 

からか 

調戯ぅ 暇がな かったんだろう。 その代り 一 人に 一 度ず 

つ は 必ず 睨まれた。 そうこう している 内に、 上がって 

来る ものが ようやく 絶えた から、 自分 はよう やく 寛容 

いだ 思い をして、 卧炉 裏の 炭の 赤くな つたの を 見詰め 

まと 

て、 いろいろ 考え出した。 もちろん 纏まりよ うのない 

かつ 考えれば 考える ほど 馬鹿になる 考え だが、 火 を 見 

もう ぞう 

詰て いると、 炭の 中に そう 云う 妄想が ちらちら ちらち 

ら 燃えて くるんだ から 仕方がない。 とうとう 自分の 魂 


かっき  あお 

が 赤い 炭の 中へ 抜 出して、 火気に 煽られながら、 む や 

みに 踊 をお どつ てるような 変な 心 持に なった 時に、 突 

然、 

くた び 

「草臥れた ろうから、 もう 御休みなさい」 

と 云われた。 

見る と、 さっきの 婆さんが、 立って いる。 やっぱり 

たす きがけ  ま 

櫸掛 のままで ある。 いつの 間に 上がって 来た もの か、 

ちっとも 気がつかなかった。 自分の 魂が 遠慮なく 火の 

か  つやこ  すみえ 

中 を馳け 廻って、 艷 子さん になったり、 澄 江さん になつ 

おやじ  ひ ふ 

たり、 親爺に なったり、 金さん になったり、 —— 被 布 

ひさしが み  あかげ つ と  うな ごえ  あげまん じゅう 

やら、 廂髪 やら、 赤毛布 やら、 唸リ声 やら、 楊 饅頭 


けごん  まぽ ろし 

やら、 華厳の滝 やら II 幾多 無数の 幻影が、 囲炉裏の 

おど  のぼ  うち 

中に 躍り 狂って、 立ち 騰る 火の気の 裏に 追いつ 追われ 

つ、 日向に 浮かぶ 塵と 思われる まで 夥 しく 出て 来た 

最中に、 はっと 気がつい たんだから、 眼の 前にい る 婆 

さんが、 不思議な くらい 変であった。 しかし 寝ろ と 云 

う 注意 だけ は 明かに 耳に 聞え たに 違ない から、 自分 は 

ん いだ、 

「ええ」 

と 答えた。 すると 婆さん は 後ろの 戸棚 を 指して、 

ふとん  はい  ひと リ 

「布団 は、 あすこに 這 入って るから、 独で 出して 御掛 

けなさい。 一枚 三 銭ず つ だ。 寒い から 二 枚 はいるで 


しょう」 

と 聞く から、 また 

「ええ」 

ぎり 

と 答えたら、 婆さん は、 それ 限 何にも 云わずに、 降り 

て 行った。 これで、 自分 は 寝ても いいと 云う 許可 を 得 

たから、 正式に 横にな つても 剣突 を 食う 恐れ は ある ま 

さ しず ど お 

いと 思って、 婆さんの 指図 通り 戸棚 を 明けて 見る と、 

あった。 布団が たくさんあった。 しかし いずれも 薄汚 

いものば かりで ある。 自宅で 敷いて いたのと はまる で 

比較に ならない。 自分 は 一番 上に 乗って るの を 二 枚、 

そっとお ろした。 そうして、 電気 灯の 光で 見た。 地 は 


あさぎ  あか 

浅黄で ある。 模様 は 白で ある。 その上に 垢が 一 面に 塗 

リ つけて あるから、 六 分 方 色変リ がして、 白い 所な ど 

は、 通例なら 我慢ので きにくい ほど どろん と、 化けて 

つ  の  もち 

いる。 その上す こぶる 堅い。 搗き立ての 伸し 餅 を、 

かな きん  か わ 

金 巾に 包んだ ように、 綿 は 綿で かたまって、 表 布と は 

まるで 縁故がない ほどの、 こちこちした ものである。 

自分 はこの 布団 を 畳の 上へ 平く 敷いた。 それから 

残る 一枚 を 平く 掛けた。 そうして、 襯衣 だけにな つて、 

もぐ  しめ 

その 間に 潜り込んだ。 湿つ ぼい 中 を 割り込んで、 両足 

力 力と 

を うんと 伸ばしたら 踵が 畳の 上へ 出た から、 また 心 

持 引っ込ました。 延ばす 時 も 曲げる 時 も、 不断の よう 


に 軽く しなやかに は 行かない。 みしりと 音が する ほど、 

関節が 窮屈に 硬 張って、 動きた がらない。 じっとして、 

ひざがしら  だるい 

布団の 中に 膝頭 を 横たえて いると、 倦怠の を 通り越 

もも  すじ 力お レ 

して 重い。 腿から 下 を 切り取って、 その代りに 筋金 入 

りの 義足 をつ けられた ように 重い。 まるで 感覚の ある 

二 本の 棒で ある。 自分 は 冷たく つて 重たい 足 を 苦に 病 

んで、 頭 を 布団の 中に 突っ込んだ。 せめて 頭 だけで も 

暖 にしたら、 足の 方で も 折れ合って くれる だろうと 

の、 はかない 望みから 出た 窮策であった。 

しかし さすがに 疲れて いる。 寒さよりも、 足よりも、 

にお  はんもん  えんせ 

布団の 臭いよりも、 煩悶よりも、 厭世よりも —— 疲れ 


ている。 実に 死ぬ 方が 楽な ほど 疲れ切つ ていた。 それ 

で、 横になる とすぐ  畳から 足 を 引っ込まして、 頭 

しょさ  し と 

を 布団に 入れる だけの 所作 を 仕遂げた と 思う が 早い か、 

眠て しまった。 ぐうぐう 正体な く 眠て しまった。 これ 

から 先き は 自分の 事ながら とうてい 書け ない。 …… 

すると、 突然 針で 背中 を 刺された。 夢に 刺された の 

あいまい 

か、 起きて いて、 剌 された のか、 感じ はすこぶ る 曖昧 

とげ 

であった。 だから それだけの 事なら ば、 針だろう が剌 

とんじゃく 

だろう が、 頓着はなかった ろう。 正気の 針 を 夢の 中 

ひきず  とこ  うず 

に 引摺り 込んで、 夢の 中の 剌を 前後不覚の 床の 下に 埋 

めて しまう 分の 事で ある。 ところが そうは 行かな かつ 


た。 と 云う もの は、 刺された なと 思いながら も、 針の 

事 を 忘れる ほどに うつと リ となると、 また 一 つ、 ちく 

りと やられた。 

あ 

今度 は 大きな 眼 を 開いた。 ところへ またち くりと 来 

とたん 

た。 おやと 驚く 途端に またち くりと 刺した。 これ は大 

変 だとよう やく 気がつき がけに、 飛び 上る ほど 劇しく 

もも あたり 

股の 辺 を やられた。 自分 はこの 時 始めて、 普通の 人 

間に 帰った。 そうして 身体 中 至る所が ちくち くして い 

るの を 発見した。 そこで そっと 襯衣の 間から 手 を 入れ 

て、 背中 を 撫でて 見る と、 一 面に ざらざら する。 最初 

力 力 

指先が 肌に 触れた 時 は、 てっきり 劇烈な 皮膚病に 罹つ 


たんだと 思った。 ところが 指 を 肌に 着けた まま、 二三 

寸 引いて 見る と、 何だか、 ばらばらと 落ちた。 これ は 

ただ 事で ない とたち まち 跳ね起きて、 襯衣 一枚の 見 苦 

しい 姿ながら &炉 裏の 傍へ 行って、 親指と 人差指の 間 

に 押えた、 米粒 ほどの もの を、 検査して 見る と、 異様 

ナンキン むし 

の 虫であった。 実は この 時分に は、 まだ 南京虫 を 見た 

事が な いんだから、 はたして これが そうだと は 断言 出 

来なかった が —— 何だか 直覚的に 南京虫ら しいと 思つ 

た。 こう 云う 下卑た 所に 直覚の 一 一字 を 濫用して は 済ま 

んが、 ほかに 言葉が ないから、 やむ を 得ず 高尚な 術語 

を 使った。 さて その 虫 を 検査して いるう ちに、 非常に 


悪ら しくな つて 来た。 囲炉裏の 縁へ 乗せて、 ぴ ちりと 

親指の 爪で 圧し 潰したら、 云う に 云われぬ 青臭い 虫で 

あった。 この 青臭い 臭気 を 嗅ぐ と、 何となく 好い 心 持 

まじめ 

になる。 —— 自分 はこん な 醜い 事 を 真面目に かかねば 

きちが い じ 

ならぬ ほど 狂 違 染みて いた。 実 を 云う と、 この 青臭い 

臭気 を 嗅ぐ まで は、 恨 を 勢 らした ような 気がしな かつ 

たので ある。 それ だから 捕って は 潰し、 捕って は 潰し、 

潰す たんびに 親指の 爪 を 鼻へ あてがって 嗅いで いた。 

すると 鼻の 奥へ 詰って 来た。 今にも 涙が 出そう になる。 

なさけ 

非常に 情ない。 それ だのに、 爪 を 嗅ぐ と 愉快で ある。 

この 時 二階 下で 大勢が 一 度に どっと 笑う 声が した。 自 


分 は 急に 虫 を 潰す の を やめた。 広間 を 見渡す と 誰もい 

ない。 金さん だけが、 平たくな つて 静かに 寝て いる。 

頭 も 足 も 見えない。 そのほか にたった 一人いた。 もつ 

とも 始めて 気がついた 時 は 人間と は 思わなかった。 向 

ほ もめん 

うの 柱の 中途から、 窓の 敷居へ かけて、 帆 木綿の よう 

な もの を 白く 渡して、 その 幅の なかに 包まって いたか 

ら、 何だか 気味が 悪かった。 しかしよ く 見る と、 白い 

中から 黒い ものが 斜に 出て いる。 そうして それが 人間 

いがぐ リ あたま 

の 毬栗頭であった。 —— 広い 部屋に は、 自分と この 

のぞ  つ 

二人 を 除いて、 誰もい ない。 ただ 電気 灯が かんかん 点 

いている。 大変 静か だ、 と 思う とまた 下座 敷で わつ と 


笑った。 さっきの 連中 か、 または 作業 を 済まして 帰つ 

て 来た ものが、 大勢 寄って ふざけ 散らして いるに 違な 

い。 自分 は ぼんやりして 布団の ある 所まで 帰って来た。 

はだ 力 

そうして 裸体に なって、 襯衣 を 振る つて、 枕元に ある 

着物 を 着て、 帯 を 締めて、 一番し まいに 敷いて ある 布 

団を 叮嚀に 畳んで 戸棚へ 入れた。 それから 後 はどうし 

なんじ  よ 

て 好い か 分らない。 時間 は 何時 だか、 夜 はとうて いま 

だ 明けそう にしない。 腕 組 をして 立って 考えて いると、 

足の甲が また むずむず する。 自分 は 堪え 切れずに、 

「えつ 畜生」 

と 云いながら 二三 度 小 踊 をした。 それから、 右の 足の 


甲で、 左の 上 を 擦って、 左の 足の甲で 右の 上 を 擦って、 

はぎし リ 

これで も かと 歯 軋 をした。 しかし 表へ 飛び出す 訳に も 

行かず、 寝る 勇気 はなし、 と 云って、 下へ 降りて、 車 

ち とよ 

座の 中へ 割り込んで 見る 元気 は 固り ない。 さっき 

毒突かれた 事 を 思い出す と、 南京虫よ りよつ ぼ ど 厭 だ。 

夜が 明ければ い い 、 夜が 明ければ いいと 思いながら、 

自分 は 表へ 向いた 窓の 方へ 歩いて 行った。 すると そこ 

に 柱が あった。 自分 は 立ちながら、 この 柱に 倚つ 掛っ 

た。 背中 をつ けて 腰 を 浮かして、 足の裏で 身体 を 持た 

すべ 

している と、 両足が ずるずる 畳の 目 を 滑って だんだん 

ま つ すぐ 

遠くへ 行つ ちまう。 それから また 真直に 立つ。 またず 


るず る 滑る。 また 立つ。 まず こんな 事 をして いた。 幸 

い 南京虫 は 出て 来なかった。 下で は 時々 どっと 笑う。 

いても 立っても と 云う のは喩 だが、 そのいても 立つ 

て も を、 実際に 経験した の はこの 時で ある。 だから 坐 

ると も 立つ とも 方の つかない 運動 をして、 中途半端に 

ま * き  こんき 

紛ら かしていた。 ところが その 運動 をい つまで 根気に 

やった もの か 覚えて いない。 いと ど 疲れて いる 上に、 

なお 手足 を 疲らして、 いかな 南京虫で も 応えない ほど 

疲れ切つ たんで、 始めて 寝た もんだろう。 夜が 明けた 

ら、 自分が 摺り 落ちた 柱の 下に、 足 だけ 延ばして、 背 

ラずく ま 

を 丸く 蹲踞って いた。 


これほど 苦しめられた 南京虫 も、 二日 三日と 過つ に 

つれて、 だんだん 痛く なくなつ たの は 妙で ある。 その 

実、 一箇月ば かりしたら、 いくら 南京虫が いようと、 

まるで 米粒で も、 ぞろぞろ 転がって るく らいに 思って 

夜 はいつ でも、 ぐっすり 安眠した。 もっとも 南京虫の 

方で も 日数 を 積む に 従 つ て 遠慮して くるそう である。 

きたて 

その 証拠に は 新来のお 客に は、 ベた 一面に たかって、 

夜通し 苛める が、 少し 辛抱して いると、 向う から、 

愛想 をつ かして、 あまり 寄りつ かなくなる もんだ と 云 

う。 毎日 食って る 人間の肉 は 自然 鼻に つくから だと も 

教えた ものが あるし、 いや 肉の 方に それだけの 品格が 


出来て、 シキ 臭くなる から、 虫 も 恐れ入 るんだ とも 説 

明した ものが ある。 そうして 見る とこの 南京虫と 坑夫 

と は、 性質が よく 似て いる。 おそらく 坑夫ば かりじ や 

あるまい、 一般の 人類の 傾向と、 この 南京虫と はや は 

リ 同様の 心理に 支配され てるんだろう。 だから この 解 

が、 >  かつ 

釈は 人間と 虫 けら を 概括す ると ころに 面白味が あ つ て、 

哲学者の 喜びそう な、 美しい ものであるが、 自分の 考 

きがね 

え を 云う と 全く そうじゃない らしい。 虫の 方で 気 兼 を 

したり、 贅沢 を 云ったり す るん じ やなく つて、 食われ 

る 人間の 方で 習慣の 結果、 無神経に な るんだ ろうと 思 

う。 虫 は 依然として 食って るが、 食われても 平気で い 


るに 違ない、 もっとも 食われて 感じな いのも、 食われ 

おもむき 

なくって 感じな いのも、 趣 こそ 違え、 結果 は 同じ 事 

であるから、 これ は 実際 上議 論 をしても、 あまり 役に 

立たない 話で ある。 

そんな 無用の 弁 は、 どうで もい いとして、 自分が 眼 

を 開けて 見たら、 夜 は 全く 明け放れ ていた。 下で はも 

う がやがや 云って いる。 嬉しかった。 窓から 首 を 出し 

は つ きり 

て 見る と、 また 雨 だ。 もっとも 判然と は 降って いない _ 

雲の 濃い のが 糸に なり 損なって、 なった だけが、 細く 

けしき  ちラ ちう 

地へ 落ちる 気色 だ。 だからむ やみに 濛々 と はして いな 

い。 しだいし だいに 雨の 方に 片づ いて、 片づ くに 従つ 


て 糸の 間が 透いて 見える。 と 云っても 見える もの は 山 

とぼ  うるおい 

ばかりで ある。 しかも 草 も 木 も 至って 乏しい、 潤 の 

ない 山で ある。 これが 夏の 日に 照りつ けられたら、 山 

の 奥で も さぞ 暑かろう と 思われる ほど 赤く 禿げて ぐる 

ま  ぬ 

りと 自分 を取リ 捲いて いる。 そうして 残らず 雨に 濡れ 

ている。 潤い 気のない ものが、 濡れて いるんだ から、 

かわらけ 

土器に 霧 を 吹いた ように、 いくら 濡れても 濡れ 足りな 

い。 その 癖 寒い 気持が する。 それで 自分 は 首 を 引っ込 

てぬぐい 

めようと したら、 ちょっと 眼に ついた。  手拭 を 

かぶ  わら  つつ っぽう 

被って、 藁 を 腰に 当てて、 筒 服 を 着た 男が 二三 人、 向 

きのう 

うの 石垣の 下に あらわれた。 ちょうど 昨日 ジャンボ— 


の 通った 路を 逆に 歩いて 来る。 遠くから 見る と、 いか 

にもし よ ぼしょ ぼして 気の毒な ほど 憐れで ある。 自分 

も 今朝から ああな るんだ なと、 ふと 気がついて 見る と 

ひとごと  むこう  てぬぐい 

人事と は 思われない ほど、 向へ 行く手 拭の 影 —— 雨 

ぬ  なさけ 

に 濡れた 手拭の 影が 情なかった。 すると 雨の 間から 

あと  つつそで すがた 

また 古 帽子が 出て 来た。 その後 からまた 筒袖 姿が あ 

ら われた。 何でも 朝の 番に 当った 坑夫が シキへ 這 入る 

時間に 相違ない。 自分 はよう やく 窓から 首 を 引き込め 

た。 すると、 下から 五六 人 一 度に どやどやと 階下 段 を 

あが  ふところで 

上って 来る。 来たな と 思った が 仕方がな いから 懐手 

をして、 柱に もたれて いた。 五六 人 は 見る 間に、 同じ 


いでたち  あと 

出立に 着更 えて 下りて 行った。 後から また 上がって く 

る。 また 筒袖に なって 下りて 行く。 とうとう 飯場に い 

る 当番 はこと ごとく 出払った よう だ 

こう 飯場 中 活動して 来る と、 自分 も 安閑と しちやい 

られ ない。 と 云って 誰も 顔 を 御 洗いなさい とも、 御飯 

を 御上がん なさい とも 云いに 来て くれない。 いかな 

坊っちゃん も、 あまり 手 持 無沙汰 過ぎて 困つ ちまった 

から、 思い切って、 のこのこ 下りて 行った。 心 は 無論 

落つ いちや いないが、 態度 だけ はまる で 宿屋へ 泊って、 

茶代 を 置いた 御 客の ようであった。 いくら 恐縮しても 

自分に は、 これより 以外の 態度が 出来な いんだから 全 


き むすこ  たす き 

くの 生息 子で ある。 下りて 見る と 例の 婆さんが、 櫸 

わらじ 

がけ をして、 草鞋 を 一足 ぶら下げて 奥から 駆けて 来た 

ところへ、 ばったり 出逢った。 

「顔 は どこで 洗 うんです か」 

と 聞く と、 婆さん は、 ちょっと 自分 を 見た なりで、 

「あ つ ち」 

かどぐち 

と 云い 捨てて 門口の 方へ 行った。 まるで 相手に しちや 

けんとう 

いない。 自分に は あっちの 見当が わからなかった が、 

とにかく 婆さんの 出て 来た 方角 だろうと 思って、 奥の 

方へ 歩いて 行ったら、 大きな 台所へ 出た。 真中に 

しと だる  はち  す 

四 斗 樽 を 輪 切に したよう なお 櫃が 据えて ある。 あの 中 


ナンキンまい  た 

に 南京米の 炊いた のが いっぱい 詰って るの かと 思った 

ら、  何しろ 自分が 三度 三度 一箇月 食っても 食い切 

れ ない ほどの 南京米なん だから、 食わない 前から うん 

ざり しち まった。  顔 を 洗う 所 も 見つけた。 台所 を 

下りて 長い 流の 前へ 立って、 冷たい 水で、 申し訳の た 

ほっぺたな  ていねい 

めに 頰辺を 撫でて 置いた。 こうなる と 叮嚀に 顔なん か 

洗う の は 馬鹿馬鹿しくなる。 これが 一 歩 進む と、 顔 は 

洗わな くつ ても宜 いものと 度胸が 坐って くるんだろう。 

きのう  あかげっと 

昨日の 赤毛布 や 小僧 は 全くこう 云う 順序 を 踏んで 進化 

した ものに 違ない。 

顔 はよう やく 自力で 洗った。 飯 はどうなる 事 かと、 


また のそのそ 台所へ 上った。 ところへ 幸い 婆さんが 

ぜん だ 

表から 帰って来て 膳 立て をして くれた。 ありがたい 事 

に 味噌汁が ついてい たんで、 こいつ を 南京米の 上から、 

ざっと 掛けて、 ざくざくと 搔き 込ん だんで、 今度 は 壁 

土の 味 を嚙み 分ないで 済んだ。 すると 婆さんが、 

おまん ま  はつ 

「御飯が 済んだら、 初さん が シキへ 連れて行 くって 

待って るから、 早くお いでなさい」 

はし  せ 

と、 箸 も 置かない 先から 急き立てる。 実はもう 一杯く 

らい 食わない と 身体が 持つまい と 思って たと ころ だが、 

よそ 

こう 催促され て 見る と、 無論 御代り なんか 盛う 必要 は 

ない。 自分 は、 


「は あ、 そうです か」 

あが  くち 

と 立ち上がった。 表へ 出て 見る と、 なるほど 上 リロに 

一 人 掛けて いる。 自分の 顔 を 見て、 

「御前 か、 シキへ 行くな あ」 

と、 石で もぶ つ 欠く ような 勢いで 聞いた。 

「ええ」 

と 素直に 答えたら、 

「じ や、 いっしょに 来ね え」 

と 云う。 

「この 服装で も 好 いんです か」 

と 叮嚀に 聞き返す と、 


「いけね え、 いけね え。 そんな 服装で 這 入れる もんか。 

ここへ 親分と こから 一枚 借りて 来て やった から、 此服 

を 着る がいい」 

つつそで  ほう 

と 云いながら、 例の 筒袖 を 抛り 出した。 

ちち ひさ 

「そいつが 上 だ。 こいつが 股引 だ。 そら」 

とまた 股引 を 抛げ つけた。 取リ あげて 見る と、 じめ じ 

めする。 所々 に 泥が 着いて いる。 地 は 小 倉ら しい。 自 

おしきせ 

分 もとうと うこの 御 仕着 を 着る 始末に なつたん だな と 

思いながら、 鉼を 脱いで 上下と も 紺 揃に なった。 

ちょっと 見る と 内閣の 小 使の よう だが、 心 持から 云う 

はるか 

と、 小 使 を 拝命した 時よりも 遥に 不景気であった。 


これで 支度 は 出来た ものと 思 込んで 土間へ 下りる と、 

「おっと 待った」 

と、 初さん がまた 勇み肌の 声を掛けた。 

「これ を 尻の 所へ 当て るんだ」 

さ ん だら ぼ 

初さん が 出して くれた もの を 見る と、 三 斗俵坊 つち 

わらぶとん  ひも  へんてこ 

のよう な 藁布団に 紐 をつ けた 変 挺な もの だ。 自分 は 初 

で ん ぶ  しば 

さんの 云う 通り、 これ を 臀部へ 縛りつ けた。 

よ  のみ 

「それが、 ァ テシコ だ。 好し か。 それから 鑿 だ。 こい 

つ を 腰ん 所へ 差して と …… 」 

初さん の 出した 鑿 を 受け取って 見る と、 長さ 一尺 四 

とが 

五寸 もあろう と 云う 鉄の 棒で、 先が 少し 尖って いる。 


これ を 腰へ 差す。 

「ついでに これ も 差 すんだ。 少し 重い ぜ。 大丈夫 か。 

し つ かり 受け取ら ねえと 怪我 をす る」 

つち  あな 

なるほど 重い。 こんな 槌を 差して よく 坑の 中が 歩け 

る もんだ と 思う。 

「どう だ 重い か」 

フ t<*K ；」 

「それでも 軽い うちだ。 重い のになる と 五 斤 ある。 I 

I いい か、 差せた か、 そこで ちょっと 腰 を 振って 見な。 

大丈夫 か。 大丈夫 ならこれ を 提げ るんだ」 

と カンテラ を 出し かけた が、 


わらじ  は 

「待ったり。 カンテラの 前に 一 つ 草鞋 を 穿 いちまいね 

え」 

わらじ 

草鞋の 新しい のが、 上り口に ある。 さっき 婆さんが 

振ら 下げて たの は、 大方 これだろう。 自分 は 素足の 上 

へ 草鞋 を 穿いた。 緒 を 踵へ 通して ぐっと 引く と、 

「駑癡 だな あ。 そんなに 締める 奴が あるかい。 もっと 

いび  ゆる 

指の 股 を 寛め ろい」 

と 叱られた。 叱られながら、 どうにか、 こうに か 穿い 

てし まう。 

「さあ、 これでい よいよ おしまいだ」 

まんじゅう がさ 

と 初さん は 饅頭 笠 と カンテラ を 渡した。 饅頭 笠と 云 


たけのこ かさ 

うの か 筍 笠と いうの か 知らないが、 何でも 懲役 人の 

被る ような 笠であった。 その 笠 を 神妙に 被る。 それ 

から カンテラ を 提げる。 この カンテラ は 提げる ように 

かっこう  せきゆかん 

できて いる。 恰好 は 二 合 入りの 石油 缶と も 云うべき も 

ので、 そこへ 油 を 注す 口と、 心 を 出す 孔が 開いて る 上 

くだ 

に、 細長い 管が 食つつ いて、 その 管の 先が ちょっと 横 

へ 曲がる と、 すぐ 膨らんだ カップになる。 この カップ 

へ 親指 を 突っ込んで、 その 親指の 力で 提げ るんだ から、 

指 五本の 代りに 一 本で 事 を 済ます はなはだ 実用的の も 

ので ある。 

「こう、 穿め るんだ」 


と 初さん が、 勝 栗の ような 親指 を、 カンテラの 孔の中 

つっこ  うま 

へ 突 込んだ。 旨い 具合に はまる。 

「そうら」 

初さん は 指 一本で、 カンテラ を 柱時計の 振子の よう 

に、 二三 度 振って 見せた。 なかなか 落ちない。 そこで 

自分 も、 同じように、 調子をと つ て 揺して 見 たがやつ 

ぱり 落ちなかった。 

「そうだ。 なかなか 器用 だ。 じ や 行く ぜ、 いい か」 

よ 

「ええ、 好 ござんす」 

自分 は 初さん に 連れられて 表へ 出た。 所が 降って い 

かさ  あおむ 

る。 一番 先へ 笠へ あたった。 仰向いて、 空模様 を 見よ 


うとしたら、 顎と、 口と、 鼻へ ぼつぼつと あたった。 

それから あと は、 肩へ も あたる。 足へ も あたる。 少し 

歩く うちに は、 身体 中 じめじめして、 肌へ 抜けた 湿気 

が、 皮膚の 活気で 蒸し返される。 しかし 雨の 方が 寒い 

んで、 身体の ほ とぼりが だんだん 冷めて 行く ような 心 

持で あつたが、 坂へ かかる と 初さん がむ やみに 急ぎ 出 

したんで、 濡れながら も、 毛穴から、 雨 を 弾き出す 勢 

いで、 とうとう シキの 入口まで 来た。 

入口 はまず 汽車の 隧道の 大きい ものと 云って 宜しい。 

かまぼこな リ てっぺん 

蒲鋅 形の 天辺 は 二 間く らいの 高さ は あるだろう。 中 か 

ら 軌道が 出て 来る ところ も 汽車の 隧道 に似てい る。 こ 


れは 電車が 通う 路 なんだ そうだ。 自分 は 入口の 前に 

立って、 奥の 方 を 透かして 見た。 奥 は 暗かった。 

「どう だ ここが 地獄の 入口 だ。 這 入れる か」 

ちょうろう 

と 初さん が 聞いた。 何だか 嘲弄 の 語気 を 帯びて いる。 

ま，？ ま 

さっき 飯場 を 出て、 ここまで 来る 途中で も、 方々 の 長 

屋の 窓から 首 を 出して、 

きのう 

「昨日の だ」 

しんき 

「新来 だ」 

のつ〕 

と 口々 に 罵って いたが、 その 様子 を 見る と 単に 山の 

中に 閉じ込められて 物 珍ら しさの 好奇心と は 思 え な 

かった。 その 言葉の 奥底に はきつ と 愚弄の 意味が ある。 


これ を 布衍して 云う と、 一 つに は 貴様 もとうと うこん 

な 所へ 転げ込んで 来た、 いい 気味 だ、 ざま あ 見ろ と 云 

う 事になる。 もう 一 つ は 御 気の毒 だが 来たって 駄目 だ 

よ。 そんな 脂っこい 身体で 何が 勤まる もの かと 云う 事 

きのう  しんき 

にもなる。 だから 「昨日の だ」 「新来 だ」 と 騒ぐ うちに 

は、 自分が 彼らと 同様の 苦痛 を甞 めなければ ならない 

ほど 堕落した の を 快く 感ずる と共に、 とうてい この 苦 

痛に は 堪えが たい 奴 だとの 軽蔑 さえ 加わって いる。 彼 

らは 他人 を 彼らと 同程度に 引き摺り 落して 喝采す るの 

みか、 ひとたび 引き摺 リ 落した もの を、 もう 一 返 足の 

下まで 蹴落して、 堕落 は 同程度 だが、 堕落に 堪える 力 


は 彼らの 方が かえ つて 上 だとの 自信 を ほのめかして 満 

足す るら しい。 自分 は 途上 「昨日の だ」 と 聞く たんび 

ちょうえ きがさ 

に、 懲役 笠 で 顔 を 半分 隠しながら 通り抜けて、 シキの 

入口まで 来た。 そこで 初さん がまた 愚弄し たんだから、 

自分 は 少し むっとして、 

「^入れます とも。 電車 さえ 通つ てるじゃありません 

か」 

と 答えた。 すると 初さん が、 

) J うぎ 

「なに 這 入れる？ 豪 義な事 を 云うな い」 

と 云った。 ここで 「這 入れません」 と 恐れ入ったら、 

「それ 見ろ」 と 直 こなされる にき まって る。 どっちへ 


転んでも 駄目なん だから 別に 後悔 もしなかった。 初 さ 

んは、 いきなり、 シキの 中へ 飛び込んだ。 自分 も 続い 

て 這 入った。 這 入って 見る と、 思った よりも 急に 暗く 

なる。 何だか 足元が おっかなく なり 出した に は 降参し 

た。 雨が 降って いても 外 は 明かる いもの だ。 その上 

軌道の 上 はとに かく、 両側 はすこぶ る 泥って いる。 そ 

れ だのに 初さん は 中っ腹で ずんずん 行く。 自分 も 負 

けない 気で ずんずん 行く。 

ほう 

「シキ の 中で おとなし くしね えと、 すのこの 中へ 抛り 

込まれる から、 用心し なくつ ちゃ あいけ ねえ」 

どま 

と 云いながら 初さん は 突然 暗い 中で 立ち 留 つた。 初 さ 


のみ  つち 

んの 腰に は 鑿が ある。 五 斤の 槌が ある。 自分 は 暗い 中 

で 小さくな つ て、 

「はい」 

と 返事 をした。 

リ ようけん 

「よしか、 分った か。 生きて 出る 料簡なら 生意気に 

シキ なんかへ 這 入らね え 方が 増し だ」 

これ は 向う むきになって、 初さん が 歩き 出した 時に、 

ひと ごと 

半分 は 独り言の ように 話した 言葉で ある。 自分 は少か 

らず 驚いた。 坑の中 は 反響が 強いので、 初さん の 言葉 

がわん わんわん と 自分の 耳へ 跳ねつ 返って 来る。 はた 

して 初さん の 言 う 通りなら、 飛んだ 所へ 這 入った もん 


だ。 実は 死ぬ の も 同然な 職業で あれば こそ 坑夫に なろ 

うと 云う 気 も 起して 見たん だが、 本当に 死ぬなら —— _ 

こんな 怖い 商売な ら —— 殺さ れ るん な ら —— す のこの 

中へ 抛げ 込まれるなら —— すのこと は 全体 どんな もん 

だろうと 思い出した。 

「すのこと は どんな もんです か」 

「なに？」 

ろしろ 

と 初さん が 後 を 振り向いた。 

「すのこと は どんな もんです か」 

「穴 だ」 

「え？  I 


あらがね ほう  まと  さ 

「穴 だよ。 —— 鉱 を 抛り 込んで、 纏めて 下へ 降げ る 

穴 だ。 鉱 といつ しょに 抛リ 込まれて 見ね え …… 」 

で 言葉 を 切 つ てまた ずんずん 行く。 

自分 はちよ つと 立ち 留 つた。 振り返る と、 入口が 小 

は 、， 

さい 月の ように 見える。 這 入る とき は、 これが シキな 

らと 思った。 聞いた ほどで もない と 思った。 ところが 

初さん に 威嚇 かされてから、 いかな 平凡な 隧道 も、 大 

ようす  ちょうえきが さ 

いに 容 子が 変って 来た。 懲役 笠 をた たく 冷たい 雨が 

恋しくな つた。 そこで 振り返る と、 入口が 小さい 月の 

ように 見える。 小さい 月の ように 見える ほど 奥へ 這 

入った なと、 振り返って 始めて 気がついた。 いくら 


なつ  てんじょう 

曇って いても やっぱり 外が 懐かしい。 真黒な 天井が 

上から 抑えつ けて るの は 心 持の わるい もの だ。 しかも 

この 天井が だんだん 低くな つて 来る ように 感ぜられる。 

と 思う と、 軌道 を 横へ 切れて、 右へ 曲った。 だらだら 

坂の下り になる。 もう 入口 は 見えない。 振 返っても 真 

暗 だ。 小さ い 月 のよう な 浮世の 窓 は 遠慮なく ぴ しゃ り 

と閉 つて、 初さん と 自分 はだん だん 下の 方へ 降りて 行 

く。 降りながら 手 を 延ばして 壁へ 触って 見る と、 雨が 

降った ように 濡れて いる。 

「どう だ、 尾いて 来る か」 

と、 初さん が 聞いた。 


「ええ」 

とおと なしく 答えたら、 

「もう 少しで 地獄の 三 丁目へ 来る」 

と 云った なり、 また 二人とも 無言に なった。 この 時 行 

かた  あか リ  くらやみ 

く 手の 方に 一 点の 灯が 見えた。 暗闇の 中の 黒猫の 片 

眼の ように 光って る。 カンテラの 灯なら 散らつ く はず 

だが、 ちっとも 動かない。 距離 もよ く 分らない。 方角 

まっすぐ  あな 

も 真直 じ やない が、 とにかく 見える。 もし 坑の 中が 一 

本道 だと すれば、 この 灯 を 目 懸けて、 初さん も 自分 も 

進んで 行く に 違ない。 自分 は 何にも 聞かなかった が、 

大方 これが 地獄の 三 丁目なん だろうと 思って、 這 入つ 


て 行った。 すると、 だらだら 坂が ようやく 尽きた。 路 

は 平らに 向う へ廻リ 込む。 その 突き 当りに 例の 灯が 点 

いている。 さっき は 鼻の 下に 見えた が、 今では 眼と 

擦々 の 所まで 来た。 距離 も 間近くな つた。 

「いよいよ 三 丁目へ 着いた」 

と、 初さん が 云う。 着いて 見る と、 坑が四 五 畳 ほどの 

おおき 

大 さに 広がって、 そこに 交番く らいな 小屋が ある。 

そうして その 中に 電気 灯が 点いて いる。 洋服 を 着た 役 

むか  テ ー ブル 

人が 二人 ほど、 椅子の 対い 合せに 洋卓を 隔てて 腰を掛 

おもて 

けて いた。 表に は 第一 見張 所と あった。 これ は 坑夫 

の 出入 だの 労働の 時間 だの を 検査す る 所 だと 後から 聞 


いて、 始めて 分つ たんだが、 その 当時に は 何のた めの 

設備 だか 知らなかった もんだ から、 六 七 人の 坑夫が、 

そろ 

どす 黒い 顔 を 揃えて 無言の まま、 見張 所の 前に 立 つ て 

いたの を 不審に 思った。 これ は 時間 を 待ち 合わして 交 

のみ つち 

替 する ためで ある。 自分 は 腰に 鑿と 槌を 差して カンテ 

ラ さえ 提げて はいるが、 坑夫 志願と いうんで、 シキの 

様子 を 見に 這 入った だけ だから、 まだ 見習に さえ 採用 

されて いないと 云う 訳で、 待ち 合わす 必要 もない もの 

たまり 

と 見えて、 すぐ この 溜 を 通り越した。 その 時 初さん 

ガラ ス まど 

が 見張 所の 硝子 窓へ 首 を 突っ込んで、 ちょいと 役人に 

ことわ 

断った が、 役人 は 別に 自分の 方 を 見向 もしなかった。 


その代り 立って いた 坑夫 は みんな 見た。 しかし 役人の 

はばか  ひとこと  き 

前 を 憚 つ てだろう、 全く 一  言 も 口 を 利いた もの はな 

かった。 

溜 を 出る や 否や 坑の 様子が 突然 変った。 今まで は 

立って あるいても、 背 延び をしても 届きそう にもし な 

ま つ すぐ 

かった 天井が 急に 落ちて 来て、 真直に 歩く と 時々 頭へ 

触る ような 気持が する。 これが ものの ニ寸も 低かろう 

みけん 

ものなら、 岩へ ぶっかって 眉間から 血が 出る に 違ない 

と 思う と、 松原 を あるく ように、 ありったけの 背で、 

の ふう ぞう 

野 風 雑に ややって 行けない。 おっかな いから、 なる ベ 

く 首 を 肩の 中へ 縮め 込んで、 初さん に 食つつ いて 行つ 


た。 もっとも カンテラ はさつ き 点けた。 

すると 三尺ば かリ 前にい る 初さん が 急に 四ん 逢いに 

すべ  うしろ 

なった。 おや、 滑って 転んだ。 と 思って、 後から 突つ 

掛かり そうな ところ を、 ぐっと 足 を 踏ん張った。 この 

くらいに して 喰い 留めない と、 坂 だから、 前への める 

おそれ  そ 

恐が ある。 心 持 腰から 上 を 反らす ようにして、 初 さ 

んの 起きる の を 待ち 合わして いると、 初さん はな かな 

か 起きない。 やっぱり 這って いる。 

「どうか、 しました か」 

と 後から 聞いた。 初さん は 返事 もしない。 —— はてな 

—— 怪我で もしゃし ないか しら —— もう 一 遍 聞いて 見 


ようか —— すると 初さん は のこのこ 歩き 出した。 

「何ともなかったです か」 

「這 うんだ」 

「え？」 

「這う のだてえ 事よ」 

と 初さん の 声 はだん だん 遠くな つてし まう。 その 声で 

自分 は 不審 を 打った。 いくら 向う むきで も、 普通なら 

ち ぐ 

明かに 聞き とられべき 距離から 出る のに、 急に 潜って 

しまう。 声が 細 いんじゃない。 当り前の 初さん の 声が 

あいまい 

袋の なかに 閉じ込められ たように 曖昧になる。 こり や 

ただ 事 じ やない と 気がつい たから、 透して 見る とよう 


やく 分った。 今まで は 尋常に 歩け た坑 が、 ここでた ち 

せま 

まち 狭くな つて、 這わな くつち や 抜けられ なくなって 

いる。 その 狭い 入口から、 初さん の 足が 二 本 出て いる。 

初さん は 今 胴 を 入れた ばかりで ある。 やがて 出て いた 

足が 一 本 這 入った。 見て いるう ちに また 一 本 這 入った。 

これで 自分 も 四つん這い になら なくつ ちゃ 仕方がない 

あきら 

と 諦め をつ けた。 「這 うんだ」 と 初さん の 教えた の も 

けっして 無理 じ やな いんだから、 教えられた 通リ 這つ 

た。 ところが 右に は カンテラ を 提げて いる。 左の 手の 

^-ら  おし プ 

平 だけ を惜気 もな く 氷の ような 泥 だか 岩 だかへ な 土 だ 

か 分らない 上へ ぐしゃり と 突いた 時 は、 寒さが 二の 腕 


を 伝わって 肩 口から 心臓へ 飛び込んだ ような 気持が し 

た。 それで カンテラ を 下へ 着けまい とすると、 右の 手 

が 顔と すれすれ になって、 はなはだ 不便で ある。 どう 

した もんだ ろうと、 この 姿勢の まま じっとし ていた。 

そうして、 右の 手で 宙に 釣って いる カンテラ を 見た。 

てんじょう 

ところへ ぼた リと 天井から しずくが 垂れた。 カンテ 

ラの 灯が じいと 鳴った。 油煙が 顎から 頰へ かかる。 眼 

ま 、-, 

へ も 這 入った。 それでも この 灯 を 見詰めて いた。 する 

と 遠くの 方で か あん、 か あん、 と 云う 音が する。 坑夫 

が 作業 をして いるに 違ない が、 どのくらい 距離が ある 

ん だか、 どの 見当に あた るんだ か、 いっこう 分らない。 


東西南北の ある 浮世の 音 じ やない。 自分 はこの 姿勢で 

ともかくも 二三 歩 歩き 出した。 不便 は 無論 不便 だが、 

歩け ない 事 はない。 ただ 時々 しずくが 落ちて カンテラ 

のじい と 鳴る のが 気に かかる。 初さん は 先へ 行って し 

まった。 頼 は カンテラ 一 つで ある。 その カンテラが 

じいと 鳴って 水の ために 消えそう になる。 かと 思う と 

また 明かる くなる。 まあよ かった と 安心す る 時分に、 

また ぼたり と 落ちて 来る。 じいと 鳴る。 消えそう にな 

る。 非常に 心細い。 実は 今まで も、 しずく は 始終 垂れ 

ていたん だが、 灯が 腰から 下に あるんで、 いっこう 気 

がっかな かったんだろう。 灯が 耳の 近くへ 来て、 じい 


と 云う 音が 聞え るよう になって から 急に 神経が 起って 

来た。 だから 這う 方 はなお 遅くなる。 しかも まだ 三 足 

しか 歩い ちゃい ない。 ところへ 突然 初さん の 声が した。 

「やい、 好い加減に 出て 来ね え か。 何 を ぐずぐずして 

いるんだ。  早く しないと 日が 暮れち まうよ」 

暗い なかで 初さん はたし かに 日が 暮れち まう と 云つ 

た。 

は  のどぼとけ  かど とが  あご 

自分 は 這いながら、 咽喉 仏の 角 を 尖らす ほどに 顎 を 

突き出して、 初さん の 方 を 見た。 すると 一 間ば かり 向 

うに 熊の 穴 見た ような ものが あって、 その 穴から、 初 

さんの 顔が —— 顔ら しい ものが 出て いる。 自分が あま 


こご  のぞ 

り 手間取 るんで、 初さん が 屈んで こっち を視き 込んで 

ると ころであった。 この 一間 を どうして 抜け出し たか 

今 じ や 善く 覚えて いない。 何しろ できるだけ 早く 穴 ま 

で 来て、 首 だけ 出す と、 もう 初さん は 顔 を 引っ込まし 

て 穴の 外に 立って いる。 その 足が 二 本 自分の 鼻の 先に 

うれ  くぐ 

見えた。 自分 はやれ 嬉し やと 狭い 所 を 潜り 抜けた。 

「何 をして いたんだ」 

「あんまり 狭い もんだ から」 

ひとあし  ふ  ご 

「狭 いんで 驚い ちゃ、 シキへ は 一足 だって 踏ん 込めつ 

こ はねえ。 陸の ように 地面 はねえ 所 だくら いは、 どん 

な 頓珍漢 だ つ て 知って る はず だ」 


初さん はたし かに 坑の中 は 陸の ように 地面の ない 所 

だと 云った。 この 人 は 時々 思い掛けない 事 を 云う から、 

がき 

今度 もた しかに とた だし 書 をつ けて、 その 確実な 事 を 

保証して 置 くんで ある。 自分 は 何 か 云い 訳 をす るたん 

びに、 初さん から 容赦な くやつつ けられ るんで、 大抵 

は 黙って いたが、 この 時 はつい、 

「でも カンテラが 消えそう で、 心配した もんです から」 

と 云つ ちまった。 すると 初さん は、 自分の 鼻の 先へ 力 

ぢもむ 5 

ン テラ を 差しつ けて、 徐 に 自分の 顔 を 検査し 始めた。 

そうして、 命令 を 下した。 

「消して 見ね え | 


「どうしてで すか」 

「どうして でも 好い から、 消して 見ね え」 

「吹 くんです か」 

初さん はこの 時 大きな 声 を 出して 笑った。 

自分 は 喫驚して 稀 有な 顔 をして いた。 

じょ うだ ん  へつ  たね あぶ ら 

「 冗談 じ やね え。 何が 這 入 てると 思う。 種油 だよ、 

しずく ぐら いで 消て たまる もんか」 

自分 はこれ で やっと 安心した。 

「安心した か。 ハハ ハハ」 

と 初さん がまた 笑った。 初さん が 笑う たんびに、 坑の 

中が みんな 響き 出す。 その 響が 収まる と 前よりも 倍静 


のみ つち 

かになる。 ところへ か あん、 か あんと どこかで 鑿と 槌 

を 使つ てる 音が 伝わ つ て 来る。 

「聞え るか」 

ち 一 .1 

と、 初さん が 顋で相 図 をした。 

「聞え ます」 

と 耳を峙 てて いると、 たちまち 催促 を 受けた。 

こんだ おく  つ 

「さあ 行こう。 今度 あ 後れない ように 跟 いて 来な」 

初さん は なかなか 機嫌が いい。 これ は 自分が 一 も 二 

もな く 初さん に やられて いるせ いだろうと 思った。 い 

てひど 

くら 手 苛く きめつけられても、 初さん の 機嫌が いいう 

ち は 結構であった。 こうなる と 得になる 事が すなわち 


結構と いう 意味になる。 自分 はこれ ほど 堕落して、 お 

めお め 初さん の 尻 を 噴いで 行ったら、 路が 左の 方に 曲 

り 込んで また 峻 しい 坂に なった。 

「おい 下りる よ」 

うしろ 

と 初さん が、 後 も 向かず 声を掛けた。 その 時 自分 は 

何となく 東京の 車夫 を 思い出して 苦しい うちに もお か 

しかった。 が 初さん は それとも 気がつかず 下り 出した。 

自分 も 負けずに 降りる。 路は 地面 を 刻んで 段々 になつ 

ている。 四 五 間ず つに 折れて はいるが、 勘定したら 

あたご さま 

愛宕 様の 高さぐ らい は あるだろう。 これ は 一 生 懸命に 

なって、 いっしょに 降りた。 降りた 時に ほっと ft を 吐 


くと、 その 息が 何となく 苦しかった。 しかし これ は 深 

ぃ坑 のなかで、 空気の 流通が 悪い からとば かり 考えた。 

実は この 時す でに 身体 も 冒されて いたんで ある。 この 

苦しい 息で 二三 十 間 来る とまた 模様が 変った。 

あおむ 

今度 は 初さん が 仰向けに 手 を 突いて、 腰から 先 を 入 

れる。 腰から 入れる ような 芸を しなければ 通れない ほ 

あな  せま 

ど、 坑の幅 も 高さ も逼 つて 来たので ある。 

「こうして 抜け るんだ。 好く 見て 置きね え」 

と 初さん が 云った と 思ったら、 胴 も 頭 もずる、 ずると 

抜けて 見え なくなった。 さすが 熟練の 功 はえら いもん 

だと 思いながら、 自分 もまず 足 だけ 前へ 出して、 草鞋 


さぐり 

で 探 を 入れた。 ところが 全く 宙に 浮いて るよう で 足 

掛リ がちつ ともない。 何でも 穴の 向う は、 がっくり 落 

こうばい 

か、 それでなくても、 よほど 勾配の 急な坂に 違ない と 

けんとう 

見当 をつ けた。 だから 頭から 先へ 突っ込めば のめって 

怪我 をす るば かり、 また 足 をむ やみに 出せば 引つ 繰り 

返る だけと 覚 つたから、 足 を 棒の ように 前へ 寝かして、 

ラ しろ  しょさ 

そうして 後へ 手 を 突いた。 ところが この 所作が はな 

ま ず 

はだ 不味かった ので、 手 を 突く と 同時に、 尻 もべ つた 

り 突いて しまった。 ぴ ちゃりと 云った。 ァテシ コを伝 

でんぷ  しリ もち 

わって 臀部へ 少々 感じが あった。 それほど 強く 尻餅 を 

搗 いたと 見える。 自分 は しまったと 思いながら も直両 


足 を 前の 方へ 出した。 ずるり と 一 尺ば かり 振ら 下げた 

が、 まだ どこへ も 届かない。 仕方がな いから、 今度 は 

手の 方 を 前へ 運ばせて、 腰 を 押し出す ように 足 を 伸ば 

もも  ず  わらじ 

した。 すると 腿の 所まで 摺り 落ちて、 草鞋の 裏が よう 

やく 堅い ものに 乗った。 自分 は 念のため この 堅い もの 

を びちゃびちゃ 足の裏で 敲 いて 見た。 大丈夫なら 手 を 

リ ようけん 

離して この 堅い ものの 上へ 立とうと 云う 料簡 であつ 

た。 

「何で 足ば かリ、 ばた ばた やって るんだ。 大丈夫 だか 

ら、 うんと 踏ん張って 立ちね えな。 急久 地の ねえ」 

と、 下から 初さん の 声が する。 自分の 胴から 上 は 叱ら 


れ ると 同時に、 穴 を 抜けて 真直に 立った。 

からかさ ばけもの 

「まるで 傘 の 化物の よう だよ」 

と 初さん が、 自分の 顔 を 見て 云った。 自分 は 傘の 化物 

と は 何の 意味 だか 分らなかった から、 別に 笑う 気に も 

ならなかった。 ただ 

「そうです か」 

と 真面目に 答えた。 妙な 事に この 返事が 面白かった と 

見えて、 初さん は、 また 大きな 声 を 出して 笑った。 そ 

うして、 この 時から 態度が 変って、 前より は 幾分 か 親 

ひょうし ひと 

切に なった。 偶然の 事が どんな 拍子で 他の 気に入らな 

いと も 限らない。 かえって、 気に入って やろうと 思つ 


て 仕出かす 芸術 は 大抵 駄目な よう だ。 天 巧 を 奪うよう 

な 御世辞 使 はい まだ かって 見た 事がない。 自分 も 我が 

身が 可愛 さに、 その後 いろいろ 人の 御機嫌 を 取って 見 

たが、 どうも 旨い 結果が 出て 来ない。 相手が いくら 馬 

鹿で も、 いっか 露見す るから 怖い もんだ。 用意 をして 

置いた 挨拶で、 この 傘の 化物に 対する 返事く らいに 成 

功した 場合 は ほとんどない。 骨 を 折って 失敗す るの は 

愚 だと 悟った から、 近頃で は 宿命論者の 立脚地から 人 

と 交際 をして いる。 ただ 困る のは演 舌と 文章で ある。 

あいつ は 骨 を 折って 準備 を しないと 失敗す る。 その 代 

りい くら 骨 を 折っても やっぱり 失敗す る。 つまり は 同 


じ 事なん だが、 骨 を 折った 失敗 は、 人の 気に入らない 

ぶ ろ 

でも、 自分の 弱点が 出ない から、 まあ 準備 をして から 

やる 事に している。 いっか は 初さん の 気に入つ たよう 

な 演説 をしたり、 文章 を 書いて 見たい が、 —— どうも 

馬鹿にされ そうでい けない から、 いまだに やらずに い 

る。 —— それ はこ こに は 余計な 事 だから、 このく らい 

で やめて また 初さん の 話 を 続けて 行く。 

その 時 初さん は、 笑いながら、 下から、 自分に 向つ 

て、 

「おい、 そう 真面目く さらね えで、 早く 下りて 来ね え 

み じけ 

な。 日 は 短え やな」 


と 云った。 坑の 中で カンテラ を 点けた、 初さん はたし 

かに 日 は 短え やなと 云った。 

自分が 土の 段 を  一 二 間 下りて、 初さん の 立って る 所 

まで 行く と、 初さん は、 右へ 曲った。 また 段々 が 四 五 

間 続いて いる。 それ を 降り 切る と、 今度 は 初さん が 左 

へ 折れる。 そうして また 段々 が ある。 右へ 折れたり 左 

いなずま 

へ 折れたり 稲妻の ように 歩いて、 段々 を —— さあ 

なんちょう 

何 町 降りた か 分らない。 始めての 道で は あるし、 こ 

とに 暗い 坑の 中の 事で あるから 自分に は 非常に 長く 思 

われた。 ようやく 段々 を 降り 切って、 だいぶ 浮世と は 

縁が 遠くな つたと 思 つ たら 急に 五六 畳の 部屋に 出た。 


部屋と 云っても 坑 を切リ 広げた もので、 上と 下がす ぼ 

ふく  さかが め 

まって、 腹の 所が 膨らんで いるから、 まるで 酒 甕の 中 

へで も 落 込んだ 有様で ある。 あとから 分った 話 だが、 

これ は 作 事 場と 云 うんで、 技師の 鑑定で、 ここに は鉱 

ひろ 

脈が あると なると、 そこ を掘リ 拡げて 作 事 場に す るん 

である。 だから 通り 路ょリ は 自然 広い 訳で、 この 作 事 

う. II： おい 

場 を 坑夫が 三人 一組で、 請負仕事に 引受ける。 二週間 

と 見 積った のが、 四日で 済む 事 も あり、 高が 五日 くら 

いと 踏んだ 作 事に 半月 以上 食い込む 事 も ある。 こう 云 

う 訳で、 シキ のなかに 路が できて、 路の はたに 銅 脈 さ 

おかま い 

え 見つかれば、 御 構な くそ こだけ を 掘り抜いて 行 くん 


だから、 電車の 通る シキの 入口 こそ、 平らで も あり、 

ひとすじ 

また 一条で も あるが、 下へ 折れて 第一 見張 所の あたり 

えだみち 

から は、 右へ も 左へ も条路 がで きて、 方々 に 作 事 場が 

建つ。 その 作 事 をし まう と、 また 銅 脈 を 見つけて は 掘 

り 抜いて 行 くんだ から、 シキの 中 は 細い 路 だらけで、 

また 暗い 坑 だらけで ある。 ちょうど 蟻が 地面 を 縦横に 

のむ し  くら 

抜いて 歩く ような ものだろう。 または 書 蠹が本 を 食う 

と 見立てても 差し 支ない。 つまり 人間が 土の 中で、 

銅 を 食って、 食い 尽 すと、 また 銅 を 探し出して 食い 

に ゆ くんで むやみに 路が たくさん できて しまったんで 

ある。 だから、 いくら シキの 中 を 通っても、 ただ 通る 


だけで 作 事 場へ 出なければ 坑夫に は 逢わない。 か あん 

きわ  さみ 

か あんと いう 音 はする が、 音 だけで は 極めて 淋しい も 

ので ある。 自分 は 初さん に 連れられて、 シキへ 這 入つ 

たが、 ただ シキの 様子 を 見る のが 第一 の 目的であった 

ため か、 廻り 道 をして 作 事 場へ は 寄らなかった と 見え 

て、 坑夫の 仕事 をして いると ころ は、 この 段々 の 下へ 

1« なず ま 力た 

来て、 初めて 見た。 —— 稲妻 形に 段々 を 下りる とき は、 

むやみに 下りる ばかりで、 いくら 下りても 尽きないの 

みか、 人っ子 一人に 逢わない もの だから、 はなはだ 心 

細かった が、 はじめて 作 事 場へ 出て、 人間に 逢ったら、 

大いに 嬉しかった。 


まるた 

見る と 丸太の 上に 腰 を かけて いる。 数 は 三人だった。 

よ  まるた  レ ー ル 

丸太 は 四つ や 丸太で、 軌道の 枕木く らいな もの だから、 

随分の 重さで ある。 どうして、 ここまで 運んで 来た か 

とうてい 想像が つかない。 これ は 天井の 陥落 を 防ぐ た 

め、 少し 広い 所になる と 突つ かい 棒に 張る ために、 シ 

チュウが 必要な 作 事 場へ 置いて 行 くんだ そうだ。 その 

上に 二人 腰 を 掛けて、 残る 一人が 屈んで 丸太へ 向い 

ている。 そうして 三人の 間に は 小さな 木の 壷が ある。 

伏せて ある。 一人が この 壺を 上から 抑えて いる。 三人 

が 妙な 叫び声 を 出した。 抑えた 壺を たちまち 挙げた。 

下から 賽が 出た。 —— ところへ 自分と 初さん が 這 入つ 


た。 

三人 は ひとしく 眼 を 上げて、 自分と 初さん を 見た。 

カンテラが 土の 壁に 突き刺して ある。 暗い 灯が、 ぎろ 

めだま 

りと 光る 三人の 眼球 を 照らした。 光った もの は 実際 眼 

ちと 

球 だけで ある。 坑は 固よ リ 暗い。 明かる くな くつち や 

ならない 灯 も 暗い。 どす 黒く 燃えて 煙 を 吹いて いる 

所 は、 濁った 液体が 動いて るよう に 見えた。 濁った 先 

が 黒くな つて、 煙と 変化す る や 否や、 この 煙が 暗い も 

のの 中に 吸い込まれて しまう。 だから 坑の 中が ぼうと 

している。 そうして 動いて いる。 

カンテラ は 三人の 頭の 上に 刺さって いた。 だから 三 


はっき リ 

人のう ちで 比較的 判然 見えた の は、 頭 だけで ある。 と 

ころが 三人 共 頭が 黒い ので、 つまり は、 見えない のと 

かたま 

同じ 事で ある。 しかも 三つと も 集って いたから、 な 

おさら 変で あつたが、 自分が 這 入る や 否や、 三つの 頭 

つま 

はたち まち 離れた。 その 間から、 壷が 見えたん である。 

壷の 下から 賽が 見えたん である。 壷と、 賽と、 三人の 

異な 叫び声 を 聞いた 自分 は、 次に 三人の 顔 を 見たん で 

まお ま., OS 

ある。 よく はわから ない 顔であった。 一人の 男 は頰骨 

かたわき  ひ 

の 一点と、 小鼻の 片傍 だけが、 灯に 映った。 次の 男 は 

まゆ 

額と 眉の 半分に 光が 落ちた。 残る 一 人 は 総体に ぼん や 

りして いる。 ただ 自分の 持って いた、 カンテラ を 四 五 


まつこ ラ 

尺 手前から 真 向に 浴びた だけで ある。 —— 三人 はこの 

姿勢で、 ぎろ リと眼 を 据えた。 自分の 方に。 

ようやく 人間に 逢つ て、 やれ 嬉し やと 思った 自分 は、 

つ い  めだま 

この 三 対の 眼球 を 見る や 否や、 思わずび たりと 立ち 

留 つた。 

てめ え 

「手前 は …… 」 

と 云い 掛けて、 一人が 言葉 を 切った。 残る 二人 はま だ 

口 を 開かない。 自分 も 立ち 留まった なり、 答えな かつ 

た。 —— 答えられなかった。 すると 

「新め えだ」 

と、 初さん が、 威勢の いい 返事 をして くれた。 本当の 


ところ を 白状す ると、 三人の 眼球が 光って、 「手前 は… 

〜」 と 聞かれた 時 は、 初さん の 傍に いる 事 も 忘れて、 

ただお やっと 思った。 立す くむと 云う の はこれ だろう。 

立ちす くんで、 硬く こわ 張り 掛けた ところへ 「新め え 

だ」 と 云う 声が した。 この 声が 自分の 左の 耳の、 つい 

うしろ 

後から 出て、 向う へ 通り抜けた 時、 なるほど 初さん が 

ついて たなと 思い出した。 それが ため、 こわ 張り かけ 

わき 

た 手足 も、 中途で もとへ 引き返した。 自分 は 一歩 傍へ 

退いた。 初さん に 前へ 出ても らうつ もりであった。 初 

さん は 注文通り 出た。 

「相 変らず やって るな」 


と カンテラ を 提げた まま、 上から 三人の 真中に 転が つ 

てる、 壺と賽 を 眺めた。 

「どう だ 仲間 入 は」 

「まあよ そう。 今日は 案内 だから」 

よ  まるた 

と 初さん は 取り合わなかった。 やがて、 四つ や 丸太の 

上 へ うんと こしょと 腰をおろして、 

「少し 休んで 行く かな」 

と 自分の 方 を 見た。 立ちす くむまで 恐ろしかった、 自 

分 は 急に 嬉しくな つて 元気が 出て 来た。 初さん の 側へ 

ききめ 

腰をおろす。 ァテシ コの利 目 は、 ここで 始めて 分った _ 

うま  こた 

旨い 具合に 尻が 乗って、 柔らかに 局部へ 応える。 かつ 


冷えないで、 結構 だ。 実は さっきから、 眼が 少し 眩ら 

んで —— 眩らん だか、 眩ら まな いんだ か、 坑の 中で は 

よく 分らない が、 何しろ 好い気 持ではなかった が、 こ 

う 尻 を 掛けて 落ちつく と、 大きに 楽になる。 四 人が い 

ろい ろな 話 をして いる。 

ひろ もと  たま 

「広 本へ は 新ら しい 玉が 来たが 知って るか」 

「うん、 知って る」 

「まだ、 買わね え か」 

「買わね え、 お前 は」 

「おれ か。 おれ は —— ハハ ハハ」 

と 笑った。 これ は 這ん つて 来た 時、 顔 中 ぼんやり 見え 


た 男で ある。 今でも ぼんやり 見える。 その 証拠に は、 

笑っても 笑わな くっても、 顔の 輪廓が ほとんど 同じで 

ある。 

「随分 手 廻し がいいな」 

と 初さん も いささか 笑って いる。 

r シキへ 這 入る と、 いつ 死ぬ か 分らね えから な。 だれ 

だって、 そうだろう」 

と 云う 答が あった。 この 時、 

「御 互に 死なね えう ちの 事 だな あ」 

と 一 人が 云った。 その 語調に は 妙に 咏 嘆の 意が 寓 して 

あった。 自分 は あまり 突然の ように 感じた。 


そうして いるう ちに、 一間 置いて 隣り の 男が 突然 自 

分に 話しかけた。 

おめえ 

「御前 は どこから 来た」 

「東京です」 

「ここへ 来て 儲けよう た つ て 駄目 だぜ」 

ほか 

と 他の が、 すぐ 教えて くれた。 自分 は 長 蔵さん に 逢う 

や 否や 儲かる 儲かる を 何遍と なく 聞かせられて 驚いた 

が、 飯場へ 着く が 早い か、 今度 は 反対に、 儲からない 

儲からないで 立てつ づけに 責められ るんで、 大いに 

へきえき  じ 

辟易した。 しかし 地の 底で はよ もや そんな 話 も 出まい 

と 思って ここまで 降りて 来たが、 人に 逢えば また 儲か 


ら ない を 繰り返された。 あんまり 馬鹿馬鹿し いんで 何 

とか 答弁 をしょう かと も 考えた が、 滅多な 事 を 云えば 

擲り つけられる だけ だから、 まあ やめに して 置いた。 

されば と 云って 返事 をし なければ また やりつけられる。 

そこで、 こう 云った。 

「なぜ 儲からな いんです」 

やま  た 

「この 銅山に は 神様が いる。 いくら 金を蓄 めて 出よう 

としたって 駄目 だ。 金 は 必ず 戻って くる」 

「何の 神様です か」 

と 聞いて 見たら、 

だるま 

「達磨 だ」 


と 云って、 四 人ながら 面白そう に 笑った。 自分 は 黙つ 

ていた。 すると 四 人 は 自分 を 措いて しきりに 達磨の 話 

を 始めた。 約 十分 余り も 続いたろう。 その 間 自分 は ほ 

かの 事 を 考えて いた。 いろいろ 考えた うちに 一番 感じ 

たの は、 自分が こんな 泥 だらけの 服 を 着て、 真暗な 坑 

のなかに 屈んで ると ころ を、 艷 子さん と 澄 江さん に 

見せたら ばと 云う 問題で あ つ た。 気の毒が るだろう か、 

泣く だろう か、 それとも あさまし いと 云 つ て 愛想 を尽 

かすだろう かと 疑って 見た が、 これ は 難なく 気の毒 

がって、 泣く に 違ない と 結論して しまった。 それで 

ひとめ 

一 目く らい はこの 姿 を 一 一人に 見せたい ような 気がした。 


ゆうべ い ろ り  そば 

それから 昨夜 囲炉裏の 傍で さんざん 馬鹿にされた 事 を 

思い出して、 あの 有様 を 二人に 見せたら ばと 考えた。 

そば 

ところが 今度 は 正反対で、 二人共 傍に いて くれないで 

仕 合せ だと 思 つ た。 もし 見られ たらと 想像して 眼前に、 

意気地のない、 大いにず めら れ ている 自分の 風体と、 

ハイカラの 女 を 二人 描き出したら、 はなはだ 気 恥ず か 

わき 

しくな つて 腋の 下から 汗が 出そう になった。 これで 見 

ると、 坑夫に 堕落す ると 云う 事実 その物 はさ ほど 苦に 

ならぬ のみ か、 少し は 得意の 気味で、 ただ 坑夫に なり 

まま  き 

たての 幅の 利かない ところ だけ を、 女に 見せた くな 

かった 訳になる。 自分の 器量 を 下げる ところ は、 誰に 


も 隠したい が、 ことに 女に は 隠したい。 女 は 自分 を 頼 

る ほどの 弱い もの だから、 頼られる だけに、 自分 は 器 

量の ある 男 だと 云う 証拠 を どこまでも 見せたい ものと 

思われる。 結婚 前の 男 はこと にこの 感じが 深いよう だ。 

しばいぎ 

人間 はいくら 窮 した 場合で も、 時々 は 芝居気 を 出す。 

自分が ァテシ コを臀 に 敷いて、 深い 坑 のなかで、 カン 

テラ を 提げた まま、 休んだ 時の 考え は、 全く 芝居 じみ 

ていた。 ある 意味から 云う と、 これが 苦痛の 骨休めで 

ある。 公然 の 骨休め とも 云う ベ き 芝居 は 全く ここから 

発達した ものと 思う。 自分 は 発達し ない 芝居の 主人公 

を 腹の 中で 演じて、 落胆しながら 得意がつ ていた。 


ところへ 突然 肺臓 を 打ち抜かれ たと 思う くら いの 大 

きな 音が した。 その 音 は 自分の 足の 下で 起った のか、 

か  まるた  てんじょう 

頭の 上で 起った のか、 尻 を 懸けた 丸太 も、 黒い 天井 も 

一度に 躍り 上った から、 分からない。 自分の 頸と 手と 

えんがわ はぎ  ひざがしら 

足が 一度に 動いた。 縁側に 脛 を ぶらさげて、 膝頭 を 

ちょ ラ  たた  は 

丁と 叩く と、 膝から 下が びくんと 跳ねる 事が ある。 

この 時 自分の 身体の 動き 方 は 全く これ に似てい る。 し 

かしこれ よりも 倍 以上 劇烈に 来たよう な 気がした。 身 

体ば かりじ やない、 精神が その 通りで ある。 一 人 芝居 

の 真 最中で とんぼ 返り を 打って、 たちまち 我れ に 帰つ 

どちゅう  うず 

た。 音 はま だ つづいて いる。 落雷 を、 土中に 埋めて、 


そくばく  しぶ  いら  いん 

自由の 響き を 束縛した ように、 渋って、 焦って、 陰に 

籠って、 抑えられて、 岩に あたって、 包まれて、 激し 

ま  で ま  ま 

て、 跳ね返されて、 出端 を 失って、 ごうと 吼 えてい る。 

「驚い ちゃい けね え」 

と 初さん が 云った。 そうして 立ち上がった。 自分 も 立 

ち 上がった。 三人の 坑夫 も 立ち上がった。 

「もう 少し だ。 やっちま うかな」 

のみ  さく じば 

と、 鑿 を 取り上げた。 初さん と 自分 は 作 事 場 を 出る。 

けむ  えんしょう におい 

ところへ 煙が 来た。 煙硝の 臭が、 眼へ も 鼻へ も 口へ 

はい  む  うしろ 

も 這 入った。 噎せつ ぼくって 苦しい から、 後 を 向い 

たら、 作 事 場で はか あん、 か あんと もう 仕事 を 始め だ 


した。 

「なんです か」 

と 苦しい 中で、 初さん に 聞いて 見た。 実は さっきの 音 

が 耳に 応えた 時、 こり や 坑内で 大破 裂が 起った に 違な 

いのち 

いから、 逃げない と 生命が 危ない とまで 思い詰め たく 

けし さ 

らい だのに、 初さん はます ます 深く 這 入る 気色 だから 

気味が 悪 いと は 思った が、 何し ろ 自由 行動 のとれ る 身 

きしょう そな 

体で はなし、 精神 は 無論 独立の 気象 を 具えて いないん 

だから、 いかに 先輩 だって 逃げて いい 時分に は、 逃げ 

あと 

て くれる だろうと 安心して、 後 をつ けて 出る と、 むつ 

けむ 

とする ほどの 煙が 向う から 吹いて 来たんで、 こり や 


迂濶深 入 はでき ない わと 云う 腹 もあって、 かたがた 

うしろ  とたん 

後 を 向く 途端に、 さっきの 連中が もう、 煙の 中で か あ 

ん、 か あん、 鉱 を 叩いて いるの が 聞え たんで、 それ 

じ ややつ ぱり 安心な のかと、 不審 の あまり この 質問 を 

せき 

起して 見たん である。 すると 初さん は、 煙の 中で、 咳 

を 一 一 つ 三つしながら、 

「驚かな くっても いい。 ダイナマイト だ」 

と 教えて くれた。 

「大丈夫で すか」 

「大丈夫で ねえ かも 知れね えが、 シキへ 這ん つた 以上、 

id 方が ねえ。 ダイナマイトが 恐ろしく つち や 一 日 だつ 


て、 シキへ は 這 入れね えんだから」 

自分 は 黙って いた。 初さん は 煙の 中 を 押し分け るよ 

くぐ  まんざら 

うに ずんずん 潜って 行く。 満更 苦しくない 事 もな いん 

だろう が、 一 つ は 新参の 自分に 対して、 景気 を 見せる 

ためじ やない かと 思った。 それとも 煙は坑 から 坑へ抜 

け 切って、 陸の 上なら、 大抵 晴れ渡った 時分な のに、 

路が暗 いんで いつまでも 煙が 這って るよう に 感じたり 

噎せつ ぼく 思った のか も 知れない。 そうすると 自分の 

方が 悪くなる。 

いずれにしても 苦い ところ を 我慢して 尾いて 行った。 

た！ > ない くぐ 

また 胎内 潜りの ような 穴 を 抜けて、 三 四 間ず つの 段々 


ふたまた 

を、 右へ 左へ 折れ 尽 すと、 路が 二股に なって いる。 そ 

えだみち 

の 条路の 突き 当りで、 カラカラ ランと 云う 音が した。 

いしころ  な 

深い 井戸へ 石片を 抛げ 込んだ 時と 調子 は 似て いるが、 

はる 力 

普通の 井戸よりも、 遥に 深いよう に 思われた。 と 云 

まが わ  さ 

う もの は、 落ちて 行く 間に、 側へ 当って 鳴る 音が、 冴 

えてい る。 ばかり か、 よほど 長く つづく。 最後の カラ 

て ま 

ラン は 底の 底から 出て、 出る に はよ ほど 手間が かかる。 

ま つ すぐ 

けれども 一本道 を、 真直に 上へ 抜ける だけで、 ほかに 

逃道が ないから、 どんなに 暇取っても、 きっと 出て く 

る。 途中で 消えそう になる と、 壁の 反響が 手伝って、 

底で 出た だけの 響 は、 いかに 微な 遠くで あっても、 洩 


らす ところな く 上まで 送り出す。  ざっと こんな 音 

である。 カラ ララン。 力 カラ アン。 …… 

とま 

初さん が留 つた。 

「聞え るか」 

「聞え ます」 

「ス ノコ へ鉱を 落して る」 

「は ああ …… 」 

「つ いで だから ス ノコ を 見せて やろう」 

と、 急に 思いつい たような 調子で、 勢いよ く 初さん が 

わらじ  かかと 

一 足 後へ引いて 草鞋の 踵 を 向け直した。 自分が 耳の 

方へ 気を取られて、 返事 もしない うちに、 初さん は 右 


へ 切れた。 自分 も 続いて 暗い なかへ 這 入る。 

折れた 路 はわず か 四 尺 ほどで 行き 当る。 ところ を ま 

た 右へ 廻り 込む と、 一間ば かり 先が 急に 薄明る く、 縦 

にも 横に も 広がって いる。 その 中に 黒い 影が 二つ あつ 

た。 自分 達が その 傍まで 近づいた 時、 黒い 影の 一 つが、 

うしろ  ひょうし 

左の 足と 共に、 精 一 杯 前へ 出した 力 を 後 へ 抜く 拍子に、 

大きな 箕を、 斜に 抛げ 返した。 箕は 足掛りの 板の 上に 

落ちた。 力 カン、 カラ カランと 云う 音が 遠くへ 落ちて 

にじよ うじき 

行く。 一尺 前 は 大きな 穴で ある。 広さ は 畳 二 畳 敷 ぐら 

あらがね  ほリこ 

いは あるだろう。 箕に 入れた ばらの 鉱 を、 掘 子が 抛 

げ 込んだ ばかりで ある。 突き 当りの 壁 は 突立って いる。 


微 な カンテラに 照らされて、 色 さえし つかり 分らな 

い 上が、 一 面に 濡れて、 濡れた 所 だけが きらきら 光つ 

ている。 

のぞ 

「視 いて 見ろ」 

初さん が 云った。 穴の 手前が 三尺ば かり 板で 張り 詰 

めて ある。 自分 は 板の 三分の 一 ほどまで 踏み出した。 

「もっと、 出ろ」 

ちゅうちょ 

と 初さん が 後から 催促す る。 自分 は 躊躇した。 これ 

で さ え 踏 板が 外れれば 、 どこまで 落ちて 行く か 分らな 

い。 ましてもう 一尺 前へ 出れば、 いざと 云う 時、 土の 

と  の  てま 

上へ 飛び退く 手間が 一 尺 だけ 遅くなる。 一 尺 は 何でも 


ないよう だが、 ここで は 平地の 十 間に も 当る。 自分 は 

なにぶん  ちゅうちょ 

何分に も 躊躇した。 

けち 

「出ろ やい。 吝な 野郎 だな。 そんな 事で 掘 子が 勤まる 

i ヽ I 

力 レ」 

と 云われた。 これ は 初さん の 声ではなかった。 黒い 影 

の 一 人が 云つ たんだろう。 自分 は 振り返って 見な かつ 

た。 しかし 依然として 足 は 前へ 出なかった。 ただ 眼 だ 

けが、 露で 光った 薄暗い 向う の 壁 を 伝わって、 下の 方 

へ、 しだいに 落ちて 行く と、 約 一間ば かり は、 どうに 

か 見える が、 それから 先 は 真暗 だ。 真暗 だから どこ ま 

で 視線に 這ん るんだ か 分らない。 ただ 深いと 思えば 際 


限 もな く 深い。 落ちち や 大変 だと 神経 を 起す と、 後 か 

ら 背中 を 突かれる ような 気がする。 足 は 依然と しても 

との 位地 を 持ち 応えて いた。 すると、 

「おい 邪魔 だ。 ちょっと 退きな」 

と 声を掛けられ たんで、 振り向く と、 一 人の 掘 子が 重 

そうに 俵 を 抱えて 立って いる。 俵の 大きさ は 米俵の 半 

分ぐ らいし かない。 しかし 両手で 底 を 受けて、 幾分 か 

腰で 支えながら、 うんと 気合 を 入れて いると ころ は、 

て い  わき  よ 

全く 重そう だ。 自分 はこの 体 を 見て、 すぐ 傍へ 避けた。 

そうして 比較的 安全な、 板が 折れても 差 支な く 地面 

へ 飛び退け る ほどの 距離まで 退いた。 掘 子 は、 俵で 


眼 先が つかえて るから 定めし 剣呑が るだろう と 思いの 

ほか、 容赦な く 重い 足 を 運ばして 前へ 出る。 縁から 二 

そろ 

尺ば かり 手前まで 出て、 足 を 揃えた から、 もう 留まる 

だろうと 見て いると、 また 出した。 余る 所 は 一 尺し 

きゃあない。 その 一尺へ また 五寸 ほど 切り込んだ。 そ 

うして 行儀よ く 右左 を 揃えた。 そうして、 うんと 云つ 

た。 胸と 腰が 同時に 前へ 出た。 危ない。 のめった と 思 

う 途端に、 重い 俵 は、 とんぼ 返り を 打って、 掘 子の 手 

を 離れた。 掘 子 はもとの 所へ 突っ立つ ている。 落ちた 

俵 はしば らく 音沙汰 もない。 と 思う と 遠くで ど さ つ と 

云った。 康は 底まで 落 切った と 見える。 


「どう だ、 あの 芸が 出来る か」 

と 初さん が 聞いた。 自分 は、 

「そうです ねえ」 

ま. リこ 

と 首 を 曲げて、 恐れ入つ てた。 すると 初さん も 掘 子 も 

みんな 笑い出した。 自分 は 笑われても 全く 致し方が な 

いと 思って、 依然として 恐れ入つ てた。 その 時 初さん 

が こんな 事 を 云って 聞かした。 

「何に なっても 修業 は 要る もんだ。 やって 見ね えう ち 

は、 馬鹿に や 出来ね え。 お前が 掘 子になる にした つて、 

おっかな がって、 手先ば かりで 抛げ 込んで 見ね え。 み 

んな 板の 上へ 落ちち まって、 肝心の 穴へ は 這 人り やし 


ねえ。 そうして、 鉱 の 重みで 引っ張り 込まれる から、 

けんのん 

かえって 剣呑 だ。 ああ 思い切って 胸から 突き出して か 

からに や …… 」 

と 云い 掛ける と、 ほかの 男が、 

「二三 度ス ノコへ 落ちて 見なく つち や 駄目 だ。 ハハハ 

八」 

と 笑った。 

あと もどリ  みち 

後 戻 をして 元の 路へ 出て、 半 町 ほど 行く と、 掘 子 は 

右へ 折れた。 初さん と 自分 は 真直に 坂 を 下りる。 下り 

切る と、 四 五 間 平らな 路を 縫うよう に 突き 当った 所で、 

初さん が 留まった。 


「おい。 まだ 下りられ るか」 

と 聞く。 実はよ ほど 前から 下りられない。 しかし 中途 

こうさん 

で 降参したら、 落第す るに きまって るから、 我慢に 我 

慢を 重ねて、 ここまで 来たよう な ものの、 内心で は そ 

の 内もう どん底へ 行き着く だろう くら い の 目算 は あ つ 

た。 そこへ 持って来て、 相手が ぴたりと 留まって、 

いちだんらく 

一 段落つ けた 上、 さて 改めて、 まだ 下りる 気 かと 正式 

みちのり 

に 尋ねられ ると、 まだ 下りるべき 道程 はけつ して  一 丁 

や 二 丁で ない と 云う 意味になる。 —— 自分 は 暗い なが 

ごめん こうぶ 

ら 初さん の 顔 を 見て 考えた。 御免 蒙ろう かしらと 考え 

た。 こう 云う 時の 出処進退 は、 全く 相手の 思わく 一  つ 


でき まる。 いかな 馬鹿で も、 いかな 利口で も 同じ 事で 

ある。 だから 自分の 胸に 相談す るよりも、 初さん の 顔 

色で 判断す る 方が 早く 片 がっく。 つまり 自分の 性格よ 

り も 周囲の 事情が 運命 を 決する 場合で ある。 性格が 水 

準 以下に 下落す る 場合で ある。 平生 築き上げ たと 自信 

している 性格が、 めちゃくちゃに 崩れる 場合のう ちで 

もっとも 顕著なる 例で ある。 —— 自分の 無性 格 論 はこ 

こから も 出て いる。 

ぜん  お 

前 申す 通り 自分 は 初さん の 顔 を 見た。 すると、 下り 

ようじ やない かと 云う 親密な 情 合 も 見えな い。 下り 

なく つち や 御前の ために ならない と 云う 忠告の 意 も 見 


えない。 是非 下ろして 見せる と 云う 威嚇 も あらわれて 

じ  けしき 

いない。 下りた かろうと 焦らす 気色 は 無論ない。 ただ 

下りられ まいと 云う 侮辱の 色で 持ち切つ ている。 それ 

は 何ともなかった。 しかし その 色の 裏面に は 落第と 云 

ひそ 

う 切実な 問題が 潜んで いる。 この場合 における 落第 は、 

名誉よ リ、 品性より、 何よりも 大事 件で ある。 自分 は 

窒息しても 下りなければ ならない。 

「下りましょう」 

と 思い切って、 云った。 初さん は 案に 相違の 様子で 

あつたが、 

「じ や、 下りよう。 その代り 少し 危ない よ」 


ひょう 

と穏 かに 同意の 意 を 表した。 なるほど 危ない はず だ。 

九十 度の 角度で 切つ 立った、 屛 風の ような 穴 を 真直に 

はし こ  かか 

下り るんだ から、 猿の 仕事で ある。 梯子が 懸 つてる。 

勾配 も 何にもない。 こちらの 壁に ぴったり 食つつ いて、 

くう  の そ  さ き 

棒 を 空に ぶら下げ たように、 靦 くと 端が 見え かねる。 

どこまで 続いて るんだ か、 どこで 縛リ つけて あるんだ 

か、 まるで 分らない。 

おれ 

「じ や、 己が 先へ 下りる からね。 気をつけて 来た まえ」 

と 初さん が 云った。 初さん が これほど 叮 # な 言葉 を 使 

しんびよう 

おうと は 思い も 寄らなかった。 おおかた 神妙に 下り 

ましょうと 出たん で、 幾分 か 憐愁の 念 を 起したん だろ 


う。 やがて 初さん は、 ぐるりと 引っ繰り返って、 正式 

に 穴の 方へ 尻 を 向けた。 そうして 屈んだ。 と 思う と、 

足から だんだん 這 入つ て 行く。 しまいに は 顔 だけが 

残った。 やがて その 顔 も 消えた。 顔が 出て いる 間 は、 

多少の 安心 もあった が、 黒い 頭の 先まで が、 ず ぼ りと 

穴へ はまった 時 は、 さすがに 心配な のと 心細い のとで、 

じっとして いられな くって、 足 をつ ま 立てる ようにし 

みおろ 

て、 上から 見下した。 初さん は 下りて 行く。 黒い 頭と 

カンテラの 灯 だけが 見える。 その 時 自分 は 気味の 悪い 

うちに も、 こう 考えた。 初さん の 姿が 見える うちに 下 

りて しまわな いと、 下り 損なう かも 知れない。 面目な 


い 事が 出来 t する。 早くす るに 越した 分別 はない と 決 

うし むき  ひざ 

心して、 いきなり 後ろ 向に なって 初さん のように、 膝 

じ  ず さが  わらじ 

を 地に つけて、 手で 摺り 下りながら、 草鞋の 底で 段々 

を 探った。 

両手で 第一 段 目 を 握って、 足 を ゆ 加減な 所へ 掛ける 

と、 背中が 海老の ように 曲った。 それから、 そろそろ 

ま つ すぐ  ひ 

足 を 伸ばし 出した。 真直に 立つ と、 カンテラの 灯が 胸 

の 所へ 来る。 じっとして いると 燻され てし まう。 仕方 

がない から、 片足 下げる。 手 もこれ に応じて 握 リ更ぇ 

なくつ ちゃなら ない。 おろそう とすると、 指で 提げて 

る カンテラが、 とんだと ころで、 始末の 悪い ように 動 


く。 滅多に 振る と、 着物が 焼けそう になる。 大事 を 取 

ると 壁へ ぶっかって 灯が 揉み 潰されそう になる。 親指 

へ カップ を 差し込んで、 振子の ように 動かした 時 は、 

はなはだ 軽便な 器械 だと 思 つ たが、 こうなる と 非常に 

邪魔になる。 その上 梯子の 幅 は 狭い。 段と 段の 間が す 

こぶる 長い。 一 段 さがる に、 普通の 倍 は 骨が折れる。 

そこへ もって 来て 恐怖が 手伝う。 そうして 握り 直す た 

だんぎ 

ん びに、 段 木が ぬらぬら する。 鼻 を 押しつける ように 

して、 乏しい 灯で 透かして 見る と、 へな 土が 一面に 粘 

のぼ さが 

いている。 上り下りの 草鞋で 踏つ けた ものと 思われる。 

のぞ 

自分 は 梯子の 途中で、 首 を 横へ 出して、 下を視 いた。 


よせば 善かった が、 つい 視 いた。 すると 急に ぐらぐら 

と 頭が 廻って、 かたく 握った 手が ゆるんで 来た。 これ 

は 死ぬ かも 知れない。 死ん じ や 大変 だと、 嚙 りついた 

ねむ  シャボンだま 

なり、 いきなり 眼を閉 つた。 石鹼 球の 大きな のが、 ぐ 

るぐ る 散らつ いてる うちに、 初さん が 降りて 行く。 本 

当 を 云う と、 下を視 いた 時に こそ、 初さん の 姿が 見え 

れば 見え るんで、 ねぶった 眼の 前に 湧いて 出る 石鹼球 

の 中に、 初さん がいる 訳がない。 しかし 現にい る。 そ 

うして 降りて 行く。 いかにも 不思議であった。 今 考え 

めまい 

ると、 目 舞の する 前に、 ちらりと 初さん を 見た に 違な 

いんだが、 ぐらぐらと 咄癡 て、 死ぬ 方が 怖くな つた も 


ん だから、 初さん の 影 は 網膜に 映 じたな り 忘れち まつ 

たのが、 段 木に 嚙 りついて 眼 を 閉るゃ 否や 生き返った 

ん だろう。 ただしそう 云う 事が 学理 上 あり 得る もの か、 

どうか 知らない。 その 当時 は 夢中で ある。 坑は 暗い、 

命 は 惜しい、 頭 は 乱れて いる。 生きて るか 死んで るか 

判然し ない。 そこへ 初さん が 降りて 行く。 眼の 中で 降 

りて 行 くんだ か、 足の 下で 降りて 行 くんだ かめち やく 

ちゃであった。 が 不思議な 事に、 眼 を 開ける や 否や ま 

た 下 を 見た。 すると やはり 初さん が 降りて いる。 しか 

も 切つ 立った 壁の 向う側 を 降りて いるよう だ。 今度 は 

めまい 

二度目の せいか、 落ちる ほど 眩暈 もしな かったんで、 


ひとみ  す 

よくよく 眸を 据えて 見る と、 まさに 向う側 を 降りて 

行く。 はてなと 思った。 ところへ カンテラ がまた じい 

と 鳴った。 保証つ きの 灯火 だが、 こうなる とまた 心細 

い。 初さん はずん ずん 行く よう だ。 自分 もこ こに 至れ 

ば、 全速力で 降りる のが 得策 だと 考えついた。 そこで 

だんぎ  か 

ぬるぬる する 段 木 を 握り 更ぇ、 握り 更 えてよう やく 三 

間ば かり 下がる と、 足が 土の 上へ 落ちた。 踏んで 見た 

がゃッ ばり 土 だ。 念のため、 手 を 離さずに 足元の 様子 

を 見る と、 梯子 は 全く 尽きて いる。 踏んで いる 土 も 幅 

つ つぬ け 

一 尺で 切れて いる。 あと は 筒 抜の 穴 だ。 その代り 今度 

は 向 側に 別の 梯子が ついている。 手 を 延ばす と 届く 


ように 懸けて ある。 仕方がな いから、 自分 はまた この 

梯子へ 移った。 そうして 出来るだけ 早く 降りた。 長さ 

は 前のと 同様で ある。 すると また 逆の 方向に、 依然と 

して 梯子が 懸けて ある。 どうも 是非に 及ばない。 また 

移った。 やっとの 思いで これ も片 づける と、 新しい 梯 

子 はもとの ごとく 向 側に 懸っ ている。 ほとんど 際限が 

だる 

ない。 自分が 六つめ の 梯子まで 来た 時 は、 手が 怠く 

ふる 

なって、 足が 悸ぇ 出して、 妙な 息が 出て 来た。 下 を 見 

ると 初さん の 姿 はとく の 昔に 消えて いる。 見れば 見る 

まつ <ら  しずく 

ほ ど 真 闇 だ 。 自分の カンテラへ はじい じいと 点滴が 垂 

わらじ  しみず 

れる。 草鞋の 中へ は 清水が しみ 込んで 来る。 


しばらく 休んで いたら、 手が 抜けそう になった。 下 

リ出 すと 足 を 踏み外し かねぬ。 けれども 下りる だけ 下 

りなければ、 のめって 逆さに 頭 を 割る ばかり だと 思う 

と、 どうか、 こうか、 段々 を 下り 切る 力が、 どっか か 

で どころ 

ら 出て 来る。 あの 力の 出 所 はとうて い 分らない。 しか 

しこの 時 は 一度に 出ないで、 少しずつ、 腕と 腹と 足へ 

煮 染み出す ように 来たから、 自分で も、 ちゃんと 自覚 

していた。 ちょうど 試験の 前の 晚 徹夜 をして、 疲労の 

結果、 うっとりして 急に 眼が 覚める と、 また 五六 頁 は 

読める と 同じ 具合 だと 思う。 こう 云う 勉強に 限って、 

何 を 読んだ か 分らない 癖に、 とにかく 読む 事 は 読み 通 


す もの だが、 それと 同じく 自分 もた しかに 降りた と は 

断言し にくい が、 何しろ 降りた 事 はたし かで ある。 

したよみ 

下 読 をす る 書物の 内容 は 忘れても、 頁の 数 は 覚えて い 

る ごとく、 梯子段の 数 だけ は 明かに 記憶して いた。 

ちょうど 十五あった。 十五 下り 尽 しても、 まだ 初さん 

が 見えない に は 驚いた。 しかし 幸い 一本道だった か 

ら、 どぎ まぎしながら も、 細い 穴 を 這い 出す と、 よう 

やく 初さん がいた。 しかも、 例の ように 無敵な 文句 は 

並べずに、 

「どう だ 苦しかった か」 

と 聞いて くれた。 自分 は 全く 苦し いんだから、 


「苦しいです」 

と 答えた。 次に 初さん が、 

「もう 少し だ 我慢し ちゃ、 どう だ」 

しょうれ い 

と 奨励 した。 次に 自分 は、 

「また 梯子が あるんで すか」 

と 聞いた。 すると 初さん が、 

「ハ ハハハ もう 梯子 はない よ。 大丈夫 だ」 

と 好意的の 笑 を 洩らした。 そこで 自分 も 我慢の しつい 

で だと 観念して、 また 初さん の 尻に ついて 行く と、 ま 

た 下りる。 そうして 下りる に 従って 路へ 水が 溜って 来 

た。 びちゃびちゃと 云う 音が する。 カンテラの 灯で 照 


したや  ど ぶ  あ ふ  うすね ずみ 

らして 見る と、 下 谷 辺の 溝渠が 溢れた ように、 薄 鼠に 

なって だぶだぶ している。 その 泥水が また 馬鹿に 冷た 

い。 指の 股が 切られる ようで ある。 けれども 一 面の 水 

むざん 

だから、 せっかく 水 を 抜いた 足 を、 また 無惨に も 水の 

中へ 落さな くつち やならない。 片足 を 揚げる と、 

ご いさ ぎ 

五位 鷺 のように そのままで 立って いたくなる。 それで 

わらじ 

も 仕方なし に 草鞋の 裏 を 着ける とぴ ちゃりと 云う が 早 

ひれ 

いか、 水際から、 魚の 鰭の ような 波が 立つ。 その 片側 

が カンテラの 灯で きらきらと 光る かと 思う と、 すぐ 落 

ちついて もとに 帰る。 せっかく 平にな つた 上 を また 

ぴ ちゃりと 踏み荒らす。 魚の 鰭が また 光る。 こう 云う 


風に して、 奥へ 奥へ と！^ 入って 行く と、 水 はだん だん 

深くなる。 ここ を 潜り 抜けたら、 乾いた 所へ 出られる 

事 かと、 受け合われない 行 先 を あてに して、 ぐるりと 

廻る と、 足の甲で とまって た 水が 急に 脛まで 来た。 こ 

の 次に はと、 辛抱して、 右に 折れる と、 がっくり 落ち 

ひざ  つ 

がして 膝まで 漬かつ ちまう。 こうなる と、 動く たんび 

うず  ま 

に ざぶ ざぶ 云う。 膝で 切る 波が 渦 を 捲いて 流れる。 そ 

ち ち 

の 渦が だんだん 股の 方へ 押し寄せて くる。 全く 危険 だ 

と 思った。 ことに よれば、 何 かの 原因で 水が 出たん だ 

から、 今に 坑 のなかが、 いっぱい になり やしない かと 

思う と 急に 腰から 腹の 中まで が 冷たくな つて 来た。 し 


へ きえき  て い 

かるに 初さん は 辟易した 体 もな く、 さっさと 泥水 を 分 

けて 行く。 

「大丈夫 なんです か」 

うしろ 

と 後から 聞いて 見た が、 初さん は 別に 返事 もしずに、 

依然として、 ざぶ リざ ぶりと 水 を 押し分けて 行く。 自 

分の 考える ところに よると、 いくら 銅山で も 水に 漬 

かっていて は、 仕事が できる はずがない。 こうどぶ つ 

く 以上 は、 何 か 変事で も あるか、 または 廃坑へ でも 連 

れ 込まれた に違いない。 いずれにしても 災難 だと、 不 

安の 念に 冒されながら、 もう 一 遍 初さん に 聞こう かし 

らと 思って るう ち、 水 はとうとう 腰まで 来て しまった _ 


「まだ 這 入 るんで すか」 

ろ しろ 

と、 自分 はた まら なくなつ たから、 後から 初さん を 呼 

び 留めた。 この 声 は 普通の 質問の 声で はない。 吾 身 を 

思う の 余り、 命が 口から 飛び出し たような ものである。 

まぎわ  たんいん 

だから、 いざと 云う 間際に は 単音の 叫 声と な つ てあら 

われる ところ を、 まだ 初さん の 手前 を 憚る だけの 余 

裕が あるから、 しばらく 恐怖の 質問と 姿 を 変じた まで 

である。 この 声 を 聞きつ けた 時 は、 さすがの 初さん も 

水の 中で 留まった なり、 振り返った。 カンテラ を 高く 

ひとみ  す  まゆ 

差し上げる。 眸を 据える と 初さん の 眉の 間に 八の字 

が 寄って 来た。 しかも 口元 は 笑って いる。 


「どうした。 降参した か」 

「いえ、 この 水が ：：： 」 

あた リ  ものすご  なが  ごう 

と 自分 は、 腰の 辺 を、 物凄そう に 眺めた。 初さん は毫 

でみず 

も 感心し ない。 やっぱり にこに こして いる。 出水の 往 

来 を、 通行人が 尻 を まくって 面白そう に 渉る 時の よう 

に 見えた。 自分 もこれ で 疑い は 晴れた が、 根が 臆病 だ 

から、 念のため、 もう 一 度、 

「大丈夫で しょうか」 

を 繰返した。 この 時 初さん はます ます 愉快そう な 顔つ 

まじめ 

きだった が、 やがて 真面目に なって、 

「八 番坑 だ。 これが どん底 だ。 水ぐ らい あるな あ 


当 前 だ。 そんなに、 おっかな がるに や 当ら ねえ。 ま 

あ 好い からこつ ちへ 来ね え」 

また  ぬ 

と なかなか 承知し ないから、 仕方なし に、 股まで 濡ら 

してついて 行った。 たださえ 暗い 坑の中 だから、 思い 

たとえ  くらやみ 

切った 喩を 云えば、 頭から 暗闇に 濡れて ると 形容し 

さしつかえ 

て も 差 支ない。 その上 本当の 水、 しかも 坑と 同じ 色 

の 水に 濡れ るんだ から、 心 持の 悪い 所が、 倍 悪くなる。 

くろぶ し  せ 

その上 水 は 踝 からだん だん 競リ 上がって 来る。 今で 

は 腰まで 漬かって いる。 しかも 動く たんびに、 波が 立 

つから、 実際の 水際 以上まで が 濡れて くる。 そうして、 

濡れた 所 は 乾かない のに、 波 はこと によると、 濡れた 


所よりも 高く 上がる から、 つまり は 一 寸ー 一寸と 身体が 

腹まで 冷えて くる。 坑で 頭から 冷えて、 水で 腹まで 冷 

ふち あんない  なまこ 

えて、 二重に 冷え切って、 不知 案内の 所 を 海鼠の よう 

まら 

について 行った。 すると、 右の 方に 穴が あって、 洞の 

ように 深く 開いて る 中から、 水が 流れて 来る。 そうし 

て その 中で か あんか あんと 云う 音が する。 作 事 場に 違 

いない。 初さん は、 穴の 前に 立った まま、 

「そうら。 こんな 底で も 働いて る ものが ある ぜ。 真似 

がで きる か」 

と 聞いた。 自分 は、 胸が 水に 浸る まで、 屈んで 洞の 中 

のぞ 

を視き 込んだ。 すると 奥の 方が 一 面に 薄明る く —— 明 


るく と 云う が、 0 リ のない、 取り留めの つかない、 


ひ  ま 

な 灯 を 無理に 広い 間へ 使って、 引っ張り 足りない から、 

くらやみ  ぼうぜん 

せっかくの 光が 暗闇に 圧倒され て、 茫然と 濁って いる 

体であった。 その 中に 一段と 黒い ものが、 斜めに 岩へ 

吸いつ いている 辺から、 か あんか あんと 云う 音が 出た。 

洞の 四面へ 響いて、 行き 所の ない 苦し まぎれに、 水に 

は  まと 

跳ね返った ものが、 纏まって 穴の 口から 出て 来る。 水 

も 出て くる。 天井の 暗い 割に は 水の 方に 光が ある。 

「這 入って 見る か」 

と 云う。 自分 は ぞっと 寒気が した。 

「這 入らないでも 好いです」 


と 答えた。 すると 初さん が、 

「じ や 止めに して 置こう。 しかし 止めるな あ 今日 だけ 

だよ」 

ただ がき 

と 但し 書 をつ けて、 一応 自分の 顔 をと くと 見た。 自分 

あん じょう 

は 案の 定 釣り出された。 

あ ゲ こ 

「明日つ から、 ここで 働 くんで しょうか。 働く とすれ 

ば、 何時間 水に 漬かって る —— 漬かつ てれば 義務が 済 

むんで す 力」 

「そうさな あ」 

と 考えて いた 初さん は、 

「 一 昼夜に 三回の 交替 だからな」 


と 説明して くれた。 一 昼夜に 三回の 交替なら ひとくぎ 

リ八 時間になる。 自分 は 黒い 水の 上へ 眼 を 落した。 

「大丈夫 だ。 心配し なくっても いい」 

初さん は 突然 慰めて くれた。 気の毒に なつたん だろ 

、つ。 

「だ つ て 八 時間 は 働かな く つち やなら な いんで しょ 

う」 

「そり やき まりの 時間 だけ は 働かせられ るの は 知れ 

切つ てら あ。 だが 心配し なくっても いい」 

「どうしてで すか」 

「好いて え 事よ」 


と 初さん は 歩き 出した。 自分 も 黙って 歩き 出した。 二 

三 歩 水 を ざぶ ざぶ 云わせた 時、 初さん は 急に 振り返つ 

た。 

「新 前 は 大抵 一 一番 坑か 三番 坑で働 くんだ。 よっぽど 様 

子が 分らな くつち や、 ここまで 下りち や 来られね え」 

と 云いながら、 にゃにゃと 笑った。 自分 も にゃにゃと 

笑った。 

「安心した か」 

と 初さん がまた 聞いた。 仕方がな いから、 

と 返事 をして 置いた。 初さん は大 得意であった。 時に 


どぶ どぶ 動く 水が、 急に 膝まで 減った。 爪先で 探る と 

段々 が ある。 一 つ、 二つと 勘定す ると 三つ 目で、 水 は 

くろ ぷし 

踝 まで 落ちた。 それで 平らに 続いて いる。 意外に 早 

く 高い 所へ 出たん で、 非常に 嬉しかった。 それから 先 

は、 とんとん 拍子に 嬉しくな つて、 曲れば 曲る ほど 地 

面が 乾いて 来る。 しまいに はぴ ちゃりと も 音の しない 

所へ 出た。 時に 初さん が 器械 を 見る 気がある かと 尋ね 

あらがね あつ 

たが、 これ は 諸方の ス ノコから 落ちて 来た 鉱 を聚め 

て、 第一 坑へ 揚げて、 それから 電車で シキの 外へ 運び 

ごめん こうぶ 

出す 仕掛 を 云 うんだ と 聞いて、 頭から 御免 蒙った。 い 

くら 面白く 運転す る 器械で も、 明日の 自分に 用の ない 


所 は 見る 気にならなかった。 器械 を 見ない とすると こ 

れで、 まあ 坑内の 模様 を 一応 見物した 訳になる。 そこ 

で 案内の 初さん が 帰 るんだ と 云う 通知 を 与えて くれた。 

腰き リ 水に 漬かる の は、 いかな 初さん も 一度で たくさ 

ん だと 見えて、 帰りに は 比較的 濡れないで 済む 路を 

ふ く  はぎ 

通って くれた。 それでも 十 間 ほど は 腫ら 脛まで 水が 押 

し 寄せた。 この 十 間 を 通る ときに、 様子 を 知らない 自 

分 はまた 例の 所へ 来たな と 感づいて、 往 きに 臍の 近所 

が 氷りつ きそうであった 事 を 思い出しつつ、 今か今か 

と 冷たい 足 を 運んで 行った が、 鶸の 嘴と In い 方へば 

かり、 食い違って、 行けば 行く ほど、 水が 浅くなる。 


足が 軽くなる。 ついに はまた 乾いた 路へ 出て しまった。 

初さん に、 

「もう 済んだ でしよう か」 

と 聞いて 見る と、 初さん はた だ 笑って いた。 その 時 は 

自分 も 愉快だった が、 しばらく すると、 例の 梯子の 下 

へ 出た。 水 は 胸まで くらい 我慢す るが この 梯子に は、 

—— せめて 帰り路 だけで も 好い から、 遁れ たかった が、 

しょく 

やっぱり ちょうど その 下へ 出て 来た。 自分 は蜀の 

さんどう 

桟道と 云う 事 を 人から 聞いて 覚えて いた。 この 梯子 は、 

桟道 を 逆に 釣る して、 未練な く 傾斜の 角度 を 抜きに 

した ものである。 自分 は そこへ 来る と 急に 足が出な く 


なった。 突然 脚気に 罹った ような 心 持になる と、 思わ 

うしろ 

ず、 腰 を 後へ引つ 張られた。 引っ張られ たの は 初 さ 

んに 引っ張られた のかと 思う 読者 も あるか もしれ ない 

が、 そうじゃない。 そう 云う 気分が 起つ たんで、 強い 

せんき  じょ 

て 形容 すれば、 疝 気に 引っ張られ たと でも 叙したら 善 

かろう。 何しろ 腰が 伸せない。 もっとも これ は 逆 桟道 

の 祟り だと 一 概に 断言す る 気で もない、 さっきから 案 

ごきげん 

内の 初さん の 方で、 だいぶ 御機嫌が 好い ので、 相手の 

おなさけ  たが 

寛大な 御 情に つけ 上って、 奮発の 箍が しだいし だいに 

ゆる 

緩んだ の もた しかな 事実で ある。 何しろ 歩け なくなつ 

た。 この 腰附を 見て いた 初さん は、 


「どう だ 歩け そう もね えな。 まるで 屁つ ぴり腰 だ。 

ちっと 休む が 好い。 おれ は 遊びに 行って 来る から」 

くぐ 

と 云った ぎり、 暗い 所 を 潜って、 どこへ か 出て 行った。 

あと は 云う まで もな く 一  人になる。 自分 はべ つと り 

と、 尻 を 地び たへ 着けた。 ァ テシコ はこう 云う ときに 

非常に 便利になる。 御蔭で、 岩で 骨が 痛んだり、 泥で 

よご  みじめ 

着物が 汚れたり する 憂いがない だけ、 惨儋 なう ちに も、 

まだ 嬉しい ところがあった。 そうして、 硬く 曲った 背 

中 を 壁へ 倚た せた。 これより 以上 は 横の もの を竪 にす 

る 気 もなかった。 ただ そのままの 姿勢で 向う の 壁 を 見 

詰めていた。 身体が 動かない から、 心 も 働かない のか、 


心が 居坐リ だから、 身体が 怠ける のか、 とにかく、 双 

あい  せいし  ほうこう 

方 相び 合って、 生死の 間に 彷徨して いたと 見えて、 し 

ばらく は 万事が 不明瞭であった。 始めは、 どうか 一 尺 

立方で もい いから、 明かる い 空気が 吸って 見たい よう 

な 気がした が、 だんだん 心が 昏 くなる。 と坑 のなかの 

暗 いのも 忘れて しまう。 どっちが どっち だか 分らな く 

もうろう  がったい ちゅうわ 

なって 朦朧のう ちに 合体 稠 和して 来た。 しかしけ つし 

て 寝たん じ やない。 しんとして、 意識が 稀薄に なった 

までで ある。 しかし その 稀薄な 意識 は、 十倍の 水に 溶 

しゃば ッき 

いた 娑婆気で あるから、 いくら 不透明で も 正気 は 失わ 

ない。 ちょうど 差し 向いの 代りに、 電話で 話し をす る 


くらいの 程度 —— もしくは これよりも 少しく 不明瞭な 

程度で ある。 かように 水平 以下に 意識が 沈んで くるの 

ま ゴ 

は、 浮世の 日が 烈し 過ぎて 困る 自分に は —— 東京に も 

いなか  おお  ょ（：- も， リ  ザね つ ざ、， 

田舎に もお リ終 せない 自分に は —— 煩悶の 解熱剤 を 

とん ぷく  はじ 

頓服 しなければ ならな い 自分に は —— 神経繊維の 端の 

端まで 寄つ て 来た 過度の 剌激を 散らさなければ ならな 

い 自分に は —— 必要で あり、 願望で あり、 理想で ある。 

長 蔵さん に 引 張られながら、 道 々 空想に 描いた 坑夫 生 

活 よりも、 たしかに 上等の 天国で ある。 もし 駆落が 自 

きょ うが い 

滅の 第一 着なら、 この 境界 は 自滅の —— 第 何 着か 知 

ステ— ショ ン 

らな いが、 とにかく 終局 地 を 去る 事 遠から ざる 停車場 


である。 自分 は 初さん に 置いて 行かれた 少時の 休憩 時 

間 内に、 図らずも この 自滅の 手前まで、 突然 釣り込ま 

れて、 —— まあ、 どんな 心 持が したと 思う。 正直に 云 

えば 嬉しかった。 しかし 嬉しい と 云う 自覚 は 十倍の 水 

に 溶き 交ぜ られた 正気 の 中に 遊離し てい るんだ から、 

ほかの 娑婆気と 同じく、 劇烈に は 来ない。 やっぱり 稀 

薄で ある。 けれど 自覚 はたし かにあった。 正気 を 失わ 

ない ものが、 嬉し い と 云う 自覚 だけ を 取り 落す 訳が な 

い。 自分の 精神状態 は 活動の 区域 を 狭められた 片輪の 

ほしいまま 

心的 現象と は 違う。 一 般の 活動 を 恣 にす る 自由の 

天地 はもとの ごとくに 存在して、 活動 その物の 強度が 


滅却して 来たの みだから、 平常の 我と この 時の 我との 

うす しょ うが い  うち 

差 はた だ 濃淡の 差で ある。 その 最も 淡い 生涯の 中に、 

淡い 喜びが あった。 

もし この 状態が 一 時間 続いたら、 自分 は 一 時間の 間 

満足して いたろう。 一日 続いたら 一日の 間 満足した に 

違ない。 もし 百年 続いた にしても、 やっぱり 嬉し かつ 

たろう。 ところが —— ここで また 新しい 心の 活 作用に 

げんざん 

現 参した。 

というの は あいにく、 この 状態が 自分の 希望 通 同じ 

所に 留 つていて くれなかった。 動いて 来た。 油の 尽き 

かかった ランプの 灯の ように 動いて 来た。 意識 を 数字 


であら わすと、 平生 十の ものが、 今 は 五に な つ て 留ま つ 

ていた。 それがし ばらく すると 四になる。 三になる。 

推して 行けば いっか 一 度 は 零に ならなければ ならない。 

自分 はこの 経過に 連れて 淡くな りつ つ 変化す る 嬉し さ 

を 自覚して いた。 この 経過に 連れて 淡く 変化す る 自覚 

の 度に おいて 自覚して いた。 嬉し さは どこまで 行って 

も 嬉しい に 違ない。 だから 理窟から 云う と、 意識が ど 

こまで 降つ て 行こうと も、 自分 は 嬉しい とのみ 思 つ て、 

満足す るより ほかに 道 はない はずで ある。 ところが だ 

ん だんと 競りお ろして 来て、 いよいよ 零に 近くな つた 

時、 突然と して 暗中から 躍り 出した。 こいつ は 死ぬ 


ぞと 云う 考えが 躍り 出した。 すぐに 続いて、 死ん じ や 

大変 だと 云う 考えが 躍り 出した。 自分 は 同時に、 かつ 

と 眼 を 開いた。 

足の 先が 切れそう である。 膝から 腰まで が 血が 通つ 

て 氷りつ いている。 腹 は 水で も 詰めた ようで ある。 胸 

から 上 は 人間ら しい。 眼 を 開けた 時に、 眼 を 開けない 

前の 事 を 思う と、 「死ぬ ぞ、 死ん じ や 大変 だ」 までが 順々 

につな がって 来て、 そこで、 ぶつりと 切れて いる。 切 

しょさ 

れた 次ぎ は、 すぐ 眼 を 開いた 所作になる。 つまり 「死 

ぬぞ」 で 命の 方向転換 を やって、 やって からの 第一 所 

作が 眼 を 開いた 訳になる から、 二つの もの は 全く 離れ 


しょうこ 

ている。 それで 全く 続いて いる。 続いて いる 証拠に は、 

まわ リ 

眼 を 開いて、 身の 周囲 を 見た 時に、 「死ぬ ぞ …… 」 と 云 

う 声が、 まだ 耳に 残って いた。 たしかに 残って いた。 

自分 は 声 だの 耳 だのと 云う 字 を 使う が、 ほかに は 形容 

しょうが ないから である。 形容 どころではない、 実際 

に 「死ぬ ぞ …… 」 と 注意して くれた 人間が あつたと し 

き や 受け取れなかった。 けれども、 人間 は 無論い る は 

だ いきら い 

ず はなし。 と 云って、 神 —— 神 は大嫌 だ。 やっぱり 

自分が 自分の 心に、 あわてて 思い 浮べた までであろう 

が、 それほど 人間が 死ぬ の を 苦に 病んで いようと は 夢 

にも 思い 浮べなかった。 これ だから 自殺な ど はでき な 


いはず である。 こう 云う 時 は、 魂の 段 取が 平生と 違う 

から、 自分で 自分の 本能に 支配され ながら、 まるで 自 

覚 しない もの だ。 気をつけべき 事と 思う。 この 例な ど 

も、 解釈の しょうで は、 神が 助けて くれたと もなる。 

自分の 影身に つき 添つ ている —— まあ 恋人が 多い よう 

だが —— そう 云う 人々 の 魂が 救つ たんだと もなる。 年 

の 若い 割に、 自分が この 声を艷 子さん とも 澄 江さん と 

うぬぼれ 

も 解釈し なかった の は、 己惚の 強い 割に は 感心で ある。 

自分 は 生れつき それほど 詩的で なかつ たんだろう。 

そこへ 初さん が ひよ つくり 帰って来た。 初さん を 見 

るが 早い か、 自分の 意識 はいよ いよ 明瞭に なった。 


これから 例の 逆 桟道 を 登らな く つち やならない 事 も、 

あした  のみ つち 

明日から、 鑿と 槌 でか あんか あんやら なくつ ちゃなら 

ナンキンまい  ナンキン むし  だるま 

ない 事 も、 南京米 も、 南京虫 も、 ジャンボ— も 達磨 も 

一時に 残らず 分って しまい、 そうして 最後に 自分の 堕 

落が もっとも 明かに 分った。 

「ちった あ 気分 は 好い か」 

「ええ 少し は 好い ようです」 

「じ や、 そろそろ 登って やろう」 

と 云う から、 礼 を 云って 立って いると、 初さん は 景気 

だんぎ  つかま  ふ  が 

よく 段 木 を 捕 えて 片足 踏ん 掛けながら、 

「登リ は 少し 骨が折れ るよ。 そのつ もりで 尾いて 来ね 


え」 

と 振り返って、 注意しながら 登り 出した。 自分 は 何と 

なく 寒々 しい 心 持に なって、 下から 見上げる と、 初 さ 

んは 登って 行く。 猿の ように 登って 行く。 そろそろ 

登って くれる 様子 も 何も あり やしない。 早く しないと 

また 置いて きぼり を 食う 恐れが ある。 自分 も 思 い 切つ 

て 登り 出した。 すると 一 一三 段 足 を 運ぶ か 運ばない うち 

になる ほどと 感心した。 初さん の 云う 通り 非常に 骨が 

折れる。 全く 疲れて いるば かりじ やない。 下りる 時に 

は、 胸から 上が 比較的 前へ 出 るんで、 幾分 か 背の 重み 

を 梯子に 託する 事が できる。 しかし 上りに なると、 全 


うしろ  そ 

く 反対で、 ややと もす ると、 身体が 後 へ 反れる。 反れ 

た 重み は、 両手で 持ち 応えなければ ならない から、 二 

の 腕から 肩へ かけて 一段 ごとに 余分の 税が かかる。 の 

ひら  しめだか 

みならず、 手の平と 五本の 指で、 この X 高 を 握らな け 

れ ばなら ない。 それが 前に 云った 通り ぬるぬる する。 

梯子 を 一 っ片 づける の は 容易の 事で はない。 しかも そ 

れが 十五 ある。 初さん は、 とつく の 昔に 消えて なく 

まっくらやみ さかお と 

なった。 手 を 離し さえ すれば 真暗闇に 逆落しになる。 

離すまい とすれば 肩が 抜ける ばかり だ。 自分 は 七 番目 

の 梯子の 途中で 火焰 のよう な 息 を 吹きながら、 つく づ 

く 労働の 困難 を 感じた。 そうして 熱い 涙で 眼が いっぱ 


いに なった。 

うわまぶた 

二三 度 上瞼 と 下瞼 を 打ち合して 見た が、 依然として、 

視覚 はぼう つと している。 五寸と 離れない 壁 さえた し 

かに は 分らない。 手の甲で 擦ろうと 思う が、 あやにく 

ふさ  くやし 

両方と も 塞がって いる。 自分 はロ惜 くな つた。 なぜ こ 

んな 猿の 真似 をす るよう に 零落れ たの かと 思 つた。 倒 

れ そうになる 身体 を、 できるだけ 前の 方に のめらして、 

もた 

梯子に 倚れる だけ 倚れて 考えた。 休んだ と 註釈す る 方 

が 適当 かも 知れない。 ただ 中途で 留まった と 云い 切つ 

て もよ ろしい。 何しろ 動か なくなった。 また 動け なく 

なった。 じっとして 立って いた。 カンテラの じいと 鳴 


しみず 

るの も、 足の 底へ 清水が 沁み 込む の も、 全く 気がつか 

なかった。 したがって 何分 過った のか とんと 感じに 乗 

ら ない。 すると また 熱い 涙が 出て 来た。 心が 存外た し 

かす  まばたき 

かで あるのに、 眼 だけが 霞んで くる。 いくら 瞬 をし 

ひとみ  つ 

て も 駄目 だ。 湯の 中に 眸を 漬けて るよう だ。 くしゃ 

くしゃす る。 焦心た くなる。 癇が 起る。 奮 興の 度が 烈 

しくなる。 そうして、 身体 は 思うよう に 利かない。 自 

しば 

分 は 歯 を 食い 締 つて、 両手で 握った 段 木 を 二三 度 揺り 

動かした。 無論 動き やしない。 いっその 事、 手 を 離し 

ちまおう かしらん。 逆さに 落ちて 頭から 先へ 砕ける 方 

が、 早く 片が ついていい。 とむら むらと 死ぬ 気が 起つ 


た。 —— 梯子の 下で は、 死ん じ や 大変 だと 飛び起きた 

ものが、 梯子の 途中へ 来る と、 急に 太い 短い 無分別 を 

しょうが い 

起して、 全く 死ぬ 気になつ たの は、 自分の 生涯 におけ 

る 心理 推移の 現象のう ちで、 もっとも 記憶すべき 事実 

である。 自分 は 心理学者で ないから、 こう 云う 変化 を 

どう 説明したら 適切で あるか 知らない けれども、 心理 

学者 はかえ つて、 実際の 経験に 乏しい ように も 思う か 

ずさん 

ら、 杜撰ながら、 一応 自分の 愚見 だけ を 述べて、 参考 

にしたい。 

ァテ シコを 尻に 敷いて、 休息した 時 は、 始めから 休 

息す る覚捂 であった。 から 心に 落ちつきが 有る。 剌激 


が少 い。 そう 云う 状態で 壁へ 倚り かかって いると、 そ 

の 状態が なだらかに 進行す るから、 自然の勢い として 

だんだん 気が 遠くなる。 魂が 沈んで 行く。 こう 云う 場 

合に おける 精神 運動の 方向 は、 いつもき まった もので、 

必ず 積極から 出立して しだいに 消極に 近づく 径路 を 取 

るの が 普通で ある。 ところが その 普通の 径路 を 行き 尽 

づまリ  まぎわ 

くして、 もうこれ が どん 詰 だと 云う 間際にな ると、 魂 

しょさ 

が 割れて 二様の 所作 をす る。 第一 は 順風に 帆 を 上げる 

勢いで、 この どん底まで 流れ込んで しまう。 すると そ 

お おぎ リ 

れぎリ 死ぬ。 でなければ、 大切の 手前まで 行って、 急 

に 反対の 方角に 飛び出して くる。 消極へ 向いて 進んだ 


ものが、 突如と して、 逆さまに、 積極の 頭へ 戻る。 す 

ると、 命が たちまち 確実になる。 自分が 梯子の 下で 経 

験した の はこの 第二に 当る。 だから 死に 近づきながら 

さんず 

好い 心 持に、 三途 のこ ちら 側まで 行った ものが、 順路 

を てくてく 引き返す 手数 を 省いて、 急に、 娑婆の 真中 

に 出現し たんで ある。 自分 はこれ を 死 を 転じて 活に帰 

す 経験と 名 づけて いる。 

ところが 梯子の 中途で は、 全く これと 反対の 現象に 

逢 つ た。 自分 は 初さん の 後 を 追 つ 懸けて 登らなければ 

ならない。 その 初さん は、 とっくに 見え なくなつ てし 

まった。 心 は 焦る、 気 は 揉める、 手 は 離せない。 自分 


は 猿よりも 下等で ある。 情ない。 苦しい。 —— 万事が 

まず 

痛切で ある。 自覚の 強度が しだいし だいに 劇しくなる 

ばかりで ある。 だから この場合 における 精神 運動の 方 

向 は、 消極より 積極に 向って 登り詰める 状態で ある。 

さて その 状態が いつまでも 進行して、 奮 興の 極度に 達 

すると、 やはり 二様の 作用が 出る 訳 だが、 とくに 面白 

いと 思う の は その 一 つ、 —— すなわち 積極の 頂点から 

とんぼ 返り を 打って、 魂が 消極の 末端に ひよ つくり 現 

きどく 

われる 奇特で ある。 平たく 云う と、 生きて る 事実が 明 

瞭 になり 切った 途端に、 命を棄 てようと 決心す る 現象 

を 云 うんで ある。 自分 はこれ を活 上より 死に 入る 作 


用と 名け ている。 この 作用 は 矛盾の ごとく 思われる が 

実際から 云う と、 矛盾で も 何でも、 魂の 持 前 だから 存 

しょうこ 

外 自然に 行われる ものである。 論より 証拠 発奮して 死 

きれい 

ぬ もの は 奇麗に 死ぬ が、 いじけて 殺される もの は、 ど 

うま 

う も 旨く 死に 切れないよ うだ。 人の 身の上 はとに かく、 

こう 云う 自分が 好い 証拠で ある。 梯子の 途中で、 ええ 

1>  ま 1>  ま  こわ 

忌々 しい、 死ん じまえと 思った 時 は、 手 を 離す のが 怖 

くも 何ともなかった。 無論 例の ごとく どきん などと は 

けっしてし なかった。 ところが いざ 死のうと して、 手 

しょうとう 

を 離し かけた 時に、 また 妙な 精神 作用 を 承 当した。 

自分 は 元来が 小説 的の 人間 じ やな いんだが、 まだ 年 


が 若かった から、 今まで 浮気に 自殺 を 計画した 時 は、 

い つで も 花々 しく やつ て 見せたい と 云う 念が あった。 

ピストル  くすんごぶ  ほ 

短銃で も 九寸五分 でも 立派に —— つまり 人が 賞め てく 

れ るよう に 死んで みたい と 考えて いた。 できるならば、 
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華厳の 瀑 までで も 出向きた いなどと 思 つ た 事 も ある。 

くく 

しかし どうしても 便所 や 物置で 首を縊 るの は 下等 だと 

断念して いた。 その 虚栄心が、 この 際 突然 首 を 出した。 

どこから 出した か 分らない が、 出した。 つまり 出す だ 

けの 余地が あつたから 出した に 相違 あるまい から、 自 

まじめ 

分の 決心 はいかに 真面目であった にしても、 さほど 差 

せま 

し逼 つて はいな かったんだろう。 しかし このく らい 


だんこ  はしごだん 

断乎と して、 現に 梯子段から 手 を 離し かけた、 最中に 

首 を 出す くらいだ から、 相手 もなかな か 深い 勢力 を 

張って いたに 違ない。 もっとも これ は 死んで 銅像に な 

りたがる 精神と 大した 懸隔 も あるまい から、 普通の 人 

間と して は 別に 怪しむべき 願望と も 思わない が、 何し 

ろ この 際の 自分に は、 ちと 贅沢 過ぎた よう だ。 しかし 

ほっさせい 

. J の 贅沢 心 のために、 自分 は 発作 性 の 急 往生 を 思 い と 

まって、 不束ながら 今日まで 生きて いる。 全く 今 はの 

きわ 

際に も 弱点 を 引 張って いた 御蔭で ある。 

話す とこうなる。 —— いよいよ 死ん じまえと 思って 

あと  にぎり 

体 を 心 持 後へ引いて、 手の 握 を ゆるめ かけた 時に、 ど 


うせ 死ぬなら、 ここで 死んだ つて 冴えない。 待て 待て、 
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出てから 華厳の 瀑へ 行けと 云う 号令 —— 号令 は 変 だが、 

全く 号令の ような ものが 頭の 中に 響き渡った。 ゆるめ 

しま 

かけた 手が 自然と 緊 つた。 曇った 眼が、 急に 明かる く 

あおむ  ぬ 

なった。 カンテラが 燃えて いる。 仰向く と、 泥で 濡れ 

た 梯子段が、 暗い 中まで 続いて いる。 是非共 登らな け 

れ ばなら ない。 もし 途中で 挫折 すれば 犬死になる。 暗 

ぃ坑 で、 誰も 人の いない 所で、 日の目 も 見ないで、 

あらがね 

鉱 と同じように ころげ 落ちて、 それつ きり 忘れられ 

るの は  案内の 初さん にさえ 忘れられ るの は  よ 

し 見つかっても 半 獣 半 人の 坑夫 共に 軽蔑され るの は 無 


念で ある。 是非共 登り 切つ ちまわなければ ならない。 

カンテラ は 燃えて いる。 梯子 は 続いて いる。 梯子の 先 

に は坑が 続いて いる。 坑の 先に は 太陽が 照り 渡って い 

る。 広い 野が ある、 高い 山が ある。 野と 山 を 越して 行 

けば 華厳の 瀑が ある。 —— どう あっても 登らなければ 

ならない。 

左の 手 を 頭の 上まで 伸ばした。 ぬらつ く 段 木 を 指の 

痕の つく ほど 強く 握った。 濡れた 腰 を うんと 立てた。 

同時に 右の 足 を 一尺 上げた。 カンテラの 灯 は 暗い 中 を 

竪に 動いて 行く。 坑は層 一層と 明かる くなる。 踏み 棄 

てて 去る 段々 はし だいし だいに 暗い 中に 落ちて 行く。 


吐く 息が 黒い 壁へ 当る。 熱い 息で ある。 そうして 時々 

は 白く 見えた。 次に は 口 を 結んだ。 すると 鼻の 奥が 

鳴った。 梯子 はま だ 尽きない。 懸& から は 水が 垂れる。 

ひるが  がけ  おもて  力す 

ひらりと カンテラ を 翻え すと、 崖の 面 を 掠めて 弓形 

にじい と、 消え かかって、 手の 運動の 止まる 所へ 落ち 

ひるが 

ついた 時に、 また 真直に 油煙 を 立てる。 また 翻え す。 

灯 は 斜めに 動く。 梯子の 通る 一 尺 幅 を 外れて、 がんが 

らがんの 壁が 眼に 映る。 ぞっとす る。 眼が 眩む。 眼 を 

ねむ 

閉 つて、 登る。 灯 も 見えない、 壁 も 見えない。 ただ 暗 

い。 手と 足が 動いて いる。 動く 手 も 動く 足 も 見えない。 

てざわり あしざわり 

手 障 足 障 だけで 生きて 行く。 生きて 登って 行く。 生 


きる と 云う の は 登る 事で、 登る と 云う の は 生きる 事で 

あった。 それでも —— 梯子 はま だ ある。 

それから 先 は ほとんど 夢中 だ。 自分で 登った のか、 

てんゆう 

天佑で 登った のか ほとんど 判然し ない。 ただ 登り 切つ 

さと 

て、 もう 一段 も 握る 梯子がない と 云う 事を覚 つた 時に、 

坑の 中へ ぴたりと 坐った。 

「どうした。 上がって 来た か。 途中で 死に やしね え か 

と 思って、  あんま リ長 えから。 見に 行こうかと 

思った が、 一人 じ や 気味が わるい からな。 だけど も、 

好く 上がって 来たな。 えらい や」 

と 待ち かねて、 もじもじ していた 初さん が 大いに 喜ん 


はしご 

で くれた。 何でも 梯子の 上で よっぽど 心配して いたら 

しい。 自分 はた だ、 

「少し 気分が 悪る か つ たから 途中で 休んで いました」 

と 答えた。 

「気分が 悪い？ そいつ あ 困ったろう。 途中って、 梯 

子の 途中 か」 

「ええ、 まあそう です」 

「ふうん。 じ や 明日 は 作業 もで きめえ」 

この 一 言 を 聞いた 時、 自分 は 糞で も 食えと 思った。 

もぐら もち 

誰が 土竜の 真似なん かする もの かと 思った。 これで 

ほ  あな 

も 美しい 女に 惚れられ たんだと 思った。 坑を 出れば、 
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すぐ 華厳の 瀑 まで 行 くんだ と 思った。 そうして 立派に 

死 ぬんだ と 思った。 最後に 半時 もこん な 獣 を 相手に 

して いられる もの かと 思った。 そこで、 自分 は 初さん 

に 向って、 簡単に、 

「よければ 上がりましょう」 

と 云った。 初さん は 怪訝な 顔 をした。 

「上がる？ 元気 だな あ」 

あきめくら  みそく 

自分 は 「馬鹿にする ねえ、 この 明 盲目め。 人 を 見損 

なやが つて」 と 云いたかった。 しかし 口 だけ は仏嚀 に、 

ひとこと 

一 言、 

「ええ」 


と 返事 をして 置いた。 初さん はま だ ぐずぐず している- 

力た 

驚いた と 云う よりも、 やっぱり 馬鹿にした ぐずつき 方 

である。 

じょうだん 

「おい 大丈夫 かい。 冗談 じ やねえ。 顔色が 悪い ぜ」 

「じ や 僕が 先へ 行きましょう」 

と 自分 はむ つ として 歩き 出した。 

「いけね え、 いけね え。 先へ 行つ ちゃい けね え、 後 か 

ら 尾いて 来ね え」 

「そうです か」 

「当 前 だ あな。 人つ け。 誰が 案内 を 置き 去に して、 

先へ 行く 奴が あるかい、 何でい」 


と 初さん は、 自分 を 払い 退けない ばかりにして、 先へ 

出た。 出た と 思う と 急に 速力 を 増した。 腰 を 折ったり、 

四つに 這ったり、 背中 を 横つ 丁に したり、 頭 だけ 曲げ 

たり、 坑の 恰好し だいで いろいろに 変化す る。 そうし 

て 非常に 急ぐ。 まるで 土の 中で 生れて、 銅 脈の 奥で 教 

育 を 受けた 人間の ようで ある。 畜生 中 つ 腹で 急ぎ や 

がるな と、 こっち も 負けない 気で 歩き 出した が、 そこ 

へ 行く と、 いくら 気ば かリ 張って いても 駄目 だ。 五つ 

六つ 角 を 曲って、 下りたり 上ったり、 がた つかせて い 

るう ちに、 初さん は 見え なくなった。 と 思う と、 何と 

うた 

かして、 何とか、 てて てて てと 云う 歌 を 唄う。 初さん 


の 姿が 見えない のに、 初さん の 声 だけ は、 坑の 四方へ 

こち 

反響して、 籠った ように 打ち返して くる。 意地の 悪い 

野郎 だと 思った。 始めの うちこ そ、 追つつ いて やる か 

いきお い  こんかぎ  かが 

ら 今に 見て いろと 云う 勢 で、 根限り 這ったり 屈んだ 

りした が、 残念な 事に は 初さん の 歌が だんだん 遠くへ 

行って しまう。 そこで 自分 は 追いつく 事 は ひとまず 断 

念して、 初さん のて てて てて を 道案内に して 進む 事に 

けんとう 

した。 当分 は それで 大概の 見当が ついた が、 しまいに 

は そのて てて てても 怪しくな つて、 とうとう まるで 聞 

ぼうぜん 

えなくな つた 時には、 さすがに 茫然と した。 一本道な 

じり さ 

ら 初さん なんど を 頼りに しなく つても、 自力で 日の 当 


る 所まで 歩いて 出て 見せる が、 何しろ、 長年 掘 荒した 

坑 だから、 まるで 土 蜘蛛の 根拠地み たように いろいろ 

な 穴が、 とんでもない 所に 開いて いる。 滅多な 穴へ 

通 入る とまた 腰き り 水に 漬る所 か、 でなければ、 例の 

さか  さんどう 

逆さの 桟道 へ 出そう で 容易に 踏み込めな い。 

そこで 自分 は 暗い 中に 立ち 留 つて、 カンテラの 灯 を 

見詰めながら 考えた。 往 きに は 八番坑 まで 下りて 行つ 

たんだから 帰りに は 是非共 電車の 通る 所まで 登らな け 

れ ばなら ない。 どんな 穴で も 上りなら ば 好い とする。 

その代り 下りなら 引返して、 また 出直す 事に する。 そ 

うして 迂路つ いていたら、 どこかの 作 事 場へ 出る だろ 


う。 出たら 坑夫に 聞く としょう。 こう 決心 をして、 東 

まご 

西南 北の 判然し ない 所 を 好い加減に 迷つ いていた。 非 

常に 気が 急いて 息が 切れた が、 めちゃめちゃに 歩いた 

ために 足の 冷たい の だけ は 癒った。 しかし なかなか 出 

られ ない。 何だか 同じ 路を往 つたり 来たりす るよう な 

あんばい 

案排 で、 あんまり、 もどかし もの だから、 壁へ 頭 をぶ 

つけて 割つ ちまいた くな つた。 どっち を 割 るんだ と 云 

えば 無論 頭 を 割 るん だ が 、 幾分 か 壁 の 方 も 割れ る だろ 

うくら いの 疳癩が 起った。 どうも 歩けば 歩く ほど 

てんじょう  わらじ 

天井が 邪魔になる、 左右の 壁が 邪魔になる。 草鞋の 

底で 踏む 段々 が 邪魔になる。 坑 総体が 自分 を 閉じ込め 


て、 いつまで 立っても 出して くれない のが もっとも 邪 

魔になる。 この 邪魔 ものの 一局部へ 頭を擲 きつけて、 

'び 

せめて 罅で も 入らして やろうと  やらな いまでも 
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時 々 思う の は、 早く 華厳 の瀑へ 行きたい からであった。 

まリこ 

そうこう している うちに、 向う から 一 人の 掘 子が 来た。 

あかがね  み  だ 

ばらの 銅 をス ノコへ 運ぶ 途中と 見えて 例の 箕を 抱い 

ゆ 

てよ ちょち カンテラ を 揺りながら 近づいた。 この 灯 を 

見つけた 時 は、 嬉しく つて 胸が どきりと 飛び上がった。 

もう 大丈夫と 勇んで 近寄って 行く と、 近寄る が もの は 

ない、 向う でも こっちへ 歩いて 来る。 二つの カンテラ 

がー 間ば かりの 距離に 近寄った 時、 待ち受け たように、 


あお ぞう 

自分 は 掘 子の 顔 を 見た。 すると その 顔が 非常な 蒼ん 蔵 

であった。 この 坑 のなかで すら、 只事と は 受取れ ない 

蒼ん 蔵で ある。 あかるみへ 出して、 青い 空の 下で 見た 

ちが い  きい や 

ら、 大変な 蒼ん 蔵に 違ない。 それで 口 を 利く のが 厭 

になった。 こんな 奴の 癖に 人に 調戯 つたり、 嬲ったり、 

辱し めたり する のかと 思ったら、 なおなお 道 を 聞く 

のが 厭に なった。 死んだ つて 一人で 出て 見せる と 云う 

気になった。 手前 共に 口 を 聞く ような 安つ ぼい 男 じ や 

ない と、 腹の 中で たしかに 申し渡して 擦れ違った。 向 

うは 何にも 知らないから、 これ は 無論 だまって 擦れ 

違った。 行く先 は 暗くな つた。 カンテラ は 一 つに なつ 


た。 気 はます ます： i 慮って 来た。 けれども なかなか 出 

ない。 ただ 道 は どこまでも ある。 右に も 左に も ある。 

自分 は 右に も 這 入った、 また 左に も 這 入った、 また 真 

直に も 歩いて 見た。 しかし 出られない。 いよいよ 出ら 

れ ない のかと、 少しく 途方に 暮れて いる 鼻の 先で、 か 

あんか あんと 鳴り 出した。 五六 歩で 突き 当って、 折れ 

込む と、 小さな 作 事 場が あって、 一人の 坑夫が しきり 

つち  のみ たた  あらがね 

に槌を 振り上げて 鑿を敲 いている。 敲 くたん びに 鉱 

が 壁から 落ちて 来る。 その 傍に 俵が ある。 これ はさつ 

きス ノコへ 投げ込んだ 俵と 同じ 大きさで、 もう いっぱ 

ほり こ  かつ 

い 詰って いる。 掘 子が 来て 担いで 行く ばかり だ。 自分 


は 今度 こそ こい つに 聞いて やろうと 思った。 が 肝心の 

本人が 一生懸命 にか あんか あん 鳴らして いる。 おまけ 

に 顔 もよ く 見えない。 ちょうど いいから 少し 休んで 行 

こうと 云う 気が 起った。 幸い 俵が ある。 この 上へ 尻 を 

おろせば、 持って来いの 腰掛になる。 自分 は ど さっと 

ァテ シコを 俵の 上に 落した。 すると 突然 か あんか あん 

のみ 

が やんだ。 坑夫の 影が 急に 長く 高くな つた。 鑿 を 持つ 

たままで ある。 

「何 をし やが るんで い」 

鋭い 声が 穴 いっぱいに 響いた。 自分の 耳に は 敲き込 

まれる ように 響いた。 高い 影 は 大股に 歩いて 来る。 


たくま 

見る と、 足の 長い、 胸の 張った、 体格の 逞しい 男で 

あった。 顔 は 背の 割に 小さい。 その 輪廓が やや 判然す 

みおろ 

る 所まで 来て、 男 は 留まった。 そうして 自分 を 見下し 

ふたえ まぶた 

た。 口 を 結んで いる。 二重 瞼の 大きな 眼 を 見張って い 

まっすぐ  あかぐろ 

る。 鼻筋が 真直に 通って いる。 色が 赭 黒い。 ただの 坑 

夫で はない。 突然と して 云った。 

しんめえ 

「貴様 は 新 前 だな」 

「そうです」 

自分の 腰 はこの 時す でに 俵 を 離れて いた。 何となく、 

向う から 近づいて くる 坑夫が 恐ろしかった。 今まで 一 

万 余人の 坑夫 を 畜生の ように 軽蔑して いたのに、 —— 


誓って 死んで しまおうと 覚悟 をして いたのに、 —— 大 

股に 歩いて 来た 坑夫が たちまち 恐ろしく なった。 しか 

し、 

ま ご 

「何で こんな 所 を 迷子つ いて るんだ」 

と 聞き返された 時には、 やや 安心した。 自分の 様子 を 

みき わ 

見て、 故意に 俵の 上へ 腰をおろしたん でない と 見極め 

た 語調で ある。 

「実は 昨夕 飯場へ 着いて、 様子 を 見に 坑へ 這ん つたば 

かりです」 

「 一 人で か」 

「いいえ、 飯場 頭から 人 をつ けて くれたんで すが …… 」 


「そうだろう、 一 人で 這 入れる 所 じ やねえ。 どうした 

その 案内 は」 

「先へ 出ち まいました」 

てめ え 

「先へ 出た？ 手前 を 置き去り にして か」 

「まあ、 そうです」 

て  おれ 

「太え 野郎 だ。 よしよ し 今に 己が 送り出 してやる から 

待って ろ」 

のみ つち 

と 云った なり、 また 鑿と 槌をか あんか あん 鳴らし 始め 

た。 自分 は 命令の 通り 待って いた。 この 男に 逢ったら、 

もう 一 人で 出る 気が なくなった。 死んでも 一 人で 出て 

見せる と 威張った 決心が、 急に どこへ か 行って しまつ 


た。 自分 はこの 変化に 気がつい ていた。 それでも 別に 

恥 かしい とも 思わなかった。 人に 公言した 事で ないか 

ら 構わない と 思った。 その後 人に 公言した ために、 や 

ら ないでも 済む 事、 やって はならない 事 を 毎度 やった。 

人に 公言す ると、 しな いのと は 大変な 違が ある もんだ。 

その内 か あんか あんが やんだ。 坑夫 はまた 自分の 前 ま 

で 来て、 胡 坐 を かきながら、 

「ちょっと 待ちね え。 一服 やる から」 

と、 煙草 入 を 取り出した。 茶色の、 皮 か 紙 か 判然し な 

ももひき  つっつぼう かぶ 

いもので、 股引に 差し込ん である 上から 筒袖が 被 さつ 

うま  けむ 

ていた。 坑夫 は 旨そう に 腹の 底まで 吸った 煙 を、 鼻 か 


ま  らお 

ら 吹き出し ている 間に、 短い 羅宇の 中途 を、 煙草 入の 

はた  ひだま  がんく ぴ 

筒で ぼんと 払いた。 小さい 火 球が 雁首から 勢いよ く 飛 

わらじ  つまさき 

び 出した と 思ったら、 坑夫の 草鞋の 爪先へ 落ちて じゅ 

から  きせる 

うと 消えた。 坑夫 は 殻に なった 煙管 をぶ つと 吹く。 羅 

こも 

宇の 中に 籠った 煙が、 一度に 雁首から 出た。 坑夫 は そ 

き 

の 時 始めて 口 を 利いた。 

おめえ  からだ 

「御前 は どこ だ。 こんな 所へ 全体 何し に 来た。 身体つ 

き は、 すらりと している よう だが。 今まで 働いた 事 は 

ねえんだろう。 どうして 来た」 

「実は 働いた 事 はな いんです。 が 少し 事情が あって、 

来たんで す。 …… 」 


とまで は 云った が、 坑夫に は 愛想が 尽きた から、 もう、 

帰 るんだ と は 云わなかった。 死 ぬんだ と はなお さら 云 

わなかった。 しかし 今までの ように、 腹の 内で 畜生 あ 

つかいに して、 口先ば かり 叮嚀に していた のと はだい 

おもむき  ざら 

ぶん 趣 が 違う。 自分 はた だ 洗い 攫い 自分の 思わく を 

話して しまわない だけで、 話した だけ は 真面目に 話し 

たんで ある。 すこしも 裏表 はない。 腹から 叮嚀に 答え 

た。 坑夫 はしば らくの 間 黙って 雁首 を 眺めて いた。 そ 

れ からまた 煙草 を 詰めた。 煙が 鼻から 出 だした 真 最中 

に 口 を 開いた。 

自分が その 時 この 坑夫の 言葉 を 聞いて、 第一に 驚い 


たの は、 彼の 教育で ある。 教育から 生ずる、 上品な 感 

情で ある。 見識で ある。 熱誠で ある。 最後に 彼の 使つ 

た 漢語で ある。 —— 彼れ は 坑夫な どの 夢にも 知りよう 

きのう 

はずがない 漢語 を 安々 と、 あたかも 家庭の 間で 昨日 ま 

じょうじゅ うざが 

で 常住 坐 臥 使って いたかの ごとく、 使った。 自分 は そ 

の 時の 有様 をい まだに 眼の 前に 浮べる 事が ある。 彼れ 

は 大きな 眼 を 見張った なり、 自分の 顔 を 熟視した まま、 

くび  ひざ  ぎやく 

心 持 頸 を 前の 方に 出して、 胡 坐の 膝へ 片手 を 逆に 突 

そぴ やか 

いて、 左の 肩 を 少し 聳 して、 右の 指で 煙管 を 握って、 

くちびる  きれい 

薄い 唇 の 間から 奇麗な 歯 を 時々 あらわして、 —— こ 

んな事 を 云った。 句の 順序 や、 単語の 使い方 は、 たし 


かな 記憶 を そのまま 写した ものである。 ただ 語 声 だけ 

はどうしょう もない。  

「亀の甲より年の功と 云う ことがあ るだろう。 こんな 

賤 しい 商売 はして いるが、 まあ 年長者の 云う 事 だから、 

じょう  おぼえ 

参考に 聞く が い い。 青年 は 情 の 時代 だ。 おれ も 覚 が 

ある。 情の 時代に は 失敗す る もんだ。 君 もそう だろう。 

己 もそう だ。 誰でも そうにき まって る。 だから、 察し 

ている。 君の 事情と 己の 事情と は、 どのくらい 違う か 

知らないが、 何しろ 察して いる。 咎め やしない。 同情 

する。 深い 事故 も あるだろう。 聞いて 相談に なれる 

身体なら 聞き もす るが、 シキ から 出られない 人間 じ や 


聞いた つて、 仕方なし、 君 も 話して くれない 方が いい。 

おれ も …… 」 

と 云い 掛けた 時、 自分 はこの 男の 眼つ きが 多少 異様に 

かがやい ていたと 云う 事に 気が ついた。 何だか 大変 感 

じている。 これが 当人の 云う ごとく シキを 出られない 

ため か、 または 今 云い 掛けた おれ もの 後へ 出て 来る 話 

のた めか、 ちょっと 分りに くいが、 何しろ 妙な 眼 だつ 

た。 しかも この 眼が 鋭く 自分 を も 見詰めて いる。 そう 

かいきゅう  ちんぎん 

して その 鋭い うちに、 懐旧と 云う のか、 沈吟と 云う の 

か、 何だか、 人 を 引きつけ るな つかしみ があった。 こ 

あな  ひとけ 

の 黒い 坑の 中で、 人気 はこの 坑夫 だけで、 この 坑夫 は 


今や 眼 だけで ある。 自分の 精神の 全部 はたち まちこの 

めだま 

眼球に 吸いつ けられた。 そうして 彼の 云う 事 を、 とつ 

くり 聞いた。 彼 はおれ も をニ遍 繰り返した。 

「おれ も、 元は 学校へ 行った。 中等 以上の 教育 を 受け 

た 事 も ある。 ところが 二十 三の 時に、 ある 女と 親しく 

ちと 

なって —— 詳しい話 はしない が、 それが 基で 容易なら 

ん罪を 犯した。 罪 を 犯して 気がついて 見る と、 もう 社 

い  からだ  す いきょう 

会に 容れ られ ない 身体に なって いた。 もとより 酔 興 

でした 事 じ やない、 やむ を 得ない 事情から、 やむ を 得 

ない 罪 を 犯したん だが、 社会 は 冷 刻な もの だ。 内部の 

みのが 

罪 はいくら でも 許す が、 表面の 罪 はけつ して 見逃さな 


きら い 

い。 おれ は 正しい 人間 だ、 曲った 事が 嫌 だから、 つま 

リは罪 を 犯す ように もな つたんだ が、 さて 犯した 以上 

は、 どうす る 事 もで きない。 学問 も棄 てなければ なら 

なげう 

ない。 功名 も 抛たなければ ならない。 万事が 駄目 だ。 

口惜しい けれども 仕方がない。 その上 制裁の 手に 捕え 

られ なければ ならない。 (故意 か 偶然 か、 彼 はとく に 

制裁の 手と 云う 言語 を 使用した。) しかし 自分が 悪い 

おまえ  おれ 

覚 がない のに、 むやみに 罪 を 着るな あ、 どうしても 己 

の 性質と してで きない。 そこで 突っ走った。 逃げられ 

ちぐ 

る だけ 逃げて、 ここまで 来て、 とうとう シキの 中へ 潜 

ひのめ 

リ 込んだ。 それから 六 年と いう もの、 ついに 日光 を 見 


た 事がない。 毎日 毎日 坑の 中で かんかん 敲 いている ば 

かりだ。 丸 六年敲 いた。 来年に なれば もう シキを 出 

たって 構わない、 七 年 目 だからな。 しかし 出ない、 ま 

た 出られない。 制裁の 手に は 捕まらな いが、 出ない。 

こうな り や 出た つて 仕方がない。 娑婆へ 帰れた つて、 

娑婆でした 所業 は 消え やしない。 昔 は 今でも 腹ん 中に 

ある。 な あ 君 昔 は 今でも 腹ん 中に あるだろう。 君 は ど 

うだ …… 」 

と 途中で、 いきなり 自分に 質問 を 掛けた。 

や？  まう 

自分 は 藪から 棒の 質問に、 用意の 返事 を 持ち合せな 

かった から、 はっと 思った。 自分の 腹ん 中に あるの は、 


昔 どころではない。 一二 年 前から 一昨日まで 持ち越 

した 現在に 等しい 過去で ある。 自分 はいつ その 事 自分 

の 心事 を この 男の 前に 打ち明けて しまおうかと 思った _ 

さえぎ 

すると 相手 は、 さも 打ち明けさ せまいと 自分 を 遮る 

ごとくに、 話の 続き を 始めた。 

「六 年 ここに 住んで いるう ちに 人間の 汚ない ところ は 

大抵 見悉 した。 でも 出る 気にならない。 いくら 腹が 

おうと  もよお 

立っても、 いくら 嘔吐 を 催しそう でも、 出る 気になら 

ない。 しかし 社会に は、 —— 日の 当る 社会に は —— こ 

こより まだ 苦しい 所が ある。 それ を 思う と、 辛抱 も 出 

来る。 ただ 暗く つて 狭い 所 だと 思えば それで 済む。 身 


あか かおく さ  か 

体 も 今 じ や 銅臭くな つて、 一日 も カンテラの 油 を 嗅 

がな くつち や いられ なくなった。 しかし —— しかし そ 

り やおれ の 事 だ。 君の 事 じ やない。 君が そうな つち や 

大変 だ。 生きて る 人間が 銅臭くな つち や 大変 だ。 いや、 

どんな 決心で どんな 目的 を 持って来ても 駄目 だ。 決心 

も 目的 もた つた 一 ニニ 日で 突ッ つき 殺されて しまう。 そ 

れが 気の毒 だ。 いかにも 可哀想 だ。 理想 も 何にもない 

のみつ ち  すべ 

鑿と 槌 より ほかに 使う 術 を 知らない 野郎なら、 それで 

結構 だが。 しかし 君の ような —— 君 は 学校へ 行った ろ 

う。  どこへ 行った。  ええ？ まあ どこでもい 

まう 

い。 それに 若い よ。 シキへ 抛り 込まれる に は 若 過ぎる 


よ。 ここ は 人間の 屑が 抛り 込まれる 所 だ。 全く 人間の 

はかしょ  ほうぶ  ふ  ご 

墓所 だ。 生きて 葬られる 所 だ。 一度 踏ん 込んだ が最 

おとしあな 

後、 どんな 立派な 人間で も、 出られつ このない 陥穽 だ。 

びき 

そんな 事と は 知らずに、 大方 ポ ン 引の 言 いなりし だい 

になって、 引 張られて 来たんだろう。 それ を 君の ため 

に 悲し むんだ。 人 一人 を 堕落させる の は 大事 件 だ。 殺 

しち まう 方が まだ 罪が 浅い。 堕落した 奴 は それだけ 害 

をす る。 他人に 迷惑 を 掛ける。 —— 実は おれ も その 

一人 だ。 が、 こうな つち や 堕落して いるより ほかに 道 

はない。 いくら 泣いた つて、 悔ん だって 堕落して いる 

より ほかに 道 はない。 だから 君 は 今のう ち 早く 帰る が 


いい。 君が 堕落 すれば、 君の ために ならない ばかり 

じ やない。 —— 君 は 親が あるか …… 」 

ひとこと 

自分 はた だ 一 言 あると 答えた。 

「あれば なおさら だ。 それから 君 は 日本人だろう… 

…」 

自分 は 黙って いた。 

「日本人なら、 日本の ためになる ような 職業に ついた 

ら よかろう。 学問の ある ものが 坑夫になる の は 日本の 

損 だ。 だから 早く 帰る がよ かろう。 東京なら 東京へ 帰 

る さ。 そうして 正当な —— 君に 適当な —— 日本の 損に 

ならない ような 事 を やる さ。 何と 云っても ここ はいけ 


ない。 旅費がなければ、 おれが 出して やる。 だから 帰 

れ。 分ったろう。 おれ は 山中 組に いる。 山中 組へ 来て 

やす 

安さん と 聞 きゃあす ぐ 分る。 尋ねて 来る が 好い。 旅費 

はどうで も 都合して やる」 

安さん の 言葉 はこれ で 終った。 坑夫の 数 は 一 万人と 

りひ にんじよう 

聞いて いた。 その 一万 人 はこと ごとく 理非 人情 を 解し 

ない 畜類の 発達した 化物との み 思い詰め たこの 時、 こ 

の 人に 逢った の は 全くの 小説で ある。 夏の 土用に 雪が 

降った よりも、 坑の 中で 安さん に 説諭され た 方が、 よ 

きせき  おおみそか 

ほどの 奇蹟の ように 思われた。 大晦日 を 越す とお 正月 

ことわざ 

が 来る くらい は 承知して いたが、 地獄で 仏と 云う 諺 


も 記憶して いたが、 窮まれば 通ず という 熟語 も 習 つ た 

事が あるが、 困った 時 は 誰か 来て 助けて くれそう な も 

の だくら いに 思って、 芝居気 を 起して は 困って いた 事 

も たびたび あるが、 —— この 時 はまる で 違う。 真から 

一 万人 を 畜生と 思い込んで、 その 畜生が また ことごと 

く 自分の 敵 だと 考え 詰めた 最強 度の 断案 を、 忘る ベ か 

つうふん ほのお 

ら ざる 痛忿の 焰 で、 胸に 焼きつ けた 折 柄 だから、 なお 

さら この 安さん に 驚かされた。 同時に 安さん の 訓戒が 、 

ひるが 

自分の 初志 を 一 度に 翻 えし 得る ほどの 力 を も つ て、 

自分の 耳に 応えた。 

しばらく は 二人して 黙って いた。 安さん は 一 応 云う 


き 

だけの 事 を 云って しまったん だから、 口 を 利かない は 

ずで あるが、 自分 は 先方に 対して、 何とか 返事 をす る 

しんそこ 

義務が ある。 義務 を かいて は 安さん に 済まない。 心底 

から 感謝の 意 を 表した 上で、 自分の 考え も 少し 聞い 

て もらいた いのは 山々 であった が、 何分に も 鼻の 奥が 

詰って 不自由で ある。 しかも 強いて 言葉 を 出そうと す 

ると、 口へ 出ないで 鼻へ 抜けそう になる。 それ を 我慢 

りよ-つ はじ 

すると、 唇の 両端が むずむずして、 小鼻が ぴ くついて 

来る。 やがて 鼻と 口 を 塞かれた 感動が、 出端 を 失って、 

まつげ  まぶた 

眼の 中に たまって 来た。 睫が 重くなる。 瞼が 熱くな 

る。 大に 困った。 安さん も 妙な 顔 をして いる。 二人 


ともば つが 悪くな つて、 差し 向いで 胡 坐 を かいた まま、 

さく じば  あらがね たた 

黙って いた。 その 時 次の 作 事 場で 鉱 を敲く 音が か あ 

もくねん 

んか あん 鳴った。 今 考える と、 自分と 安さん が 黙然と 

顔 を 見合せ ていた 場所 は、 地面の 下 何百 尺く らいな 深 

さだか、 それ を 正確に 知って 置きたかった。 都会で も、 

や ま 

こんな 奇遇 は少 い。 銅山の 中で は 有ろう はずがない。 

日の 照らない 坑の 底で、 世から、 人から、 歴史から、 

太陽から も、 忘れられた 二人が、 ありがたい 誨を 垂れ 

て、 尊と い 涙 を 流した 舞台が あろうと は、 胡 坐 を かい 

て、 黙然と 互に 顔 を 見守って いた 本人より ほかに 知る 

もの は ある ま い。 


たばこ  の  けむ 

安さん はまた 煙草 を 呑み 出した。 ぶかり ぷかリ と 煙 

が 出た。 その 煙が 濃く 出て は 暗がりに 消え、 濃く 出て 

は 暗がりに 消える 間に、 自分 はよう やく 声が 自由に 

なった。 

「ありがたいです。 なるほど あなたの おっしゃる 通リ 

あ 

人間の いる 所 じ やないで しょう。 僕 も あなたに 逢う ま 

きょう  や ま 

では、 今日 限り 銅山 を 出ようかと 思って たんです。 … 

〜」 

さすが 山 を 出て 死ぬ つもりだった と は 云い かねた か 

ら、 ここで ちょっと 句 を 切ったら、 

「そり やなお さら だ。 さっそく 帰る がいい」 


と、 安さん が 勢い をつ けて くれた。 自分 はやつ ぱリ 

黙って いた。 すると、 

「だから 旅費 はおれが 掊 えて やる から」 

と 云う。 自分 はさつ きから 旅費 旅費と 聞かされ るの を 

ただ 善意に 解釈して いたが、 されば と 云 つ て 毫も 貰う 

きのう はんばが しら ごうりょく 

気 は 起らなかった。 昨日 飯場 頭の 合力 を 断った 時の 

リ ようけん 

料簡と 同じ かと 云う と、 それとも 違う。 昨日 は 是非 

じびた 

貰いたかった、 地平へ 手 を 突いて まで 貰いたかった。 

わらじ せん 

しかし 草鞋 銭 を 貰う よりも、 坑夫になる 方が 得 だと 勘 

定 したから、 手 を 出して 頂きたい ところ を、 無理に 断つ 

たんで ある。 安さん の 旅費 は 始めから 貰いたくない。 


好意 を 空しく すると 云う 点から 見れば、 貰わなければ 

済まない し、 坑夫 を やめる とすれば 貰う 方が 便利 だが、 

それ にもかかわらず 貰いたくなかった。 これ は 今から 

考える と、 全く 向う の 人格に 対して、 貰って は 恥ず ベ 

きざ 

き 事 だ 、 こちら の 人格が 下が ると い う 念 か ら 萌し た も 

のらし い。 先方が いかにも 立派 だから、 こっち も 出来 

る だけ 立派に したい、 立派に しなければ、 自分の 体面 

そこな おそれ  う 

を 損う 虞が ある。 向う の 好意 を享 けて、 相当の 満足 

を 先方に 与える の は、 こちら も 悦ばしい が、 受ける ベ 

みだ  めやす 

き 理由がない のに、 濫りに 自己の 利得の み を 標準に 置 

くの は、 乞食と 同程度の 人間で ある。 自分 はこの 尊敬 


すべき 安さん の 前で、 自分 は 乞食で ある、 乞食 以上の 

人物で ない と 云う 事実上の 証明 を 与える に 忍びな か つ 

きれい 

た。 年が 若い と 馬鹿な 代りに 存外 奇麗な ものである。 

自分 は 

「旅費 は 頂きません」 

と 断った。 

ふか  きせる  つつ 

この 時 安さん は、 煙草 を 二三ぶ く 吸して、 煙管 を 筒 

へ 入れ かけて いたが、 自分の 顔 を ひょいと 見て 

「こり や 失敬した」 

と 云つ たんで、 自分 は 非常に 気の毒に なった。 もしゃ 

るから 貰つ て 置け とで も 強いられた ならき つ と 受けた 


に 違ない。 その後 気をつけて、 人が 金 を 貰う ところ を 

見て いると、 始めは 一 応 辞退して、 後で は 大抵 懐 へ 

入れる よう だが、 これ は 全く この 心理状態の 発達した 

形式に 過ぎな いんだろうと 思う。 幸い 安さん が え ら い 

男で、 「こり や 失敬した」 と 云って くれたんで、 自分 は 

この 形式に 陥らずに 済んだ の はありが たかった。 

安さん はすぐ さま 旅費の 件 を 撤回して 

「だが 東京へ は 帰る だろう ね」 

と 聞き直した。 自分 は、 死ぬ 決心が 少々 鈍った 際 だか 

ら、 ことに よれば、 旅費 だけで も 溜めた 上、 帰る 事に 

しょうと 云う 腹 も あ つたんで、 


うち 

「よく 考えて 見ましょう。 いずれ その 中 また 御 相談に 

参ります から」 

と 答えた。 

「そうか。 それじゃ、 とにかく 路の 分る 所まで 送って 

やろう」 

たばこいれ  ももひき  つっつぼう  かぶ 

と 煙草 入 を 股引へ 差し込んで、 上から 筒 服の 胴 を 被 

せた。 自分 は カンテラ を 提げて 腰 を 上げた。 安さん が 

先へ 立つ。 坑は 存外 登り 安かった。 例の 段々 を 四五遍 

通り抜けて、 二度 ほど 四つん這いに なったら、 かなり 

てんじょう  まっすぐ 

天井の 高い、 真直に 立って 歩け るよう な路へ 出た。 

それ を だらだらと 廻り 込んで、 右の 方へ 登り詰め ると、 


突然 第一 見張 所の 手前へ 出た。 安さん は 電気 灯の 見え 

る 所で 留 つた。 

「じ や、 これで 別れよう。 あれが 見張 所 だ。 あすこの 

前 を 右へ ついて 上がる と、 軌道の 敷いて ある 所へ 出る _ 

それから 先 は 一本道 だ。 おれ はま だ 時間が 早い から、 

もう 少し 働いて からでな くつち や あ 出られない。 晚に 

は 帰る。 五 時 過なら いるから、 暇が あったら 来る がい 

い。 気をつけて 行きた まえ。 さようなら」 

安 さ んの影 はたち まち 暗い 中へ 這 入った。 振り向 い 

ひとくち 

て、 一口 礼 を 云った 時 は、 もう カンテラが 角 を 曲って 

いた。 自分 は 一人で シキの 入 口を出た。 ふらふら 長屋 


まで 帰って来る。 途中で いろいろ 考えた。 あの 安さん 

と 云う 男が、 順当に 社会の 中で 伸びて 行ったら、 今頃 

は 何に 成って いるか 知らないが、 どうしたって 坑夫よ 

り 出世して いるに 違ない。 社会が 安さん を 殺した のか、 

安さん が 社会に 対して 済まない 事 をした のか —— あん 

な 男らしい、 すっきりした 人が、 そうむ やみに 乱暴 を 

働く 訳がない から、 ことによると、 安さん が 悪 いんで 

なくって、 社会が 悪い のか も 知れない。 自分 は 若年 

であった から、 社会と は どんな もの か、 その 当時 明瞭 

に 分らなかった が、 何しろ、 安さん を 追い出す ような 

社会 だから 碌な もんじ やな かろうと 考えた。 安さん を 


ひいき 

貝 頭 肩に する せいか、 どうも 安さん が 逃げなければ なら 

ない 罪 を 犯した と は 思われない。 社会の 方で 安さん を 

殺した としてし まわなければ 気が済まない。 その 癖 今 

云う 通り 社会と は 何者 だか 要領 を 得ない。 ただ 人間 だ 

と 思って いた。 その 人間が なぜ 安さん のよう な 好い人 

を 殺した のかな おさら 分らなかった。 だから 社会が 悪 

いんだと 断定 はして 見た が、 いっこう 社会が 憎らしく 

ならなかった。 ただ 安さん が 可哀想であった。 できる 

なら 自分と 代って やりたかった。 自分 は 自分の 勝手で、 

自分 を 殺しに ここまで 来たんで ある。 厭に なれば 帰つ 

さしつかえ 

て も 差 支ない。 安さん は 人間から 殺されて、 仕方な 


しに ここに 生きて いるんで ある。 帰ろう たって、 帰る 

所 はない。 どうしても 安さん の 方が 気の毒 だ。 

安さん は 堕落した と 云った。 高等教育 を 受けた もの 

が 坑夫に なつたん だから、 なるほど 堕落に 違ない。 け 

れ ども その 堕落が ただ 身分の 堕落 ばかりでなく つ て、 

品性の 堕落 も 意味して いるよう だから 痛ましい。 安 さ 

だるま  つ  あな  いちろく しようぶ 

んも 達磨に 金 を 注ぎ込む のか しら、 坑の 中で 一 六 勝負 

からか 

を やる のか しら、 ジャンボ— を 病人に 見せて 調戯 うの 

かしら、 女房 を 抵当に —— まさか、 そんな 事 も ある ま 

きのう  ぐろう 

い。 昨日 着き 立ての 自分 を 見て 愚弄し ない ものの ない 

うちで、 安さん だけ は 暗い 穴の 底ながら、 十分 自分の 


人格 を 認めて くれた。 安さん は 坑夫の 仕事 はして いる 

が、 心までの 坑夫 じ やない。 それでも 堕落した と 云つ 

しょうが い 

た。 しかも この 堕落から 生涯 出る 事が できない と 

云った。 堕落の 底に 死んで 卧 きて るんだ と 云った。 そ 

れ ほど 堕落した と 自覚して いながら、 生きて 働いて い 

る。 生きて かんかん 敲 いている。 生きて —— 自分 を 救 

おうとし ている。 安さん が 生きて る 以上 は 自分 も 死ん 

ではならない。 死ぬ の は 弱い。 …… 

こう 決心 をして、 何でも 構わない から、 ひとまず 坑 

夫に なった 上と して、 できるだけ 急ぎ足で 帰って来る 

と、 長屋の 半 丁ば かり 手前に 初さん が 石へ 腰 を 掛けて 


待って いる。 雨 は歇ん だ。 空 はま だ 曇って いるが、 濡 

きづ か い 

れる 気遣 はない。 山から 風が 吹いて 来る。 寒くても、 

世界の 明かる いのが、 非常に 嬉しい。 自分が 嬉し さの 

余り、 疲れた 足 を 擦りながら、 いそいそ 近づいて くる 

と、 初さん は 奇怪な 顔 をして、 

みち 

「や あ 出て 来たな。 よく 路が 分った な」 

ひと 

と 云った。 自分が 案内に つけられながら、 他 を 置き 去 

リ にして、 何とかして 何とか、 てて てて てと 云う 唄 を 

じら  おお まご  まご 

うたって、 大いに 焦して 置いて、 他が 大迷 つきに、 迷 

かど 

ついて、 穴の 角へ 頭 をぶ つつけ て 割って 見ようと まで 

おなさけ 

思った あげく、 やっとの 事で 安さん の 御 情で 出て 来れ 


ば、 「よく 路が 分った な」 と 空と ぼけて いる。 その 癖 親 

こわ 

方が 怖い もの だから、 途中で 待ち 合せて、 いっしょに 

もくろみ 

連れて 帰ろうと 云う 目算で ある。 自分 は 石へ 腰 を 掛け 

つばき 

て 薄笑い をして いる この 案内の 頭の 上へ 唾液 を 吐き か 

けて やろうかと 思った。 しかし 自分 は 死ぬ の を 断念し 

とど 

たばか リ である。 当分 はこ こに 留まらな くつち やなら 

ない 身体で ある。 唾液 を 吐き かければ、 喧嘩になる だ 

けで ある。 暄嘩を すれば 負ける だけで ある。 負けた 上 

にス ノコの 中へ ぶちこまれて はせ つかく 死ぬ の を 断念 

した 甲斐がない。 そこで、 こう 云う 答 をした。 

「どうか、 こうか 出て 来ました」 


すると 初さん はなお さら 不思議な 顔 をして、 

「へえ。 感心 だね。 一人で 出て 来たの か」 

うま 

と 聞いた。 その 時 自分 は 年の 割に はう まくやった。 旨 

くやった と 云う くらいだ から、 ただ 自分の 損に ならな 

ほ  ねうち 

いように と 云う だけで、 それよ リ 以外に 賞め る 価値の 

しょさ 

ある 所作 じ やない が、 とにかく 十九に して は、 なかな 

くせもの 

か 複雑な 曲者 だと 思う。 と 云う の は、 こう 聞かれた 時 

に、 安さん の 名前が つい 咽喉の 先まで 出たん である。 

ところ をとうと う 云わずに しま つたの が 自慢な の だ。 

リ ようけん 

随分く だらない 自慢 だが 訳 を 話せば、 こんな 料簡で 

あった。 山中 組の 安さん は 勢力の ある 坑夫に 違ない。 


この 安さん が わざわざ 第 一 見張 所の 傍まで 見ず知らず 

の 自分 を 親切に 連れて来て くれたと 云う 事が 知れ渡れ 

ば、 この 案内 者 は 面目 を 失う にき まっている。 責任の 

ほう  あな 

ある 自分が、 責任 を 抛り 出して、 先へ 坑を 飛び出して 

しま つたと 分る 以上 は —— しかも それが 悪意から 出た 

めいりょう しょうこ 

と 明瞭に 証拠 だ てられる 以上 は、 こいつ は 親方に 対 

かたき 

して 済ましち や いられない。 となると 後でき つと 敵 

を 打つ だろう。 無責任が 露見る の は 痛快 だが —— 自分 

ャソき ょぅリ ゆう  うそ 

はけつ して 寛大の 念に 制せられ たなんて 耶蘇 教 流の 噓 

かたきうち おおい 

はっかない。 —— そこまで は 痛快 だが、 敵 打 は大に 

迷惑す る。 実のところ 自分 はこの 迷惑の 念に 制せられ 


た。 それで、 

「ええ、 いろいろ 路を 聞いて 出て 来ました」 

とおと なしい 返事 をして 置いた。 

初さん は 半分 失望した ような、 半分 安心した ような 

顔つき をした が、 やがて 石から 腰 を 上げて、 

「親方の 所へ 行こう」 

つ  きのう 

とまた 歩き 出した。 自分 は 黙って 尾いて 行った。 昨日 

あ  まん ま 

親方に 逢った の は 飯場 だが、 親方の 住んで る 所 は 別に 

のぼ  かど 

ある。 長屋の 横 を 半 丁 ほど 上る と、 石垣で 二方の 角 を 

取って 平した 地面の 上に 二階建が ある。 家 はさ ほど 見 

苦しく もない が、 家の ほかに は 木 も 庭 もない。 相 変ら 


ず 一 一階の 窓から 悪魔が 首 を 出して いる。 入口まで 来て、 

初さん が 外から 声を掛け ると、 窓 をが らリと 開けて、 

飯場 頭が 顔 を 出した。 来 利 安の 襯衣の 上へ どてら を 着 

たままで ある。 

「帰った か。 御苦労だった。 まあ あっちへ 行って 休み 

ねえ」 

と 云う が 早い か 初さん は 消えて なくなった。 後 は 二人 

になる。 親方 は 窓の 中から、 自分 は 表に 立った まま、 

はなし 

談話 をした。 

「どうです」 

「大概 見て 来ました」 


「どこまで 降りました」 

「八 番坑 まで 降りました」 

「八 番坑 まで。 そり や 大変 だ。 随分 ひどかった でしよ 

う。 それで …… 」 

と 心 持 首 を 前の 方へ 出した。 

「それで  やっぱり いる つもりです」 

「やっぱり」 

と 繰り返し たなり、 飯場 頭 はじつ と 自分の 顔 を 見て い 

た。 自分 も 黙って 立って いた。 二階から は 依然として 

首が 出て いる。 おまけに 二つば かり 殖えた。 この 顔 を 

見る と、 厭で 厭で たまらない。 飯場へ 帰って から、 こ 


の 顔に 取り巻かれる 事 を 思い出す と、 ぞっとす る。 そ 

れ でもい る 気で ある。 どんな 辛抱 をしても いる 気で あ 

る。 しかし 「やっぱり いるつ もりです」 と 断然 答えて 

置いて、 二階の 顔 を 不意に 見上げた 時には、 さすがに 

情なかった。 こんな 奴と いっしょに 置いて くれと、 手 

を 合せて 拝まなければ 始末が つかない ようにな リ下 

からだ  か  なまこ 

がった のかと 思う と、 身体 も 魂 も 塩 を 懸けた 海鼠の よ 

うに たわいなく なった。 その 時 飯場 頭 はよう やく 口 を 

き  きれい 

利いた。 奇麗 さっぱりと 利いた。 

「じ や 置く 事に しょう。 だが 規則 だから、 医者に 一 遍 

見て 貰って ね。 健康の 証明書 を 持って来 なくつ ちゃい 


けない。  今日と  今日は、 もう 遅い から、 明日 

の 朝、 行って 見て 貰ったら よかろう。 —— 診察 場 かい。 

診察 場 はこれ から 南の 方 だ。 上がって 来る 時、 見えた 

うち 

ろう。 あの 青い ペンキ 塗りの 家 だ。 じ や 今日は 疲れた 

ゆ つ 

ろうから、 飯場 へ 帰つ て 緩く リ 御休み」 

と 云って 窓を閉 てた。 窓を閉 てる 前に 自分 はちよ つ と 

頭 を 下げて、 飯場へ 引返した。 緩く り 御 休と 云って く 

れた 飯場 頭の 親切 はありが たいが、 緩く り 寝られる く 

らいなら、 こんなに 苦しみ はしない。 起きて いれば 

どうもう ぐみ  ナンキン むし 

獰猛 組、 寝れば 南京虫に 責められ るば かりだ。 たまた 

ま 飯の 蓋 を 取れば 咽喉へ 通らない 壁土が 出て 来る。 I 


I しかしい る。 いると きめた 以上 は、 どうしてもいて 

見せる。 少く とも 安さん が 生きて るう ちはいる。 シキ 

の 人間が みんな 南京虫に なっても、 安さん さえ 生きて 

働いて るう ち は、 自分 も 生きて 働く 考えで ある。 こう 

考えながら 半 丁 ほどの 路を 降りて 飯場へ 帰って、 二階 

へ 上がった。 上がる と 案の じょう 大勢 卧炉 裏の 傍に 待 

ち 構えて いる。 自分 はくさく さした が、 できるだけ 何 

喰わぬ 顔 をして、 邪魔に ならない ような 所へ 坐った。 

すると 始まった。 皮肉 だか、 冷評 だか、 罵詈 だか、 

滑稽 だか、 のべ つに 始まった。 

しょうが い 

一々 覚えて いる。 生涯 忘れられない ほどに、 自分 


の 柔らかい 頭 を 刺激した から、 よく 覚えて いる。 しか 

きのう 

し 一 々繰 返す 必要 はない。 まず 大体 昨日と 同じ 事と 思 

えば 好い。 自分 は 急に 安さん に 逢いた くな つた。 例の 

ゆうめし 

夕食 を 我慢して 二 杯 食って、 みんなの 眼に つかない よ 

うに そ つ と 飯場 を 抜け出した。 

山中 組 は ジャンボ— の 通った 石垣の 間 を 抜けて、 だ 

ぎ わ  のぼ  はす  かぶ 

ら だら 坂の 降り 際 を、 右へ 上る と斜に 頭の 上に 被 さつ 

えんじゅ  かどぐち のぞ 

ている 大きな 槐 の 奥に ある。 夕暮の 門口 を視 いたら、 

^リこ  ひ  つつ つま 1 つ 

一 人の 掘 子が カンテラの 灯で 筒 服 の 掃除 をして いた。 

中 は 存外 静かで ある。 

「安さん は、 もうお 帰りに なりました か」 


て..：.， ねハ 

と 叮嚀に 聞く と、 掘 子 は 顔 を 上げて ちょいと 自分 を 見 

たま ま、 奥 を 向いて、 

「おい、 安さん、 誰か 尋ねて 来たよ」 

と 呼び出しに かかる や 否や、 安さん は 待って たと 云わ 

ん ばかりに 足音 を させて 出て 来た。 

「や あ 来たな。 さあ 上れ」 

とうざ ん  まめし ぼリ  な 

見る と 安さん は 唐桟の 着物に 豆 絞 か 何に かの 三尺 

を 締めて 立って いる。 まるで 東京の 馬丁の ような 服装 

である。 これに は 少し 驚いた。 安さん も 自分の 様子 を 

眺めて 首 を 傾げて、 

「なるほど 東京 を 走った まん まの 服装 だね。 おれ も 昔 


はそう 云う 着物 を 着た こと もあった つけ。 今 じゃこれ 

だ」 

リ ようそで ゆき 

と 両袖 の 桁 を 引っ張って 見せる。 

「何と 見える。 車 引かな」 

と 云う から、 自分 は 遠慮して にゃにゃ 笑って いた。 安 

さん は、 

「ハ ハハハ 根性 はこれ より まだ 堕落して いるんだ。 

驚い ちゃい けない」 

自分 は 何と 答えて いい か 分らない から、 やはりに や 

にや 笑って 立って いた。 この 時分 は 手 持 無沙汰で さえ 

あれば にゃにゃして 済ました もんだ。 そこへ 行く と 安 


さん は 自分より 遥か 世馴れて いる。 この 体 を 見て、 

「さっきから 来る だろうと 思 つ て 待つ ていた。 さあ 上 

れ」 

と 向う から 始末 をつ けて くれた。 この 人 は 世馴れた 知 

識を 応用して、 世馴れない 人 を 救け る 方の 側 だと 感心 

した。 こいつ を 逆にして 馬鹿にされ つけて いたから 特 

別に 感心し たんだろう。 そこで 安さん の 云う 通り 長屋 

へ 上って 見た。 部屋 は やっぱり 広い が、 自分の 泊った 

所 ほどで もない。 電気 灯 は 点いて いる。 卧炉裏 も ある。 

にんず 

ただ 人数が 少ぃ、 しめて 五六 人し かいない。 しかも、 

かたま 

それが 向う に 塊って るから、 こっち はたった 二人で 


ある。 そこで また 話 を 始めた。 

「い つ 帰る」 

「帰らない 事に しました」 

あき 

安さん は 馬鹿 だな あと 云わな いば かりの 顔 をして 呆 

れ ている。 

「あなたの おっしゃった 事 は、 よく 分って います。 し 

すいきょう 

かし 僕 だって、 酔 興に ここまで 来た 訳 じ やな いんで 

すから、 帰る つたって 帰る 所はありません」 

「じ やや つ ぱリ 世の中 へ 顔が 出せない ような 事で もし 

たの か」 

と 安さん は 鋭い 口調で 聞いた。 何だか 向う の 方が 


ぎよ つ としたら しい。 

「そうで もな いんです が —— 世の中へ 顔が 出した くな 

いんです」 

と 答える と、 自分の 態度と、 自分の 顔つきと、 自分の 

語勢 を 注意 していた 安さん が 急に 噴き出した。 

「冗談 云つ ちゃい けね え。 そんな 酔狂が ある もんか。 

世の中へ 顔が 出した くないた 何の 事 だ。 贅沢 じ やねえ 

か。 そんな 身分に 一日で も 好い からな つて 見て え くら 

いだ」 

「代れれば 代って 上げたい と 思います」 

と 至極 真面目に 云う と、 安さん は、 また 噴き出した。 


「どうも 手の つけよう がない ね。 考えて 御覧な。 世の 

中へ 顔が 出したくない ものが さ、 この シキへ 顔が 出し 

たく なれる かい」 

「ちっとも 出した くはありません。 仕方がな いから I 

ゆうべ  いじめ 

I 仕方がな いんです。 昨夕 も 今日 も 散々 苛 責られ まし 

た」 

安さん はまた 笑い出した。 

「太え 野郎 だ。 誰が 苛責 た。 年の 若い ものつ らまえ て _ 

かたき 

よしよ しおれが 今に 敵 を 打って やる から。 その代り 

帰 るんだ ぜ」 

とど 

自分 はこの 時 大変 心丈夫に なった。 なおなお 留まる 


気になった。 あんな 獰猛 もこつ ち さえ 強くな り やちつ 

じっぱひとからげ 

とも 恐ろし かないんだ、 十 把 一束に 罵倒す るく らいの 

勇気が だんだん 出て くるんだ と 思った。 そこで 安さん 

に 敵 は 取って くれないでも 好い から、 どうか 帰さずに 

当分 置いて 貰えまい かと 頼んだ。 安さん は、 あまりの 

あき 

馬鹿らし さに、 気の毒 そうな 顔 をして、 呆れ返つ てい 

たが、 

「それじゃ、 いる さ。 —— 何も 頼む の 頼まない のって、 

そリゃ 君の 勝手 だ あね。 相談す るが もの はない や」 

「でも、 あなたが 承知して 下さらな いと、 いに くいで 

す 力ら」 


「せっかくそう 云 うんなら、 当分に する がいい。 長く 

いちやい けない」 

つつし  むね りょう 

自分 は 謹んで 安さん の 旨を領 した。 実際 自分 も そ 

おつきあい  あいさつ 

の 考えで いたんだ から、 これ はけつ して 御 交際の 挨拶 

ではなかった。 それから いろいろな 話 をした が シキの 

中の 述懐と 大した 変り はなかった。 ただ 安さん の 兄 さ 

んが 高等官に なって 長 崎に いると 云う 事 を 聞いて、 大 

いに 感動した。 安さん の 身に なっても、 兄さんの 身に 

なっても、 定めし 苦しいだ ろうと 思う につけ、 自分と 

自分の 親と 結びつけて 考え出したら 何となく 悲しく 

なった。 帰る 時に 安さん が 出口まで 送って 来て、 相談 


でもあるなら いつでも 来る が 好い と 云って くれた。 

ま 

表へ 出る と、 いつの 間に か 曇った 空が 晴れて、 細い 

月が 出て いる。 路は 存外 明るい、 その代り 大変 寒い。 

あわせ  シャツ  かまぼこな リ 

袷 を 通して、 襯衣 を 通して、 蒲鋅 形の 月の 光が 肌まで 

浸み 込んで 来る よう だ。 両袖 を 胸の 前へ 合せて、 その 

そび 

中へ 鼻から 下 を 突 込んで 肩 を できるだけ 聳 やかして 

歩行き 出した。 身体 はいじけ ている が 腹の 中 はさつ き 

よりだい ぶん 豊かに なった。 何の 当分の うちだ。 馴れ 

れ ばそう 苦にする 事 はない。 何しろ 一 万 余人 も かた 

まって、 毎日 毎日 いっしょに 働いて、 いっしょに 飯 を 

食って、 いっしょに 寝て いるんだ から、 自分 だって 七 


いちにんまえ 

日 も 練習 すれば、 一 人前に 堕落す る 事 はでき るに 違な 

い。 —— この 時 自分の 頭の 中には、 堕落の 二字が この 

通りに 出て 来た。 しかし ただこの 場合に 都合の いい 文 

字と して 湧いて 出た までで、 堕落の 内容 を 明かに 代表 

していなかった から、 別に 恐ろしい とも 思わなかった。 

それで、 比較的 元 気づいて 飯場へ 帰って来た。 五六 間 

さび 

手前まで 来る と、 何だか わいわい 云って いる。 外は淋 

うち 

しい 月で ある。 自分 は 家の 騒ぎ を 聞いて、 淋しい 月 を 

見上げて、 しばらく 立って いた。 そうしたら、 どうも 

^入る のが 厭に なった。 月 を 浴びて 外に 立って いるの 

も、 つらくな つた。 安さん の 所へ 行って 泊めても らい 


たくな つた。 一歩 引き返して 見た が、 あんまり だと 気 

を 取り直して、 のそのそ 長屋へ 這 入った。 横手に 広い 

ま  しょうじ 

間が あって、 上 リロから は 障子で 立て切って ある。 電 

気 灯が 頭の 上に あるから 影 は 一 つも 差さない が、 騒ぎ 

うち  げ た 

はま さに この 中から 出る。 自分 は 下駄 を 脱いで、 足音 

のしない ように、 障子の 傍 を 通って、 二階へ 上がった。 

段々 を 登り 切って、 大きな 部屋 を 見渡した 時、 ほっと 

一息つ いた。 部屋に は 誰もい ない。 

きん  せんべい 

ただ 金さん が 平たく 煎餅の ようにな つ て 寝て いる。 

ほ もめん 

それから 例の 帆 木綿に くるまって、 ぶら下が つてる 男 

きわ 

もい る。 しかし 両方と も 極めて 静か だ。 いても いない 


ばくぜん 

と 同じく、 部屋 は 漠然として ただ 広い もの だ。 自分 は 

部屋の 真中まで 来て 立ちながら 考えた。 床 を 敷いて 寝 

たもの だろう か、 ただし は 着の み 着の ままで、 ごろり 

ゆうべ  もた 

と 横になる か、 または 昨夕の 通り 柱へ 倚れて 夜 を 明 そ 

うか。 ごろ 寝 は 寒い、 柱へ 倚り 懸 るの は 苦しい。 どう 

かして 布団 を 敷きたい。 ことに よれば 今日は 疲れ果て 

ナンキン むし 

ている から、 南京虫が いても 寝られる かも 知れない。 

ふとん  きれい  よ 

それに 蒲団の 奇© なの を 選ったら よかろう。 ことさら 

日に よって、 南京虫の 数が 違わない とも 限るまい。 と 

リく つ  もぐ 

いろいろな 理窟 をつ けて 布団 を 出して、 そうつ と 潜り 

込んだ。 


この 晚の、 経験 を 記憶の まま、 ここに 書きつ けて は、 

自分が お話しに ならない 馬鹿 だと 吹聴 する 事になる 

ばかりで、 ほかに 何の 利益 も 興味 もない から やめる。 

ひとくち  ゆうべ 

一 口に 云う と、 昨夜と 同じような 苦しみ を、 昨夜 以上 

に 受けて、 寝る が 早い か、 すぐ 飛び起き ちまった。 起 

さ  しょ ラ こ：：：' 

きた 後で、 あれほど 南京虫に 螫 されながら、 なぜ 性懲 

もな くまた 布団 を 引っ張り出して 寝た もんだ ろうと 後 

悔した。 考える と、 全くの 自業自得で、 しかも 常識の 

ある ものなら 誰でも 避けられる、 また 避けなければ な 

ら ない 自業自得 だ から、 我れ なが ら浅ま し い 馬鹿 だ と 、 

つくづく 自分が 厭に なって、 布団の 上へ 胡 坐 を かいた 


まま、 考え込んで いると、 また 猛烈に ちくり と螫 され 

しリ  もも  ひざがしら 

た。 臀と 股と 膝頭が 一時に 飛び上がった。 自分 は 

ごい さぎ  あたり 

五位 鷺 のように 布団の 上に 立った。 そうして、 四囲 を 

見廻した。 そうして 泣き出した。 仕方がな いから、 紺 

の 兵児帯 を 解いて、 四つに 折って、 裸の 身体 中 所 嫌わ 

ず、 ぴ しやび しゃ 敲き 始めた。 それから 着物 を 着た。 

そうして 昨夜の 柱の 所へ 行った。 柱に 倚り かかった。 

うち 

家が 恋しくな つた。 父よりも 母よりも、 艷 子さん より 

も 澄 江さん よりも、 家の 六 畳の 間が 恋しくな つた。 戸 

は い  さらさ  くろ びろうど  はんえ リ 

棚に 這 入って る 更紗の 布団と、 黒 天鵞絨の 半襟の 掛 

か い まき 

かった 中形の 搔 捲が 恋しくな つた。 三十 分で も 好い か 


ら、 あの 布団 を 敷いて、 あの 搔捲を 懸けて、 暖 たかに 

して 楽々 寝て 見たい、 今頃 は 誰が あの 部屋へ 寝て いる 

のち 

だろう か。 それとも 自分が いなくな つてから 後 は、 机 

を 据えた まん ま、 空ん 胴に して あるかし らん。 そうす 

ると、 あの 布団 も搔捲 も、 畳んだ なリ 戸棚に しまって 

あるに 違ない。 もったいな いもんだ。 父 も 母 も 澄 江 さ 

んも艷 子さん も 南京虫に 食われないで 仕 合せ だ。 今頃 

は 熟睡して いるだろう。 羨ましい。 —— それとも 寝 

られ ないで、 のつ そっして いるかし らん。 父 は 寝られ 

ない と 疳癩を 起して、 夜中に 灰 吹 を ぼん ぼん 敲 くの 

が 癖 だ。 煙草 を 呑 むんだ と 云う が、 煙草 は 仮託で、 実 


は、 腹 立 紛れに 敲 きつけ るん じ やない かと 思う。 今頃 

はしき リに敲 いてる かも 知れない。 苦々 しい 悴 だと 

思って 敲 いてる か、 どうな つたろうと 心配の 余り 眼 を 

覚まして 敲 いてる か。 どっちに しても 気の毒 だ。 しか 

さ き 

しこつ ちじ やそれ ほどに も 思って いないから、 先方で 

もそう 苦にしち やい まい。 母 は 寝られな いと 手水に 起 

きる。 中庭の 小 窓 を 明けて、 手 を 洗って、 桟を おろす 

あくる あさ 

の を 忘れて、 翌朝よ く 父に 叱られて いる。 昨夜 も 今 

夜 もき つ と 叱られる に 違ない。 澄 江さん はぐう ぐう 寝 

ている  どうしても 寝て いる。 自分の いる 前で は、 

丸くな つたり、 四角に なったり いろいろな 芸 をして、 


人 を 釣って るが、 いなく なれば、 すぐに 忘れて、 平生 

の 通り 御 膳 をた ベて、 よく 寝る 女 だから、 是非に 及ば 

ない。 あんな 女 は、 今まで 見た 新聞 小説に はけつ して 

出て 来ない から、 始めは 不思議に 思った が、 ちゃんと 

証拠が あるんだ から 確かで ある。 こう 云う 女に 恋着し 

なければ ならな いのは、 ょッぼ どの 因果 だ。 随分 憎ら 

しいと 思う が 、 憎ら しいと 思いながら もや ッ ぱり 惚れ 

込んで いるら しい。 不都合な 事 だ。 今でも、 あの 色の 

めさき  け 

白い 顔が 眼前に ちらちら する。 怪しから ない 顔 だ。 艷 

子さん は 起きて る。 そうして 泣いて るだろう。 はな は 

おまえ 

だ 気の毒 だ。 しかし こっちで 惚れた 覚 もなければ、 


また 惚れられる ような 悪戯 をした 事が な いんだから、 

いくら 起きて いても、 泣いて くれても 仕方がない。 気 

の 毒が る 事 は、 いくらで も 気 の 毒が るが 仕方が な い 。 

構わない 事に する。 —— そこで 最後に は、 ほかの 事 は 

どうと もす るから、 ただ 安々 と 楽寝が させて 貰いたい 

むしず 

不断の 白い 飯 も 虫 唾が 走る ように 食いたい が、 それよ 

ナンキン むし  とこ  はい 

りか 南京虫の いない 床へ 這 入りたい。 三十 分で も 好い 

あと 

から ぐっすり 寝て 見たい。 その後で なら 腹で も 切る。 


こう 考えて いると また 夜が 明けた。 考えて いる 途中 

でい つか 寝た ものと 見えて、 眼が 覚めた 時 は、 何にも 


考えて いなかった。 それから あと は、 のそのそ 下へ 降 

ナンキンまい  きのう 

りて 行って、 顔 を 洗って、 南京米 を 食う。 万事 昨日の 

通リ だから、 省いて しまう。 九 時の 例刻 を 待ち かねて 

病院へ 出掛ける。 病院 は 一昨日 山 を 登って 来る 時に 見 

うち 

た、 青い ペンキ 塗の 建物と 聞いて いるから 道 も 家 も 間 

違えよう がない。 飯場 を 出て 二 丁ば かり 行く と、 すぐ 

みちばた 

道端に ある。 木造で は あるが なかなか 立派な 建築で、 

どうもう ぐみ 

広さ も かなり だけに、 獰猛 組と はまる で不 釣合で ある。 

野蛮人が 病気 をす るんで さえす でに 不思議な くらいだ 

のに、 病気に 罹った もの を 治療して やる ための 器械と 

薬品と 医者と 建物 を 具えつ けたんだ から、 世の中 は 妙 


だと 云う 感じが すぐに 起る。 まるで 泥棒が 金 を 出し 

合って、 小学校 を 建てて 子弟 を 通学 させ てるような も 

ち うま い 

んだ。 文明と 蒙昧の 両極端が この ぺ ンキ 塗の 青い 家の 

中で 出逢って、 一方が 一方へ 影響 を 及ぼす と、 蒙昧が 

ますます ぴんぴん 蒙昧に なって くる。 下手に 食い違つ 

た 結果が 起る もんだ。 と 考えながら 歩いて 来る と、 ま 

た 鬼 共が 窓から 首 を 出して 眺めて いる。 せっかくの 考 

え もこの 気味の わるい 顔 を 見上げる とたち まち 崩れて 

しまう。 あの 顔の なかに 安さん のよう なのが、 たった 

一 つで も あれば、 生き返る ほど 嬉しいだ ろうに、 どれ 

もこれ も 申し 合せた ように 獰猛の 極致 を尽 している。 


あれ じ や、 どうしたって 病院の 必要が ある はずがない 

とまで 思った。 

天気 だけ は 好都合に すっかり 晴れた。 赤土 を 劈いた 

ような 山の 壁へ 日が 当る。 昨日、 一昨日の 雨 を 吸 込ん 

だ 土 は、 東から 差す 日 を 受けて、 まだ 乾かない。 その 

けしき 

上 照る 日 を いくらでも 吸い込んで 行く。 景色 は 晴れが 

ましい うちに 湿と りと 調子 づ いて、 長屋と 長屋の 間 か 

まっさお  え 

ら、 下の 方の 山 を 見る と、 真 蒼な 色が 笑み割れ そうに 

濃く 重なって いる。 風 は 全く 落ちた。 昨夕と 今朝と で 

みちばた 

は ほとんど 十五 度 以上 も 違うよう である。 道 傍に、 

たった 一 つ 蒲公英が 咲いて いる。 もったいない ほど 奇 


麗な色 だ。 これ も 獰猛と はまる で 釣り合ない。 

たたき  す 

病院へ 着いた。 和 土の 廊下が 地面と 擦れ擦れに 五六 

間 続いて いる 突き 当りに、 診察室と 云う 札が 懸 つて、 

手前の 右手に 控 所と 書いて ある。 今 云った 一間 幅の 廊 

下 を 横切って、 控 所へ 這ん ると、 下 はや はり 和 土で、 

ガラス まど 

ベ ンチが 二 脚 ほど 並べ て ある。 小さい 硝子 窓に は受附 

と 楷書で 貼りつ けて ある。 自分 はこの 窓口へ 行って、 

かみきれ 

自分の 姓名 を 書いた 紙片 を 出す と、 窓の 中に 腰 を 掛け 

ていた 二十 二三の 若い 男が、 その 紙片 を 受取って、 あ 

まみえ 

り もしない 眉へ 八の字 を 寄せて、 むずかし そうにと 

くと 眺めた 上、 


「こり や 御前 か」 

と、 さも 横風に 云った。 あまり 好い 心 持ではなかった。 

何の 必要が あって、 こう 自分 を 軽蔑す るんだ か 不平に 

堪えない。 それで 単に、 

「ええ」 

あいきょう 

と 出来るだけ 愛嬌の ない 返事 をした。 受附 は、 それ 

じ や、 まだ 挨拶が 足りない と 云わん ばかりに、 しばら 

く は 自分 を 睨めて いたが、 こっち も それつ 切り口 を 結 

んで 立って いた もんだ から、 

「少し 待って いろ」 

と、 ぴしゃりと 硝子 戸 を 締めて 出て 行った。 草履の 音 


がする。 あんなにば たばた 云わせな くっても 好 さそう 

な もんだ と 思った。 

自分 は ベンチへ 腰 を 掛けた。 受附は なかなか 帰って 

来ない。 ぼんやりして いると、 眼の 前に ジャンボ ー が 

きん  か つ 

出て 来た。 金さん がよ つし よいよ つし よいと 担がれて 

来る ところが 見える。 あれで も 病院が 必要な のかと 

思った。 何のた めに 薬 を 盛って、 患者 を 施療す るの か、 

ほとんど 意義 をな さない。 こんな 体裁の いい 偽善 はな 

い。 病人 はいじめ る だけ いじめる。 ジャンボ— は囉し 

たいだけ 囉す。 その代り 医者に かけて やる と 云う のか。 

ていちょう 

鄭重 の 至りで ある。 


「おい あっちへ 廻れ」 

と 突然 受附の 声が した。 見る と 受附は 硝子 窓の 中に 

威 丈 高に 突立って、 自分 を 眼下に 睥睨して いる。 自分 

は 控所を 出た。 右へ 折れて、 廊下 伝いに 診察 場へ 上 

におい  か  ひと 

がったら、 薬の 臭が ぶんと した。 この 臭 を 噴ぐ と 等 

しく、 自分 も、 もう やがて 死 ぬんだ なと 思い出した。 

死んで ここの 土に なったら 不思議な もの だ。 こう 云う 

の を 運命と いうんだろう。 運命の 二字 は 昔から 知って 

たが、 ただ 字 を 知って る だけで 意味 は 分らなかった。 

意味 は 分っても、 納得が むずかしかった。 西洋人が 

筍 を 想像す るよう に 定義 だけ を 心得て 満足して いた。 


けれども 人間の 一 大事た る 死と 云う 実際と、 人間の 獣 

類た る 坑夫の 住んで いる シキと を 結びつけて、 二三 日 

前まで 不足な く 生い 立った 坊っちゃん を 突然 宙に 釣る 

して、 この 二つの 間に 置いた とすると、 坊っちゃん は 

始めて なるほどと 首肯す る。 運命 は 不可思議な 魔力で 

もて あそ 

可憐な 青年 を 弄 ぶもん だと 云う 事が 分る。 すると 今 

までた だの 山であった ものが、 ただの 山でなくなる。 

ただの 土であった ものがた だの 土でなくなる。 青い ば 

かりと 思った 空が、 青いだ けで は 済まなくなる。 この 

病院の、 この 診察 場の、 この 薬品の、 この 臭いまで が 

夢の ような 不思議になる。 元来 この i: 子に 腰 を 掛けて 


いる 本人から してが、 何物 だか ほとんど 要領 を 得ない。 

本人 以外の 世界 は 明瞭に 見える だけで、 どんな 意味 

けんとう 

の ある 世界 か さっぱり 見当が つかない。 自分 は、 診察 

場と 薬局と を かねた この 一室の 椅子に 倚って、 敷物と、 

テェ ー ブル  くすりびん 

洋 卓と、 薬瓶と、 窓と、 窓の 外の 山と を 見廻した。 

もっとも 明瞭な 視覚で 見廻した が、 すべてが ただ 一幅 

え  ほか 

の 画と 見える だけで、 その他に は 何物 を も 認める 事が 

できなかった。 

そこへ 戸 を 開けて、 医者が あらわれた。 その 顔 を 見 

タイプ 

ると、 やっぱり 坑夫の 類型で ある。 黒の モ ー ニン グに 

しま  ズボン  えり  あご 

縞の 洋袴を 着て、 襟の 外へ 顎 を 突き出して、 


「御前 か、 健康診断 をして 貰う の は」 

と 云った。 この 語勢に は、 馬に 対しても、 犬に 対して 

なか  こも 

も、 是非 腹の 内で 云うべき ほどの 敬意が 籠って いた。 

「ええ」 

と 自分 は 椅子 を 離れた。 

「職業 は 何 だ」 

「職業って 別に 何にもな いんです」 

「職業がない。 じ や、 今まで 何 をして 生きて いたの か」 

「ただ 親の 厄介に な つ ていました」 

「親の 厄介に なって いた。 親の 厄介に なって、 ごろ ご 

ろして いたの か」 


「まあ、 そうです」 

「じ や、 ごろつき だな」 

自分 は 答 をし なか つ た。 

「裸になれ」 

自分 は 裸になった。 医者 は 聴診器で 胸と 背中 を 

み  つま 

ちょっと 視た 上、 いきな リ 自分の 鼻 を 撮んだ。 

「息をして 見ろ」 

息が 口から 出る。 医者 は 口の 所へ 手 を あてがった。 

「今度 口 を 塞 ぐんだ」 

医者 は 鼻の 下へ 手 を あてた。 

「どうでしょう。 坑夫に なれます か」 


「駄目 だ」 

「どこか 悪いです か」 

「今 書いて やる」 

かみきれ  ほう 

医者 は 四角な 紙片へ、 何 か 書いて 抛り 出す ように 自 

分に 渡した。 見る と 気管支炎と ある。 

気管支炎と 云えば 肺病の 下地で ある。 肺病に なれば 

助かりよ うがない。 なるほど さっき 薬の 臭 を 嗅いで 

死 ぬんだ なと 虫が知らせ たの も 無理 はない。 今度 はい 

よいよ 死ぬ 事に なリ そうだ。 これから 先 二三 週間 もし 

きん 

たら、 金さん のようによ つし よいよ つし よいで ジ ヤン 

ボ ー を 見せられて、 その あげくに は 自分が とうとう 


ジャンボ ー にな つ て、 それから 思う存分 囉し 立てられ 

て、 敲き 立てられて、 —— もっとも 新参 だから 離して 

くれる もの も、 敲 いて くれる もの も、 ないか も 知れな 

いが —— とどの 詰り は、 —— どうなる 事 か 自分に も 分 

ら ない。 それ は 分らな くっても よろしい。 生きて 動い 

ている 今で すら 分らない。 ただ 世界が のべつ、 のつ ぺ 

ら ぼうに 続いて いるう ちに、 あざやかな 色が 幾通り も 

きた 

並んで るば かりで ある。 坑夫 は 世の中で、 もっとも 穢 

ない ものと 感じて いたが、 かように 万物 を 色の 変化と 

見る と、 穢な いも 穢 なくない も ある 段 じ やない。 どう 

でも 構わない から、 どうと も 勝手にす るが いい、 自分 


が 懐手 をして いたら 運命が 何とか 始末 をつ けて くれ 

けごん  たき 

るだろう。 死んでも いい、 生きても いい。 華厳の 瀑な 

どへ 行く の は 面倒に なった。 東京へ 帰る？ 何の 必要 

せき 

があって 帰る。 どうせ 二三 度 咳 をせ くう ちの 命 だ。 こ 

こまで 運命が 吹きつけて くれた もんだ から、 運命に 吹 

き 払われる まで は、 ここにい るの が、 一番 骨が折れな 

くって、 一番 便利で、 一番 順当な 訳 だ。 ここにいて、 

ただ 堕落の 修業 さえ すれば、 死ぬ まで は 持てる だろう。 

肺病 患者に ほかの 修業 は むずかしい かも 知れない が、 

堕落の 修業なら —— ふと 往 きに 眼に つ いた 蒲公英に 

出逢った。 さっき はもった いない ほど 美しい 色 だと 


思った が、 今 見る と 何ともない。 なぜ これが 美し かつ 

たんだろうと、 しばらく 立ち 留まって、 見て いたが、 

やっぱり 美しくない。 それから また あるき 出した。 だ 

あおむき 

ら だら 坂 を 登る と、 自然と 顔が 仰向になる。 すると 例 

ほおづえ  みおろ 

の 通り 長屋から、 坑夫が 頰杖を 突いて、 自分 を 見下し 

ている。 さっきまで は あれほど 厭に 見えた 顔が まるで 

つち ざいく  みにく  こわ 

土 細工の 人形の 首の ように 思われる。 醜く も、 怖く も、 

憎らしく もない。 ただの 顔で ある。 日本一 の 美人の 顔 

がた だの 顔で ある ごとく、 坑夫の 顔 もた だの 顔で ある。 

そう 云う 自分 も 骨と 肉で 出来た ただの 人間で ある。 意 

味 も 何もない。 


自分 はこう 云う 状態で、 無人の 境 を 行く ような 心 

うち 

持で、 親方の 家まで やって来た。 案内 を 頼む と、 うち 

しょうじ 

から 十五 六の 娘が、 がらり と 障子 を あけて 出た。 こう 

云う 娘が こんな 所に いよう はずが な いんだから、 平お 

なら はっと 驚く 訳 だが、 この 時 はまる で 何の 感じ もな 

かった。 ただ 器械の ように 挨拶 をす ると、 娘 は 片手 を 

障子へ 掛けた まま、 奥 を 振り向いて、 

おと つ 

「御父さん。 御 客」 

と 云った。 自分 はこの 時、 これが 飯場 頭の 娘 だな と 

がてん 

合点した が、 ただ 合点した までで、 娘が まだ そこに 立つ 

ている のに、 娘の 事 は 忘れて しまった。 ところへ 親方 


が 出て 来た。 

「どうしたい」 

「行って 来ました」 

「健康診断 を 貰って 来た かい。 どれ」 

自分 は 右の 手に 握って いた 診断書 を、 つい 忘れて、 

おや どこへ やった ろうかと、 始めて 気がついた。 

「持つ てるじ やない か」 

しわ の 

と 親方が 云う。 なるほど 持って いたから、 皺 を 伸して 

親方に 渡した。 

「気管支炎。 病気 じ やない か」 

「ええ 駄目です」 


「そり や 困った な。 どうす るい」 

「やっぱり 置いて 下さい」 

「そいつ あ、 無理 じ やない か」 

「です が、 もう 帰れな いんだから、 どうか 置いて 下さ 

い。 小 使で も、 掃除 番 でもい いです から。 何でもし ま 

す 力ら」 

「何でもす るった つて、 病気 じ や 仕方がな いじ やない 

か。 困った な。 しかしせ つかく だから、 まあ 考えて み 

よう。 明日までに は 大概 様子が 分る だろう からまた 来 

て 見る がいい」 

自分 は 石の ようになって、 飯場へ 帰って来た。 


その 晚は 平気で 卧炉 裏の 側に 胡 坐 を かいていた。 坑 

夫 共が 何と 云っても 相手に しなかった。 相手に する 

料簡 も 出なかった。 いくら 騒いでも、 愚弄っても、 よ 

しんば 踏んだり 蹴たり しても、 彼ら は 自分と 共に 一 枚 

の 板に 彫りつ けられた 一 団の 像の ように 思われた。 寝 

ると き は 布団 は 敷かなかった。 やはり 囲炉裏の 傍に 胡 

坐 を かいていた。 みんな 寝 着いて から、 自分 も その 場 

へ 仮寝 をした。 囲炉裏へ 炭 を 継ぐ ものがない ので、 火 

の 気が だんだん 弱くな つて、 寒さが しだいに 増して 来 

たら、 眼が 覚めた。 襟の 所が ぞくぞく する。 それから 

起きて 表へ 出て 空 を 見たら、 星が いっぱいあった。 あ 


の 星 は 何し に、 あんなに 光って るの だろうと 思って、 

はい  きん 

また 内へ 這 入った。 金さん は 相 変らず 平たくな つて 寝 

ている。 金さん はいつ ジャンボ— にな るんだろう。 自 

分と 金さん とどつ ちが 早く 死ぬ だろう。 安さん は 六 年 

この シキに 這 入って ると 聞いた が、 この 先 何年 鉱 を 

敲 くだろう。 やっぱり しまいに は 金さん のように 平た 

力た す み 

くな つて、 飯場の 片隅に 寝 るんだろう。 そうして 死ぬ 

だろう。 —— 自分 は 火の ない 囲炉裏の 傍に 坐って、 夜 

明まで 考えつ づけて いた。 その 考え は あとから、 あと 

し き  ひから 

から、 仕切りな しに 出て 来たが、 いずれも 干枯 びて い 

なさけ  か  こわ 

た。 涙 も、 情 も、 色 も 香 もなかった。 怖い 事 も、 恐ろ 


しい 事 も、 未練 も、 心残り もなかった。 

夜が 明けてから 例の ごとく 飯 を 済まして、 親方の 所 

へ 行った。 親方 は 元気の いい 声 をして、 

「来た か、 ちょうど 好い 口が 出来た。 実は あれから い 

ろい ろ 探した がどう も 思わし いところ がな いんで ね、 

うま  め つ 

II 少し 困つ たんだが。 とうとう 旨い 口 を 見附けた。 

飯場の 帳附 だが ね。 こり や 無ければ、 なくっても 済む。 

現に 今まで は 婆さんが やって たくらい だが、 せっかく 

の 御 頼み だから。 どう だね それなら どうか、 おれの 方 

で 周旋が できようと 思 うが 」 

「は ああり がたいです。 问 でも やります。 帳附と 云う 


と、 どんな 事 をす るんで すか」 

「な あに 訳 はない。 ただ 帳面 をつ ける だけ さ。 飯場に 

わらじ 

ああ 多勢い る 奴が、 やや 草鞋 だ、 やや 豆 だ、 ヒジキ だつ 

て、 毎日 いろいろな もの を 買う からね。 そいつ を 一 々 

帳面 へ 書き込ん ど い て 貰 や あ 好 いんだ。 なに 品物 は 婆 

さんが 渡す から、 ただ 誰が 何 をい くら 取 つたと 云う 事 

が 分る ようにして 置いて くれれば それで 結構 だ。 そう 

すると こ つちで その 帳面 を 見て 勘定日に 差し引いて 給 

ちからわざ 

金 を 渡す ようにす る。 —— なに 力業 じ やない から、 

誰でもで きる 仕事 だが、 知っての 通り みんな 無筆の 

寄 合 だからね。 君が やってくれ ると こっち も 大変 便利 


だが、 どうだい 帳附 は」 

「結構です、 やりましょう」 

「給金 は少 くって、 まことに 御 気の毒 だ。 月に 四 円 だ 

が。 —— 食料 を 別にして」 

「それでた くさんで す」 

と 答えた。 しかし 別段に 嬉しい とも 思わなかった。 よ 

ちとよ 

うやく 安心した とまで は 固り 行かなかった。 自分の 

鉱山に おける 地位 はこれ で やっとき まった。 

あくるひ 

翌日から 自分 は 台所の 片隅に 陣取って、 かたの ごと 

ちょう つけ  けいべつ 

く 帳附を 始めた。 すると 今まで あのく らい 人 を 軽蔑 

していた 坑夫の 態度が がらり と 変って、 かえって 向う 


から 御世辞 を 取る ようになった。 自分 もさつ そく 堕落 

けいこ  ナンキンまい  ナンキン むし 

の 稽古 を 始めた。 南京米 も 食った。 南京虫に も 食われ 

びき むくどり 

た。 町から は 毎日 毎日 ポン 引が 椋鳥 を 引 張って 来る。 

子供 も 毎日 連れられて くる。 自分 は 四 円の 月給のう ち 

のち 

で、 菓子 を 買って は 子供に やった。 しかし その後 東京 

へ 帰ろうと 思って から は 断然 やめに した。 自分 はこの 

帳附を 五箇 月間 無事に 勤めた。 そうして 東京へ 帰った。 

—— 自分が 坑夫に ついての 経験 はこれ だけで ある。 そ 

うして みんな 事実で ある。 その 証拠に は 小説に なって 

いないんでも 分る。 
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